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　瞼を閉じると、決まって脳裏に蘇るものがある。

　それは、最愛のひとの憎悪に染まった瞳。

　それは、真しん言ごんを紡ぐ忌々しい声。

　それは、身に宿る力が蒸発していく感覚。

　それは、飛来した矢が体を刺し穿うがつ激痛。

　それは──死してなお消えることのない、嘆きと恨み。

　これまで幾度となく反芻してきた過去。

　生まれる前からこの身に焼きついていた、母の記憶。

　自分に唯一残された形見を弄もてあそぶのをやめ、ゆっくりと目を開ける。それでも、頭の中に声は響き続けている。

　──ゆるさない、赦ゆるさない。

　──妾わらわからあのひとの愛を、力を、居場所を、平穏を奪った、あの男。

　──憎き術師。赦さない。殺せ、殺せ。末代に至るまで、すべて殺せ。

　脳内を埋め尽くす怨嗟の声に、自分は静かに応える。

「わかっていますよ、母上」

　母の仇である人間はとうの昔、千年以上も前に死んだ。だが、その子孫はまだ、この世に存在している。奴らを皆殺しにすることが、自分の存在意義であり、己が持つ唯一の意思だ。

　しかし、その達成のためにはひとつ、重大な問題がある。

　母が、かの怨敵と最初に対たい峙じしたときに受けた真言。その影響が、当時胎内にいた自分にも及んでいる──受け継がれるはずだった妖力が、ほとんど失われてしまっているのだ。

　もとより自分は、大妖である母と、彼女が愛し仕えた人間の間に生まれた混血児。その時点ですでに母より力が劣ると運命づけられていたというのに、そのうえ術師が放った真言によって弱体化までさせられたとあれば、それはもはや必然だった。

　これまで喰らってきた命は数こそ多いが、妖力の乏しい小物ばかりだ。当然、補えた力は微々たるものであり、未だ人間つねびとひとり殺すことさえ難がある。

　復讐を完全に果たすためには、まったく足りない。

　だからこそ、ここに来た。

　絶やすべき仇の血族──その中において当代でただひとり、先祖に持つ妖の血を色濃く受け継いだ娘がいる、この里に。

　その娘とはすでに二度、接触を果たしている。

　一度目は、いまから約十一年前。まだ彼女が人ひ間との世で、ただの人間として暮らしていた頃のこと。

　二度目は、つい先日。これは『駒』を使った間接的な接触だった。

　どちらも娘を喰らうための計画としてしたことだが、二度とも失敗に終わっている。

「さて……どうしたものか」

　標的やその周囲は、敵は『駒』だけだと考えているようで、警戒度はさほど上がっていない。とはいえ、前回の『駒』は使いものにならなくなってしまったし、次こそは成功させなければ、護りがさらに堅くなり、手出しができなくなってしまう。

　新たな策を練らなければ。

　前回よりも成功率の高い──多少手間がかかろうと、より確実に、あの娘を手中に収められる方法を。





２




　井戸から汲み上げた水で、まだ霞かすみがかっている頭を覚醒させる。

　濡れた顔を拭きながら、頭の中でひとつひとつ、この後の行動を確認する。

　まずは身支度を調えて、母のもとへ朝食を運ぶ。それから一旦下がって自分の食事を終えて戻り、着替えを手伝う。ひと通り終わったら、母につき従い、祷いのり場に午ひるまで籠もる。

　これといって特別なこともない、いつもと変わらない一日だ。

　小さく息を吐つく。

　宮の中へ戻ろうと踵きびすを返した栞凪かんなは、向こうから手を振りながらやってきた人影に動きを止めた。

「おはよう。相変わらず早いわね、栞凪」

「魅み央お。おはよう」

　親友の笑顔に、栞凪も表情を緩めて挨拶を返す。

　魅央は歳が少し上だが、年長者ぶることはせず、かといって立場を気にして畏まった態度を取ることもなく、砕けた接し方をしてくれる数少ない同胞だ。厳密に言えば母方の遠い親戚なのだが、親友という表現が一番しっくりくる。

　この天あま津つ雪ゆきの宮みやにおいて、栞凪が唯一、年相応に振る舞える相手だった。

　魅央は鶴つる瓶べを手た繰ぐりながら、「そういえばさ」と話を切り出した。

「そろそろお祭りがあるわよね。ほら、百年に一度の」

「ああ」

　言われて、栞凪も思い出す。

　この里で、百年に一度行われる祭り。

　遥か昔。言われなき罪で人間に狩られる妖狐を救うため、彼らを統率し、妖狐だけが暮らす隠れ里を創った女性──始祖、雪せつ珂か。

　彼女への変わらぬ謝意を示し、そして里の変わらぬ平穏を祈願する催しである。

「前回は珀はく羽う様と道どう玄げん様が主役だったけど、今回は、きっとあなたと蒼そう真ま様が抜擢されるでしょうね」

　魅央はわくわくしているような、あるいはからかうような笑みを浮かべて、栞凪を振り返る。

　対して、栞凪は表情に苦いものを滲ませた。

「……まだ、わからないでしょ」

　栞凪が言わんとしていることを察したらしく、魅央の語調が強くなる。

「栞凪以外にはありえないわよ！　だって、皆そう思ってるもの。でしょ？」

「……うん……」

　そう言いつつも、栞凪の表情は晴れない。

　おそらく魅央の言うとおりになるだろうとは思っている。そうなってほしいと望んでもいる。しかし、想定できる万にひとつの『ある可能性』を、完全に否定しきれない。

　──やめよう。

　いくら考えたところで、どうなるかはわからないのだ。それよりもいまは、さっさと部屋へ戻って、身支度を調えなければ。

　栞凪は瞑目して深呼吸をひとつすると、顔を洗っている魅央に「じゃあ、先に戻ってるから」とひと声かけて、今度こそ歩き出した。







「お祭り、ですか？」

　花嫁修業、そして婚家に馴染むための活動として、女中に頼み込んで任せてもらった邸の清掃に打ち込んでいた露つゆ里りは、蒼真に声をかけられて手を止めた。

「ああ。百年に一度催される、里の行事だ」

「あっ、知ってます。塗ぬり籠ごめにあった書物で読みました。始祖様への感謝と、里の平和を祈願するんですよね」

　ぱっと顔を輝かせる露里に、蒼真はひとつ頷く。

「祭りでは、始祖の里創りの伝説になぞらえた儀式が行われる。始祖とその夫の役を演じる者がいて、通例では当代の姫巫女と里長、もしくはその後継者がそれを担うのだが──」

　そこまで言うと、彼は少し迷うような素振りを見せた後、何かを決心した面持ちで言葉を続けた。

「今回の儀式では、私と……露里、貴女にその役目を任せてもらえるよう、打診しようと考えている」

「……えっ？」

　一瞬、何を言われたのか理解できず、数秒間が空く。

　先程の蒼真の言葉を脳内でもう一度再生し、それからようやく、露里はぎょっと目を見開いた。

「わ、わたしが、始祖様の役を……!?　そんな……でも、大丈夫なんですか？　どうして……」

「貴女の言いたいことはわかる。確かに、里の皆は反対するだろう」

　露里がただの人間でないことは、先の事件──蘇芳すおうが起こした騒動の幕引きで、多くの者が理解している。しかしだからといって、彼女を受け入れることを良しとする者が増えたかといえば、答えは否だ。

　仮に増えていたとしても、妖狐の血を引いているとはいえ、人間として育ち、人間としての生き方が染みついている露里を、里の者たちが最も崇敬する存在の役に据えるのは、間違いなく反感を買うだろう。

　だが、そうとわかっていても、露里を始祖役に推薦したい理由が、蒼真にはあった。

「此こ度たびの儀式の場を借りて、貴女を私の正式な伴侶として、皆に紹介したく思う」

「────」

　思いがけない意図に、言葉が咄とっ嗟さに出てこなかった。

　正式な伴侶として、紹介。

　それって、つまり……。

　まるで声をなくしたような感覚に囚われた露里は、呆けた表情で、まじまじと蒼真の瞳を見つめる。

　蒼真は彼女の視線を正面から受け止め、逸らさず、真摯な眼差しで問うた。

「そう簡単に話が進むとは思えないし、審議の段階で貴女にも負担がかかるかもしれない。……それでも、私は賭けたい」

　可能な限り早く、露里こそ自分の正式にして唯一の伴侶だと宣言したい。

　いつまでも彼女を『あくまで客分』などという扱いにしておきたくない。

　何よりも真剣な想いと、心苦しさ。

　声音と視線に込められた感情を察した露里は、胸の奥からこみ上げてくるものをぐっと堪えて、微笑を浮かべてみせた。

「──わかりました。……わたしも、蒼真さんと、本当の夫婦になりたいです」

　不安はある。

　けれど、蒼真と本当の夫婦になりたいというのは、嘘偽りない本音だ。彼だけでなく、里の皆にも受け入れてもらいたいと思っている。

　それに、自分のために難題に挑もうとしてくれている蒼真の思いを無下にしたくない。

　押し殺した不安を悟られないように笑みを深くすると、蒼真はわずかに顎を引いて、表情に決意を滲ませた。

「きっと、実現してみせる。だから──もう少しだけ待っていてくれ、露里」

「……はい」







「駄目だ」

　蒼真の真剣な訴えを、しかし道玄は、にべもなく却下した。

　なぜ、と蒼真が非難めいた声を上げるよりも早く、険しい面持ちで彼は言う。

「祭りには、他の里からも同胞が集まる。この里に棲む者たちだけならまだしも、彼らの同意まで得るのは至難だろう」

　同席していた露里は、検討する素振りさえ見せることなく提案を撥ねつけられた衝撃に少しの間茫然としていたが、『他の里』という単語に我に返った。

「あの、道玄様。他の里というのは……？」

　すると道玄が露里に視線を向け、普段の厳格だが落ち着いた表情に戻って説明する。

「『妖狐の里』は元来、始祖様がお創りになったこの里ひとつきりだった。しかし、彼女の子孫が長の座を継承してしばらく経った頃、里は──我ら白狐一族は、いくつかの集団に分かれた。長い時を経て子孫が増えたことで土地が手狭になったからというのが、主な理由とされている」

　一族が分裂してから相当な年月が経っているため、正確な里の数やその規模の大小は把握できていない。今回の祭りに来るのは、認知されている中でも第こ一この次に規模の大きい里に棲む同胞たちだという。

「露里殿には申し訳ないが、祭りの時期までもうあまり日もない。いまから里の皆を説得するのは、いささか骨が折れる」

　もし幸運にも住民たちからある程度の同意が得られたとしても、里の重鎮たる年寄りたちはひと筋縄ではいかない。彼らはとくに掟やしきたりを重んじる。

　こちら側の意見が「是」でまとまっているという前提を調えたうえで、後から来る妖狐たちの承認を得る──これなら望みはあるだろうが、その前提を調えるには、おそらく時間が足りない。

　案の定、想像していた以上に厳しい現実に、露里は顔を俯ける。

　里の皆にとって大切な時期に波風を立てるようなことはしたくない。

　婚礼が延期されたまま、やり直す日取りの目処も立たず、それに代わる機会も却下されてしまったことに何も感じないわけではないが……。

　胸中の靄もやを押し隠し、露里が口を開こうとしたそのとき、蒼真が食い下がった。

「ですが、父上。私が妻とするのは、彼女だけと決めています。ほんの一時──たとえ儀式の中だけの形式的なものだとしても、その席に、彼女以外を据えたくはありません」

　一切の迷いなく放たれたその言葉に、露里は目を丸くして蒼真を見、頬を朱に染める。

　それからすぐに我に返り、小さく頭かぶりを振った。

　嬉しいけれど、そうじゃない。いまは真面目な話の最中なんだから。

　そんな露里の百面相は、男ふたりの目には入っていないらしい。

　道玄は再び眉間に皺を寄せて、悩ましげに唸った。

「そうは言っても、お前が儀式で主役を務めることはすでに決定している。気持ちはわかるが、これが変えられぬ以上、どうしようもなかろう」

「……っ」

　父の正論に、蒼真は言葉を詰まらせ、悔しげに拳に力をこめる。

　微かに震える彼の肩を見て表情を曇らせた露里は、ふと、ある疑問を抱いた。

　蒼真が儀式の主役に決まっている。

　では、その伴侶──即すなわち、要とも言うべき始祖の役も、すでに候補がいるのだろうか？

　もしそうなら、誰なのか、知りたい。

　そう思った直後、露里ははたと瞬いた。

　……なんだろう。いま、何か……胸の奥が……？

「露里殿。どうされた」

「えっ？」

　唐突に降ってきた訝しげな声に、胸のあたりに一瞬感じた奇妙な感覚から現実へと、意識が引き戻される。

　いつの間にか落としていた視線を反射的に上へ戻すと、ふたりの目がじっとこちらを見ていた。

「どうした。具合でも悪いのか」

「あっ、いえ、ごめんなさい。そうじゃなくて……、……その、ちょっと気になることがあって」

　気遣わしげな表情で顔を覗き込んでくる蒼真に首を横に振って、露里は道玄を見た。

「儀式で始祖様の役をやる方は、もう決まっているんでしょうか？」

「まだ確定してはいないが」

　問われた道玄はひとつ頷いてそう前置きし、答えた。

「当代姫巫女の娘──栞凪が適任だろうということで、第一の里側こちらの話はまとまっている」

「栞凪、さん……」

　おうむ返しに呟いた露里の脳裏に、いつかの記憶が蘇る。

　婚礼のときと、その翌日、初めて天津雪宮へ足を運んだときに会った巫女。自分と同じ年頃に見えた、長い睫毛に縁取られた藤色の瞳が印象的な少女。

　あのひとは、蒼真さんがわたしと結婚することに反対している。

　おそらく、彼女にとって蒼真はとても大切な存在なのだろう。栞凪が蒼真に対して見せた、意味深な表情や態度。そして、宮の裏で偶然聞いてしまった蒼真と彼女の会話から、それは察することができる。

　栞凪なら確かに、立場や蒼真との相性は申し分ない。

　自分よりもずっと相応ふさわしい始祖役候補に、露里はさすがに納得せざるを得なかった。

「そうですか……。……じゃあ」

「露里」

　平静を装ったつもりだったが、どうやら気落ちしているのを隠しきれていなかったらしく、蒼真が焦じれた風情で遮る。

　そんな彼に、露里は微苦笑を浮かべて言った。

「少し残念ですけど、仕方がないですよ。里のひとたちを困らせるわけにはいきませんし……それに、蒼真さんのさっきの言葉だけでも、わたしは充分、嬉しかったですから」

　妻とするのは、露里だけ。

　たとえ上辺だけでも、それを違たがえたくはない。

　一日でも早く自分を正式な妻にしようと力を尽くしてくれたことも、自分だけを想ってくれるという宣言も、堪らなく嬉しかった。

　蒼真が自分との結婚を強く望んでくれていると再確認できた──いまはそれで充分だ。

　急がなくていい。いつか必ず、本当の夫婦になれる日が来ると信じられる。

　待っていられるから。

「わたしは大丈夫です」

「露里……」

　宥なだめるように笑ってみせると、蒼真は苦しげに眉根を寄せて少しの間沈黙し、それから俯いて、

「…………わかった」

　と、呟くような声で言った。

　その様がどこか子どものように見えて、露里の胸に苦いものが滲む。

　きっと、悔しい思いでいっぱいなのだろう。このひとは、責任感がとても強い。

　そんなに気にしなくてもいいのに、と思う反面、そこまで気にかけてくれることが嬉しくもある。

　……なんて言ったら失礼かな、と考えていると、道玄が再び口を開いた。

「ご理解、感謝する。……そのうえでさらに申し訳ないのだが、露里殿」

「……はい」

「貴殿には祭りが終わるまでの間、一時的に別の場所に身を隠していただきたい」

「みを──」

　ミヲカクシテ……。

　──身を隠して？

「……え？」

　ぽかんとした表情の露里に、道玄は眉ひとつ動かさずに続けた。

「すでに用意はできている。先刻も言ったように、あまり時間は残されていないのでな。明日……とは言わないが、数日後には移っていただく。要り用のものがあれば用意させるが、何かおありか」

「え……いえ、あの、それは」

　どうして、という言葉は音にならず、口だけがぱくぱくと動く。

　しかしそれで理解できたらしく、道玄は理由を説明した。

　曰く。

　こちらでは露里の存在は周知されているが、他の里に棲む妖狐たちには、人間の娘が妖狐の里にやってきたこと以前に、千年前に妖狐と人間──当時の第一の里の長と露里の先祖が交わした盟約のことさえ知られていない。

　何も知らない彼らがここへ来て、そして唐突に露里の存在を知れば、間違いなく混乱が起こる。

　それを防ぐ──否、抑えるため、彼らに見つからない場所へ露里を一時匿かくまい、機会を見て事情を説明する。

　話が荒れることに変わりはないだろうが、もし騒ぎになったとしても、露里に害が及ぶ危険性は低くなる。最悪の展開は、露里のことを知った余所の妖狐たちが人間への負の感情に再び火をつけ、それが第一の里の住民たちにも燃え移り、歴史を反転させて繰り返す事態になること。

　かつて、人間が妖狐を誤解したことからはじまった『妖狐狩り』。

　その反転。

　道玄の言わんとすることを理解し、想像した瞬間、背中を氷塊が滑り落ちる。

　思わず息を飲んだ露里は、震える声で「わかりました」と応えた。

「うむ。居を移している間は、危険が及ばぬよう男衆を数名警護につけ、不便がないよう可能な限り対処する。しばらく息の詰まる思いを強いてしまうことになろうが、そこは容赦していただきたい」

「はい。……あの」

　背筋を伸ばして神妙に頷いた後、露里はおずおず、一番気になることを尋ねた。

「わたしが別邸にいる間、蒼真さんは……」

　ちらりと蒼真を見遣る。

　それに気づいてこちらを見た彼の表情には、寂しげなものが浮かんでいる。

　──あ。

　なんとなく、察しがついた。

　蒼真の唇がわずかに開く。しかしそこから言葉が発されるより先に、道玄が露里の質問に答えた。

「息子は、祭りの儀式に備えて稽古をしなければならん。それに、立場上目立つこともある。次期里長が里の外れに頻繁に足を運んでいるとなれば、何かがあると悟られてしまうのでな」

「……じゃあ、やっぱり」

　道玄はひとつ頷くと、言った。




「別居だ」







　それから二日後。

「ふうん。ちょっと手狭だけど、綺麗だし悪くはないわね。こんなところに邸があったなんて、全然知らなかったわ。前には誰か棲んでたのかしら」

　別邸の間取りをひと通り確認した紗さ埜やは、満更でもなさそうな口調でそう言った。

　いつもどおりどこか不遜な彼女に、露里は内心、不安に表情を引き攣らせる。

　今日から祭りが終わるまで、里の外れ──住居区を囲む森を抜け、『境界』を越えて数メートルの場所にあるこの邸に隠れ住む。

　警護役は数名いるが、彼らは休憩のとき以外、邸内へは入ってこない。さらに世話役に女中をつけると言われたのを「せっかくだから、ひとりでできることを増やしたい」と断ったこともあって、実質的にはひとり暮らしになるはずだった。

　……のだが、事情をどこからか聞いたらしい紗埜が、

「女中をひとりも連れていかないで、明日からいきなりひとり暮らしですって？　あんた家事全部、ひとりで満足にできるようになったわけ？　なってないでしょ。知ってるわよ、見てたもの。料理は何をするにしても危なっかしいし、掃除は手際が悪いし、洗濯なんてまだ教わってもいないじゃない。……え？　なんでそんなに詳しいのかって……べ、べつに毎回見てたわけじゃないわよ！　そこまで暇でも酔狂でもないわよ、馬鹿じゃないの!?　……っとにかく、そんなあんたが明日からひとりで暮らすなんて絶対無理よ。賭けてもいいわ。…………だから、仕方がないから、わたしがつき合ってあげる。近くに男しかいないんじゃ、何かあったとき不便でしょうしね。『でも』じゃないの、わたしが行くって言ったら行くの、いいわね！」

　といった具合で半ば強引に同行を申し出、気圧された露里は断れず、蒼真も道玄も「そのほうがいくらか安心できる」と承認したことで、急遽ふたりでの隠遁生活となった。

　確かに、蒼真の次に頼りやすい紗埜がついてくれるのは心強い。それに彼女の言うとおり、同性がひとりでも傍にいたほうがいざというときに助かる。

　ただ少しだけ心配なのは、頼りやすいとは言っても決して良好な仲ではない……というか、一方的にこちらに敵意を向けている小さ姑やとしばらくの間ふたりきりで、上手くやれるかどうかということだ。

　幸い、先日の事件──蘇芳が起こした騒動以降、彼女の態度は若干ながら軟化している。

　とはいえ、露里を敬愛してやまない兄の嫁と認める気はまだないらしく、行き合えば棘のある言葉を放ち、蒼真と一緒に過ごしているところを見られた後には調子に乗らないよう釘を刺さしてくるというのは変わっていない。

　それでも里長邸では一緒に過ごすことはあまりなく、おかげでさほど気にすることもなかったが、この別邸ではそうはいかない。部屋の数は本邸よりずっと少ないし、それ以前に、避けていては彼女が同行してくれた意味をふいにしてしまう。

　紗埜のことを嫌っているわけではない。出会ったばかりの頃こそ風当たりの強さにあまり積極的に関わりたいとは思えなかったが、いまでは将来的に姉妹になるのだし仲良くなれたらいいと思っている。

「何よ」

「えっ！　あっ、いいえ、なんでもっ」

　凝視されていることに気づいた紗埜が、胡乱げに目を眇すがめて露里を見上げる。

　慌てて目を逸らした露里は暴れる心臓を深呼吸で宥め、胸に当てた手をぎゅっと握った。

　良き妻になるために努力すると、蒼真と想いを通じ合わせた日に決意したのだ。

　家事の修業だけでなく、彼の家族と良好な関係を築くこともその一環。紗埜とふたりで暮らす機会などそう何度もあることではないのだし、むしろ嬉しいことではないか。

　ひょっとしたらこれを機に仲良くなって、生まれて初めての同性の友だちができるかもしれない。

　将来の義妹、それも実年齢は露里よりずっと上である可能性が高いが、そこはそれ。

　憧れの友人獲得という希望に、密かに目を輝かせる露里。紗埜の顔がますます怪訝になったことには気づかない。

「紗埜さん。改めまして、これからしばらくの間、よろしくお願いします！」

「は？　何よ、急に」

「いえ、ちゃんと言っておこうと思って！」

「はぁ……？」

　そんな噛み合っていないやり取りをしていると、警備役の男衆のひとりが、荷物の運び入れが終わったと声をかけてくる。

　紗埜はそれに応じると、露里からさっさと視線を外して、最終確認のために別の部屋へと去っていった。







「手伝ってくださってありがとうございました、蒼真さん」

「礼は言わなくていい。もとよりこちらの勝手な都合での転居だ。それに、したくてしたことだからな」

　別邸、玄関先。

　引っ越し作業があらかた完了し、本邸へ帰る蒼真を見送るため、露里は外に出ていた。

　蒼真はいつもどおり淡泊な口調で言うと、ふと、正面に立つ露里の頬に手を伸ばす。

　そのひんやりとした指に、露里は小首を傾げて瞬いた。

「蒼真さん？」

「……露里。やはり別邸こちらに移るのは明日にしてはどうだ」

　え、と目を瞠みはる露里。

　よく見ればどことなく、蒼真の表情は寂しげだった。

「今日は疲れただろう。休むのなら、慣れた環境の方がいい。本邸にはひとの手も充分にある」

　こちらをじっと見つめてくる瑠璃の双そう眸ぼう。

　そこに切ない色が滲んでいる気がして、思わず胸が苦しくなる。

　言葉を詰まらせた露里は、しかし少しの沈黙の後、微苦笑を浮かべた。

「……気遣ってくださってありがとうございます、蒼真さん。でも、まだ細かいものの整理が残っていますし、こちらでの生活にも早めに慣れておきたいですから。予定どおり、今日からここに泊まります」

「……そうか」

　するりと、頬に触れていた手が離れる。

　その感触が名残惜しくて、自分で断っておきながら、「やっぱり」と言いたくなる。

　喉まで迫せり上がってきた言葉をぐっと飲み込んだそのとき、

「なら、私が別邸こちらに泊まる」

「えっ」

「えっ!?」

　思いがけない切り返しに、露里はもちろん、隣でふたりのやり取りをもの言いたげな表情をしながらも黙って聞いていた紗埜も、驚いた声を上げる。

　焦っている様子の妹は一いち瞥べつもせず、露里を真っ直ぐ見つめたまま、蒼真は続ける。

「嫌か」

「い、嫌だなんてそんな。でも」

「貴女に少しでも寂しい思いをさせるのは、心苦しい。それに私も、できる限り貴女と離れたくない」

「────」

　ずるい。

　と、露里は蒼真から目を逸らす。

　そんなに率直に言われたら、もう断れないではないか。

「早めに慣れておきたい」というのは、単純に別邸そのもののことだけではない。蒼真が傍にいない環境のことも含んでいた。

　件くだんの騒動をきっかけに、蒼真と露里は私室を共有するようになり、食事や就寝だけでなく、可能な限り──外での用事や家事修業、そして入浴以外では、ほぼ常に傍にいることが決まりとなった。

　これは『蘇芳の手から露里を護るための方策』であり、事件が終幕を迎えたいまとなってはもはやそうする必要はないのだが、「以前の生活に戻さなければならない理由もとくにない」とそのまま続けていたせいで、すっかり蒼真が声の届く範囲にいることが当たり前のようになってしまった。

　それに気づいたのは、昨日の晩。自分の横で眠る蒼真の顔を見つめながら、「明日からしばらくの間、このひとの姿を、見たいと思ったときに見られないのか」とぼんやり考えたときだった。

　ひどくいまさらなことを直前になって思い至ったことにも驚いたが、何よりいつの間にか自分が彼にべったりになっていたことにも驚いた。

　自覚した瞬間、顔が急速に熱くなっていく。いや、いずれは夫婦になるのだからそれでいいというかそうであってこそなのだろうけれどでもでもなんだかそれってなんていうかあうう。

　思考をそのまま大声で叫びたい衝動を、必死に押し殺す。

　ひとしきり悶えて、それから冷静になって蒼真の寝顔を見つめ、「もう二度と会えなくなるわけじゃない。大丈夫。寂しくなるだろうけれど、それもちょっとの辛抱だ」と言い聞かせて、やっと落ち着いたのだ。

　写真はないし贈られた物もないけれど、自分の胸元には彼に刻まれた『徴しるし』がある。どうしても恋しくなったら、それを思い出せばきっと抑えられる。

　そう思って今日を迎えた。

　だというのに、これではせっかくの決心が揺らいでしまいそうだ。

　出鼻を挫かれたような気持ちになる。しかしその反面、昨晩、思いつくのが遅くて諦めた『別居する前日に思い切り蒼真と触れ合っておく』という計画を実行できる機会が再度訪れたと胸が弾む。

「……露里？」

　蒼真の怪訝な声が降ってくる。

　つい思考に没頭してしまっていた露里ははっと我に返った。

「え、えっと、……じゃあ、今日は……」

　続きを言うのが躊躇ためらわれて、ちらりと蒼真の顔色を窺う。

　彼は先を促すように、ただ黙ってこちらを見ている。

　露里はぎゅっと目を瞑り、恥を忍んで言った。

「今日は、いっぱい甘えていいですか!?」

「──ああ、もちろん」

　面食らったらしく少しの間があったが、蒼真の声には、彼にしては珍しく、わかりやすいほど喜色が滲んでいた。

　滅多に聞かない声音に、露里は目を丸くする。

　瞼を開けたことで飛び込んできた彼の顔もまた、幸せそうな形になっていた。

　ぶわっと、胸の奥から何かが湧き上がる。

　それに突き動かされるように思わず抱きつきそうになったその瞬間、至近距離からわざとらしく荒々しい咳払いが場の空気を打ち砕いた。

「そういうことでしたら、早く中に戻りましょうお兄様。うふふ、今日はわたしが腕によりをかけて夕ゆう餉げをつくりますね」

　にっこりと愛らしい笑顔で、紗埜が蒼真にそう促す。

　蒼真はいまが露里とふたりきりの状況ではないことをさっぱり失念していたらしく、紗埜を見て「あ」と唇を動かし、それから「ああ」と応じて邸内へ戻っていった。

　露里も蒼真と同じく、紗埜がいることをすっかり忘れていた。

　どうやらそれは完全に見透かされていたようで、蒼真がこちらに背を向けた途端、紗埜は一いち分ぶの隙もなかった笑顔を消し去り、およそ可憐な少女がするべきではない顔で露里を睨めつけた。

「なぁにが『今日はいっぱい甘えていいですか』よ」

「う……」

「見せつけてくれるじゃない。……ふん。わたしがいるんだって、二度と忘れないことね。お兄様たっての希望だから、夜、いい雰囲気になったところに水を差すような真似はしないでおいてあげるけど。盛り上がりすぎて妙なことをしでかさないか、ちゃんと監視させてもらうから、肝に銘じておきなさいよ」

「は、はい……」

　表情もさることながら、声も背筋がぞっとするほど低い。口調も、いつもの甲高いものから一転、恐ろしいほど冷めている。

　露里は若干涙目になりながら、何度も首を縦に振った。







　食器と箸がぶつかる小さな音と微かな咀嚼音だけがする中、露里は自分の膳に箸を伸ばしながら、上座にいる蒼真の手の動きをちらちらと窺っていた。

　鼓動が早い。口に入れたものが、気づくといつの間にか喉を通り過ぎている。しかしそんなことはどうでもよくて、いま一番意識が向くのは、蒼真が口に運ぶもの。

　箸を握る手に、知らず知らずのうちに力が入る。

　ついには完全に手を止めて凝視していると、視線に気づいた彼が噛んでいたものを飲み込んで、不思議そうに言った。

「食欲がないのか？」

「ひゃっ！　い、いえ！　大丈夫です！」

　膝を膳にぶつけるほど飛び上がる露里。

　その取り乱し様でぴんときたのか、紗埜が呆れたような顔で溜息を吐つく。それから、甘えた声で兄に尋ねた。

「お兄様、お口に合いますか？」

「ん、ああ。美味い。お前がつくったのだったか」

「ええ、そうです。いつかこんな日のためにと思って、密かに特訓してたんですよ。それがこうして報われて、本当に幸せです。どれも自信作ですけれど、お兄様はどの料理が一番お好みですか？」

「……この和あえものとか。ただ……これは」

　淡々と答えた蒼真は、何か引っかかる様子で、膳の上にある皿のひとつを示した。

　冷ひや奴やっこである。

　とくに変わった品ではない。ただ──その姿は、かなり歪いびつだった。

　まず大きさが不揃いで、まだ箸をつけていないというのに角や側面が一部崩れている。それは蒼真の分のみならず、露里の分も紗埜の分も同様だ。

　膝の上で拳を握り、俯いて小刻みに震える露里。

　紗埜はそんな彼女の様子を一瞥するも、しれっとした口調で言った。

「ああ、それはですねお兄様。わたしが厨くりやで調理していたときに、この女──露里さんが『わたしにも何か手伝わせてください』と言ってきたんです。ですけれど、こんな箱入り──いえ、一番疲れているでしょうひとにあれこれやらせるわけにもいかないでしょう？　なので、簡単なものをと思って冷奴をお願いしたんです」

「……つまり、これは露里が？」

「……………………はい」

　手に取った冷奴の皿を見つめる蒼真の問いに、露里は消え入りそうな声で答える。

　最愛の兄のために特訓してきたというだけあって、紗埜のつくった料理はどれも美味、かつ見栄えも完璧だ。そんな美しい膳の上にひとつだけ、簡素で不細工な自分の品があるのが、とてもいたたまれない。

　そしてそれ以前に、自分の不器用さを蒼真に知られてしまったことが、堪らなく恥ずかしい。

　取り繕おうにも、調理などしていないにも等しいので「見た目はよくないけれど味は大丈夫なはず」とは言えない。

　何か言わなければと思うものの何も浮かばず、俯いたまま悶々としていると、やがて箸を動かす音がひとつからふたつに増えた。

　おそるおそる、顔を上げて蒼真の方を見る。

　彼は何事もなかったかのように食事を再開していた。

　表情にはこれといって、不機嫌そうな色は浮かんでいない。

　冷奴は半分ほど減っている。

「あっ……」

「ん？」

　ついこぼれた声に、蒼真が不思議そうな視線を露里に向ける。

　思い切り目が合い、露里は咄嗟に言った。

「ご、ごめんなさい」

「何がだ？」

「その……簡単なものさえ、上手にできなくて」

　いろいろと努力して、少しずつできることが増えてきた気がしていた。しかし、実践してみて、それがまったくの思い上がりだったと痛感させられた。

　紗埜が先程口走った『箱入り』という言葉。

　実家の私室から出ることを禁じられ、来る日も来る日も、本か空ばかりを眺めていただけの過去の記憶が蘇る。

　本当に何もしてこなかったんだなぁ、わたし……。

　いまになってようやく自覚しただなんて、我ながら情けない。

　そう思った途端、胸の奥がずしりと重くなるような感覚に襲われ、顔が自然と俯いて上がらなくなる。

　そのうち場の空気を悪くしていることに気がつき、いよいよ息苦しさまで覚えはじめたそのとき、ふわりと、頭に何かが乗った。

　どこかぎこちなく動くそれに、露里は目を瞠る。

　顔を上げると、静かな表情の蒼真と視線がぶつかった。と同時に、頭の上の感触が、彼の手だということに気づく。

「蒼真さん……？」

　戸惑いの滲んだ呟きに、蒼真は真っ直ぐな目で露里を見つめながら言った。

「……貴女が里ここに来る前にどんな生活をしていたかは、ある程度父から聞いている。それにこのところ、貴女なりに努力をしていることも知っている。本来なら雑事などせずともいいのに、貴女はそれに甘えようとしない。──それだけで充分だ。責めたりなどしない。気に病むな」

　それは淡々とした響きで、言葉少なでもあったが、確かに温かさを感じる励ましの言葉だった。

　呆ける露里の頭を、蒼真は不器用な手つきでゆっくり撫でる。

　先程の言葉の意味と頭を撫でられている感触を数拍置いて認識した露里は、じわりと目頭が熱くなるのを感じた。

　視界が揺らめく。鼻の奥がつんと痛む。

「……っ」

　こんな些細なことで、と思う心に反して、溜息にも似た嗚咽がこぼれる。

　──どうして、こんなに泣きたくなるんだろう。

　何もできない自分が情けないから？　迷惑をかけている蒼真に気を遣わせたから？

　それもある。

　しかしそれ以上に、陰ながらしていた努力を認めてもらえたからだ──と、気づいた露里は大きく目を見開いた。

　思えば、そんなことをしてもらえたのは生まれて初めてかもしれない。

　記憶を手繰ってみても、誰かに「よく頑張ったね」と褒めてもらった覚えがない。頭を撫でられたことはあるけれど、それは可愛がられていただけで、何かを評価されてのことではない。

　当然だ。だって自分は、ずっと何もしてこなかった。

　その実感が、先程よりも重みを増す。

　けれど──否、だからこそ。

「……蒼真さん。わたし、もっともっと、頑張ります。ぜったい……絶対、立派なお嫁さんになりますから」

　自分のする努力を見ていてくれるひとがいる。

　自分がした努力で喜んでくれるひとがいる。

　そうだ。ここで落ち込んで、挫けてしまうわけにはいかない。わたしは蒼真さんの、将来の奥さんなのだから。

「……無理はするな」

　強い意志を瞳に覗かせる露里に、蒼真はわずかに目を細めて彼女の頭から手を離す。

　撫でられる感触が消えたことに名残惜しさを覚える露里。それが引き金になったのか、つい数秒前までの強気が翻ひるがえって、今度は思い切り蒼真に甘えたいような──有り体に言って、抱きつきたくて堪らなくなった。

　……あ、駄目だ、と瞬間的に思う。

　成長すると決意したばかりのはずなのに、いま、もの凄く子どものようなことがしたい。

　矛盾していると感じるけれど、どうしようもなく甘えたい気分だ。

　めちゃくちゃな自分の内心に混乱しながらも蒼真の方へ身を乗り出したそのとき、突然すぐ近くから、明らかに棘の混じった声が上がった。

「ああん、ずるいですお兄様。わたしの頭も撫でてください！」

「なぜ」

「だって、わたしだって毎日お兄様のためを思っていろいろしてるんですよ？　今日だってほら、お兄様のために腕を振るって夕餉をつくりましたし！　ね、ね、ですから、ね？　いいでしょう？」

「私のため……？」

　蒼真は一部の言葉が引っかかる様子で眉根を寄せるが、紗埜の執拗な要求に、渋々といった体ていで彼女の頭に手を伸ばした。

　露里のときと比べて手つきが若干荒っぽいが、紗埜はまったく気にならないらしく、むしろ恍惚の表情を浮かべている。

「ああっ、お兄様に頭を撫でていただける日が来るなんて……っ！」

　妹の上擦った声に、蒼真の顔がどこか憮然としたものに変わる。

　紗埜の介入に目を丸くしていた露里は、温度差のある兄妹の様子に思わず小さな笑声をこぼした。

　なんだか、つい先程まで気分が沈んでいたのに、いまは晴れやかだ。ほんの一瞬生じた衝動も、どこかへ行ってしまった。

　しかし少しだけ、惜しかったようにも思う。あのとき、衝動に身を任せて蒼真に抱きついていたら、なんというか、すごく気持ちがよかった気がするのだ。

　そんな考えと同時に、蒼真にきつく抱き締められる情景が脳内に浮かぶ。

　重なる互いの胸。背中に回って強く締めつけてくる彼の腕。自分も、彼の背中に手を回す。伝わる熱と鼓動。頬が触れ合って、髪が絡まる。しばらくそうしていると、やがて背中にあった手が腰へとゆっくり下りていって──

　と、そこまで想像した露里は、はっと我に返った。

　な、な、な、なにを──何を考えているの、わたし!?

　信じられない思いで頬に手を当てる。顔が熱い。

　待って待って、なんでそうなるの!?　一体どこでそんな展開を学習したの!?　そんな情熱的で甘い展開、なりそうになった経験さえないのに。昔読んだ恋愛小説にでもあったのだろうか。だとしても、それをまさか自分と蒼真で想像するなんて、我ながらなんて恥ずかしい……っ！

「露里？」

「ひゃあっ！」

　突然名前を呼ばれて、露里は反射的に素っ頓狂な叫び声を上げる。

　その反応に、声の主である蒼真も驚いた様子で一瞬身を硬くした後、怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「どうした。何か慌てているようだが……」

「な、なんでもないです！　何も考えてません！」

「……？」

　妙に噛み合っていない露里の答えに、蒼真はますます怪訝な顔になる。

　兄の手が離れて正気に戻った紗埜も片目を眇めて、露里に疑念をぶつける。

「何ひとりで百面相してるのよ、あんた？　顔赤いわよ？」

「ひゃっ……くめんそうなんて、してないですよ。大丈夫です。はい。全然、全然」

「は？」

　何を言ってるんだこいつ、と言いたげな紗埜から逃げるように視線を外し、露里は姿勢を正して食事を再開する。

　一心不乱に箸を動かし料理を咀嚼する彼女に、蒼真と紗埜はわけがわからないといった様子で視線を交わし、困惑顔のまま同じように食事に戻った。

　彼らに目もくれず、ひたすら食事に意識を向ける露里。しかしそうしている間も、先程の想像──もはや妄想が、脳裏をちらつく。

　そのたびに、ああもうっ！　と叫びたくなるのをぐっと堪えて、料理を咀嚼することでそれを振り払う。

　ほどなくして、露里は空になった茶碗を膳に置き、

「ご馳走様でしたっ」

　と自や棄け気味に手を合わせた。







　……鼓動がうるさい。

　呼吸は乱れて落ち着かず、頬は熱を帯びており、目は完全に冴えている。

　眠気が訪れる気配など微塵もない。

　時刻はすでに、いつもなら確実に寝入っている頃だ。だというのになぜ今日はまだ起きているのかといえば──

　露里はおそるおそる、視線を上へと向ける。

　すぐそこには、静かに瞼を閉じた蒼真の整った顔があった。

　解かれた艶やかな長髪のひと束が頬にかかっており、桜色の薄い唇はほんの少しだけ開いている。瞼は閉じられ、長い睫毛が一段と際立っている。

　それを見た途端、露里の胸が一層大きく跳ね上がった。喉まで迫り上がってきた「ひっ……！」という悲鳴を寸でのところで飲み込み、思わず捩よじりそうになった体を全力で硬直させる。

　声を出しては駄目だ。身動みじろいでもいけない。

　なぜなら──露里はいま、蒼真に抱き込まれるような体で横になっているからだ。

　使っている布団はふたりでひと組。

『同衾』という言葉が脳裏を過よぎる。

　その直後に浮かんだいけない想像を打ち消すように、露里はぎゅっと固く目を閉じて、こんな状況になった経緯を思い返した。
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「あっ」

　夕餉を終えて入浴も済ませ、そろそろ就寝しようかという頃。

　奥の部屋から、寝所の支度をしに行った紗埜の声が響く。

　気になった露里が顔を出すと、彼女は何か悩むような警戒しているような、どことなく険しい視線を投げかけてきた。

「……ど、どうかしましたか？」

　無言でじっとこちらを凝視している紗埜に、露里はたじろぎつつ問う。

　奇妙な沈黙がふたりの間に流れる。

　やがて紗埜が盛大な溜息を吐つき、そして口を開いた。

「……しょうがないわね。あんた、今晩はわたしと──」

「何かあったか」

　言葉が途中で遮られる。

　ふたりが別室に行ったまましばらく音沙汰がないことを訝ったらしく、蒼真もこちらにやってきたのだ。

　紗埜が再び悩む素振りを見せながら、兄の問いに答えた。

「いえ、大したことではないのですが……。……お布団が、ふた組しかなかったもので」

　言われて、露里も気がつく。

　蒼真が今晩この邸に泊まることになったのは、引っ越し作業があらかた片づいた後だ。つまり、こちらに持ってきたものは露里と紗埜のふたり分しかない。当然、寝具もである。

「申し訳ありませんけれど、お兄様はわたしの布団をお使いください。……露里さん、今晩だけ、わたしと一緒に寝ましょう」

「えっ」

　意外な提案に思わず目を丸くして紗埜を見る露里。

　致し方ないとはいえ、毛嫌いしているはずの自分と同じ布団で眠ることを良しとしてくれるなんて……。これはひょっとして、寝る前に女子同士でしかできないような話をして距離を縮める好機なのでは？

　ぱっと閃いた、昔兄から聞いた『修学旅行』のようなわくわくする体験ができるかもしれないという期待に、表情がにわかに輝く。

　しかしそんな幻想は、紗埜の据わりきった目で一瞬に打ち砕かれた。

　えっじゃないわよ仕方ないってさっきも言ったでしょうがまさかお兄様を布団もなしにその辺で寝させるつもりじゃないでしょうねそんなの絶対許さないわよていうか何期待したような目してんのよ一緒に寝るからって気を許したわけじゃまったくないから勘違いしないで頂戴よこんなの不本意も不本意なんだからね思い上がるな。

　……実際にはひと言も発していないのに、紗埜の声が怒濤の勢いで頭の中に流れ込んでくる。

　和わ気き藹あい々あいとした雰囲気など欠片も望めない彼女の視線に、露里は若干涙目になりながら「……わかりました」と応えた。

　それを聞くが早いか、紗埜はにっこりと笑って、蒼真に向き直る。

「それではお兄様。お兄様はこちらのお部屋でお休みに──」

「……いや」

「──え？」

　ぽつりと呟くように紗埜の言葉を遮る蒼真。

　彼は少し考えるような素振りを見せた後、不思議そうに目を丸くした妹ではなく露里に視線を向けて、

「一緒に寝るか」

　と言った。

　………………。

「ぇ？」

「えっ!?」

　露里の喉からこぼれた声──否、音は、ぎょっと目を剥いた紗埜のいっそ悲鳴に近い声に掻き消される。

　つい呆けた顔で蒼真を見た露里は、はっと我に返ると慌てて咳払いをして、改めて応えた。

「そっ……れは、ど、どういう」

　声はしっかり出るようになったが、抑えきれない動揺のせいで口調はしどろもどろである。頭もぐらぐらしているような気がする。

　何？　なんて？　えっ、何が？

　一緒に寝る？

　なんで？　──なんで!?

　そんな、端から見ても混乱しているのがありありとわかる様子の露里に、蒼真は少し決まり悪そうに目を伏せた。

「いや……貴女が嫌だというなら、無理にとは言わないが」

「い、嫌じゃないです！　嫌じゃ、ない、ですけど……っ」

　恥ずかしい、という言葉は、言うことも恥ずかしくて飲み込む。

　だって一そ緒れって、つまりひとつの布団でってことじゃないか。

　それはさすがに心臓が保たない。同じ部屋で寝るのだって未だに緊張するというのに、どうしたって密着してしまう状況に置かれたら、考えただけで頭が沸騰しそうになる。

　どうしよう、どうしよう。

　恥ずかしくて堪らないけれど、頑なに拒否して蒼真を傷つけるようなことはしたくない。……それに、実を言うと、少しだけ期待している自分もいるのだ。

　かといって喜んでその提案に同意すればはしたない娘だと思われそうな気がして、露里は迷いに迷った末、結局答えを決めかねてじっと蒼真を見つめた。

　上目遣いに見つめてくる露里に、蒼真がわずかにたじろぐ。

　その反応に内心小首を傾げる露里。羞恥心から頬が赤みを帯び、若干潤んだ瞳が期待しているような困っているような、複雑で艶のある色を滲ませているという自覚はない。

　蒼真は一度瞑目して深く息を吐つくと、露里を見つめ返し。

　思わずぞくっとするような、熱っぽくも切なさを感じる口調で言った。

「……一緒に眠ろう、露里。今日は、可能な限り貴女と共にいたい」
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　……あんなふうに言われたら、よほどの理由がなければ断れない。

　そして露里には『よほどの理由』などまったくなかった。

　かくして、いまに至る。

　ちなみに紗埜は就寝直前まで蒼真に思い直すよう食い下がったが、最終的に根負けし、別室でひとり眠っている。……はずである。

「おやすみなさい」と挨拶を交わして別れたときの彼女の憎々しげな眼差しのことを考えると、ひょっとしたら、起こりうる何かを想定してこちらに聞き耳を立てているかもしれない。

　まさかね、と内心笑ってみるも、充分にあり得ると思えて仕方がない。

　そんなに警戒しなくても、わたしはべつに、蒼真さんに何かしようだなんて──

「…………っ！」

　脳内に再び、ある想像が浮かぶ。

　露里は反射的に体を硬直させ、それを打ち払った。しかしすぐにまた似たような情景が脳裏に閃いて、どうしても消せない。

　そうこうしている間に目はさらに冴えてきて、体のどこかが疼うずくような、妙な感覚がぞわぞわと這い上がってくる。

　堪らず身を捩よじったそのとき、頭上から囁くような声が聞こえてきた。

「……露里？」

「っ！　あ……っ」

　瞬間、頭の中が真っ白になり、血の気が引く。

　上を向くと案の定、蒼真が薄く目を開けていた。

「ご、ごめんなさい、起こしてしまって……！」

「……眠れないのか」

　不快な色など一切見せず、ただ静かにそう問うてくる蒼真。

　露里がなんと答えたものか迷っていると、彼は露里の腰に添えていた手を持ち上げて、布団の上に流れる露里の髪を梳すくようにゆっくりと撫ではじめた。

　何度も何度も、無言でそれを繰り返す。

　蒼真の意図がわからず戸惑う露里。しかし、やがて彼が、自分が答えに窮しているのを察して、落ち着いて話せるようになるのを待ってくれているのだと気づく。

　はっと我に返った露里は、ひとつ息を吐つき、そして言葉を探るようにしながら言った。

「……ちょっと、緊張してしまって。まさか蒼真さんと、こ……こんなふうに、一緒のお布団で寝ることになるなんて、想像もしていなかったので」

「やはり、迷惑だったか」

「いいえ！　全然、そんなことないです。距離が近くて、少し恥ずかしいですけど、でも嬉しいというか、……幸せです。誰かとこんなふうにくっついて眠るなんて、初めてで」

　実家では眠るときも決まって独りだった。

　時折兄の和かず成なりが来て寝かしつけてくれることはあったけれど、目が覚めるといつも彼はいなくなっていた。

　蒼真はきっと、ずっと傍にいてくれる。朝目が覚めればそこにいて、いつものように「おはよう」と言ってくれる。

　それを思うだけで、胸の奥がとても温かくなる。

「そうか。……しかし、先程は何か、妙に落ち着かない様子だったが」

「え？　……あっ!?」

　言われて、露里はつい数分前まで自分が考えていたことを思い出し、かあっと顔を赤らめた。

「いやっ、あれはその……っ！　──というか、えっ!?　待ってください、蒼真さん、あのときにはもう、起きてたんですか!?」

「貴女がいつまでも眠れないようだったから、気になってな。もし半時経っても寝つけないようなら出ていこうかと、様子を窺っていた」

「────」

　……つまり？

　とっくに眠ったと思い込んで蒼真の顔を凝視したり、その美しさを改めて認識して生唾を飲み込んだり、腰に触れている彼の手に意識が集中してそわそわしたり、微かに聞こえる彼の心音に思わず「触れたい」と手を伸ばしかけてやめたり、極めつけに、誰の目もない静かな部屋にふたりきりでひとつの布団に寝ているという状況にうっかりしてはいけない妄想をしてしまって身悶えしていた自分のことを。

　蒼真はすべて把握していたと？

「あ──」

「ん？」

「っ、う……、ううううう」

「露里？」

　突然呻き声を上げて顔を覆った露里に、蒼真が驚いた様子で手を止める。

　対して露里は、あまりの恥ずかしさに泣き出しそうになるのを必死で堪えていた。

　──あああああもう、もう、もう！　馬鹿、わたしの馬鹿！

　恥ずかしい。ものすごく恥ずかしい。

　起きている本人の前──どころかその腕の中で、そうとは知らずにあんなことを考えていただなんて、信じたくない。

　そのうえ、不自然に体をもぞもぞと動かしていたことまで知られているなんて……。

「……きえたい……」

　蚊の鳴くような声が漏れる。ひとしきり身悶えたことで心の中にある何かが切れたのか、今度はひどい脱力感が襲ってくる。

　しばらくぐったりした状態で沈黙していると、やがて微かな衣きぬ擦ずれの音がして、

「……露里」

　と、囁くような、そしてどこか不安そうな声が、これまでよりも少し遠い──天う井えの方から降ってきた。

「露里」

　繰り返し名前を呼ばれて、露里はそろそろと顔を覆う手を外す。

　声のする方へ目を遣ると、蒼真が上体を起こして、こちらを申し訳なさそうな表情で見下ろしていた。

「すまない。何か、気に障ったか。……やはり、私は別の場所に」

「あっ……ま、待って！　ください……っ！」

　立ち上がろうとした蒼真の袂たもとを、露里は慌てて掴んだ。

　わずかに目を瞠って、蒼真がぴたりと動きを止める。

　困惑と逡巡が入り混じった沈黙を破ったのは、俯き加減に起き上がった露里の、精一杯絞り出した言葉だった。

「違うんです。蒼真さんが近くにいるから眠れないわけではなくて……いえ、簡単に言うとそうなんですけど、それが嫌なんじゃなくて……、──っ」

　誤解させたくないという思いが、口の動きを鈍らせる。

　思いつくままにしゃべっては駄目だ。羞恥心に負けて、余計なことを言ってもいけない。もし言葉の選び方や順序を間違えれば、十中八九、蒼真を傷つけてしまう。

　散々喉をつかえさせた露里は、やがて躊躇いを振り払うように大きく頭かぶりを振ると、ばっと勢いよく顔を上げて蒼真を真っ直ぐ見つめ、溜め込んだものを吐き出すように声を張って言った。

「ふっ、ふたりっきりで、ひとつの布団で、こんなに近くで寝ていたら……っ！　なんだか、その──ま、ま、ま……まるで、し──初夜、みたいだなって、思っちゃって……！」

「────」

　蒼真の瞳が大きく見開かれる。

　いまの状況が初夜を思わせるとはまるで気づかなかったらしい。

　しばらくの間硬直していた彼は、しかしやがて何かに思い当たった様子で、沈ちん鬱うつな表情を浮かべた。

　それを見て、露里はすぐに直感する。おそらく蒼真は、あの晩のことを思い出している。

　露里にとっても蒼真にとっても、多くの意味で忘れられない。心に、簡単には消えない傷が刻まれた夜。

　とくに蒼真は、きっと傷それが露里以上に深い。それに、いまの露里の発言が触れたのだ。

　危惧していたことが起きてしまったと悟った露里は、慌てて言葉を継ぎ足した。

「あのっ、あのときのことを思い出して怖いとか、嫌だとか、そうじゃないですから！　そうじゃなくて、ちょっと……どきどきして」

「どきどき……？」

　怪訝に眉根を寄せる蒼真。

「どきどきとは、どういう意味だ。……もし不安に感じているなら、どうか安心してくれ。もう二度とあんな非道な真似は──」

「だっ……！　だから、そんなことは思っていません！」

「す、すまない。……では、貴女はいま、一体どういう心境なんだ」

「う、それは……」

　率直に訊きかれて、思わずたじろぐ。

　……言いたくない。

　しかし蒼真の眼差しは真剣そのもので、うやむやにさせてくれそうにない。

　露里は視線をあちらこちらへ泳がせ、小さな唸り声を何度もこぼし、ちらちらと繰り返し蒼真の顔を見て、それからようやく、観念して白状した。

「蒼真さんに、いろいろされるのを…………ちょっとだけ、期待……しました」

「いろいろ……？　……っ」

　おうむ返しに呟いた蒼真は考える素振りを見せた後、ようやく合点がいったらしく、瞠目する。

　堪らなくなった露里が視線を逸らすと、彼は珍しく狼狽した様子で露里の両肩をそっと掴んだ。

「そ……そう、だったか。それは──いまも？」

「…………」

　無言で首を縦に振ると、肩を掴んでいる蒼真の手がぴくりと反応する。

「……蒼──」

　伝わってきた緊張にそろそろと顔を上げると、直後、視界が影で暗くなった。同時に、名前を呼ぼうと開いた口が、柔らかい感触に塞がれる。

　何かがさらりと頬を撫でた瞬間、露里は自分がいま、蒼真に口づけられているのだと悟った。

「──ん、っ……ふ……」

「……っ……、……っは……」

　唇が離れる。

　思わず閉じた瞼をそろそろと開いた露里は、すぐ目の前にある蒼真の顔が、苦しそうでいてどこか高揚していることに気づいた。

　余裕が感じられないその表情に、鼓動が跳ねる。無意識ながらにもっと彼の顔をよく見ようとしたそのとき、ぐいっと体が前に引き寄せられ、きつく抱き締められた。

　衣擦れの音が耳をくすぐり、じわじわと強くなっていく拘束が熱を浸透させていく。

　目まぐるしい展開に心臓がばくばくと暴れ回っている反面、思考はどこか奇妙な冷静さを残していて、露里はされるがままになりながら、混じり合う体温と心地よい苦しさに意識を浸ひたす。

　どれほどそうしていたか、やがて露里の首筋に顔を埋めるようにしていた蒼真が、震える息を小さく吐いて、ゆっくりと拘束を解いた。

「すまない。つい……堪らなくなって」

「いえ……」

「……露里」

　突然抱き竦めたことに気まずさを感じているらしく俯いていた蒼真は、露里の名を呼ぶと、視線を下に落としたまま言った。

「明日の早朝、私はここを発って、祭りの準備に取りかかる。毎日顔を見せるようにするし、そのときは可能な限り長く時間を取るように努力するが──それでも数日の間、一日の大半は、貴女を蔑ないがしろにしてしまうことになる。もちろん、貴女の身に何かがあればすぐに駆けつけるが……、……」

　そこで一旦、言葉が切れる。

　ふいに口を噤つぐんだ蒼真は何か思案している素振りを見せた後、面を上げ、横髪を梳くようにして露里の頬に片手を添えた。

「……だから。今夜は貴女が望むだけ、それに応えたいと思う」

「わたしが、望むだけ……？」

「ああ。たとえば──」

　頬に触れていた蒼真の手が下へと滑り、顎をなぞって、喉を伝い。

　そして、白くて長い指の先が衿えりにかかったところで、ぴたりと止まった。

　反射的に体を硬直させる露里。呼吸がわずかに荒くなる。

　微かに緊張を孕んだ沈黙が数秒間続いた後、蒼真の手の動きにつられて俯き加減になった露里の耳を、低い囁きがくすぐった。

「……どうしてほしい？」

　心臓が大きく跳ねた。

　脳を揺さぶられているような感覚が襲ってくる。

　ぐらぐらと揺れる頭で必死に口にする言葉を考えはじめた露里は、ふと、胸元に触れている蒼真の手が小さく震えていることに気がついた。

　瞬間、肩から力が少しだけ抜ける。

　露里はそっと、蒼真の手を自分の両手で包み、顔を上げて、驚いた様子の彼をじっと見つめた。

　視線が絡み合う。

　奇妙に頭がぼうっとして目を細めている露里に対して、蒼真ははっとした様子でわずかに目を瞠っている。

　──どれだけの時間、見つめ合っていたのだろう。

　どちらともなく顔を近づけていく。

　二度目の口づけを交わしたふたりは、唇を重ねたまま、ゆっくりと布団に倒れ込んだ。







　翌日、早朝。

「では、行ってくる」

「いってらっしゃいませ、お兄様」

「いってらっしゃいませ」

　玄関先に出た露里は、里に戻る蒼真を笑顔で送り出した。

　彼の背中が見えなくなったところで、ようやく振り続けていた手を下ろす。

　仕事に出かける夫を見送る妻のようで嬉しくも恥ずかしい反面、次に会えるのはいつになるだろうと寂しく思う気持ちもある。

　そんな複雑な心境が顔に出ていたのか、先程までとびきりの笑顔で蒼真を見送っていた紗埜が深々と溜息を吐つき、呆れたと言わんばかりの表情で言った。

「……あのねぇ。寂しいのはわかるけど、そんなしょぼくれた顔で見送るんじゃないわよ。あんたがそんなんだと、お兄様の負担になるでしょうが」

「えっ。わたし、そんな顔してましたか？」

　少なくとも蒼真がこちらに背を向けるまではちゃんと笑顔を保っていたつもりだった露里は、紗埜の指摘に驚いた。

　まったく自覚がなかったと顔に書いてある露里に、紗埜は腕を組んで、じっとりと目を眇めた。

「そりゃあもう。まるで何年も離れ離れになるみたいな、悲壮感溢れる見送りだったわよ」

「ええっ」

　あまりの言われ様に、そんなに!?　と思わず頬に手を当てる。

　そんな露里をじっと睨ねめつけていた紗埜は、里の方を見遣り、

「……お兄様も、あんなに名残惜しそうなお顔をすることはないのに。何度も何度も念押しまでして。少し前までは全然、そんなひとじゃなかったのに……」

　と、彼女にしては珍しく、兄に対する不満のような呟きをこぼした。

　確かに、と露里も紗埜と同じ方を見、彼女の言葉に内心同意する。

　先刻ここを発つまでに、蒼真は再三、「よほどのことでもない限り毎日仕事終わりに顔を出す」「もし何事かあれば、遠慮などせずに男衆を使って必ず報せるように」「決して無茶をしないこと」と露里に言い聞かせた。

　そのときの彼の表情はとても切なげで、真剣な話の最中だというのについ、「まるで別れの時を先送りさせたくてこんなに繰り返し同じ話をしているみたいだ」などと考えてしまった。

　我ながらひどい自惚れだと思う一方で、事実そうでもないという実感もある。

　そこまで考えたとき、脳裏に昨晩の記憶が蘇り、露里は熱っぽい小さな溜息を吐ついた。

「……すき……」

「──は？」

　唐突に耳じ朶だを打った地を這うような低音に、半ば放心状態になっていた露里はびくっと肩を跳ねさせて我に返る。

　いま何かまずいことを口走ってしまっただろうかと反射的に口を手で押さえ、怖々隣を見ると、先程の凄味のある声の主が、鋭利な視線をこちらに注いでいた。

「……なんですって？」

「ひっ……。あ、や…………わたし、何か言いました？」

「……ねぇ。ひとつ訊くんだけれど、あんた、昨日の晩──何もしなかったでしょうね？」

「へぇっ？」

　思わず声が裏返った。

　その反応だけで紗埜は何かを察した──というよりも、より強く確信したらしく、ますます彼女の表情が険呑になる。

　さすがに危機感を覚えた露里が弁明するよりも早く、

「やっぱり！　やっぱりあんた、昨晩お兄様に何かしたのね!?　何か変だと思ったのよ。今朝から、雰囲気が！　なんだか妙にふわふわしてるっていうか、甘ったるい感じで！　まるで──そう、『ふたりきりの世界』みたいな！　お兄様がわたしに素っ気ないのはいつものことだけど……ええ、いつものことだけれど。今朝はそういうのではなくて、もっとこう、見えていないみたいだったわ。あんたのことしか眼中あたまにないとでもいうようなご様子だった。そして極めつけに先刻さっきよ！　『毎日会いに来る』とか言ったときのあのお顔！　お兄様のあんなに切なげで熱っぽい表情、初めて見たわよ!?　ああ、こんなことなら一睡もせずに襖ふすまの前で張って警戒しておくんだったわ！」

　と、ひと言口を挟む隙もないほどの勢いでそう捲まくし立てた。

　そしてぜいぜいと荒い息を整えた後、露里をぎろりと睨みつけ詰め寄った。

「白状しなさい。お兄様に何をしたの」

　彼女の凄まじい剣幕に、思わずたじろぐ露里。

　しかしここで下手に沈黙したり口ごもったりすれば、あらぬ誤解をされてしまう。それはいろいろとまずい。とんでもない事態になりかねない。

　すぐにそう思い至った露里は、できるだけ真剣な表情をつくって否定した。

「な、何もしていません」

「嘘おっしゃい。わたしの目を誤魔化せるだなんて思わないことね。絶対に昨晩何かがあったわ。お兄様だけじゃない、あんたの様子も今朝からおかしいのよ。さっきだって、蕩けきった顔で悩ましげに呟いてたじゃないの」

「えっ!?」

「自覚なしってわけ。ますます腹立たしいわね」

　そんな理不尽な……と思うものの、とても口には出せない。

　露里の困惑気味な目を無視して、紗埜はさらに詰問を重ねる。

「正直に言いなさい。正直に。昨日の晩、わたしの目がなくなった後。あんたとお兄様は、部屋で、ふたりきりになって、それから一体、何を、して、いたの」

　言葉が細かく句切られるたび、紗埜の射貫くような目が迫ってくる。

　思わず上体を仰け反らせてしまうほどの距離にまで接近された露里は、その気迫についに根負けした。

「……っさ、昨晩は……お布団がひと組しかないので、蒼真さんとふたりでそこに寝たんですけど、それだとその、距離が近いというか……どうしても密着することになって」

『密着』という単語に、眉をぴくりと跳ねさせる紗埜。しかし口は噤んだまま、先を促すようにじっとこちらを凝視している。

「で？」と言わんばかりの彼女に、露里は生唾を飲んで続けた。

　あまりにも距離が近くて緊張してしまい、まったく寝つけなかったこと。それに気がついていた蒼真が眠れない理由を誤解し、気を遣って別の場所へ移動しようとしたこと。それを引き留めて、本当の理由を話したこと。

「少し前に、蒼真さんとちょっと……すれ違ってしまったことがあって。それが昨日の夜と状況が少しだけ似ていたんです。だから蒼真さんは、わたしがそのときのことを思い出して不安になってるんじゃないかって思ったみたいで」

　紗埜は件の出来事を知らない。

　水に流しはしたが率先して話したいとは思わないし、蒼真に至っては昨晩の振る舞いから察するに、未だに負い目を感じているらしい。

　そんなことをこの場で詳つまびらかに語るのは気が進まず、適当に言葉を濁す。

　紗埜は『すれ違ってしまった』という部分で怪訝そうに眉をひそめはしたものの、それについて深く追求はしないことにしたのか、

「ふうん。でも違ったのよね？　なんで眠れなかったのよ」

　と、寝つけなかった本当の理由を訊いてきた。

　露里は内心で安堵の息を吐つくものの、一方で非常に答えづらい質問に冷や汗を流す。

　どうしよう。

　まさか本当のことを正直に言うわけにはいかない。そんな度胸はないし、あったところで言えば紗埜が激怒するのは目に見えている。

　ぴしりと音を立てて固まった露里を、紗埜は容赦なく問い詰める。

「何、言えないの？　言えないような理由なの？　……まさか、欲情したとか──言わないわよね」

「うっ……」

　愛してやまない兄に関わることだからか、舌を巻くような鋭さを発揮する紗埜。

『欲情』という直球かつ過激な言葉に露里が思わず呻くと、彼女はそれを肯定と取ったらしく、くわっと目を剥いた。

　その瞬間、露里は周囲一帯の空気の温度が、がくっと下がったような感覚に陥った。

「──欲情」

　地を這うような低い声に撫で上げられた肌が、ざっと総毛立つ。

　息を飲むことさえ躊躇われるような雰囲気を醸して、紗埜はさらに問いを重ねた。

「──それで？　したの？」

「え……？」

　短い問いに、露里は意味を汲み取れず戸惑う。

　すると紗埜は振り切れたように声を張った。

「だ、か、ら！　男と女、しかも結婚の約束までしているような間柄のふたりが他人の目のない部屋でしそうなことと言ったら、思いつくのはひとつでしょう！　それをしたのかって訊いてるのよ！」

「しそうなことって──」

　そこでようやく、露里は紗埜が言わんとしていることを理解して、一気に顔を真っ赤に染める。そして全力で首を横に振った。

「しっ、してません！」

「本当に!?」

「してませんしてません！　本当です！　そん、そんな、わたし、そんなこと！　むっ、無理です無理です、できません！　だってそんな、そういうのはむしろ、結婚して夫婦になってからすることで──」

　そんな雰囲気にはなったけれど、そこまでは行っていない。布団に一緒に倒れ込んだ後、何度か口づけをして、それから片手を繋いで、もう一方の手で互いの髪や頬を触ったりしただけで、それ以上のことなんて一切していない。

　首をぶんぶん振りながら言葉にならない呻きをこぼす露里を、紗埜は探るような険しい目でしばらく凝視した後、ひとまず矛を収めた様子で鼻を鳴らした。

「……ふん。してないなら──まぁいいわ。傍で寝ているお兄様を見て不埒なことを考えたのは許し難がたいことだけれど、この場は見逃してあげましょう」

「あっ、ありがとうござ」

「だけど。次に少しでもそんな気を起こしたら……ただじゃおかないわよ」

「……はい」

　血の気が引く音が聞こえた気がした。

　真っ青になって頷いた露里を見て、紗埜は大きな溜息を吐つく。そして気を取り直した風情で、いつもの彼女らしい強気な態度で露里に人差し指を突きつけた。

「というか、さっきはつい『結婚の約束までしているような間柄』なんて言っちゃったけれど、わたしはまだあんたをお兄様の嫁と認めたわけじゃないわよ！　認められたいなら家事のひとつくらいまともにできるようになることね！　別こ邸こにいる間、わたし手ずから厳しく指導してやるから、覚悟なさい！」

「は、はい！」

　条件反射的に背筋を伸ばすと、紗埜はくるりと踵を返して歩き出す。

　露里も慌てて彼女に続こうとして、少し迷う素振りを見せた後、里がある方向──蒼真の向かっていった方向に目を遣って、胸元をぎゅっと握った。

　どうか、お祭りの準備が滞とどこおりなく進みますように。

　離れている間、蒼真さんが無理をしすぎませんように。

　そう祈ると同時に、露里は本邸に戻るまでに、少しでも自分にできることを増やせるよう努力しようと改めて決意した。







「おお、皆息災か。よく来てくれた。久しいな」

　わずかに喜色を滲ませた調子で道玄が言う。

　蒼真は無言で、前方からこちらへ向かってくる一団を率いている中老の男に会釈をした。

「道玄殿。それに蒼真殿も」

　男は蒼真たちの出迎えに破顔する。

　そして彼はふたりの前まで来ると足を止め、目尻を下げた。

「ご健勝そうで何より。蒼真殿は以前にも増して凛々しくなったな。此度の祭りは、お前が始祖様の伴侶役を務めるのだろう？　期待しているぞ」

　まるで甥を可愛がるような柔らかい語調だった。

　彼は蒼真の叔父ではない。しかし血縁ではある。正確には、蒼真や道玄の一族は始祖の直系──即ち本家であり、彼はその分家筋に当たるのだ。

　名を、菱りょう路じ。第二の『妖狐の里』を統べる長である。

　言葉どおり期待の滲んだ視線に、いま抱えている中で一番の懸念を指摘されたような気がして、蒼真は表情をわずかに曇らせる。

　しかしそれを悟られる前に、

「は」

　と、短く返し頭を下げた。

　その控えめな態度に感心した風情で微笑んだ菱路は、うんうんと何度か頷いた後、辟易した様子で「まったく」とこぼした。

「うちの倅せがれにも、少しは次期里長としての自覚を持ってもらいたいものだ」

　わざとらしく呆れた声音で言いながら、じろりと傍らに目を遣る菱路。

　視線の先には蒼真と同じ年頃の、ひどく不機嫌そうな表情でそっぽを向いた青年がいる。

　父親の刺々しい言葉に、彼は無言のまま、首をもたげるようにして蒼真を睨みつけた。

　嫌悪感がびしびしと伝わってくる。しかし蒼真は「またか」と思う程度で、たいして気にはならなかった。

　青年──菱路のひとり息子にして、第二の里の次期里長。

　名を、斯し貴きという。

　歳は蒼真とほぼ同じ。血縁とはいえ棲む里が違うので顔を合わせるのは数年に一度くらいなのだが、なぜか彼は、昔から蒼真のことを毛嫌いしているのだ。

　ちなみに、嫌われている理由について、蒼真にはまったく心当たりがない。

　反抗的な斯貴の態度に、菱路は嘆息する。

　少々気まずい雰囲気になったところで、それを察した道玄が口を開いた。

「さて。長旅で皆疲れているだろう。明日からの準備に備え、今日は各々の宿でゆっくり休んでくれ」

　道玄に促され、菱路が率いてきた一団──第二の里の妖狐たちは、祭りのために集まるたびに厄介になっている民家へ、それぞれ散っていく。

「我々も、ここで立ち話というのもなんだろう。ささやかだが、もてなしの準備が調っている。積もる話はそこでしようではないか」

「そうですな」

　ふたりの里長が、邸に向かって歩き出す。

　彼らに追従して後に続く蒼真と斯貴。

　相変わらず険しい目で睨みつけてくる斯貴に構わず、蒼真は歩を進めながら、祭りの主役の件について改めて考えながら、渋面を浮かべた。







　ぶん、ぶんと、空を斬る音が耳朶を打つ。

「四十八、四十九、五十……っ！」

　ひたすら小太刀を振るっていた露里は、その回数が五十を数えたところで、疲労困こん憊ぱいといった風情でその場にへたり込んだ。

「情けないわね。たったこれだけの素振りでへばるなんて」

　がっくりと項うな垂だれてはぁはぁと荒い息を継ぐ露里を見下ろしながら、傍で監督していた紗埜が肩を竦める。

「……す、すみません……」

　先刻まで掃除と洗濯の指導をみっちりされていたおかげで、素振りをはじめる前からすでにある程度へとへとだったのだが、同じように水仕事をしていた紗埜がけろりとしているのを見ると、貧弱な自分が情けなく思えてくる。

　妖狐の体力と比べるものではないかもしれないとも思うものの、それでももう少し体力は欲しい。

　こんな調子では、

「家事も当然できるようにならないと駄目だけれど、最低限の護身術も身につけておくべきね。じゃないと、お兄様の負担がちっとも減らないもの！　文句は言わせないわよ」

　という紗埜の言いつけを、いつまでも達成できそうにない。

　ようやく息を整えた露里は胸の内でよいしょと呟いて立ち上がると、……護身術かぁ、と顎に手を当てた。

　護身術といえば武術だろうと思い、紗埜が有事のときのためにと持ってきた小太刀を借りて剣術を囓りはじめたが──たったいま、『他の手段』が閃いた。

「あの、紗埜さん」

「何よ。疲れたから今日はもうお終い、なんて聞かないわよ」

「いえ、そうじゃなくて。紗埜さんは、妖術って使えますか？」

　は？　と、露里の唐突な質問に、紗埜は眉をひそめる。

「まあ、使えるには使えるけど」

「じ、じゃあ、あの……わたしに、妖術の使い方を教えていただけませんか？」

　閃いた『他の手段』とは、妖術を習得することだった。

　露里の中には、先祖から受け継がれた妖狐の強大な力が眠っている。

　それが明確なかたちで発現したのは過去に一度──蘇芳との一件のときだけだ。しかも暴走して、当時の記憶はほとんど残っていない。

　だがその力を、自分の意思で自在に操ることができれば、立派な護身術になるし、再び暴走してしまうことを防ぐ手立てにもなる。

　それに、妖術が使えるようになれば、妖狐に一歩近づいて、里に馴染みやすくなるかもしれない。

「わたしに扱いきれるかどうか、正直、あまり自信はないですけど……。でも、わたしの中にある力ものなら、ちゃんと自分で扱えるようになりたいんです」

　正直なところ、怖いという気持ちは大きい。

　得体が知れないし、暴走時の記憶は朧気とはいえ、それがとんでもない強さだということはなんとなく理解しているからだ。

　けれど、そんなものを制御不能のまま抱えているのは、もっと恐ろしい。どんなきっかけで暴れだすかわからないし、いつか誰かを傷つけてしまうかもしれない。

　だからこそ、これを機に、力とのつき合い方を学んでおきたいのだ。

「…………」

　露里の意見に、紗埜は思案顔になる。

　値踏みするような彼女の視線が、露里を射貫く。

　しばらく睨み合いのような状態が続いて、沈黙の長さに露里が挫けそうになったところで、ようやく紗埜が呆れの色を滲ませた溜息を吐ついた。

「いいでしょう。あんたの力がどれほどのものは知らないけど、確かに使えるに越したことはないでしょうしね」

「……！　あ、ありがとうございます！」

「じゃあ、さっそくはじめましょうか。とりあえず感覚を掴むところからね。本格的にやるのは、早くて明日からってことで」

「はい！」

　ぱっと顔を明るくして、期待に目を輝かせる露里。

　真摯な表情で修業の手順を考えていた紗埜は、そのきらきらした笑顔にはっとした素振りを見せると、慌てて厳しい顔をつくった。

「だ、だからといって家事の修業のほうを手加減したりなんてしないわよ。明日も今日と同じようにびしびし鍛えるからそのつもりでいなさい」

「うっ……はい！　よろしくお願いします」

　朝からつい先頃まで続いたかなり厳しい花嫁修業を回想して、思わず呻く。

　それでも頑張ろうと、露里は拳を握り大きく頷いた。







　頷いた──約二時間後。

「うう……」

　露里はがっくりと項垂れて、情けない声を上げた。

　傍で彼女を見ていた紗埜も、眉間に皺を寄せて頭を押さえている。

　あれからすぐに妖術の特訓に取りかかったものの、結論から言って、力を使えるようになる兆候はまるで現れなかった。

　紗埜に妖力を行使するときの感覚や心象を教えてもらい、それに倣ならって挑んでみるも成果は得られず、自身の中にある力の片鱗を感じることさえなかった。

　それでも諦めずに試行錯誤して様々なことを試してみたが、結果は同じ。

　やがて疲労が限界に近づき、そしていま、挫けた。

「……ちょっと休憩にしましょうか」

　あまりの成果のなさに、さしもの紗埜も露里に同情したのか、憐れみを孕んだ声音でそんなことを言った。

　いつもの毒舌やきつい言い回しが一切ないその言葉が、ひどく心にずっしりくる。

　……なぜだ。力は確かにあるはずなのに、全然その気配が感じられない。

　肩を落として、わけがわからないといった表情を浮かべている露里に、紗埜が慰めるような語調で言う。

「陽が傾いてきたし、そろそろ夕餉の下ごしらえをしないとね……。あんたは少し休んでから自主練習してなさい。戻ってきたらまた見てあげる」

「はい……すみません……」

　紗埜の姿が邸内に消える。

　露里は薪割り用の切り株の上に腰を下ろすと、頬杖をついて、深々と溜息を吐ついた。

「やっぱり、最初からそう上手くはいかないか……」

　よくよく考えてみれば、露里が自身の中に眠る力をはっきりと意識したのは、十一年前に初めて怪我をしたときだけだ。先日暴走したときのことも、具体的に自分が何をしてどんなことが起きたのかはまるっきり覚えていない。『暴走した』という事実自体、後から蒼真に聞かされて知ったことなのだ。

　そんな、なんの手がかりもないところからはじめるのだから、初日はこうで当然だ。

　とはいえ、どうすればここから進歩できるのかさっぱりわからないのは困る。

　紗埜の指導は言ってしまうとかなり抽象的だったので、何かもっと具体的な方法があればいいのだが、露里に思いつくのは『力が発現したときに近い状況をつくる』──即ち、命が危険な状態に自分を追い込むことくらいだ。

　……言うまでもなく、そんなことはできない。

「うーん……」

　他にいい案はないだろうかと思考を巡らせはじめた、そのとき。

　がさがさっという茂みの揺れる音が、近く──右方向から響いた。

　邸の中へ入った紗埜が、周囲の森から現れようはずもない。露里は弾かれたように音のした方向を見た。




「あ」




　ふたりの視線がぶつかり合う。

　そこにいたのは、見覚えのないひとりの青年だった。





　　　◇　　　◇　　　◇






　時は少し遡る。

　里長邸の広間へと場所を移し、酒を飲みながら談笑している道玄と菱路。

　時折彼らから振られる話に適当な返事をしながら、下座に腰を下ろした蒼真は、密かに露里のことを考えていた。

　……会いたい。

　別れてからまだ半日ほどしか経っていないというのに、恋しく思う気持ちが溢れそうなほどに膨れ上がっている。気を抜くと溜息をこぼしてしまいそうだ。

　昨晩のことを思い返す。

　──初めて、互いに互いを求め合い、触れ合った夜だった。

　彼女を深く抱き締めている確かな感触と、己もまた抱き締められているという実感。重ねた唇の柔らかさと、溶け合った熱。いままでに感じたことがないような幸福感と充足感。

　朝になって目が覚めたとき、腕の中で微かな寝息を立てている露里を見たとき、できるならずっとこのままでいたいと強く思った。

　いま頃、露里はあの邸でどうしているだろうか。できることを増やしたいと言っていたし、家事でも紗埜に教わっているかもしれない。張り切るのはいいが、どれだけ小さくとも怪我はしないでほしい。邸の存在を知っているのはごくわずかで、結界の外にあるから里の誰かが偶然見つけてしまう心配はなく、万が一のことがあっても警護に男衆をつけているから身の危険はないはずだ。しかし、いままでほとんどの時間を目の届く範囲に彼女がいたせいか──もしかすると本当にただただ恋しいだけか、どうにも様子が気になって落ち着かない。

　久方ぶりに来訪した親族のもてなしという次期里長として大切な役目の最中だというのに、頭の中は婚約者のことばかりとは、我ながら呆れる。

　いつから自分はこんなふうになってしまったのか……と、答えのわかりきったことを自嘲気味に思ったそのとき、差し向かいに座っていた斯貴が、唐突に立ち上がった。

「ん？　どうした斯貴──待て、どこに行く」

　ほろ酔いで気分良さげに道玄と話していた菱路は、不思議そうに息子を見上げ、そして無言のまま踵を返した彼に険の滲んだ声を上げた。

　父親の咎めるような制止に斯貴はぴたりと足を止めると、首だけでこちらを振り返り、面倒臭げな口調で、

「その辺りを見て回ってくる。……久し振りに来たんだ。明日からは祭りの準備で忙しくなるし、いいだろ」

　と言って、返事を聞く前にさっさと部屋を出ていった。

　菱路の非難めいた声を遮るように、ぱん、と襖の閉まる乾いた音が広間に響く。

　遠ざかってやがて消えた斯貴の足音に、菱路がいっそ荒々しく嘆息する。

「本当に申し訳ない。あいつはまったく……！」

「いや、気になさるな。確かに斯貴殿の言うとおり、明日からは準備にかかりきりだからな。今日のうちに何年かぶりのこの里を見ておきたいというのは、長としては嬉しい」

「そう言っていただけるのはありがたいのですが……」

　安堵が混じってはいるものの頭の痛い思いは晴れない様子で、菱路は杯を一気に煽ると、

「……情けない話ですが」

　と、疲れた風情で切り出した。

「最近になって、斯貴が当代里長わたしの跡を継がず、いずれ里を出ると言いはじめたのですよ」

　思いもよらない話に、蒼真と道玄は目を瞠った。

　曰く。

　事が事なのでいままで伏せていたが、斯貴は以前から妖狐一族の群れを出奔していたがっていたという。千年以上もの間、限られた狭い土地に同族だけで引き籠もっている暮らしに窮屈さを感じているらしい。

　そのうえ、

「どうやら倅は、よりにもよって人間などにうつつを抜かしているようで」

　嫌悪の響きを伴った『人間』という単語に、蒼真は思わず表情を強張らせた。

　道玄も蒼真と同じことを思ったようで、眉間に皺が寄る。

　一方菱路はふたりの反応に気づかない様子で、やれやれと首を横に振った。

「里を出て人間の世界に行くなど絶対に認められないと言っておるのですが、聞く耳を持たなくて。まったく、掟を、里をなんだと思っているのか……。それに、うちには子どもが斯貴しかいない。斯あ貴れが里を出ていけば、我が一族は途絶えてしまう」

　第二の里の長として、そして父親としての苦悩を吐露する菱路に、しかし蒼真は、先程の『人間』という発言で思い出した問題で頭がいっぱいだった。

　そうだ。露里のことを、まず彼に告白しなくては。

　第一の里が人間の娘を迎え入れたことは、第二の里には伝えていない。

　正直、これはなかなかにまずい状況だ。祭りの時期が迫っていること、そしてそれに際して第二の里の同胞たちがここへ来ることを失念していたわけではない。しかし、第一の里の中でさえ未だ決着がついていないことを外部に伝えて、混乱がさらに大きくなるのは避けたかったのだ。

　だが、同胞たちが来てしまった以上、いつ露里の存在が知れ渡るかわからない。

　第一の里の住民たちは先日の一件で露里が強大な力を持っていることを知って以降、表だって彼女のことを口にしようとしなくなった。とはいえ、露里に関する情報を第二の里の妖狐たちに言ってはならないと触れを出したわけではないのだ。

　住民たちに噂が広まり騒動が再発するより先に、彼らを統率する里長たる菱路に話をしなければ。

　道玄に目を遣る。

　彼は蒼真の視線に小さく頷くと、

「菱路殿」

　と、ぶつぶつと息子への愚痴をこぼしている菱路に声をかけた。

「……実は、こちらもある問題を抱えていてな──」







　里長邸を出た斯貴は、久々に訪れた第一の里の様子にはまったく興味なしとばかりに、あちらこちらに見受けられる同胞たちや民家には目もくれず、真っ直ぐ森へと歩き出した。

　向かうは、結界の外。

　たいして変わり映えのしない里や同胞はどうでもいい。「その辺りを見てくる」と言ったのはただの建前で、あの居心地の悪い空間から一刻も早く離れたかったというのが本音だ。

　自分に里長を継ぐ気はない。それ以前に、『妖狐の里』というかび臭い閉鎖的な環境そのものを良しと思っていないのだ。

　──妖狐が人間との関わりを断って、早千年以上。それだけの時間を経たというのに、妖狐こちらの世は当時からまるっきり変化していない。

　一方で、人間の世は目覚ましい発展を遂げた。初めて周囲の目を盗み人里に下りたときは、それはそれは驚いたものである。同時に、進歩のない同胞たちに激しく憤った。

　最初は、馬鹿正直に皆に変革を訴えて皆に白い目で見られた。そのうえ父には無断で里を出たことがばれて、こっぴどく叱られた。そのとき、斯貴は皆の頑ななまでの保守的な考えを痛感し、「これは駄目だ」と悟ったのだ。

　きっと自分がどれだけ言葉を尽くしても、同胞の大多数は「いまのままでいい」と言う。むしろ、人間と同じ道など進まないと意固地になりそうですらある。

　──だったら、自分が人間側に染まるしかない。

　里を出奔して、外の世界へ行く他ない。

　だって嫌だ。このままずっと、毎日同じことの繰り返しで、なんの変化もなく一生を過ごすのは。そんなのは死んでいるのと変わらない。

　そう決めたときから、故郷や同胞に対する愛想は尽きた。里長の地位を継ぐ気も完全になくなった。

　歩きながら改めて自分の決意を頭の中で反芻していた斯貴は、そこまで考えたとき、此度の遠征に乗り気でなかったもうひとつの理由を思い出した。

　いずれ里を捨てる自分が里の重要な祭事に参加するということの不毛さの他に──もうひとつ。

「……蒼真……」

　自分と同じ立場にある──それでいて、自分とは正反対の遠縁。

　斯貴は昔から、蒼真のことが嫌いだった。

　澄ました顔をして、何に対しても関心を示さず、義務だけをただ淡々とこなす。

　周囲はそんなあいつを、「次期里長としての自覚と責任感をしっかり持ち、その座を継ぐ前から立派に役目を全うしている」と賛美する。

　しかし斯貴にしてみれば、それはあまりに美化した見方だった。

　あいつには自分の意志が──心がないのだ。

　何かが欲しいとかしたいといった願望はおろか、何かに執着することさえなく、誰かを愛してさえいない。

　そんな在あり方が理想的だなんて、冗談じゃない。気持ちが悪い。見ているだけで心がささくれ立つ。有り体に言って不快だ。

「……くそ」

　小さく吐き捨てるように呟いた斯貴は、気を取り直して、すぐ近くに迫った森へと目を遣った。結界の外に出るとはいっても、このまま行方をくらますつもりではない。適当な時間潰し、気分としてはただの散歩だ。

　茂みの前まで来たところで、さりげなく視線を巡らせ、誰かに見られていないか確認する。──大丈夫だ、誰もこちらを注視している様子はない。

　出がけに自分にかけた術がしっかり効いていることを確信して、斯貴は森へと脚を踏み入れた。

　あまり遠くに行って帰りが遅くなると、父に怪しまれてしまう。『境界』の外側付近をぐるりと一周する程度にしよう。気分転換にもそれで充分だ。

　何か珍しいものでも見つかれば上々……と思いながら、迷いのない足取りで緑の中を進む。ほどなくして『境界』を越え、結界がうっすらと幕のように見える程度まで距離を取った斯貴は、しばらくの間澄んだ空気や自然の音を味わいながら散策していたが、ふと、

「……ん？」

　風に乗ってきたのか、微かに違和感のある音が聞こえた気がして、足を止めた。

　瞑目し、息を詰め、聴覚を研ぎ澄ます。

　葉の擦れる音、鳥のさえずり、風の囁き、虫の足音。

　自然にあって当然のそれらに混ざって、また──聞こえた。

　音ではない。これは、

「話し声……？」

　何者か、と斯貴はわずかに身構える。

　ここは山の奥深くで、結界の外だ。人間がこんなところに来ることは滅多にないはずだし、里の妖狐が掟を破るなど考えられない──自分のように反抗的な考えの持ち主ならともかく。

　残る可能性は『野狐』だが……、彼らがこんな里の近くに現れるとも考えにくい。

　とりあえず──と、閉じていた目をゆっくりと開ける斯貴。完全に瞼が持ち上がったその一瞬、薄うす緑みどりの瞳が赤く煌めく。

　そして彼は微かに張り詰めた雰囲気をまといながら、声の聞こえる方へ向かった。










　行き着いた先は、小さくもそれなりにしっかりとした造りの邸だった。

「これは……」

　こんなところに──里を覆う結界のすぐ近くに、こんな邸があるなんて。

　木の陰に身を隠しつつ邸を観察する斯貴。一体誰が住んでいるのだろうと訝る彼の耳に、再び、今度は先程よりもはっきりと、話し声が飛び込んできた。

「……んたは少し休んでから自主練習してなさい。戻ってきたらまた見てあげる」

「……ぃ、……み…せん……」

　どうやら、いるのは女がふたりらしい。場所は邸の向こう側、つまり裏手だ。

　斯貴は息を潜めて移動しながら、内心、ある点に引っかかりを覚えて首を傾げた。

　先にしゃべった女の声に、なんとなく聞き覚えがある気がする。

　しかし、肝心の誰の声かがわからない。

　正体は誰なのか、そしてここで何をしているのか──警戒を保ったまま、慎重に進む。そうして、無事物音を立てることなく邸の裏手に回った彼の目に飛び込んできたのは、

「やっぱり、最初からそう上手くはいかないか……」

　そう深々と溜息を吐つく、ひとりの少女だった。

　初めて見る顔だ。聞き覚えがある声の人物は、こちらと入れ違うかたちでこの場を離れたらしい。思い返せば、「戻ってきたら」と言っていたか。

　さておき──と、斯貴は茂みから若干身を乗り出すようにして、件の少女を凝視した。

　何か思い悩んでいる様子の彼女は、見る限りでは自分より少し年下のようだ。

　着物はそこそこ上等なもののようだが柄行きはそれほど華美ではない。作業でもしていたのか、たすき掛けをしていて、髪もうなじの辺りでひとつにまとめている。

　その髪は癖のない艶やかな黒で、腰に届くほど長い。そして瞳も同じく深みのある黒曜で──

「……黒？」

　と、斯貴はそこで、はっと目を見開いた。

　妖狐の瞳に、黒という色はない。

　となれば、あの少女は妖狐ではないということだ。稀有な特徴？　否。そう考えるよりも、もっと自然な可能性がある。

　彼女は──人間だ。

　可能性は低いとつい先程まで思っていたが、不思議と確信が持てた。

　斯貴の目がさらに大きく瞠られ、高揚感に煌めく。

　まさか、こんなところで会えるだなんて。『何か珍しいもの』どころじゃない。人里とは遠く離れたこの地で、あまつさえ住んでいると思しき邸までついて。

　ああ、なんという幸運なのか。

　まるで吸い寄せられるように、斯貴の体が緩慢に動く。

　それは完全に無意識の行動で、少女にすべての意識が向いていた斯貴は、自分が立てたがさっという大きな音でようやく我に返った。

　しまった、と思うのと同時に、少女が弾かれたようにこちらを見る。

　そして、

「あ」

　視線が絡み合った。





　　　◇　　　◇　　　◇






「────」

　咄嗟に笑顔をつくり、適当な言葉をかけようと口を開く斯貴。

　しかしそれよりも早く、少女はさあっと青ざめ、脱兎のごとく逃げ出した。

「あっ!?　ちょっ、待って！」

　慌てて茂みから飛び出し、彼女の後を追いかける。

　速度はそれほどでもない──というか、正直に言えば遅い。人間ということを差し引いてもだ。掴まえるのは容易たやすい。

　しかし、必死な様子が背中でも充分に感じられて、つい躊躇してしまう。息を切らせて、時折まろびながら走る少女の姿は、捕まったら殺されるとでも思っているような風情だ。

　そんなことしないんだけど……。

　確かに図らずも不審人物さながらな登場の仕方をしてしまったが、危害を加える気など微塵もない。人間ならなおさらである。

　ただ、ちょっと話をしてみたい──じゃなくて。

　脅かしてしまったことを謝って、誤解を解かなければ。

　おそらく、少女は邸の中に逃げ込もうとしているのだろう。追うのをやめてそうさせてあげてもいいのだが、それでは「自分の身を狙っているかもしれない男がいて、外にまだ潜んでいるかもしれない」という事実無根の恐怖を抱かせることになってしまう。それはいけない。

　斯貴は躊躇いをぐっと飲み込むと、意を決して一気に少女との距離を詰めると、その腕をできるだけ優しく掴んだ。

「待って」

「ひゃあっ！」

　腕を掴まれるなり、少女が怯えきった悲鳴を上げる。

　それにぐさりと心を刺された斯貴だったが、落ち込みたいのをなんとか堪えて、強引な印象を与えないよう注意しつつ、そっと腕を引いて少女にこちらを向かせた。

　青ざめた少女の瞳は恐怖で凍りついていて、目尻には涙が浮かんでいる。

　まざまざと自分に怯える姿を見せつけられた斯貴は、思わず小さく呻くと、腕を掴む手をそっと離した。

「え……？」

　唐突な解放に戸惑っているらしい少女。

　斯貴は逡巡して視線を彷徨さまよわせた後、ややぎこちなく少女に笑いかけた。

「えっと……驚かせてごめん。そんなつもりはなかったんだ。ただ、その……きみに興味があって……」

　安心させようと頭を懸命に回転させながら、一方で、「興味があるって、それはなんだか変態じみていないか？」と冷静なもうひとりの自分が据わった目で言ってくる。

　しくじったと思い、もっとべつの言い方はないものかと思案していると、少女がおそるおそるといった体で問いかけてきた。

「あ……あなたは、妖狐ですか？」

　斯貴は驚いて瞠目した。

　まさか、人間にいきなり正体を看破されるとは。ただの人間ではないのか？

　そんな疑問が脳裏を過ぎったとき、斯貴ははたと、あることに気づいた。

　──この子……微かに匂う。

　直感にも似た感覚。この少女は、妖狐の誰かに『徴』を刻まれている。

『徴』とは、妖狐が獲物と定めた対象につけるものだ。斯貴たち白狐の間では専もっぱら、婚約の証として使われる。

　この子は、獲物か花嫁か──一体どちらなのだろう。それ以前に、妖狐に目をつけられた人間なんて……本当に、この子は一体何者なのだ？

　彼女自身に特異な点があるのかはわからないが、『普通の』人間でないことは間違いない。

「ああ、俺は確かに妖狐だけど、そういうきみは──」

　どうしてこんな山奥に住んでいるのかと、そこから切り込んでみようと斯貴が質問を返そうとした、そのとき。

「ちょっと！　何があったの!?」

　という緊迫した大声が響き、ふたりめの少女が、凄まじい形相で包丁を手に飛び出してきた。

「紗埜さん！」

　後ろを振り返った人間の少女が、安堵を滲ませた声を上げる。

　一方、邂逅した斯貴とふたりめの少女は、互いに見覚えのある顔にぽかんと呆けた表情になった。

「……紗埜？」

「あんたは……斯貴？」

「え？」







　とりあえず、と邸の中へ入った後、紗埜から青年の素性を聞いた露里は、先程とは違う意味で青ざめ、頭を下げた。

「すみませんでした。わたし、とても失礼な勘違いを……」

「いや、きみは何も悪くないよ。俺がこそこそ隠れてきみを見てたのが悪いんだ。本当に、怖がらせちゃってごめんね」

　柔和な口調で申し訳なさそうに笑う青年──斯貴に、露里も微笑を返す。

　優しいひと……。

　妖狐だが、出会ったばかりでも温厚に接してくれる彼に、温かい気持ちになる。親しみを感じさせる態度は、なんとなく、兄の和成を思い起こさせた。とても懐かしい感覚。思えば、こんな感じの振る舞いをするのは、いままで兄が相手のときだけだった。

　心の中で勝手に安心感を覚えたのが表情に出てしまったのか、斯貴は「ん？」と不思議そうに瞬く。

　悟られたのが恥ずかしくて、露里は誤魔化すように、咄嗟に思いついた新しい話題を彼に振った。

「で、でもちょっとびっくりしました。妖狐の皆さんは、その……人間をあまり良く思っていませんけど、斯貴さんは大丈夫なんですね」

　互いに素性を明かし合った際、斯貴は「人間に興味があってさ。ここには散歩のつもりで来たんだけど、偶然きみを見つけて。目の色で人間だって気づいたら話してみたくなっちゃって」と、照れくさそうに言った。

　露里にとってそれはとても意外で、それ以上に嬉しいことだった。

　初めて、最初から自分に好意的に接してくれる他ひ人とだったからである。

　この別邸と自分の存在を知られてしまったことは内心まずいと思っているが、こうして穏やかに談笑できる相手と知り合えたのが嬉しい。

　少しだけならお話ししてもいいかな、と若干高揚する露里。

　しかし斯貴は、どこか陰を帯びた表情を浮かべた。

「ああ、人間は好きだよ、俺はね。だって人間は、短い年月じかんの間に驚くほど進歩して、とんでもないことに、海を越えた遥か向こうにある大陸とまで繋がった。それだけじゃない。いまじゃ、わざわざ足を運ばなくても、遠くにいるひとと話までできる。自分たちの住む世界を、恐れることなくどんどん広げていっている」

　でも、と、斯貴の眉間に皺が刻まれる。

「妖狐は──里は、そのまったく逆だ。いつまでも狭い土地に同族だけで引き籠もって、進歩どころかなんの変化もない。外じゃ時代は大きく変わったっていうのに、まだ千年以上昔のことを引きずり続けてる。……停滞しすぎてるんだ」

　思いがけない言葉に、露里は頭の中で何かが小さく弾けたような気がした。

『妖狐狩り』のことを蒼真から聞いたとき、自分は彼らに同情し、里という組織に納得すると同時に少し安堵した。無為な争いの起こらない、穏便な解決方法だと。

　だが、言われてみれば、そういう見方もあるのか。

　斯貴は人間の世を知っている。だからこそ、里がいかに滞っているのかがわかるのだ。

　……それは、露里にもない視野の広さ、見識の広さだった。

　十六年間、ただ一度の機会を除いて邸の一室に籠もりきりだった自分では思い至らなかった。

　人間の自分よりも妖狐の彼のほうが、よほど大局的だ。

　感心する露里。しかし同族の紗埜は、案の定不快感を露あらわにした。

「口を慎みなさいよ。あんた、第二の里の次期里長のくせに、掟を破って人里に行ってたどころか、人間を賛美して里や同胞を軽蔑するなんて、許されることじゃないわ」

　対する斯貴も、冷淡な態度で応じる。

「間違ったことは言ってない。……ふん。お前はあいつに盲目的だからな、余計に視野が狭いんだ」

「それはどういう意味よ!?」

「──あ、あのっ！」

　みるみる険悪な雰囲気になっていく斯貴と紗埜に、露里は血相を変えて、ふたりのやり取りに割って入った。

「斯貴さんって、蒼真さんとはご親戚なんですよね。歳も近そうですし、仲が良かったりするんですか？」

　咄嗟の思いつきだった。

　妖狐や里の在り方についてふたりの意見が割れたせいで雰囲気が悪くなったなら、それ以外の話に切り替えればひとまず落ち着くだろうと思って選んだ話題だった。

　──が、有り体に言って、それは失敗だった。

　悪意の一切ない笑顔で尋ねられた斯貴は、虚を突かれたように目を丸くした後、なんとも言えない曖昧な表情になる。

「あ、いや……」

　彼の歯切れの悪い反応に、あれ？　と瞬く露里。

　もしかして訊いてはいけないことだったか？　と、ようやく自分の失態に気づきかけたとき、紗埜が吐き捨てるように言った。

「仲良し？　は、まさか。あり得ないわよ、そんなこと。そうでしょう、斯貴？　はっきり言ったらいいじゃない」

「……っ、俺は……」

　煽るように紗埜に促された斯貴は、逡巡しているのがありありとわかる様子で露里を見ると、言葉を詰まらせた。

　少しの沈黙が流れる。やはり訊いてはいけないことだったのだと悟った露里が、質問を取り下げようと口を開く。しかしそれを遮るかたちで、斯貴が露里に問いを投げた。

「きみは『わけあって第一の里に滞在している客人』だってさっき言ってたけど、そんなひとがどうしてこんな、結界の外の小さな邸で隠れるように暮らしてるんだ？」

「えっ、あ……それは……」

「それに、蒼真ともそれなりに関わりがあるみたいだけど、あいつとは一体どういう関係なの？」

「う……」

　核心を突かれて、露里は思わず呻く。

　言っていいものか判じかねて紗埜に視線を投げると、彼女も迷う仕草を見せた。

「……あんた、お父様から聞いてないの？」

「……何を？」

「何をって……、……」

　心当たりがないらしい斯貴の態度に、露里と紗埜は困った顔を見合わせる。

　嘘を言って誤魔化すのは気が進まない。事情を話したうえで「黙っていてほしい」と頼めば快く承諾してくれる気もするが、勝手なことをしては蒼真たちに迷惑がかかる。

　どうしよう……。

　判断が決まらず悩んでいると、唐突に、斯貴が微苦笑をこぼした。

「ごめん。俺のほうこそ、答えづらいことを聞いたみたいだ」

「いえ、こちらこそ……ごめんなさい」

「いいよ、気にしないで」

　斯貴は露里を安心させるように目を細めると、今度はぱっと顔を明るくして、

「ねぇ、それじゃあさ、人間の暮らしについて教えてくれないかな。人里には何度か下りたことはあるけど、民家に上がったり、街に出たことはないんだ」

　と言った。

　露里は一瞬面食らったが、にっこりと微笑まれて、彼が気まずくなった雰囲気を変えようとしてくれていることに気づく。

　それからあたふたと視線を泳がせ、どんなことを教えたものだろうと頭を悩ませた。

「わたしも……なんていうか、家庭の事情で、外のことにはあまり詳しくないんですけれど。うーん、そうですね……。学校って、知っていますか？」

「学校！」

　斯貴の瞳が、好奇心に煌めく。

「少しだけだけど知ってるよ！　確か、同じ年頃の人間が集まって、同じことを勉強する場所だよね」

「はい。学校は小学校、中学校、高校、大学と、主によっつの段階があって──」

　実のところ、露里自身、学校に通ったことはない。ゆえに知っているのは主に本や他人から教わった上辺だけだ。それなのになぜこの話題を選んだのかといえば、露里も幼い頃、学校から帰宅した兄の土産話を興味津々で聞いていたからだった。

　斯貴は幼い子どもではない──どころか、ひょっとするとこちらが思っているよりずっと高齢かもしれないが、人間の世について知っている程度は、あの頃の自分とあまり差はなさそうだ。ならばきっと興味深く聞いてもらえるだろうと踏んでの選択である。

　果たして、斯貴は露里の話に食い入るような興味を示した。

　純粋な目でうんうんと相槌を打ち、時に質問を投げかけてくる斯貴に、つい顔が綻ぶ。

　久方ぶりに人間であることに引け目を一切感じず伸びやかに振る舞えているからか、心なし気分が軽い。

　このひととお話できてよかった。

　楽しそうにしている斯貴を、露里はとても好ましく感じた。







　一方その頃、里長邸の広間は、重い雰囲気に包まれていた。

　人間の娘──露里に関する諸々の事情。加えて、此度の祭りでの儀式に、彼女を始祖役として据えたいという蒼真の意見を聞いた菱路は、大層驚いた風情で目を丸くした後、難しい顔をして唸った。

　当然の反応だ、と蒼真はわずかに表情を曇らせる。

　ひとしきり悩む素振りを見せた菱路は、眉間に皺を寄せたまま言った。

「蒼真殿の気持ちもわからんではないが……しかし、仮にも人間の娘を祭りに関わらせるのは──それも始祖様の役を演じさせるというのは、いくらなんでも難がありますな。下手をすれば暴動が起きかねない」

「……だろうな」

　わかりきっていたことである。

　しかし、わかりきっていても、蒼真はやはり諦め切れなかった。

　里を想う気持ちに変わりはないし、始祖への感謝や祈り、住民たちの心を蔑ろにするつもりもない。

　だが、それらに比肩しうるほどに、露里への想いは強いのだ。

　こちらの勝手な事情で彼女を慣れ親しんだ人間の世から──家族のもとから引き離し、敵意に晒され続ける環境に引きこんで、さらには殺されそうな目にまで遭わせた挙句、本来であれば里に来てすぐに得られるはずだった確かな後ろ盾さえ未だ保留にしているという散々な扱いの彼女に、せめて、約束していたものだけは一刻も早く与えてやりたいと思うのは必然だろう。

　何より、彼女を幸せにしてやりたい。

　ただ、この想いが同胞たちに理解されるとは考えにくいのが事実だ。説得するにしても相当な時間がかかるだろうことは容易に想像できるし、祭りまでにとは到底いかない。

　仮に説得が奇跡的に間に合ったとしても、儀式の始祖役に露里を抜擢するという案が承認されるか否かは別問題なのだ。──結果は九分九厘、否だろう。

　難色を示した菱路だが、比較的──あくまで他の妖狐と比べてだが──柔軟な思考ができる彼は、蒼真の切実な想いを察したのか話を打ち切ろうとはせず、思案顔で腕を組んで唸っている。

　彼が一蹴しなかったこともあってか、道玄も策を講じているらしく、瞑目したまま口を開かない。

　黙考する三人。

　しかし誰も名案を思いつかず、時だけが流れていく。

　……やはり、祭りを利用するのは断念するしかないのか。

　また露里を失望させてしまうのか──と、己の不甲斐なさに蒼真が拳を握ったそのとき、

「失礼致します」

　と、襖の向こうから、女中の声が聞こえてきた。

「栞凪様がお見えになりました」

　襖が微かな音を立てて開く。

　女中の言葉どおり、そこには栞凪が端座していた。

「第二の里の方々がお着きになったと聞き及び、母、珀羽の名代としてご挨拶に参りました。お久し振りです、菱路様」

「おお、これはこれは、栞凪殿」

　どこかほっとした様子で、菱路が嬉しそうに栞凪を見て笑う。

　こちらに来るよう道玄に促された栞凪は、淑やかな足取りで入室すると、蒼真の横に腰を下ろした。

「以前に会ったときから、また一段と美しくなったな」「いいえ、そんな」などという菱路と栞凪の他愛ない話で、先程までの沈鬱な空気がわずかに和らぐ。

　だが、それがひと段落したと見たところで、道玄がぽつりとこぼすように言った。

「……我々だけで頭を悩ませていても、埒らちが明かぬな」

　そのひと言で、蒼真は道玄が何を考えているのかを察し、思わず彼を見る。

　道玄は応えるように蒼真を一瞥した後、栞凪に向き直った。

「栞凪。此度の儀式で始祖様を演じるのはお前が適任だと、翁たちは言っている。おそらく、里の皆も同じ意見だろう」

「……はい」

「だが、お前の他にもうひとり、候補に挙がっている名があってな」

「どなたでしょう」

「露里殿だ。お前も二度ほど、顔を合わせているな」

　その瞬間、栞凪の目がほんのわずかに細められる。

　それを肯定と取ったらしく、道玄は続けた。

「これは蒼真の提案だ。此度の祭り──儀式を以もって、露里殿を正式な伴侶として公表したい、と。代々、儀式において始祖役を演じるのは、当代の姫巫女かその後継者だった。しかしそれをそうでない者に務めさせたとき、皆の目にはその娘が、特別な立場を与えられた者──即ち『次期里長である蒼真の正妻』として映るはずだ」

　それが、この里において異端である露里かのじょならばなおのこと。

「言うまでもないが、露里殿は妖狐の血を引いているとはいえ、人間に限りなく近い存在だ。そんな彼女を儀式の始祖役に任ずるというのは、そう簡単なことではないだろう。実現する可能性は限りなく低い。──ただ」

　道玄はそこで一旦言葉を切ると、短く息を吐き、試すような視線で栞凪を見た。

「もし、露里殿が始祖役に選ばれる可能性が高まった場合──お前は、どう考える」

「…………」

　張り詰めた沈黙が降りる。

　たっぷり十数秒の間、静かに瞑目していた栞凪は、すっと瞼を持ち上げると、なんの感情も覗かせない表情でこう答えた。

「……道玄様の仰るとおり、それは困難を極める計画でしょう。妖狐たちの中でもとくに伝統を重んじられる長老様たちが、簡単に納得してくださるとは思えません。それに、里の皆も、まだ人間に対する不信感は大きいはずです」

　先刻菱路が示したものとほぼ同じ見解。

　やはりか、と誰もが渋面を浮かべる中、栞凪は彼らの肩の力を抜くためかのように、ふわりと柔らかく微笑してみせた。

「ですが、わたし自身の意思としましては、里の最終的な判断にお任せします。もしわたしにお任せいただけるなら光栄です」

　冷静かつ穏やかな返答に、道玄と菱路は短く頷く。

　一方蒼真は、この計画がいかに困難かいっそうんざりするほど突きつけられ、内心で頭を抱えた。

　同胞の血を引き、里長一族出身の霞匡かきょう、ひいては始祖雪珂の力を受け継ぎ、先祖の盟約によって定められた自分の婚約者であること──この他に、あともうひとつ、皆を納得させるに足る要素が露里にあれば。

　己の力ではなく彼女の持っているものに頼ろうとしている自分が情けないが、くだらない自尊心のために、彼女の不遇を長引かせるほうがよほど耐え難い。背に腹は代えられないのだ。

　何か、何かないか。

　いや──あるものでなくてもいい。新しい要素を与えてやれれば。

　そう、たとえば先の蘇芳との一件で、彼女が自分を救ってくれたという事実のような──『実績』を。あのときは目撃者が当事者しかおらず、最終的にそれを証言できるのは蒼真だけになってしまったので、噂程度で終わってしまったが。

　今度は多くの同胞が見ている中で、そんな実績を残せれば、あるいは。

　しかしそれも難しい。露里は自分の意思で力を扱えるわけではないし、ただ力を使えばいいというわけでもない。力自体はどのようなものであれ、彼女が里にとって重要なことを成す必要があるのだ。

　かといって、あのときのような危険な目には二度と遭わせたくない。遭わせるつもりはない──約束を破るわけにはいかないのだ、もう二度と。

　……突破口を見つけた気が一瞬したのに、また違う壁にぶつかってしまった。

　くそ、と毒づきたくなるのを、ぐっと堪える。

　蒼真は行き場のない苛立ちに、皺になるのも構わず、袴を拳に握り込んだ。




　──そして、そんな彼を、冷たい光を孕んだ藤色の瞳が、じっと見つめていた。




「……では、そろそろ失礼させていただきます」

　栞凪の言葉に、再び黙考状態に入っていた男たちははっと我に返った。

「っと、ああ、栞凪殿も忙しい身だったな。すまない」

「いいえ、お気になさらず。またお会い致しましょう」

「蒼真、玄そ関こまで見送ってきなさい」

「はい」

　道玄に促されて蒼真が立ち上がると、同時に栞凪も立ち上がり、にこりと微笑む。

　栞凪はもう一度ふたりの里長に頭を下げると、蒼真に付き添われながら、来たときと同じく淑やかな足取りで広間を出ていった。







「それじゃ、またね。蒼真」

「ああ」

　相変わらず淡泊な、それでいてどこか穏やかさを感じさせる態度の幼馴染みに小さく手を振って、栞凪は里長邸を後にした。

　柔らかい印象を見る者に与える微笑を保ったまま歩く。

　時折すれ違う住民たちに笑いかける裏で、栞凪の心は、滾々と湧いてしばらくは尽きそうにない黒い感情に塗り潰されていた。

　──気に入らない。

　あの女を、今回の儀式の始祖役に？　蒼真の正式な伴侶としてお披露目する？

　ふざけるな。冗談じゃない。

　そんなの、誰も認めるわけがない。許すわけがない。このわたしが認めない。

　どうして？

　蒼真の提案？　希望？

　どうしてそんなことをするの？　限りなく不可能だと、考えなくてもわかるはずなのに。急いでいるの？　急ぐ必要があるの？　なぜ？

　あの子との結婚は、勝手に押しつけられた義務のはず。それだけのはず。

　菱路様どころか、道玄様まで難色を示しているっていうのに、それを押し切ってでも『いま』に固執する理由は？




　……なんだかまるで、あの子と早く結婚したいみたいじゃない。




　ちらと過よぎった思いを、栞凪はすぐさま振り払った。

　いや──いや！　何を馬鹿なことを。そんなはずない。蒼真は結そ婚れが義務だから、役目だから、誠実に全うしようとしているだけだ。

　それに、はっきりと言っていたじゃないか。

『蒼真はあの子と結婚するなんて、嫌じゃないの？　自分で選んだ誰かと一緒になるほうがいいって、そう思わないの？』

『思う思わないという以前に、私には思慕する相手などいないからな。だからべつに、彼女と夫婦めおとになることについて異存はない』

　そう。言った。

　あのときは自分の想いも同時に蔑ろにされたような気になって傷ついたけれど、いまなら意味をちゃんと理解できる。蒼真は、あの人間の少女を愛しているわけではない。結婚を積極的に望んでいるのではないのだ。

　……彼は責任感が強いから、義務の履行が当初の予定より長引いているのが気がかりなのだろう。きっとそうだ。

　蒼真の意図に合点がいった栞凪は、ひとまず落ち着きを取り戻した。

　しかしすぐに、今度は露里への憎悪が噴出する。

　なぜあの子なの？　どうしてわたしじゃないの？

　先祖が交わした盟約？　そんなものは知らない。そんなもので納得なんてできない。だってそんなの、ただ運が良かっただけじゃないか。

　わたしのほうが、ずっと長く蒼真を見てきたのに──ずっと長く、彼を想い続けているのに。どうしてわたしじゃないの？

　──認めない。

　あの女が始祖役に選ばれて、集まったすべての同胞に、蒼真の正妻として公表されるなんてことは。絶対に、認めてなどやるものか。

　いいや、認めないんじゃない──許さない。

　どれだけ低かろうと、可能性が少しでもあるのが我慢ならない。どんなことがあっても、あの女を蒼真の正妻になんてさせない。

　我がことながら思考が追いつかないほどの勢いで溢れてくる感情を概ね捌き終えた栞凪は、一度だけ大きな溜息を吐くと、笑顔をつくっていた口角を下げ、先程から一転して恐ろしく冷めた頭で、再度思考を巡らせた。

　いかにして、露里が蒼真の妻になることを阻むか。

　始祖役の座を譲らない──だけでは不十分だ。それでは根本的な解決にはならない。先送りにするだけでは意味がないと、もうわかっている。

　もっとあの娘にとって致命的な……いや。むしろ、これを利用するのもひとつの手か。

　里の住民たちが抱える露里への反感はいま、鳴りを潜めている。先日、里に侵入し住民ふたりを殺した何者かが、森で蒼真を襲い、その窮地を彼女が凄絶な妖力をもって救ったという噂が流れているからだ。

　件の晩の爆発的な妖気は、当然天津雪宮にも届いたが──噂の真偽はともかく、住民たちに少しでも『あの娘を受け入れてもいい』という気を起こされるのは、栞凪にとって非常に不都合である。

　だから──皆にはもう一度、人間の娘に大事な里を侵されるという屈辱を、怒りを、思い出してもらおう。

　良案が閃いた栞凪は再び笑みを浮かべると、丁度こちらに気づいて声をかけてきた住民のひとりに、何気ないふうを装って近づいた。

「あら、栞凪様。栞凪様も第二の里の皆の顔を見にこちらへ？」

「はい。菱路様にご挨拶に行ってきた帰りです」

「そう。姫巫女様もお元気かしら」

「ええ。明日からはお祭りの準備で里中が忙しくなるし、いつにも増して真剣に祈っておられますよ」

「ああそうそう、お祭りね。今回の儀式の主役は誰がやるのかしら。前回は長と姫巫女様だったけれど、今年もあのおふたりが？　それとも、蒼真様と栞凪様？」

　自然な流れで祭りのことをちらつかせると、案の定、住民は話題をそちらへ滑らせた。

　思いどおりの展開に内心ほくそ笑みながら、栞凪は気落ちしたような表情をつくり、思わせぶりに言葉を濁す。

「……いえ、今回は……その」

「？　何か？」

「……それが、その……、……大きな声じゃ言えないのですけれど」

　勿体をつけてそう念押しすると、思惑どおり、住民は神妙な顔をしながらも興味津々といった風情で耳を寄せてくる。

　栞凪は彼女の耳に口を寄せて、声が弾まないように注意しながら、そっと囁いた。




「今回の主役は──始祖様の役を、あの人間の娘に任せてはどうかというお話が、長たちの間で出ているようなんです」







『狭い世界からほとんど出たことがない』『外の世界に興味がある』という共通点を見つけたからか、気づけばすっかり打ち解け、人間社会のことだけではなく、様々な話題に花を咲かせる露里と斯貴。

　無邪気な子どものように談笑している彼らを傍で呆れ気味に見ていた紗埜は、ふと、日が暮れてきていることに気がついて、口を挟んだ。

「斯貴。あんた随分ここに長居してるけど、大丈夫なの？」

　紗埜の指摘に、それまで楽しそうだった斯貴の顔が、一瞬にして焦りの色に染まる。

「ちょっとごめん！」と話を中断し、縁側に走っていく斯貴。陽の角度を確認したらしい彼は「うわっ」と小さく声を上げた後、ふたりのもとへ戻ってきて言った。

「ごめん、こんなに長居するつもりじゃなかったんだけど。きみとの話が楽しくて、つい夢中になっちゃって……もう帰らないと」

「あっ、そ、そうですよね。わたしこそすみません。斯貴さんのご都合を全然考えてなくて……」

「いや、面白い話をたくさん聞かせてくれて嬉しかったよ」

　斯貴は優しげにそう言うと、「じゃあそろそろ失礼するよ」と、玄関へ向かった。露里と紗埜も、見送りにその後を追う。

　わらじを履き、外へ出たところで、斯貴が名残惜しげに露里を振り返った。

「あのさ、きみ──えっと……つ、露里」

「？　はい」

　名指しされて、なんだろうと小首を傾げつつ返事をする露里。

　斯貴は一瞬言葉を詰まらせたような素振りを見せると、どこか意を決した風情で言った。

「また……来てもいいかな。今度はもっとちゃんと、誰にも見つからないように気をつけるから」

「！」

　もちろん！　と反射的に言いかけた露里は、寸でのところで思い留まり、ちらと横にいる紗埜を窺う。紗埜はじっとりと横目で露里を見上げると、数秒間無言でこちらを凝視した後、ひとつ息を吐ついて肩を竦めた。

　……いい、ってこと？

　もしまずいのなら、口ではっきり言うか、言わなくても睨みつけて訴えてくるのが紗埜だ──と、思う。最近ようやく、この可憐で少し過激な小姑の行動が、少しだけわかるようになってきた。

「はい、是非。わたしも、斯貴さんとまたお話ししたいです」

　にこりと笑って応じると、斯貴ほっとしたように顔を綻ばせ、

「ありがとう。それじゃあ露里、また今度」

　と言って、今度こそ里へ帰っていった。







「……ところで」

　見送りが済んだ後。

　厨で夕餉の支度をしていると、包丁で食材を切っていた紗埜がぽつりと言った。

「夫のいないときにべつの男を邸に上げるなんて、どう考えても御法度よね」

　──瞬間、すべての音が遠退いた気がした。

　同時に、心臓が握り潰されたような感覚に襲われる。

「……っ、あっ……」

　口の中がからからに渇いて、言葉が出てこない。

　そんな発想はまるでなく、言われてようやく気がつき青ざめる露里。対して紗埜は、そんな彼女を試すような目で一瞥すると、

「ま、あんたはまだお兄様の妻じゃないし、お兄様もきっと気にしないわよ」

　と、慰めとも皮肉とも取れるようなひと言をつけ加えた。

「そっ……、……んん……」

　どう受け取ればいいものかわからず、露里は曖昧な表情で口をもごもごさせる。

　確かに、自分の勝手な判断で斯貴を邸に入れてしまったのはいけなかったと思う。彼は悪いひとではないとはいえ、本当なら関係者以外には、いまの自分の所在は誰にも知られてはいけないことなのだ。それに紗埜の言うように、婚約者以外の男性と、彼の知らないところで交流を持つのは不誠実だった。

　叱られるだろうか。呆れられてしまうかもしれない。そう思うと胃が縮む一方で、まったく気にされないというのも、少々不満というか、寂しいような。

　自分は蒼真にどんな反応をしてほしいのか──矛盾している己の気持ちが理解しきれず、眉根を寄せて悶々と考え込んでいると、

「手、止まってる」

　という指摘が容赦なく飛んできた。

　はっと我に返り、鍋をかき回す作業を再開する露里。

　円を描く具材をぼんやり見つめていると、また思考が引き戻されそうになる。そんなとき、紗埜が口を開いた。

「あのとき──あんたが斯貴とお兄様は仲がいいのかって訊いたとき、あいつが口ごもったのはね。全然そんなことないからよ」

　やっぱりそうなのか、と露里は納得した。

　きっと斯貴は、あのとき自分が『良かれと思って』あの質問をしたことを察して、それに応えようと無理をしてくれたのだろう。随分言いにくそうにしていた。

「でも、どうして……」

　蒼真が敵以外に嫌悪を向ける姿は想像ができないし、彼が誰かに嫌われるというのも、あまりぴんとこない。

　斯貴にしてもそうだ。彼は、人間の自分を相手にあんなにも気さくに接してくれる、優しくて心の広いひとだ。そんな青年を蒼真が嫌うのも、反対にそんなひとが蒼真を嫌うのも、釈然としない。

　理由を知りたがる露里に、紗埜は苛立ち混じりの声音で言った。

「さぁね。昔からそうだったわ。斯貴あいつは、わたしが初めて会ったときにはもうお兄様のことを嫌ってて、里の行事があってこっちに来るたび、お兄様に失礼な態度ばかり取ってたわ。だからわたしも、昔からあいつのことが好きじゃないの」

　一応、お兄様と同じ『次期里長』の立場にいるやつだから、お父様たちの目があるところじゃ敵意は見せられないけどね。

　そう不満げに漏らす紗埜に、露里はこっそり苦笑する。

　紗埜は露里の反応に気づかなかったようで、「でも」と、少しだけ神妙な口調になって続けた。

「先刻さっきの話でなんとなく、あいつがお兄様を嫌う理由がわかったわ。……あいつ、『野狐』にでもなる気かしら」

　最後の言葉は、独り言のような呟きだった。

　──野狐。仲間たちの群れに属さず、自身の目的のために生きている妖狐。

　その中には確か、

「人間を襲うひともいる……んですよね」

「そうよ」

「……襲うんですね、妖狐って。……やっぱり」

「当然でしょ」

　わたしたち里に棲む妖狐は、外界に出て人間と接触することは掟で禁じられてるから普通しないけど──と前置きをした紗埜は、冷徹な色を孕んだ目で言った。

「歴れっきとした妖あやかしなんだから。とくに野狐は、里の妖狐わたしたちと同じで過去に人間に迫害されていたけれど、掟には縛られていない。だから、恨みを抑制する必要がない──その気になりさえすれば、遠慮なく人間を襲えるのよ」

　厳しい現実を突きつけられて、露里はもの憂げな表情になる。

　斯貴は里が嫌いなようだった。正確にはきっと、里という『檻』が。だから、彼がそこから出ていくことは充分にあり得ると思うし、広い世界に飛び出すのは素敵なことだとも思う。

　……ただ、人間が好きだと笑顔で語った優しい彼が、里の同胞から白い目を向けられるうえに、人間に害を成す者たちとひと括りにされる存在になってしまうのは、どうにも受け入れ難い。

　でもわたしが口を出していいことじゃないし、そもそもそんな立場じゃないし──と勝手に悶々としていると、その様子をどう解釈したのか、紗埜が言葉をつけ足した。

「まぁ、人間を襲う妖狐は、白狐わたしたちの同族に限らないけどね」

「え？　蒼真さんや紗埜さんたちのお仲間以外にも、妖狐っているんですか？」

　てっきり妖狐は皆、蒼真やこの里の住民たち同胞で、種族ではなく立場──在り方で『白狐』や『野狐』と呼び方を変えているものだと思っていた。

　目を丸くする露里に、紗埜は呆れた風情で答えた。

「あんたね……。始祖様は『天狐』でしょうが」

「あ」

　言われて、姫巫女──珀羽から聞いた話を思い出す。

　白狐は元を辿れば天狐族の血を引いていると彼女は言っていたが、種族は違うのか。

　露里の納得した様子を見た紗埜は溜息を吐ついた。

「野狐の他に『人間を襲う妖狐』となれば、それは大抵の場合、この国の妖狐じゃないわ。異邦から来た妖狐よ」

　異邦──つまり外国。

　日本以外に妖狐がいるといえば……中国あたりだろうか。

　妖についてはあまり詳しくないが、実家で読んだ本に中国の妖怪の話があった気がする。確か……そう、西遊記だ。でもあの物語には、妖狐は出てこなかったか？

「──ちょっと、聞いてるの!?」

「えっ？　あっ、すみません！」

　苛立った紗埜の怒声に、いつの間にか自分の世界に沈んでいた意識が引き戻される。

　叩き起こされたかのように目を瞬しばたたかせる露里を、紗埜は舌打ちでもしそうな風情で睨みつける。

　やってしまった。

　紗埜の機嫌が急降下したのを瞬間的に悟った露里は、さあっと青ざめた。

　ああ、せっかく比較的穏やかに会話ができていたのに。紗埜の目が、完全に厳しい小姑のそれに戻ってしまった。

「このわたしが親切に教えてやってるっていうのに、堂々と無視だなんて、いい度胸じゃない。小姑わたしのことなんてもう少しも怖くないって、そう言いたいの？」

「いっいえ、決してそんなつもりじゃ……！　すみません、もう一度──」

「ふん、お断りよ。誰が二度も説明してやるもんですか」

　紗埜はにべもなくそう一蹴すると、いつの間にかつくり終えていた複数の料理を膳に手早く載せて、

「いつまでかき混ぜてるのよ、もう充分でしょ。さっさとお椀によそって！」

「は、はい！」

　せっつかれた露里は、慌てて椀を手に取った。







　帰路を急ぐ足取りとは裏腹に、斯貴は上機嫌だった。

　まさかこんなところで人間と接触できただけでなく、友だちにまでなれただなんて。それも、淑やかで優しげな、年頃の女の子と。

　脳裏に、好意的な態度で楽しそうに話をしてくれた件の少女──露里の顔が蘇る。

　何か様々な事情を抱えている様子ではあったけれど、誤解とはいえ脅かしてしまった自分を相手に、真摯かつ快く接してくれたあの子は、悪い人間ではきっとない。

　というか、正直なところ、かなり好印象だった。

　彼女が別れ際に言った「わたしも、斯貴さんとまたお話ししたいです」という言葉が、あの邸を離れてからずっと耳の奥で木こ霊だましている。

　明日からはじまる祭りの準備が、少し忌々しい。きっとあれやこれやと作業を任されて、抜け出す隙はほとんどないだろう。あの子ともっと話がしたいのに、煩わしいことだ。

　話したのは他愛のないことばかりだったが、驚くほど楽しかった。おそらく、人間と話しているという高揚感と、露里が本当にいろいろなことを知っていて、それをわかりやすく語ってくれたからだろう。こちらと同じであまり外に出たことがないと言っていたけれど、とてもそんなふうには思えなかった。

　と、そこまで思った斯貴は、ふと、あのとき抱いた疑問を思い出した。

　──外に出たことがない。

　人間の世界は広いはずなのになぜ？　と思うのと同時に、もうひとつ、その言葉で引っかかることがある。

　彼女はなぜ、この里にいるのだろう。

『わけあって滞在している客人』だと紗埜は言っていたが、人間に対しての反感が未だ根強いはずの里側が招いたとは到底思えないし、彼女の方からこちらを尋ねてきたのだとしても、その理由がわからない。彼女には『徴』があった。それが関係しているとは思うが、そもそもなぜ『徴』をつけられているのかも不明だ。

　人間を忌避する住民たちを考慮してか、あんな結界の外にある小さな邸に追いやられているような状態で、さぞ居心地が悪いだろうに。家族はおろか同行者さえいないようだし、本当に、どうしてだろう。

　答えづらそうにしていたから深くは追及しなかったが、気になる気持ちは消えない。

　道玄ならば、何か知っているかもしれない──紗埜もそんなことを言っていた。しかし、こちらから尋ねてもいいものだろうか？　接触した当初の反応から推測するに、露里は身を隠している様子だったし……。

　──といった具合に思考を巡らせているうち、里長邸に到着する。

　ひとまず戻ったことを父か道玄に伝えなければと、彼らを探して廊下を進んでいた斯貴は、向こうからやってくる人影に気づくと、げっと思い切り顔をしかめた。

　蒼真だった。

　彼は正面に立つ、敵意と不快感を剥き出しにした斯貴に気づくと、その態度にさして気分を害したふうもなく、相も変わらぬ無表情かつ淡々とした口調で言った。

「戻ったのか」

　たったひと言だが、それが斯貴の神経を逆撫でする。

　およそ感情というものを欠片も感じさせない、空虚なほどに冷淡な佇まい。己の意思も特定の何かに対する情熱も持たない、周囲から一方的に押しつけられた次期里長という立場──勝手な理想にだけ服していればそれでいいとでも思っていそうなその在り方が、気持ち悪くて気に入らない。

　斯貴は蒼真の言葉には応じず、

「父上は」

　と、吐き捨てるように問うた。

　しかし蒼真は、斯貴が意図的にした不快感を与える言いかたにも眉ひとつ動かすことなく、やはり淡々と答えた。

「菱路殿は、こちらで用意した客室で休んでおられるはずだ。……そろそろ夕餉だから、広間に向かわれたかもしれないが」

「そうか」とさえ言わず、ふんと鼻を鳴らして、斯貴は考える。

　このまま父のところへ向かってもいいが、行けば間違いなく説教が待っている。説教自体はまず避けられるものではない。ただ、それよりも先に、自分が出ていった後に父たちが何を話したかを把握しておきたいところだ。出ていくときはたいして重要な話はないだろうと思っていたが、露里に関する話題があったかもしれない。

　斯貴は睨めつけるようにして蒼真を見ると、不遜な態度で言った。

「教えろ。あの後、どんな話をした」

「────」

　一瞬、間が空いた。

　答えようとした蒼真の口が、わずかに開いたものの音を発する前に固まる。

　訝る斯貴に、彼は珍しく逡巡する素振りを見せた後、

「場所を変える」

　と言って、踵を返した。

　後を追う斯貴。蒼真は手近な部屋に滑り込むと、斯貴を入れてすぐに襖を閉じ、どこか神妙な雰囲気で改めて口を開いた。

「……実は、いまこの里には、人間がひとりいる」

　やはりか、と目を細めた斯貴は、驚いた様子のないこちらに蒼真が違和感を覚えたらしい気配を感じて、素知らぬふりをしてこう返した。

「何者だ？」

「彼女は、約千年前に、当時の里長と彼女の先祖が交わした盟約に従ってここに来た──」

　……想像以上に込み入った事情みたいだな。

　言い淀んでいた露里の姿をちらと思い返しつつそんなことを思った斯貴は、後に続いた蒼真の言葉に、猫だましを食らったような感覚に陥った。




「──私の、婚約者だ」




「──は？」







　頭の中が真っ白だ。

　見開いた目が元に戻らない。

　自分に宛がわれた部屋にやや覚おぼ束つかない足取りで向かいながら、斯貴は先程蒼真から聞かされた話を、ろくに回らなくなっている頭でなんとか思い返す。

　曰く。

　露里。彼女は──里長一族の出身である妖狐、霞匡を先祖に持ち、彼女から始祖を起源とする絶大な妖力を受け継いだ先祖返りだという。

　約千年前。霞匡を娶めとる条件として彼女の父、即ち当時の里長が露里の先祖である人間の男に提示したのが、『後世において、妖狐の力を受け継いだ子が生まれた場合、その子どもを妖狐の里に引き渡すこと』という盟約の締結だった。

　露里はつまり、現代に生まれた盟約の子どもなのだ。

　ただ、紆余曲折あって誕生して間もなく妖狐こちらの手には渡らず、十六年の歳月を人間の世で過ごした後、次期里長たる蒼真のもとへ輿入れするというかたちで里にやって来た──ということらしい。

「……なんだ、それ……」

　さっぱり信じられない。

　露里が始祖に通ずる妖力を持つ先祖返りだというのは、まだいい。盟約云々も、とりあえず理解した。

　しかし。

「あの子が……蒼真あいつの婚約者……？」

　なんだ、それは。

　そんなの──全然、釣り合っていないじゃないか。

　露里の笑顔が脳裏に蘇る。

　あんなにいい子が──あの、何にも執着しない、およそ情というものを持ち合わせていないような、冷淡極まりない男の妻になるだって？　それも自分の意思でではなく、千年も前に当人の与あずかり知らないところで勝手に交わされた盟約などに従わされて。

　なんだそれは。

　斯貴は何かを殴りつけたい衝動を押し殺し、眉間に深い皺を刻む。

　駄目だ。到底受け入れられない。

　先程は盟約云々についてとりあえず理解したと言おもったが、これでは話が違う。自我も芽生えていない赤子を人間の手から妖狐の里に引き取り、己が人ひ間との子であるという実感がない状態で育ったなら、そこまで問題はないだろうと思う。だが、年頃の娘を強引に連れてきて、本人の意思を無視して結婚相手を決めつけるなど、あまりに非道ではないか。

　それに──斯貴にはどうしても、あの蒼真が露里を『将来の妻』として大切にしているという想像ができなかった。

　あの空虚な男が、個人的にひとりの女性に愛情を注ぐ姿など──『誰かを想い、幸せにしようとする』など、考えられない。

「いまは混乱を避けるため、露里には一時的に別邸へ移ってもらっている」と言っていたが、露里本人は、本心からそれを了承したのだろうか。そして蒼真は、いい頃合いになればちゃんと彼女を本邸に戻ってこさせる気があるのか。──体のいい厄介払いという可能性はないか？

　考えれば考えるほど、嫌な想像ばかりが浮かぶ。

「露里……」

　きみは、本当にこれでいいのか？

　心から「これでいい」と、幸せだと思えているのか。

　──もし。

　もしも彼女が件の盟約に縛られて苦しんでいるのなら、救ってやりたい。とても楽しそうに自分と話してくれた、優しい女の子。彼女を、慣れ親しんだ、味方かぞくのいる人間の世界に帰してやりたい。

　それができるのはきっと──この里で、俺だけだ。

　薄緑の双眸が、すっと鋭さを帯びる。

　胸の奥にいま確かに宿ったものを実感しながら、斯貴は毅然とした足取りで、行き先を広間へと変えた。







　一方。

　蒼真は縁側に立ち、森を──否、その向こうを、じっと見据えていた。

　陽はもう山の陰に沈んでいる。光はまだ残って空を紅に染めているが、それも間もなく消えて、夜の帳とばりが里を覆う。

　いつの間にか傍らにいるのが当然になっていた、しかしいまは手の届く場所にいない愛しい少女。彼女を想い蒼真が切なさを孕んだ表情を浮かべたそのとき、背後で襖が開く音が聞こえ、女中の声が室内に響いた。

「こちらにおいででしたか。蒼真様、夕餉の支度が調いました」

「……わかった。すぐに行く」

　肩越しに振り返ってそう応えると、大広間まで案内するつもりだったのか、女中が一瞬戸惑ったような素振りを見せた。しかし蒼真の語気に何かを感じ取ったようで、一礼して姿を消す。

　蒼真はひとつ瞬くと、再び視線を森の方へ向けた。

　……今日はもう、露里には会えない。

　今晩の夕餉は、きっと長くなるだろう。それから別邸へ行ったのでは遅い。自分はともかく、露里にとっては眠っているべき時間帯だ。

　今朝別れたときに露里が見せた温かい笑顔が脳裏に蘇る。それと同時に恋しさが溢れんばかりに湧き起こり、蒼真は珍しく深い溜息を吐ついた。

　つくづく──自分は、いままで自覚していた以上に、彼女に依存しているらしい。

　明日は今日より忙しくなる。だがそれでも、なんとか時間を捻出して露里に会いに行こう。ほんの少しの間だけでもいい、彼女の顔を、一日に一度は必ず見ておきたい。寂しい思いをさせたくないという気持ちと同じほど──ともすればそれ以上に、そうしないと自分が保ちそうにない。

「……明日、必ず行く」

　声は届かない。こちらの顔が見えることもない。

　しかし蒼真は、まるで露里がそこにいるかのように、目を細め、約束を交わすように呟いた。







　翌朝。

「失礼致します。おはようございます、蒼真様。ご朝食は私室こちらと大広間、どちらでお召し上がりに──」

「いや、今朝はいらない。少し出てくる」

　えっと面食らった様子の女中の横をすり抜け、蒼真は迷いのない足取りで真っ直ぐに玄関を目指す。

　目覚めた直後、視界に露里がいないのを認めた瞬間、気が逸って仕方がなくなった。

　一刻も早く、彼女の顔を見たい。

　過保護と思慕がない交ぜになった、落ち着かない心境に急き立てられるようにして廊下を進む。

　しかし玄関に辿り着く前に、蒼真の足を止める者があった。

「あっ……そ、蒼真様！」

　向こうから蒼白な面持ちで小走りにやってきた女中が、蒼真に気づいて縋るような声を上げる。

　ただならぬ雰囲気を敏感に感じ取った蒼真は、険しい表情で問うた。

「何事だ」

「た、大変です。里の皆が、玄関の前に押し寄せてきて──




『祭りの儀式の始祖役を、あの人間の小娘にやらせるというのは本当か』、と……」





３




　足音を響かせて、蒼真は玄関へと急ぐ。

　露里が儀式の始祖役の候補に挙がっているという情報が、住民たちに漏れた。

　一体どこから──と訝った蒼真は、しかしすぐにその思考を振り払った。

　いまは、玄関先に押しかけてきているという住民たちを鎮めることが先決だ。

　脳裏に露里の顔が浮かぶ。傍らに彼女がいない状況が昨日からずっと心に苛立ちを澱おりのように積もらせていたが、いまは、彼女を別邸へ行かせておいてよかったと思う。

　露里を護るためにも、早急に手を打たなければ。

「蒼真」

　切迫した様子の声に呼ばれて振り返ると、険しい面持ちの道玄がこちらに向かってきていた。どうやら彼にも報せが行ったらしい。道玄が脇をすり抜ける。同じく玄関へと急ぐ彼の後に続き、蒼真も踵を返す。

　上がり框かまちで狼狽うろたえていた女中たちが足音に気づいて振り返り、縋るような目をふたりに向ける。道玄は彼女たちを一瞥する余裕さえないといった風情で戸の前に立つと、一拍の間を置いて、それを開けた。

「道玄様！　あの人間の娘を始祖様の役にするなど、本気でお考えですか!?」

「一体なぜ!?　適任者なら、他にいくらでもいるでしょう！」

「祭りの儀式は里にとって重要な行事ですよ！　それを、何か他のことに利用しようとしているのではないですか!?　そんなこと許されませんよ！」

　非難の声と怒号が、荒波のように叩きつけられる。蒼真は思わず顔をしかめた。

　詰めかけてきている住民の数はざっと見て五十ほど。皆興奮しきった様子で、口々に詰問や怒りを叫んでいる。どうやら露里が始祖役を演じることがすでに決定されたと誤解している者もいるようで、彼らの剣幕は凄まじい。

「始祖様をなんだと思ってるんだ！　人間なんぞがあの方に扮するなど冒涜だ！」

「やっぱりあの娘は里に置いておくべきじゃない！　早く追い出せ！」

「そうだ、追い出せ！　追い出せ！」

　甘かった、と蒼真は歯噛みする。

　蘇芳との一件で、露里が強大な妖力を持つことが里中に知れ渡った。その影響で住民たちの彼女に対する認識が変わり、彼女を受け入れる兆しが見えはじめたと、ほんの少しだけだが状況が好転したように感じていた。

　しかし、露里を人間と見做なし、排斥したいという思いは、未だ根強いらしい。

　好転などしていない。どころか、たいして変化さえしていない。

　知らず知らずのうちに気を緩ませていた自分に気づき、苛立ちが募る。

　その苛立ちを押し殺して──否、むしろ吐き出すように、蒼真は土間に下りると、道玄と同じように住民たちを押し留めながら声を張った。

「皆、どうか落ち着いてくれ。まだそうと決まったわけでは──」

「静まれ！」

　突如轟いた厳格な一喝に、場が水を打ったようになった。

　住民たちが一斉に後ろを振り返る。そして皆一様にはっとした風情で体を強張らせると、示し合わせたかのように左右ふた手に綺麗に分かれた。

　できあがった道の向こうには、静かながら強い意志を宿した眼の老人が立っていた。

「……翁」

　氷ひ禅ぜんの翁。

　この里の重鎮。時として里長である道玄以上に影響力を持つ、長老のひとりである。

　翁は緩慢な足取りでこちらへやってくると、険しい面持ちで里長親子を睥睨し、

「これより会議を開く。異存はないな」

　と、重々しい、有無を言わせぬ口調で言った。

　背筋が凍る。

　道玄が緊張した様子で頷くと、翁は無言で邸内へと入った。

　行き場を失った住民たちの戸惑う空気が伝わってくる。

　彼らを刺激すればまた収拾がつかなくなる。道玄の出方を窺った蒼真は、彼が何も言わず邸内へと踵を返したのを見て、若干後ろ髪を引かれる思いを感じながら、それに倣った。







　ほどなくして、菱路を含めた里の重役たちが全員広間に集まり、会議がはじまった。

　まず氷禅の翁が事の仔細を問い、道玄がそれに答える。

　事情を理解した長老たちは驚いた様子で目を瞠り、それから各々、眉を吊り上げたり、困惑した表情を浮かべた。

「儀式の始祖役にあの娘を据えようなどと……。そんなことをすれば皆が反感を抱くと、火を見るよりも明らかだろうに。よもや想像だにしなかったとは言わぬだろうな」

「あの娘がいかに強大な妖力を持っていようと、それはあまりに無茶だ」

「そもそも、始祖役は代々姫巫女の一族から選ばれている。その伝統を、やむにやまれぬ事情もなく覆すというのは認められん」

「いまさら議論するまでもない。適任者ならすでにおろう」

「……っ」

　予想どおりの長老たちの意見に、蒼真は下唇を噛みつつ、必死に思考を巡らせる。

　そう遠くないうちに、儀式での配役について本格的な打ち合わせがされる。その前になんとか露里を推挙するに足る理由──有力な条件を考えておきたかったのに、どこからか話が漏れたために、その猶予がなくなってしまった。

　何かないのか──何か。

「皆を説得するのは困難だ。時間もない。ここは当初の予定どおり、始祖役は栞凪に──」

「お待ちください」

　早くも話がまとまりつつある雰囲気を察したとき、気づけば蒼真は口を挟んでいた。

　長老たちの視線が一点に集中する。

　考えている暇はない。ここで黙ってしまっては、決定が下されてしまう。

　異を唱えた自分を咎めるような複数の目に一瞬怯ひるむも、蒼真は意を決して、思いつく限りの意見を述べた。

「方々の仰るとおり、露里を始祖役に据えるのは難があるでしょう。しかし、彼女の持つ妖力ちからは、我が里長一族の先祖である霞匡の──『始祖の再来』と呼ばれた女性から受け継がれたもの。それは即ち、始祖様の力です。儀式で始祖役を演じるに足る、充分な理由ではありませんか？」

「む……、それは……。……だが、それだけで皆は納得させられん。問題なのは、あの娘が人間であることだ」

「人間──確かに。彼女は人間の世で十六年間、人間として育てられてきました。おそらく、意識も人間のそれでしょう。ですが、我らが同胞の血を引いているのも確かです。それも、繰り返しになりますが、我が一族──ひいては始祖様の血脈です。この事実が皆に理解されれば──」

「それとて、生なま半なかなことではなかろう。先刻も言ったように、時間はそれほど残されておらん。皆を説得するのに、どれほどの時間がかかる？」

「っ……そ、れは……」

「……蒼真。お前はなぜそこまで、あの娘を此度の儀式の始祖役に据えることに拘るのだ」

　手痛い指摘に俯いた蒼真は、続け様に投げられた問いに引っかかりを覚え、顔を上げる。

　理そ由れは、この会議がはじまった最初に道玄が説明したはずだ。

　聞こえていなかったはずはない。なぜ、ここでそれを再び問う？

　翁の意図がわからず内心当惑しながらも、蒼真は改めて露里への想いを確かめるようなつもりで、問いに答えた。

「……彼女は私の婚約者で、輿入れとしてこの里に来たのです。しかしながら、度重なる異例の事態に、それが先延ばしになってしまっている。あまつさえそのために、家つ族まではなく客分という立場に甘んじさせているのです。私はそれを……ひどく、申し訳なく思っています。ですから可能な限り、一刻も早く彼女を正式に妻として迎えてやりたいと──」

「蒼真」

　溢れる想いに我知らず過熱していたのを制するような──諫めるような、そんな語調で名を呼ばれる。

　はっと我に返った蒼真は、次に翁の口から放たれた科白セリフに、言葉を失った。




「そも──あの娘がお前の妻になると、いつ決まった？」




「──は？」




「……いま、なんと」

「あの娘を娶ることを認めた覚えはない、と言ったのだ」

　後頭部を殴られたような衝撃が走った。

　耳鳴りがする。心臓が早鐘を打ち、内側から体を食い破ろうとする。

　からからに渇いた喉で必死に声を絞り出し、蒼真は翁に噛みついた。

「な──なぜですか。露里の持つ妖力がどれほどのものか、あの晩、おわかりになったはずでは……!?　だからこそ、方々、彼女をこの里に迎えることに肯定的になられたのではないのですか」

「確かに、あの娘が秘めている妖力は強大だ。人間の世にあってはならない、我らの手元に置いておくべき代物だ」

「では──」

「しかしな」

　蒼真の非難めいた声を容赦なく遮り、翁は冷徹な目を以て応えた。

「人間の手に渡すべきではない存在ちからを、我ら妖狐が管理する──これこそが目的だ。ならば、何もあの娘を同胞として迎え入れる必要はない。どこぞに繋いでおくか、閉じ込めでもしておけば事足りる」

「────っ！」

　鈍くも大きい打撃音が響き、室内を震わせた。

　それが、自分が立ち上がると同時に怒りにまかせて床を踏みしだいた音だと、微かに痺れる片足が教える。──しかし、そんなことはどうでもいい。

　これまで抱いたことのないような激ね情つが、全身を駆け巡る。

　翁の言葉が断片的に響いては脳を揺さぶって、まるで鐘にでもなった気分だ。五感や思考が、遠くへ引っ張られていく感覚がする。しかし蒼真の意識はしっかりと留まって──食らいついて、目の前にいる男の胸倉を締め上げたいと内側で暴れ回る。

　蒼真はその衝動を全霊をかけて押し殺しながら、地を這うような低い声で訴えた。

「彼女は物ではありません。まして畜生などでもない。他者を想い、真に心を許せる者のいない異郷に馴染もうと力を尽くし、そして──自らを傷つけた者にさえ寄り添い支えようとする、心ある少女です。いかに彼女の中にある力こそが要とはいえ、それは……その処遇は、あまりにも酷ではありませんか」

　未だ静まらない怒りと、まるでそれに炙られて滲み出たように蘇る露里への想いとこびりついた罪悪感に、喉が微かに震える。

　きっと、どれほどの時が経っても忘れられない──あの夜、自分は露里を傷つけた。清らかな心を踏みにじり、大切なものを奪いかけた。そんな自分を、彼女は驚くほどあっさりと赦し、以前と変わらず支え続けてくれようとしている。

　露里を愛しく思う気持ちと、拭いきれない後悔がない交ぜになって、胸を満たす。

　……そうだ。だからこそ、彼女をこの手で幸せにしたい。そのために、こんなところで躓くわけには、彼女に対する非情な扱いを看過するわけにはいかない。

　握った拳に力がこもる。怒りに伏せていた面を上げ、毅然とした目で翁を見据える。

　すると翁は、その目に覗く蒼真の強い意志に、むしろ辟易した風情で呟いた。

「酷か。……やはり、あの娘は野放しにしておくべきではないな」

「なっ……」

　目を剥く蒼真。

　翁はぞっとするほど鋭利な視線で蒼真を射貫くと、不快感の滲む、重々しくも苛烈な口調で言った。

「酷なものか。あの娘は人間──そこに在るだけで同胞たちの心を乱し、不和を招く。そのうえ秘め持つ力は脅威と呼ぶに値する、『災厄』そのものだ。蒼真よ、かつて人間が我らに為した所業を、よもや忘れたわけではあるまい。それに比べれば、殺さず、虐しいたげることもなく、ただ幽するに留めようというのだ。いっそ寛大とすら言えよう」

　それは暴論だ、とすぐさま思った。

　千年以上も昔のこと──しかも露里がこの世に生まれる未来さえ確定していない時分の話──を持ち出した挙句、人間という勢しゅ力ぞくが犯した罪を彼女個人ひとりに負わせて「まだまし」だなどと、横暴が過ぎる。

　色めき立つ蒼真。思わず食ってかかろうと口を開いた瞬間、それまで蒼真と翁の応酬に険しい面持ちで耳を傾けていた重鎮のひとりが、蒼真の反論を封じるように口を挟んだ。

「氷禅殿の言うことは正しい。何を息巻くことがある」

「それは──」

「蒼真。お前はあの娘に毒されている。惑わされ、余計な感情に絆ほだされて、己が使命を失念している。同胞たちと人間の小娘ひとり、どちらを優先すべきかなど明白だろう。このような議論をすることさえ無意味だ。次代の里長たるお前が私情に流され、その挙句里の同胞たちを蔑ろにし人間を選ぶなど、一体いつからそうなった？」

「違います、私は──」

　自分の立場、使命を忘れてなどいない。里を、仲間を思う気持ちに変わりはない。ただ、護りたいと思うものの中にあの少女が新たに加わり、彼女といういち個人が、自分の中で殊ことに大きな存在になっているというだけだ。

　だが、誤解だと訴えようとする蒼真の声を、彼は首を横に振って遮った。

「曇った眼で何を言おうと、聞く耳は持たぬ。……目を覚ませ。感情に振り回され大局を見失うなど、お前らしくもない」

「────」

　最後の言葉は、ただの呆れとは違う。

　微かに、しかし確かに浮かんだ憐憫の色に、蒼真は今度こそ堪えきれなかった。

　胸の奥からこみ上げてきたものを噛み殺すように奥歯が軋む。

　何か言葉を返したいのに、声が喉に絡まって出てこない。

　どうしようもない悔しさに蒼真はぐっと下唇を噛むと、無言のまま踵を返した。

「おい、どこへ行く」

　背中にかかる制止の声を無視して大広間を出、襖も閉めずひたすらに廊下を進む。

　そうして気づけば、蒼真は薄暗い自室の中にいた。

　腰を下ろすこともなく、畳を睨みつけて、頭の中で反響している先刻の翁の言葉に拳を震わせる。

　自分の中で暴れ回っている怒りと悔しさの矛先が、重鎮たちと自分、どちらに向けるべきか──どちらにも向いて、胸をでたらめに突き破ろうとする。

「……っ、くそ……！」

　血を吐くような掠れた声が、虚空に響いた。







「……よもやあの蒼真が、会議を放り出すとはな。想像以上に毒されていると見える」

「……申し訳ない。あれには後でよく言って聞かせますので」

　険を孕んだ目で開いたままの襖を見つめる氷禅の翁に、道玄はあくまで冷静さを崩さず、神妙な表情で言う。

　しかしその心境は、決して冷淡なものではなかった。

　息子があのように冷静さを欠き、声を荒げて反抗し、その末に会議を中座するなど──ましてそれを里の重鎮たちが揃っている場でやるなど、滅多にない。

　蒼真はこの半月ほどで、随分と変わったように思う。

　表情がどことなく柔らかくなり、以前よりも自身の意見を主張するようになった。そして何より、あの娘のことをよく気にかけている。日々の定期報告の際、その日彼女がどんなことをしたか、何気ないふうでぽつりと語るのだ。

「近頃彼女は裁縫に凝っているようで」「今日は縁側で彼女の家族の話を」「掃除にも関心を持ったらしく」「母上とお茶をしたと楽しそうに話して」「彼女が新しい着物を繕ってくれて」──などと。

　どこか、嬉しそうに。

　……昔から蒼真は、他者に興味を示さなかった。

　家族──とくに母の静沙、これは例外として。里の住民たちのことは大切に思い、たびたび外へ様子を見にも行っていた。しかしそれは、次期里長としての義務感ゆえというところが大きいだろう。邸の使用人や男衆も括りは同じようで、彼らと接するときの態度は住民たちに対するそれと変わりはない。

　そんな息子が、だ。訊かれてもないのに、特定の人物との、取り立てて報告すべきとも思えない日々のささやかな出来事を、ときに楽しそうな様子まで見せて語る。これがどれほどことか、父である道玄にはよくわかる。

　蒼真は露里に、心底惹かれているのだ。

　だからこそ、「此度の祭りの場を借りて、彼女を婚約者として正式に発表したい」という無理を押し通そうとし、父を相手に食い下がりもした。

　蒼真の露里に対する想いの強さは、道玄はすでによく理解している。

　だが、ここに集まっている重鎮たちは違う。蒼真の変化も、心も、そして露里という少女がどんな存在なのかも、理解していない。

　里長と父親。ふたつの相反する立場が、表情に苦いものを滲ませる。

　一方翁たちは、眉間に皺を寄せて押し黙っている道玄をとくに気にすることもなく、各々意見を交わしつつも順調に話をまとめていく。

　やがて解散しようという頃、ひとりが眉をひそめながら菱路を見た。

「ところで、お前の倅は最後まで姿を見せなんだが、どこへ行った」

　咎めるような響きを孕んだその言葉に、菱路が顔を歪める。

「は……それが、いつの間にやら姿を消していまして。招集がかかった際に探し回ったのですが見当たらず……。申し訳ありません」

　あの馬鹿、一体どこに……と、苛立った様子で呟く菱路。

　きりきりと痛む胃に眉根を寄せて廊下の方を見るも、彼が姿を現す気配は微塵もない。










　──氷禅の翁によって呼び集められた重鎮たちが、里長邸に入っていった後。

　斯貴は、玄関先での騒ぎをいち早く察知し、女に変へん化げしたうえで、密かに庭から人垣の後ろに回りこみ、ざわめく同胞たちの様子を窺っていた。

　……嫌な空気だ。

　不安げな演技を保ちながら、しかし内心ではこの場に充満する負の気に顔をしかめる。

　翁たちが集まったことで皆一時的に静まりはしたが、噴出した不満が消えたわけではない。その証拠に、彼らは一向に散ろうとしない。

　このまま終わるとは到底思えず、なるべく気配を抑えつつ周囲を観察していると──案の定、視界の端で、数名の男たちが険しい顔を突き合わせ、何事か話しはじめた。

　全神経を耳と目に集中させる。

　やや距離があり、かつ周囲の雑音が混じるせいで完全には聞き取れなかったが、唇の動きと合わせて、断片的に話の内容を把握することができた。

「……やっぱり、あの女はこの里に…………べきではないんだ」

「ああ。里長はもう……ならない。いっそ俺たちで……」

「じゃあどうする。前に………こと、やるか？」

「……それしかないな」

　ぞくりと悪寒が走る。

　彼らが何をしようとしているのかはわからない。しかし『あの女』というのが露里のことを指していること、そして彼女に危害を加えようとしていることは、ほとんど明らかだった。

　男たちは露里の居場所を知らないはずだ。万が一知ったとしても、別邸は結界の外にあるし、確か護衛役の男衆もいる。そう簡単に手出しはできない。

　しかし、ある種の使命感を孕んだ目をした彼らは、何をしてもおかしくないような、危うい雰囲気を醸している。

　つい演技を忘れて、無意識に緊迫した表情を浮かべる斯貴。

　その視線には気づかなかったようで、やがて男たちは人集りから外れ、連れ立ってどこかへ歩いていく。

　斯貴は彼らがある程度遠ざかったのを見計らうと、自然体を装って同胞たちから距離を取り、目を閉じる。ほどなくして、全身を霧のようなものが包む気配を感じると、再び目を開いた。

　……よし。

　姿を隠す幻術だ。いつもは菱路の目を盗んで里を抜け出すときに使っている。物心ついた頃からこの術の鍛練にとくに熱を注いでいたおかげで、いまとなってはなんの苦もなく扱える。

　斯貴はひとつ息を吐ついて踵を返すと、件の男たちの後を追った。三メートルほど後方まで距離を詰めると、交わしている言葉が、今度ははっきりと耳に入ってくる。

「攫うのはともかく、閉じ込める場所はどうする？　滅多なところじゃなきゃ、あっさり見つけられちまう。それじゃ意味がない」

「最低限、祭りの日までは見つからないようにしないとだもんな。……いっそ、『外』に置き去りにしてくるってのはどうだ」

「馬鹿、掟を破るんじゃ本末転倒だ。これはあくまで里のためにやるんだぞ。……場所、……場所か……」

　真剣に話し合っている男たち。その口調や肩越しに見える表情には、やはり強い使命感のようなものが窺える。斯貴はそこにひどい不快感を覚えた。

　こいつらは、露里を拉致してどこかに監禁しようとしているのだ。しかも『里のため』という大義名分を掲げて。流れから考えて、おそらく、露里が万が一にも祭りの儀式で始祖役を演じることがないよう阻止するためだろうが──。

　理由なんてどうでもいい。

　ただ、露里に危害を加えようとしていること。

　そして、『露里という人間の存在が許容できない』から実行することを、『里のため』などという聞こえのいいくだらない建前で正当化しようとしていることが、ひどく気に入らない。強烈な不快感が、胸の奥底から這い上がってくる。

　いっそここでこの男たちを締め上げるべきかもしれない、と目を眇めた斯貴は、しかし、場所について黙考していた男がふとこぼすように言い放ったひと言に耳を疑った。

「──栞凪に協力してもらうってのは、どうだろう」

「……は……!?」

　当然、仲間の男たちも、正気を疑ったらしかった。

　皆一斉に足を止め、発言した男に理解不能なものを見る目を向ける。

「お……お前、自分が何言ってるかわかってんのか!?」

　斯貴もまったく同じ心境だった。

　一体何を言い出すんだ、こいつは。

　栞凪は次代の姫巫女──即ち、里の要のひとりだ。道玄や蒼真との繋がりが深いことは言うまでもない。ともすれば、それは祷り場に籠もりきりな当代姫巫女を上回る。

　そんな人物に『露里を拉致監禁する』という、言わば里長親子と敵対する意思を表明し、あまつさえそれに加担するよう説得しようなど、無謀にも程がある。

　仲間たちは男の正気を疑うような動揺ぶりで、口々に「馬鹿言え」「はじめる前に終わっちまうだろ」「もし計画を話したとして、それで協力が得られないどころか、里長に俺たちのことを報告までされたらお終いだぞ」と言い募る。

　しかし件の男は、仲間の猛反対に、冷静な口調で返した。

「いや……噂で聞いたんだよ。栞凪あいつも、あの人間の女のことを良く思ってないって。で、考えてみたんだけどさ。あいつって蒼真様の又従妹だし、昔から皆に『ゆくゆくは夫婦になる』って言われてて、あいつ自身満更でもない感じだっただろ？　けどそれを突然、よりにもよって人間なんかに奪われたら、そりゃあ腹が立つし忌々しいよな……って」

　だから、噂は本当だと思うんだよ──と。

　淡々と並べ立てられる理屈に、狼狽していた仲間たちは「それは確かに」と言いたげな様子で顔を見合わせ、口を噤む。

　件の男はさらに続ける。

「本当に栞凪があの人間を邪魔に思ってるなら、俺たちの計画は、あいつにとっても悪くない話だ。何も誘拐するのに協力しろとは言わない──ただあいつなら、天津雪宮の辺りにある良さげな場所を知ってるんじゃないかって思うんだよ」

　斯貴を含めた全員が、同時にはっと目を瞠る。

　天津雪宮は原則、巫女一族しか立ち入れない。いくつかの祭事では一般住民も境内への進入を許可されるが、そんなときでもなければ取り立てて用事もないので、皆、宮に続く参道にさえ近づかない。

　ということはつまり、天津雪宮のある山の中のほとんどを、大半の同胞が知らないということだ。さらに言えば、巫女一族の者にしても基本的に境内から出てくることはないので、山中については皆と同様、あまり知らないはずである。

　詳しい可能性があるのは、祷り場を離れられない姫巫女の名代として、たびたび住居区へ下りてくる栞凪だ。

　彼女が姫巫女の名代を務めるようになったのは、もう随分と昔だ。必然、宮と住居区を行き来した──山の中を歩いた回数もそれなりになる。

　となれば、男の希望混じりの推測も、あながち否定はできない。

　意外にも公算が高いかもしれないことを悟り、斯貴は顔色を変える。

　対して男たちは先程から一転して色めき立ち、警戒心を完全に失ったわけではなさそうなものの、栞凪に誘いをかけることに難色を示す者はいなくなっていた。

「……いけるかもな、案外」

「じゃあ、これから行くのか？」

「ああ。けど、全員で行ったらさすがに目立つ。……皆は待っててくれ。俺が言い出したことだからな、俺が行ってくる」

　戻ってきたらまた声をかける。それまで、普段どおりにしてろ。

　件の男はそう言い置いて、全員が神妙な顔で頷いたのを確認し、周囲を警戒しながら参道へと向かっていった。

　その背中をある程度まで見送ると、誰からともなく、他の面々は散り散りになっていく。

　彼らの中に妙な動きをしようとする者がいないだろうことを確認した斯貴は、ぐっと気を引き締め、天津雪宮へ向かった男の後を追って駆け出した。

　……やはり、男が言ったように上手く事が運ぶとは思えない。いくら直接手を貸さなくてもいいとはいえ、この勝手で杜ず撰さんな計画に協力するのは、栞凪にとって利益よりも危険性のほうが大きい。

　しかし、万が一、ということもある。

　……どうあれ。

　栞凪が協力するにせよしないにせよ──結果的に奴らが露里を狙って動くと決めたなら、そのときは。

　斯貴は眉間の皺を一層深くして、眼前にある男の背を睨みつけた。







「……蒼真」

　開け放ったままの襖に背を向けて、部屋の中央に立ち尽くしている息子の背中に、道玄は慎重に声をかける。

　蒼真は応えない。一瞬体が強張ったように小さく肩が跳ねたので、聞こえてはいるのだろう。しかし内心渦巻く感情に、返事をする余裕もないらしい。固く握られて開かれる気配のない両の拳を見れば察しがつく。

　道玄は瞑目すると、呼びかけを無視したことは咎めずに、ともすれば冷酷にも聞こえる淡泊な語調で言った。

「いましがた、会議が終わった。始祖役は栞凪に任せることになった」

「…………っ」

　小さな吐息が聞こえた。拳が震え、俯いた首がさらに下を向く。

　道玄は静かな目で、改めて息子を見つめた。

　本当に、変わった。あの娘と関わりを持ってまだ日は浅いというのに、これほどまでに感情を露わにするようになったとは。

　そこまで大切なのか、と思うと同時に、あそこまで言われれば当然か、とも思う。

　何しろ、未だ結婚を認めないと撥ねつけられただけに留まらず、想いびとを物も同然に扱われたのだ。耐え難い屈辱だったことだろう。

　自分も感情に乏しいが、大切なものを踏みにじられたときの憤りは理解できる。

　長い沈黙の後、道玄はひとつ息を吐ついて、いつもの口調で命令した。

「……蒼真。露里殿のご様子を見てきなさい」

「……え」

　面食らった表情で、蒼真がこちらを振り返る。

「い、……いまから、ですか？」

　揺れる瞳には動揺と、『行きたくない』という本音が見え隠れしている。

　合わせる顔がない──といったところか。

　しかし、いつまでもこんな状態では困る。

「そうだ。早く行け」

「っ……承知致しました」

　軽く睨めつけると、蒼真は気圧された風情で息を飲み、苦虫を噛み潰したような面持ちで道玄の脇をすり抜けていった。

「……まったく」

「不器用なひとですね」

　重い足取りの息子を見送りながら呟いた直後、女の温かな声が耳朶を打った。

「なっ……!?」

　完全な不意打ちに、道玄はぎょっとして声のした方を振り向く。

　そこにいたのは、

「……静沙……」

　穏やかに微笑みながら、遠ざかる息子に温かい眼差しを注ぐ妻だった。

　蒼真の姿が見えなくなると、静沙はその視線を夫に向け、笑みを深める。

「一体、いつから」

　思わずそうこぼした道玄は、しかし、何もかもお見通しだといった風情の彼女に、後に続く言葉を溜息に変えた。

　昔からそうだった。何も言わないが、こちらの思惑や感情を悟ることに長けているのだ、この女ひ性とは。

　決まりが悪そうに仏頂面になった道玄に、静沙は小さく笑声をこぼす。嬉しそう妻に、ますます眉間に皺が寄る道玄。

　ひとしきりくすくすと笑った静沙は、ふと切なげに目を伏せた。

「……あの子があの子自身の望みを持つなんて、滅多にありません。……どうにか、叶えてはあげられませんか」

「…………」

　それは難しいことだと、彼女もわかっているのだろう。それでも、親として願わずにはいられないのだろう。

　互いに思いは同じだ。

　だが──。

　道玄は蒼真の消えた方向を見遣ると、表情に苦いものをわずかに滲ませた。







　胸と足に、大きな鉛の玉でもあるような気分だった。

　緩慢な足取りで森の中を進む。

　邸を出てからずっと、蒼真の頭の中は、『どんな言葉で露里に結末を伝えるべきか』という難題で埋め尽くされている。

　……言ってしまえば、どう言葉を尽くしたところで、彼女を落胆させてしまうのは避けられない。しかしどうしても考えてしまう。まるで悪あがきのように。

　行きたくない──どんな顔をして会えばいいかわからない。

　心の底からそう思う反面、このどうしようもなく乱れた心を彼女に包み込んでほしいという欲求が脳裏にちらつく。

　そして、その利己的な欲望に引きずられるようにして前に進んでいる自分を、ひどく不快に感じる。

　複雑さが増すばかりの思考にいよいよ頭痛を覚えはじめた頃、視界が開けた。

　もう森を抜けたのかと、下ばかりを見つめていた顔を上げる。

　せめて誠意を込めて謝罪しようと心に決めながら邸に向かった蒼真は、玄関が見えるところまで来たその直後、




　倒れ伏した護衛役の男衆の姿を捉え、瞠目した。




「────！」

　ざあっと全身が総毛立つ。

　気づけば蒼真は、抱えていた煩悶など忘れて、邸の中へ飛び込んでいた。

「露里っ！　どこだ、どこにいる!?」

　声を張り上げながら、片っ端から部屋の中を確認していく。

　いない。いない。いない。ここにもいない。

「露里！　返事をしろ！　つゆ──」

　募る焦燥感に、声が徐々に怒気を孕みはじめる。

　夢中で邸内を回り、奥の間に踏み込んだときようやく、

「蒼真さん……！」

　混乱した様子の露里──と、その細い腕を掴み、いままさに彼女をどこかへと連れ出そうとしていたらしい斯貴を見つけた。

　頭の奥で、何かが切れる音がした。
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　少し前まで斯貴の再訪を笑顔で喜んでいた露里は、しかしいま、彼の口から聞かされた話に、色を失った。

「……そ、んな……」

　掠かすれた呟きがこぼれる。

　そして露里は、糸が切れたようにぺたりとその場に座り込んだ。

　儀式での始祖役を巡る問題──あくまでも内々に済ませるはずだったそれが、なぜか住民たちの耳に入り、大きな騒動へと発展した。さらにそれが引き金となり、人間が里にいることを快く思っていない一部の妖狐が徒党を組み、露里の身柄を拘束しようと陰で動き出している。

　いっぺんに流れ込んできた情報に、様々な思いが交錯する。

　まず、自分と蒼真の密かな思惑が露見し里に混乱を招いたという事態に、蒼真のことが心配になった。

　結婚が先送りになるのはいい。いつか彼と一緒になれればそれで充分で、急かすつもりは少しもない。しかし蒼真は──普段表に出すことはないが──随分とそれを気に病んでいるようで、今回の件にはかなり意気込んでいる様子だった。それが叶わないとなったら、責任感の強いあのひとは、きっと一層思い煩ってしまう。それに、事態の対応に追われて、またいつかのような無理をしていないかも気にかかる。放っておくと自愛を忘れるのは、いまも変わらない彼の悪癖だ。

　次に、自分が悪意を以て狙われているという事実に、肝が冷えた。

　この別邸は、里を覆う結界の外にある。掟を遵守する里の住民たちがそれを破ってここまで来るとは考えにくい──が、断言はできない。何しろ『滅多なことでは出ない』というだけで、『出られない』わけでも、『出たら戻れない』わけでもないのだ。

　もし自分を狙っているという妖狐たちが『掟を破ってでも里から人間を排除しよう』と考え、決心したら、結界からさほど遠くない場所にあるここはきっとすぐに見つかってしまうし、そうなればもはや安全とは言えない。

　こうしているうちにも、敵意に染まった瞳の妖狐たちがここへ押し入ってきたら。

　一瞬脳裏を過よぎった想像に小さく身震いする露里。

　血の気の引いた白い顔で愕然としていると、ふっと視界に影が落ちる。

　はっと我に返って、いつの間にか俯いていた面を上げると、斯貴が一歩距離を詰め、真剣な表情で真っ直ぐにこちらを見つめていた。

「逃げよう、露里。俺と一緒に」

「えっ……」

　差し伸べられた手に、露里は戸惑う。

　斯貴は露里の前に膝をつくと、彼女の顔に自分の顔それをぐっと近づけて、熱く、そして切に訴えた。

「あいつらは本気だ。ここは結界の外だけど、里の中にきみがいないとわかったら、きっと森の方まで捜しに来る。それでもきみが見つからなかった場合……掟を破ることはさすがに躊躇うだろうけど、すでに里から去っでていったんだろう──なんて都合良く考えてくれるとも思えないし、ひょっとしたら、ここを見つけるかもしれない。この邸はべつに、侵入を阻む結界が張られているとか、姿が隠されているわけじゃない。絶対安全とは言えないんだ。わかるだろ？」

　諭すような斯貴の言葉に、露里は戸惑いながらも頷く。

　斯貴は一度冷静になるよう深呼吸をすると、膝を折ったときに一旦下ろした手を、再びそっと差し出した。

「いまが好機だ。俺と一緒に逃げよう。……俺が、きみを護るよ」

　薄緑の真摯な瞳は揺らがない。

　まるで忠実な騎士さながらの彼に、露里は決意の固まらない不安げな目で尋ねた。

「逃げるって……一体どこに……？」

　すると斯貴は、ここへ来て初めて笑顔を見せて、名案だと言いたげに答えた。




「きみがもといた場所──人間の世界だよ」




「────」

　思いもよらない答えに、言葉を失う露里。

　対して斯貴は、そんな彼女を安心させるようにふっと肩の力を抜いて目尻を下げた後、神妙な表情に戻って続けた。

「露里。きみは千年も前に先祖が結んだ盟約のせいでこんなところに連れてこられて、そのうえ結婚相手まで勝手に決められたんだろ？　……よりによって、あんな奴と……」

　斯貴の視線が露里から一瞬逸れて、顔が忌々しげに歪む。

　最後の呟きは、声が小さくて上手く聞き取れなかった。

　え？　と聞き返そうとする露里に、斯貴は慌てた様子で「いや」と仕切り直し、

「同じ人間どころか味方さえいない環境で、よく今日まで耐えたと思うよ。……でも、こうなったらもう、これ以上この里にい続けるのは駄目だ。きみが安心していられる場所は、幸せになれる道は、ここにはない。だから、逃げよう──帰ろう。俺が帰してあげる。何があっても必ず、きみを無事に、家族のいる家に送り届けるよ。だから……ほら」

　斯貴が立ち上がる。

　差し出され続けている手。

　……それを取ったらきっと、彼はいまの言葉どおり、露里わたしをあらゆる危険から護り、十六年を過ごしたあの家へ帰してくれるのだろう。

　斯貴とは出会ってまだ日が浅いけれど、彼は嘘など吐ついていないと思える。

　初対面のときと、その後の、いろいろな話をしたときの振る舞い。そしていま見せている、真剣なのがひしひしと伝わってくる表情と声音。

　このひとは本当に、自分のことを思って言ってくれているのだろうと、そう感じる。

　しかし、

「……駄目」

　露里は首を横に振り、か細い声でそれを拒んだ。

「どうして!?」

　わけがわからないと言いたげに非難めいた声を上げる斯貴。

　彼はまた床に膝をつくと、露里の俯き気味な顔を覗き込んだ。

「里ここに留まる理由なんてないだろ!?　……もしかして、盟約を守らないとって思ってる？　長や……蒼真に何も言わないで、勝手にいなくなったら駄目だってこと？　それなら気にしなくていい。ひとまずここを出て、ある程度里から離れたところまで行ったら、一旦俺だけ戻ってきみのことを伝えるから──」

　必死の体で捲し立てる斯貴に、露里はもう一度首を横に振った。

「違うんです。そうじゃなくて……」

　いま自分が感じているものを、どうにか言葉にしようと思考を巡らせる。

　斯貴の心遣いを無下にすることへの罪悪感と、胸の奥から突き上げてくるような焦燥感で声が喉に絡まる。

　それらをぐっと抑え込んで、露里は斯貴の目を見つめ、強い意志と少しの苦しさが滲む表情で言葉を絞り出した。

「ここで逃げたら、わたし──きっともう、里には戻ってこられないと思うんです」

「……え？」

「確かに斯貴さんの言うとおり、里の皆さんにはまだ全然受け入れてもらえてなくて、頼れるひとはほとんどいません。実家を恋しく思う気持ちもあります。……でも……」

　露里が何を言おうとしているのか、斯貴には見当がつかない。

　ただ、彼女が自分の誘いを断ろうとしているのはわかる。

　しかし、どうして？

　盟約の履行に義務感を覚えているのではなく、蒼真たちに断りなくここを去ることを躊躇しているのでもないなら、一体なぜ彼女はここを離れようとしないのか。

　まさか、彼女はこの里での生活に幸せを感じているのだろうか？

　住民たちからは忌避され、婚約者はあんな冷淡な男で、さらには里側の一方的な都合でこんな場所に追いやられて。挙句、一部とはいえ、敵意を持った奴らに身柄を拘束、監禁されようとまでしているというのに。

　さっぱりわからない。

　……露里を助けたいと、本気で思う。しかし、無理強いしたいわけじゃない。だから、嫌がる彼女を強引に連れ出すことはしない。

　ただ──逃げることを拒む露里にどうしても理解が及ばないことが無性に苛ついて、同時に感じている、あまり悠長にもしていられないという焦りが、それを加速させる。

　続きを待っているような、それでいて急かしているような、張り詰めた沈黙。

　露里は膝の上でぐっと拳を握ると、意を決した風情で口を開いた。

「だけどわたしは……わたしは、何よりも──」

　──そのとき。

　玄関の方で何かが弾けたような鋭い音が響き、

「──露里！」

　いま。

　露里が最も強く、鮮明に思い浮かべていた人物の声が轟いた。

「──そ」

　反射的に、露里の口から音がこぼれる。

　対して斯貴は件の怒号を聞いた直後、玄関の方を振り返った露里の腕をひったくるように掴んだ。

「っ!?」

「立って、早く！」

「えっ、や……っ！　ま、待ってください、いまのは蒼真さんの──」

　強い力で引っ張られ、強引に立たされた露里は、慌てて制止する。

　斯貴はいまの声を、例の自分を攫い監禁しようとしている妖狐のものと勘違いしているのではないか。

　そう思い、違うと訴えるも、斯貴は止まろうとしなかった。

「っ、いいから！　急いで……！」

　ますます困惑する露里。

　その心境がありありとわかる彼女の表情に、斯貴は苦しげに目を眇めた。

　わかっている。来たのは蒼真だ。しかし、それはそれでまずい。

　ここで奴に捕まったら、露里を里から連れ出す機会を完全に失ってしまう。露里は何かを躊躇って里に留まろうとしているが、それは彼女の身の安全よりも優先すべきことではない些事かもしれないし、そうでなくとも、後になって思い直すかもしれない。その可能性が残っている以上、いま見つかってはまずいのだ。

　だからここは一旦逃げるべきだ。見つからなければ、まだ露里に選択を熟考する猶予はあるのだから。

　……どうしても露里に、逃げてほしい──『逃げる』という自由を得るための選択をしてほしい。

　薄々自覚している本音に、露里の腕を掴んでいる手に力がこもる。

「痛……っ、待、って……！」

　締めつけられる痛みに、露里が顔をしかめる。

　そのとき、次第に近づいてきていた荒々しい足音がすぐそこで止まり、

「露里！　返事をしろ！　つゆ──」

　切迫した面持ちの蒼真が、ふたりの前に姿を見せた。
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「蒼真さん……！」

　みっつの視線が交わる。

　目尻に涙を滲ませた露里が、ほっとしたような笑顔を浮かべつつも、縋るような声で蒼真を呼ぶ。

　蒼真も露里の姿を捉えた瞬間、安堵した風情で表情を弛緩させ──直後。

　斯貴と、露里の腕を掴んでいる斯貴の手を見て、目の色を変えた。

　敵意を孕んだ鋭い視線が斯貴を射貫く。斯貴もそれに応じるように、露里の手を掴んだまま、蒼真を睨み返した。

　張り詰めた空気がふたりの間に流れる。

　一触即発の雰囲気の中、沈黙を破ったのは蒼真だった。

「……露里を離せ」

　唸るような、低い声だった。

　緊迫感が増す。

　斯貴は言われてから数秒の間蒼真を睨み据え、それから戸惑っている様子の露里を一瞥し、ゆっくりと彼女から手を離した。

「斯貴。なぜお前がここにいる。──なぜ、ここを知っている」

　常人であれば蒼白になるであろう気迫で、蒼真が問う。

　しかし斯貴は怯むことなく、むしろ挑みかかるような態度でこう返した。

「お前こそ、ここに何しに来たんだ。露里をどうする気だよ」

　蒼真の片目がぴくりと反応する。

「……どういう意味だ」

「……お前、露里のことを、普段どんなふうに見てるんだ？」

「何？」

「婚約者だって言ってたよな。先祖が交わした盟約に従って連れてきたって。……つまり、望んでそうなったわけじゃないんだろ。好きで結婚相手に選んだんじゃない女に、お前が入れ込むわけがない」

「……何が言いたい」

　不快そうに目を細めて蒼真が切り込む。

　斯貴は一層鋭く蒼真を睨みつけると、迷いのない口調で断じた。

「お前はただ先祖や親の命令に従ってるだけで、実際は、彼女の気持ちなんかろくに考えてもないんだろう!?」

「────」

　虚を突かれたように、蒼真の目が見開かれた。

「どうせお前は抵抗感さえ感じなかったんだろう。けどな、妖狐おまえとの結婚なんか強制されて、露里はどう思ってるんだ？　里に来てから、彼女はどんな思いで毎日を過ごしてる？　この敵しかいないような場所で、周りから悪意ばかりを浴びせられて。お前はそれをちゃんと理解してるのか？」

「それは──」

「それに」

　口を挟むなとばかりに、斯貴は蒼真の言葉を叩き伏せる。

「第二の里の妖狐おれたちが来たとき混乱が起きないように、露里には一時的に別こ邸こに移ってもらったとか言ってたよな。けどそれを、他でもない露里は心から了承したのか？　そしてお前は──お前だけじゃない、里長も、頃合いを見計らって、ちゃんと彼女を本邸に呼び戻すつもりがあるのか？　体良く邸から追い出した気でいるんじゃないのか？」




「お前は露里を、自分にとってはたいして重要でもない人形程度にしか見てないんじゃないのか!?」

「そんなわけがあるか!?」




　蒼真が吼ほえた。

　水を打ったように場が静まり返る。

　蒼真を睨みつけたままの斯貴。両の拳を微かに震わせ、俯いている蒼真。

　対して、この殺伐とした雰囲気の中どうすることもできずにいた露里は、重苦しい沈黙に押し潰されそうになりながら、まず斯貴を見、次いで蒼真を見つめた。

『自分にとってはたいして重要でもない人形』。

　斯貴が言い放った言葉。

　そんなことを蒼真が思っているはずがないとわかっている。──なのにほんの一瞬、鼓動が不自然に大きく跳ねた。息が詰まった。

　その直後に耳朶を打った蒼真の怒号。それがまるで、その一瞬の不安を見透かされたかのようで──一瞬でも蒼真の心を疑ったことを悟られた気がして、焦燥が募る。

　血の気が引いて白くなった顔で、何か言いたげに唇を震わせていると、荒げた息を整えていた蒼真が面を上げ、こちらを見た。

「あ──の、……っ」

　違うんです、ごめんなさい、信じていないわけじゃないんです。

　そんな言葉が、咄嗟に口を衝ついて出そうになる。

　しかし、本当に気づかれているのか、もし気づいていないなら言うほうがむしろ傷つけてしまうのではないか。瞬きのうちに脳裏を駆け巡った懸念に逡巡していると、

　突然、締めつけられるような感覚とともに、温もりが体を包んだ。

「えっ……」

「……そんな顔をするな」

　咎めるのではなく、懇願するような囁きだった。

　不快感などなく、むしろ微かに震えを帯びているその言葉に、露里は目を瞠る。

　蒼真が自分の表情をどう捉えたのかはわからない。ただ、彼を不安にさせてしまったのだということは察しがついた。

　呆けて力なく投げ出していた腕を、そっと蒼真の背に回す。

　伝わってくる熱と、力は強くとも苦しめないように加減されている抱擁が、信じさせてくれる。どれだけの言葉を尽くすよりもずっと雄弁に、『大切にしてくれている』と。

「ごめんなさい」

　露里は目を閉じて、穏やかな口調で言った。

　何かを確かめるように、蒼真は露里を一層強く抱き込んだ。少しだけ苦しさを感じた直後、するりと蒼真の体が離れていく。

「な……、お、お前……!?」

　驚きょう愕がくの面持ちで蒼真を凝視しながら、斯貴が口を開く。

　蒼真はそんな彼を振り返り、いっそ冷淡に言い切った。

「私は、露里を愛している」

　絶句する斯貴。

　一方、露里はその直ちょく截さいな科白に、思わず体を硬直させた。

　次いで、身体の奥から隅々の末端まで、熱がぶわっと拡散していく。

　あ、あ、愛してるって……そんな、はっきり。

　というか、「愛してる」だなんて、初めて言われた。「好きだ」とは言われたし、それはもう泣いてしまいそうなくらい嬉しかったけれど、「愛してる」はなんというか、刺激が強すぎる。ああ、顔が熱い。

　……でも、今度はわたしの方を見て言ってくれたら……などと、先程までの神妙な心持ちはどこへやら、内心舞い上がる露里。真っ赤な頬を押さえて蒼真から視線を逸らし、潤んだ目を悩ましげに伏せる。

　そして、そんな彼女の様子に気づいた斯貴は、あらゆる臓腑の中に重い鉛の塊が投げ込まれて沈み込んだようとでも形容すべき感覚に襲われた。

　いっそうんざりするくらい──わかってしまった。

　ふたりは相思相愛なのだ。それも、第三者が割って入るどころか、ひと言口を挟む余地すらないほどに。

　──ああ。

　全身から力が抜ける。

　それは、露里が婚約者に不自由を強いられているのではないと知って安堵したためか、あるいは、あの蒼真が少し見ないうちにこうも情味のある凡俗に成り果てていたことに毒気を抜かれたからか。

　どちらにせよ悪いことではないし、きっとそのどちらでもあるのだろうと思う。

　……ただ、妙にひりつくものがある。

　目の前のふたりを見ていると、じわじわと染み出してくる──疼きだすこれは。

　これは……なんだ？

　有り体に言えば不快なそれを抉り取るように、斯貴は胸のあたりを掻く。

　苦いものを含んだ面持ちで沈黙した彼に、今度は蒼真が問いを投げた。

「こちらの質問にも答えてもらう。──なぜお前がここにいる」

　まだ敵意の残る、値踏みするような視線。

　触れれば弾けそうな睨み合いの後、斯貴は口を開いた。

「……第一の里そっちの奴らが、露里を攫って、どこかに監禁しようとしてる」

「な──」

　今度は蒼真が絶句する番だった。

　背中から伝わってきた尖った気配に、露里は、この件は彼も把握していなかったのだと知る。

「今朝の騒ぎの後、お前たちが話し合いをしてたとき、邸の前に集まってた奴らの中の何人かが言い出したんだ。抗議──いや、阻止のつもりなんだろう。万にひとつも、露里が始祖役を務めることにならないように」

「それは……無意味な行為だ」

「そうだ。結局、始祖役は栞凪あたりに任せることになったんだろ？　老人たちが賛同するわけがない」

　石を吐き出すように反論した蒼真は、斯貴の冷ややかな同意と指摘に、眉間の皺をさらに深くした。

　否定の言葉はない。

　やっぱり駄目だったのかと、露里は納得した。

　正直なところ、落胆はある。しかし、もはやそんなことを言っている場合ではないと理解している。結論がどうあれ、事は動きはじめてしまっているのだ。

「けど、そんなことはあいつらにとって二の次だ。行動を起こすことにこそ意味がある」

　ひょっとしたら、祭りの日に露里を出歩かせないようにするのが目的かもしれない。

　里長はもう信用ならないと判断したみたいだったしな──と、斯貴が言う。

　蒼真の肩が微かに震えたのを、露里は見逃さなかった。

　住民の心が離れた。

　蒼真にとってそれがどんなに堪こたえることか、想像に難くない。

　勝手だけれど──もとを正せば自分のせいだけれど──まるで彼と、傷を共有しているような気分になる。

　沈鬱な表情で黙り込むふたりに対して、斯貴は淡々と続ける。

「今頃あいつらは、露里を捜してる。まだ里長邸にいると思い込んでるかもしれないが、勘づかれるのも時間の問題だろう。監禁場所も、当ては外れたけど、実際のところはそんなのどうにでもなる──見つかりやすい場所でも、人質状態にすれば成功だからな」

　冷静に言い放たれた『人質』という単語に、ぞくりと悪寒が走る。

　しかし、蒼真が反応したのは別の点だった。

「……当て？」

　怪訝な呟きに、斯貴の顔が若干曇った。

　彼の視線が露里を捉える。

　え？　と瞬くと、斯貴は苦々しげに目を伏せ、それから蒼真を真っ直ぐ見た。

「……天津雪宮だ」

　呆気にとられる。

　なぜここで、その名前が出てくる？

　予想外すぎて、脈絡がないようにさえ思えた。だが蒼真は動揺した素振りを見せず、

「……外れたと言ったな」

　と、念を押すように問うた。

　ああ、と斯貴が頷く。

「ひとりが交渉に行って、袖にされて戻ってきたところまでは確認した。計画が仲間以外の奴に知れたからだろうな。その後、場所をどうするかよりも、身柄を確保するのを優先したほうがいいって話になった」

　保険の意味も兼ねているのだと、露里にも察しがついた。

　天津雪宮──即ち巫女一族に、露里の拉致監禁計画を持ちかけた。そこで賛同を得られれば問題なかったのだが、拒否された。味方につかなかった。

　巫女一族は、とくに里長と繋がりが深い。そんな組織に計画が知れたなら、後はどうなるかは火を見るよりも明らかだ。

　その『明白な結末』を回避するために、早急に露里の身柄を手中に収めておく必要がある。──まさしく、先程斯貴が言ったとおりの『人質』だ。

「俺がここに来たのは、露里を護るためだ。なんでこの場所を知ってるのかは……偶然だよ。昨日、お前ん家を出てった後、気晴らしに『外』の辺りをぶらついてたら偶然、この邸と彼女を見つけたんだ」

　蒼真はいくつか引っかかりを覚えて、目を眇める。

　しかし、いまはそれをいちいち指摘するほどの余裕はない。蒼真がここに駆け込んだとき、妙な真似はしていたが──おそらく、露里に危害を加えようとしていたわけではない。もし斯貴こそが危険なら、露里の様子はここまで落ち着いてはいないはずだ。

「……外に護衛がふたり、そして厨に紗埜が倒れていた。すでに襲撃があったのか」

「いや、俺がやった。……お前のことを信用してなかったからな」

　ほんの一瞬罪悪感を覗かせたものの、斯貴はほとんど悪びれずに言った。

　これは皮肉ではない、間違いなく本心だろうと、蒼真は小さく息を吐く。

　苦言を呈したい気持ちをぐっと抑えて、仕切り直す。

「……件の住民の顔は覚えているか」

「ああ」

　何よりもまず、露里の安全を改めて確保する必要がある。

　斯貴ひとりに沈められたことで多少不安は生じたが、護衛役の男衆はそれなりに腕が立つ。彼ら──それと紗埜──を目覚めさせて、一刻も早く手を打たなければ。

　ついてこいと斯貴に目で促す。

　険しい面持ちで踵を返そうとしたそのとき、

「ま、待ってください」

　はっと背後を振り返る。

　露里が決意のこもった瞳で、こちらを見つめていた。

「……つゆ」

「蒼真さん」

　強張った声が蒼真の言葉を遮る。

　露里はすうっと息を大きく吸い込むと、俯きがちに言った。

「……わたし、お祭りの日は、別こ邸こから出ません」

「────」

　息を飲む気配がした。

　虚を突かれた風情の蒼真に、露里はさらに続ける。

「その……わたしを攫おうとしているひとたちにも、直接、そう約束したいです。だから、わたしも連れていってください。約束したら、すぐにここに帰ってきますから」

「何を──露里、何を言っている」

　蒼真が歩み寄ってきて、その指先がそっと肩に触れる。

　貴方が犠牲を払う必要はないと、きっとこのひとは言ってくれるのだろう。

　けれど、それではきっと何も収まらない。

「こんなことになってしまったのは、わたしのせいです。わたしが今回のお祭りで皆に認めてもらうことを諦めて、当日姿を現さなければ……ひとまずは、納得してもらえると思うんです。……そうでもしないと、解決しないと思います。無理矢理押さえつけたら、きっともっと悪い方向に行ってしまう。だから」

　お願いします。

　真摯な黒曜の眼差しが、蒼真を捉える。

　蒼真は半ば反射的に「駄目だ」と言いかけて、しかし口を噤んだ。

　肩に触れた指先から、露里の体が小刻みに震えているのがわかる。

　それは押し殺した恐怖心ゆえなのか、それとも泣き出しそうなのを堪えているのか。ただ、いまの訴えが心からのものであることは、嫌になるくらい伝わってきた。

　痛い。

　痛いほどの真剣さ──真剣だとわかるから、痛い。

　こんな決断をさせてしまったことが、堪らなく。

　そして、たとえ蒼真が露里の決意おもいを撥ねつけられるほどの冷徹さを持てたとしても、彼女の言ったことは極めて正論で、有効なのだった。

「……っ、しかし……」

　後を続けられないとわかっていながら、それでも諦めがつかなくて、蒼真は食い下がろうとする。

　そんな彼に、露里は顔を綻ばせてみせた。

「……いつか、本当の夫婦になれるなら。わたしは、いつまででも待ちます」

「────」

　掠れた何かが、耳朶を打った。

　と思ったときには、露里は蒼真の腕の中にいて、抱き締められているというよりは、彼の体に埋うずもれているような状態になっていた。

　痛かった。

　強く締めつけられている体。蒼真がいま浮かべているであろう表情を悟った胸が。

　痛くて──でも、仄かに温かい。

「いいの、本当に」

　斯貴だった。

　もの憂げな顔でこちらを見つめている彼に、露里は微笑してみせる。

　それだけで意志は伝わったようで、斯貴は「そっか」と小さく応じ、踵を返した。

　ひとつの足音が遠ざかっていく中、拘束が緩む。

　名残惜しそうに露里を解放した蒼真は、前髪で表情を隠すように俯き、

「……すまない」

　と呟いて、目を合わせないまま、露里に背を向けた。

　いつもの凛然とした雰囲気は少しもない。

　露里は追い縋るような気持ちで後に続く。「来ては駄目だ」というひと言は、なかった。

　互いに無言のまま、玄関に着く。

「……行くぞ」

　斯貴が静かに言う。

　はい、と露里は神妙な面持ちで頷いたが、蒼真はやはり、こちらを振り返らなかった。







　しかして。

　斯貴を通じ、密かに森へと呼び出された件の男たちは、露里の言葉に耳を──貸した。

　始終険呑な構えを崩さなかったものの、最終的に「それならば」と、矛を収めた。

　露里は儀式において始祖役を務めることはなく、当日、皆の前に姿を現すこともない。

　それを、長の口から住民たちに宣言させることを、蒼真は彼らに約束した。

　──露里も、蒼真も、斯貴も。

　苦渋の決断に、互いに、交わす言葉を持たなかった。







　きしきし、という微かな音が耳朶を打つたび、これは一体どちらの音だろうと思う。

　廊下の板が軋んでいるのか。

　それとも、軋んでいるのは己の心か。

　こんなに感傷的な気分になったことが、かつてあったかもわからない。

　普段どおりの冷静な表情を保ちなら、しかし曇天よりなお暗く重い心境の蒼真に、気遣わしげな声がかけられる。

「具合でも悪いの、蒼真？」

　視線だけを滑らせて、傍らを見る。

　藤の花を思わせる澄んだ双眸が、こちらの顔色を窺っていた。

　……彼女には、いまの自分が事実平静ではないことがお見通しらしい。

「……なんでもない」

　強い語気で言ったつもりはなかったが、藤の花──栞凪は「……そう」と小さく呟いて、蒼真の顔を覗き込むのをやめた。

　いけない、と蒼真は目を伏せ眉間に皺を寄せる。

　なぜ隣にいるのが露里でなく栞凪なんだ──などと。

　それは八つ当たりだ。栞凪に非はない。

　わかっているのに、どうしても神経が逆撫でされる。

　落ち着け、切り替えろ、と己に言い聞かせる。そうしているうち、栞凪が足を止めた気配を感じて、蒼真も我に返った。

「じゃあ……改めて、お祭りの日までよろしくね、蒼真」

　気づけば、目的地は目の前だった。

　開け放たれた襖の向こうには広間。その奥に、指南役であろう年嵩の巫女がいる。

　栞凪を見る。彼女に気負った様子はなく、柔和な笑みをこちらに向けていた。

「……ああ」

　応えるが早いか、蒼真は栞凪から目を逸らすように広間へと向き直り、さっさと中へ踏み入る。栞凪はすぐに後をついてきた。気配でそれを察した蒼真は振り返らず、指南役の前まで真っ直ぐに進む。

「お揃いですね。それでは──」

　年嵩の巫女はふたりの顔を射貫くような目で交互に確認すると、

「本日より、儀式にて披露する舞踊の稽古を開始致します」

　気張った風情でそう宣言した。
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　頭そのものが寺の鐘にでもなったような気分だ。

　止まない怨嗟の声。溢れる愛憎の念。荒れ狂う殺意。

　それらが一緒くたになって脳を揺さぶり、意識を塗り潰そうとする。

　──つまり、ほとんどいつもどおりだった。

　違うのは、それらがいつにも増して苛烈なことくらいだ。

　しかし大した問題ではない。なぜならこれは、自分にとっては子守唄に等しいものなのだから。

　不快なのはむしろ、腹のほうだった。

　空腹感。より正確に言うならば、飢餓感である。

『満たされていない』という感覚──即ち、力が足りていない。

　目玉えものは定めている。ただ腹立たしいことに、それを狩るための力さえ、いまの己には不足しているのだ。そのうえ、計画もまだ練り上がっていない。

　……そろそろ何か腹に入れておかないと、まずい。

　直感がそう訴える。

　目には見えないものの、体から中身がこぼれ出ていく感覚が、いつからか若干明瞭になっている気もする。

　闇の中で息を潜めながら思考を巡らせていた者は、一度集中を切って、緩慢な動作で立ち上がった。

　考えることをやめた途端、

『殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ殺せ、殺せ殺せ殺せ、殺せ、殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺殺殺殺殺殺殺せ！』

　濁流のごとき声が、感情が、衝動が、すべてを飲み込む。

「わかっていますよ、母上」

　恭うやうやしく、けれども赤子をあやすように。

　もはや口癖となった言葉を囁いて、その人物は這うように歩き出した。





４




　息を切らして、時折追っ手が来ていないか後ろを振り返りつつ、石段を下りる。

　何事もなく最下段まで到達すると、栞凪はもう一度背後を確認し、それから抑えきれない興奮を滲ませた面持ちで駆け出した。

　目指す場所は決まっている。脇目も振らずそこへ向かって走る幼い巫女の姿に、すれ違う住民たちは一様に苦笑する。

「おやおや、また抜け出してきたのか、あの子は」

「まったく、懲りないねぇ」

「それだけ好きなんだろ。まぁまだ小さいし、いつもどおり見逃してやろうじゃないか」

　口調は呆れた風情ながらも、遠ざかる背中に注がれる視線は温かい。

　そんな周囲の反応にも気づくことなく夢中で居住区を突っ切った栞凪は、目的地の前まで来ると一旦足を止めて、乱れた呼吸と髪を整え、一度深呼吸をしてから、そっと玄関の戸を開いた。

「ごめんください」

　おずおずと奥に向かって呼びかけると、すぐにひとりの女中が姿を現す。女中は訪問者が栞凪だとわかると、顔を綻ばせた。

「栞凪様。いらっしゃいませ」

「ご機嫌よう。……蒼真は？」

　挨拶もそこそこに、窺うように視線を奥へ遣る。

　そわそわした様子の栞凪に、女中は内心苦笑しながら答えた。

「若様でしたら、お邸の裏で、剣の鍛練をなさっていますよ」

「ありがとう」

　聞くなり、栞凪は即座に踵を返した。

　早鐘を打つ胸を緊張で微かに強張る手で押さえながら、外壁に沿って歩く。一刻も早く顔が見たい反面、会うのが怖いような、奇妙で複雑な感情が、一歩踏み出すたび波のように押し寄せる。

　やがて、視界が開けた。と同時に、栞凪の耳が、空を斬る重く鋭い音を捉える。

　閃く刃と、漆黒の長い髪。そして真っ直ぐに前を見据える瑠璃の瞳が印象的な、美しくも触れれば斬れそうな横顔。

　幼さなど微塵も感じさせない、凛と研ぎ澄まされた雰囲気をまとった少年。

　背筋が凍るようなその立ち姿に、栞凪はむしろ熱い溜息をこぼした。

　会いたかった。前回こっそり宮を抜け出してから何日か我慢して、いよいよそれも限界になったので、またこうして来たけれど。本音を言えば、毎日だってこうして会いに来たい──いやいっそ、ずっと彼の傍に寄り添っていたいのだ。

　すぐにでも成人できればいいのにと、蒼真に再会するたび思う。

　将来、蒼真は栞凪と結婚する。先輩の巫女や里の大人たちがそう噂しているのを、栞凪は何度も耳にしていた。誰もがそう信じているようだったし、栞凪自身、己の想いを抜きにしてもそれが限りなく妥当だろうと思っている。だって、蒼真は次の里長で、自分は次の姫巫女なのだ。そのうえ歳も里の住民の中で一番近い者同士だし、互いの母親が従姉妹であることも手伝って、生まれたときから親しいのだから。

　こう言うのもちょっとおこがましいというか、気恥ずかしいけれど、自分以上に蒼真の伴侶に相応しい者はいないはずだ。

　日課である剣の鍛練に打ち込む蒼真。その様子を近くで最初から最後まで眺めて、彼が休息に入ったら傍へ駆け寄り、「お疲れ様」なんて微笑みながら汗を拭いてあげる栞凪。

　いつか現実となるはずの妄想を視線の先に投影した栞凪は小さく溜息を吐つくと、覚悟を決めた風情で一瞬表情を引き締めた後、自然な笑顔をつくり、

「蒼真」

　と、いつもどおりの柔らかな声音で呼びかけつつ、陰から一歩踏み出した。
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　ぱん、と乾いた音が短く響いた。

「はい、そこまで。……ふむ。おふたりとも、流れはすでに覚えられたようですね。ですが、足運びや全体的な体の動きにぎこちなさが残っています。息もまだ完全に合っていませんね。とくに栞凪様、恥じらいはお捨てください」

「……はい」

「それでは、本日はこれで終了です。お疲れ様でございました」

　揃って頭を下げる。

　指南役が稽古場を出ていくのを見送った栞凪は、「恥じらいが残っている」という先程の指摘を思い返し、沈んだ溜息を小さくこぼした。

　──と、その直後。隣にあった気配が踵を返して遠ざかっていくのを感じ、慌てて振り返った。

「あ──ま、待って！」

　呼び止められて、気配──蒼真がこちらを見る。

　体は半ば出口の方へ向けられたままで、早く帰りたいという意思が嫌になるくらい伝ってくる。

　今日もなの？　と、非難めいた言葉が口を衝きそうになる。昨日も蒼真はこんな感じだった。稽古には真剣に打ち込むが、それが終わった途端、休むどころか栞凪にひと言かけようとさえせずに、さっさと稽古場を出ていってしまう。

　栞凪にとってそれは、裏切りのようにも思える行為だった。

　生まれながらに背負った役目の重さを成長とともに自覚するようになり、いつからか互いに、それぞれの『務め』なしには顔を合わせなくなってしまった。しかし儀式の稽古がある間は、そんな、同じ里に棲みながら想いを馳せるばかりの日々から一時的に解放されて、毎日顔を合わせ、話をすることができる──昔のように蒼真と触れ合える。

　──そう、思っていたのに。

　ふたり水入らずの時間が持てることを蒼真が目に見えて喜んでくれるとまではさすがに思っていなかったが、まさか、こちらにまるで関心を示さないどころか、お前になど構っていられないと言わんばかりな態度を取られるなんて。

　どうして？　蒼真はこの機会をなんとも思っていないの？　久し振りに、本当に久し振りにふたりだけの穏やかな時間を過ごせるっていうのに、蒼真にとってはそんなこと、どうでもいいの？　わたしとひと言交わす時間さえ惜しんですることが、他にあるの？　もしそうなら、それは一体何なの？

　困惑、苛立ち、寂しさ、恋情、不安。いくつもの感情が混ざり合い、澱みとなって胸を締め上げる。「蒼真の仕事は何も儀式の稽古だけじゃないんだし、他に急ぎの用事があるだけかもしれないじゃない」と、煩悶する自分を呆れ気味に一蹴するもうひとりの自分。無愛想だけど優しい蒼真が、自分を蔑ろにしたりするはずないだろうと。しかし、「本当に？」という声が頭で響き続ける。

　本当に──蒼真はいまでも、わたしのことを『大切な幼馴染み』と思ってくれているのだろうか？

　……わからない。だって、里で彼に一番近い存在である自信はあるけれど、彼と共有した時間は、改めて数えると驚くほど少ないのだ。

　自分が知らない間に、蒼真の心に変化がなかったとは言い切れない。

　無視できない可能性が不安や疑念を一層膨れ上がらせ、確かめる勇気を奪っていく。

「どうした」

　呼び止めたきり、唇を震わせるばかりで何も言わない栞凪に痺れを切らした風情で、蒼真が怪訝そうに眉根を寄せる。

　その視線が不愉快を訴えているような気がして、栞凪はびくりと身を竦ませた後、焦りを堪えつつ声を絞り出した。

「あっ……と、その……久し振りよね。こうしてふたりになるの」

「……ああ、そうだな」

　突然何を、と言いたげな一瞬の間に、栞凪はぐっと唇をひき結ぶ。

　いまのひと言に何も感じない。それって、つまり。

　耳の奥で、何かにひびが入ったような音が聞こえた気がした。

「昔はよくふたりで、里長のお邸で遊んだり、宮の近くで術の練習をしたりしたわよね。……覚えてる？」

「ああ」

　──挫けるな。

　いつもの微笑を浮かべ、けれど内心では必死になって、栞凪は少しでもふたりきりの時間を長引かせようと言葉を紡ぐ。

　なんでもいい。蒼真をわたしの隣に引き留めておけるなら、関心をわたしに引きつけておけるなら、なんでも。考えろ。会話を止めるな。

　もっと、もっと、もっと──できる限り長く、一緒にいる時間を稼げ。

「術はわたしのほうが得意だったけど、剣術は蒼真のほうがずっと強くて。わたし、昔蒼真が教えてくれた剣の稽古、いまでも毎日欠かさずやってるのよ」

「そうか」

「……ねぇ蒼真。これから森に行って、久し振りに手合わせしない？　剣は護身のためにやってる程度だから敵うわけないけど、それでも昔よりはずっと上達したと思うの。だから、その成果を見せたいなって──」

「栞凪」

　自分がどれだけ言葉を尽くしても、返ってくるのは相槌だけ。

　まるで縋ろうと伸ばした手を冷たく払われるような感覚に焦燥が募り、徐々に余裕を失いながらも粘っていた栞凪は、唐突に名を呼ばれて、息を飲んだ。

　冷めた瑠璃の双眸が栞凪を捉える。

　蒼真は感情の見えない口調で言った。

「悪いが急ぎの用がある。そういうことは、またの機会にしてくれ」

「あ──」

　栞凪の表情から微笑が消える。

　呆けたように立ち尽くす彼女に、蒼真は今度こそ背を向けると、振り返ることなく稽古場を出ていった。

　静寂が満ちる。

　ひとり残された栞凪は、蒼真の髪が最後に翻って消えた出口を見開いたままの目で凝視しながら、奈落へ落ちていくような感覚に膝を折った。







「ちょっと、何ぼーっとしてるのよ！　手、痛めるわよ!?」

　突如鼓膜を震わせた高音に、露里ははっと我に返った。

　桶に張った水の中に突っ込んだままの、雑巾を持った自分の手が目に入る。

「あ、す、すみません。つい考えごとを……」

　遠くへ行っていた意識が手元に戻ってきて、過剰に冷えた手が訴える痛みをようやく知覚する。

　慌てて水から手を上げ、力いっぱい雑巾を絞る。

　それを、拭いている途中だった障子の枠に滑らせた露里は、しかしほどなくしてその手を再び止めた。

　真剣な視線を手元に注いでいた顔が影を帯びる。

「……具合でも悪いわけ？」

　第一声に叱責を飛ばしたものの、同時に露里の様子がおかしいことにも気づいていた紗埜が、胡乱げに問う。

　その声音はいつもどおり棘を含んでいるようでありながら、どこかこちらを気遣ってくれているような気配もあって、露里は紗埜を見上げた。

「……あの、紗埜さん」

「……何よ」

「栞凪さんって、どんなひとですか？」

「は？」

　藪から棒な質問に目を眇める紗埜。

　露里は不安げに視線を落とし、続けた。

「何度か──結婚式のときと、その次の日に天津雪宮へ行ったとき……二度顔を合わせてはいるんですけど、わたし、まだちゃんとお話ししたことはなくて。蒼真さんや紗埜さんとは、お母様方が従姉妹同士のご親戚だってことは聞いたんですけど……」

　露里の脳裏に、里に来て三日目に足を運んだ天津雪宮で見た、蒼真と栞凪のやり取りが蘇る。

　蒼真をとても大切に思い、好意を寄せている様子だった栞凪。そして、一見普段と変わらない淡々とした態度ながらも、心なし砕けた口調で彼女に接していた蒼真。

　おそらく、ただ親戚というだけの関係ではない。目の前で交わされた彼らの会話からは、独特の気安さが感じられた。ふたりは立場も、それぞれ次期里長と次期姫巫女という『里の象徴』とも言うべきものだし、その点で通じ合うものもあるように思う。

　……それに。

　儀式で夫婦を演じるふたりを想像すると、なぜか心が妙にざわめくのだ。

　そのどことなく不穏な感覚に、このことは考えないようにしようと思うのに、一度思い浮かべたそれは焼きついたように頭の中から消せず、気を抜くと脳裏をちらつく。

　そしてそのたびに止まる手と、心臓を掴む不快感。

　押し殺すのは、もう限界だった。

「……あんたの言ったとおり、栞凪はお母様の従姉である珀羽様の娘──つまり、わたしとお兄様にとっては又従姉妹にあたるわ」

　露里の心境を察したのか、紗埜が盛大な溜息を吐ついてぽつりと呟く。

　露里がはっと見上げると、彼女は不機嫌そうに眉間に皺を寄せていて、その表情は、栞凪のことを快く思っていないことを如実に示していた。

「さらに言うと、お兄様と栞凪は同じ頃に生まれたの。次期里長のお兄様と、次期姫巫女の栞凪──同じ年頃で似た境遇ってことで、里の大人たちには早いうちから『将来夫婦になる』って思われてて、扱いもまるで許嫁みたいだったわ」

　まぁ、あんたが里ここに来るまでの話だけど──と、紗埜が露里を一瞥する。

　反射的に、う、と喉を詰まらせる露里。

　紗埜はそんな露里に何も言わず、再び彼方を見遣って表情を険しくした。

「ただ……あの女、大人たちの勝手な決めつけとか関係なく、お兄様に惚れてるのよね、確実に。で、十中八九、まだ諦めてないわ」

　わたしもそう思います、と心の中で同意する。

　ただ、蒼真がそのことを知っているのかがわからない。

　彼は露里に「好きだ」と言ってくれて、露里もそれを信じている。自分以外の女性と想いを通わせているかもしれないと疑ったことは一度もない。しかし、だとしたら蒼真は、栞凪のことを一体どう思っているのだろう。

　栞凪の想いを知ってはいるが応える気はなく素知らぬふりをしているのか、すでに一度は断ったが栞凪が諦めていないのか、そもそも好意を寄せられていることにまったく気づいていないのか……。

「ふん。望みなんてもう残ってないんだから、さっさと身を引けばいいのに。大体、昔っから気に食わないのよあいつ。自分の他にお兄様と歳が近くて対等に話せるやつがいないからって調子に乗って、婚約の話なんか出てもいないのに正妻ぶってお兄様にべたべたして！　わたしがもっと早くに生まれて、かつあの女が次期姫巫女なんて立場じゃなければ駆除してやったのに！」

　忌々しげに吐き捨てた後、堰が切れたのか、長年溜め込んでいたらしい栞凪に対する鬱憤を吐き出しはじめる紗埜。

　完全に自分の世界に入り込んでしまった様子で、次から次に栞凪に関する過去の記憶を思い返しては腹立たしげな仕草をする彼女を、その迫力に気圧されつつ見つめていた露里は、頃合いを見計らい、質問を滑り込ませた。

「……蒼真さんは、栞凪さんのことを、どう思ってるんでしょう」

「ええ？　…………わかんないわ。だってお兄様、そういうことは全然表に出さないもの。あんただって知ってるでしょ」

　紗埜は多少考える素振りを見せたが、すぐに呆れた風情で肩を竦める。

「それは……、……ですね……」

　案の定な返答に露里が顔を曇らせると、歯切れの悪い反応が琴線に触れたらしく、紗埜は露里を半眼で睨めつけ声を張った。

「あんたねぇ、思ってることがあるならはっきり言いなさいよ。わたしに対していい子ぶったって意味ないんだから、いっそのこと開き直って、実は日頃感じてた不満とか吐き出しちゃえば？」

「そ、そんな、不満なんて何も……！」

「ありませんって？　じゃあなんでそんな湿気た顔してんのよ」

「それは……その……」

　どう言えばいいのかわからず、露里は口ごもる。

　消えない奇妙な不快感。栞凪の話を聞いているうち、それがさらに強くなり、いまでは胸だけでなく胃のあたりまで締めつけられているような感覚に苛まれている。不安にとても近い気がするが、縮こまっているよりも、むしろ意味もなく動きたい衝動がある。

　わたしは一体、何に対して、何を感じているの……？

　黙考していた露里の表情が、徐々に悩ましげなものに変わる。

　紗埜はそんな露里を焦れた様子で見つめていたが、やがて痺れを切らして怒鳴った。

「ああっもう！　なんでぱっと答えが出てこないのよ!?　要はあんた、栞凪に嫉妬してるんじゃないの!?」

「え──しっ……と？」

「そう嫉妬！　『蒼真さんのお嫁さんになるのはわたしなのに、いくらただの演技だからって、わたし以外の女が蒼真さんの伴侶になるなんて』って、そう思ってるんでしょ!?」

「────」

　目を丸く見開き、唇を半開きにして、露里は紗埜の顔を凝視する。

　嫉妬。

　つまり自分は──そうか。

　天津雪宮で見た蒼真と栞凪のふたりきりの光景が忘れられないのも、蒼真の栞凪に対する若干砕けた口調が耳の奥に残っているのも、栞凪が蒼真に好意を寄せていると聞いて落ち着かない気分になったのも、いま頃儀式の練習で夫婦を演じているふたりを思い浮かべると胸がざわつくのも。

　ひとつひとつ確かめて、すべて数え終わったとき、すとん──と、何かが頭の中で綺麗に収まった気がした。

　わたしは──自分より蒼真さんに近いところにいる栞凪さんに、嫉妬してるのか。

「……そっか……」

　黒い泥のような感情を自覚したというのに、納得がいったことで気分はむしろ先程よりも軽い。

　どこかすっきりしたような顔で呆ける露里に、紗埜は心底呆れたと言わんばかりに、がっくりと肩を落として大きな溜息を吐ついた。

「あんた、鈍いにも程ってものがあるでしょう。……ま、ひょっとしてお兄様が栞凪のほうに靡なびいてしまうかも、とかは心配していないみたいだし、それなりに余裕はあるって感じかしら」

「えっ、……あっ」

　言われてようやく、そういった懸念もあるのかと思い至る。

　しかし露里の中には、蒼真の移り気を心配する気持ちは微塵も湧かなかった。

　あのひとがとても誠実だということに疑いはない。初めて「好きだ」と言ってくれたとき、そして件の約束を交わしたときのひと際真っ直ぐな瞳は、いまも鮮明に覚えている。

　大丈夫。蒼真さんはわたしを裏切ったりしない。

　胸に手を当てて仄かな笑みを浮かべる露里。迷いのまったく見えないその様子に、紗埜はつき合いきれないといった体で顔をしかめると、

「ったく、ほら、納得したならさっさと掃除を再開しなさい！　あんたがくだらないことでもだもだしてたせいで、ろくに進んでないんだから！」

　と、いつもの調子で露里を急かした。

　遠ざかっていく足音を聞きながら、露里は手を動かす。

　おそらく生まれて初めて抱いた嫉妬という感情が新鮮で、不愉快とささやかな感動が混ざり合った奇妙な心地がする。そして、なんだかんだと言いつつ相談に応えてくれた紗埜への感謝と、自分を想ってくれている蒼真のことを考えては溢れてくる幸せを反芻しながら家事をこなしているうち、陽が徐々に傾いていく。

　やがて、空が茜色に染まる頃。

　玄関の戸が開く音がして、

「露里」

　恋しかった声が露里の耳に届いた。







　視界を埋めていた長い石段が、石畳に変わる。

　境内に入ったのだと理解した栞凪は足を止めて、小さく溜息を吐つく。

　それとほぼ同時に、耳慣れた声が響いた。

「栞凪！　おかえり！」

　俯けていた顔を上げる。手を振りながらこちらに駆け寄ってくるのは、思ったとおり、魅央だった。

「稽古お疲れ様。わりと早かったわね」

「……ええ」

「……何かあった？」

　落ち込んでいるのを、栞凪は隠しきれなかった。それを敏感に悟った魅央が、すぐに神妙な面持ちで栞凪の顔を覗き込む。

　話を促すように手を握られて、栞凪はぽつぽつと話しはじめる。

「……少しくらい、話がしたかった。小さい頃によくしてたみたいな、取り留めのない、他愛のない話を。なのに、そんな暇さえないとでも言うみたいに……」

　話しているうちに、それまで何かに押し留められていた切なさが、じわじわと胸に染み出してくる。

　ひと通り説明を終えた栞凪は、少しの間を置いた後、いまになってようやく思い至った可能性をぽつりと呟いた。

「蒼真は、もしかしたら……あの人間のところに、早く戻りたかったのかも」

　呟いた瞬間、脳裏に先日里長から聞かされた『蒼真が、今回の儀式の場を借りて、露里を自身の正式な伴侶として皆に紹介したいと望んでいる』という話が蘇る。

　たいして深く考えずにこぼした推測だったが、みるみるうちにそれが確信へと変わっていく。しかし、完全にそうだと決め込む寸前、魅央が憤慨した風情で背筋を伸ばし、声を荒げた。

「そんなわけないわよ！　お忙しい方だし、稽古の後に何か……長老たちとの会議とか、他のところの準備が順調かどうかの見回りとか、きっとそういう用事があっただけよ」

「……そうかな」

「そうよ。だって考えてみなさい。ただの人間の娘が、あの蒼真様をそこまで夢中にさせられると思う？　ありえないわ」

　魅央の言葉を「確かに」と思う反面、疑念は完全には拭えない。

　未だ沈んだ面持ちの栞凪に、魅央はさらに続けた。

「あの人間、昔里にいた『始祖の再来』と呼ばれた妖狐の血を引いてるとか、何日か前にあった凄い妖気の波濤を起こした張本人だなんて噂もあるけど、女として魅力的かは疑わしいじゃない。実際に見たのは中止になった婚礼のときだけだけど、とくに美人ってわけじゃなかったし、気も弱そうでさ。……というか栞凪、あなたべつに、蒼真様が稽古の後どこに行ったか、確かめたわけじゃないんでしょう？」

「それは、そうだけど……」

「……まだ納得できないみたいね。じゃあ、もしまた明日も同じようなら、こっそり後をつけてみればいいじゃない。そうすればはっきりするでしょ。まぁ、どうせあなたの杞憂よ。不安がることないわ」

　明るく笑って、魅央が活を入れるように背中を叩く。

　……尾行なんて不信感を抱いているのがありありとわかるような真似を、他でもない蒼真相手にするなど気が引ける。けれど、このどうしようもない苦しさを少しでも和らげないと、きっとまともに振る舞えない。

「……そうね」

　栞凪は少しの間逡巡した後、複雑な気持ちを押し隠し、苦笑を返した。







「では、本日はここまで。お疲れ様でございました」

　稽古終了が宣言されるが早いか、蒼真は昨日までのように指南役が稽古場を後にするのを待つことなく、どこか荒々しい足取りで踵を返した。

　間違いなく苛立っている──というより、焦っているように見える。

　おそらく、ふたりとも舞の流れをほぼ完璧に記憶したと判断した指南役が、所作や表情などの細かい部分の指導をはじめたために、昨日よりも練習時間が長引いたからだろう。差し込んでいる陽の光は、もうすっかり朱い。

　怪訝そうに目を瞬しばたたいている指南役に頭を下げると、栞凪は自然体を装いつつ、蒼真の後を追った。

　夕暮れ時とはいえ、外にはまだ祭りの準備作業を続けている同胞が多くいる。時折こちらに気づいて声をかけてくる住民に挨拶や笑顔を返しながら、ぎりぎり後ろ姿を見失わない距離を保ちながら尾行を続けていた栞凪は、ほどなくして内心首を傾げた。

　蒼真は一体、どこへ向かっているのだろう？

　里長邸のある方向とはまったく違う。それに、このままだと居住区を素通りすることになる。

　森……？　……いや、この方向は──

「……天津雪宮うち……？」







　歩く速度を落とさないよう注意しながら、蒼真は思考を巡らせていた。

　栞凪が後をつけてきていることには、稽古場を出てから間もなく気がついた。一体どういうつもりかは知らないが、彼女に別邸の存在を知られるわけにはいかない。ゆえに仕方なく、ここまでの己の足取りから違和感なく向かえる場所を考え、密かに目的地を変更した。……ここまではいい。

　問題なのは、『そこ』に何をしに訪れたことにするかだ。

　尾行されるなど想定外で、つい逸る気のままに稽古場を飛び出してきてしまったが、それがいま余計に問題を複雑にしている。同胞たちにいらぬ不安を抱かせることのないよう全力での疾走を控えたのは幸いだったが、なぜ急ぐ必要があったかも考えなくては。

　予定にない面倒事に、蒼真は舌打ちしたい衝動に駆られる。

　すでに居住区は抜け、森が眼前にまで近づいている。本来ならいま頃は速度を上げて、別邸へと真っ直ぐ向かっているところだというのに、栞凪をやり過ごすために用のない場所へ足を運ばざるをえないとは。

　……それに、件の『目的地』は、言わば苦渋の選択──蒼真にとって本当は訪れたくない場所だった。

　──しばらくして。

　蒼真が足を止めたのは、天津雪宮よりさらに奥──栞凪でも存在を知らなかった──苔生むした石牢の前だった。

　視線だけを動かし、背後を確認する。姿は見えないが、まず間違いなく栞凪はこちらを見ているだろう。そう確信した蒼真はあえて呼びかけたりはせず、その場で瞑目した。

　……ここは、血を分けた双子の片割れ──蘇芳と対峙し、戦った場所であり、己の出生の真実を知った場所。

　そしていまは、蘇芳の骸むくろが埋葬された墓所でもある。

　あの夜の記憶が瞼の裏に蘇る。

　正直なところ、真実を知ったいまでも、蘇芳が実弟であるという実感はほとんどない。奴に関して抱くのは、同胞を殺し、露里を傷つけたことに対する憤りだけだ。そして、顔さえ知らないも同然な本当の親ことも、あまり考えられない。

　──ただ、『蒼真は里長一族の血を引いていない』という真実は、胸の奥に小さな棘のように刺さっている。

　普段は鳴りを潜めているそれは、ふとした瞬間、不意打ちのように鈍い痛みを訴えてくる。そしてそのときには決まって「自分は『偽者』で、そうと知りながら住民たちを騙し続けている裏切り者だ」と、もうひとりの自分が、蘇芳が、耳の奥で囁く。

　まるで呪詛のように。

「…………」

　溜息がこぼれる。

　そのとき、背後から微かな音がした。

　視線を遣る。姿を現す兆しも立ち去る気配もないことを察して、蒼真は辟易した風情で呼びかけた。

「いるんだろう、栞凪」

　一瞬躊躇うような間があった後、視界に捉えていた樹の陰から、栞凪がおずおずと姿を見せた。

「……ご、ごめんなさい。蒼真がいつも急いでどこに行くのか、どうしても気になって、それで……。……こんな場所があるなんて知らなかったわ。何をしてたの……？」

「……同胞がふたり殺された一件が、前さきにあっただろう。あれに幕を引いた場所が、ここなんだ」

　蘇芳が起こした件の騒動は、表向きには『里に侵入した野狐の仕業』ということになっている。詳細は一切語られていない。

　この話も、あまり長引かせては障りが出る。先を急いだ理由が思いつかないことに加えて、言葉も慎重に選ばなければならないとは、煩わしいことこの上ない。

　苛立ちを感じながら、ここからどう受け流そうかと思案した蒼真は、苦し紛れにこう繋げた。

「……そのとき初めて目の当たりにした露里の力について、少し、考えていた」

　あの晩、凄まじい妖力の波濤が里全体に伝わったこと、そしてその発生源が露里であるという事実が住民たちに広まっていることは、蒼真も把握していた。

　すでに住民全員が知っているのなら、たとえ宮にいる同胞たちの耳には未だ届いていなかったとしてもいずれは知られるだろうし、いま栞凪に話してもさしたる問題はないだろうと判断したのだ。

「……そう」

　果たして、栞凪の反応は──なぜか、気分を害した風情だった。

　出任せだと見抜かれたのかと内心身構えた蒼真に、栞凪はどことなく不機嫌そうな口調で尋ねた。

「あの妖気、本当にあの子が放ったものだったのね。じゃあ、『始祖の再来』──霞匡様の血を引いてるって噂も、本当なの？」

「ああ」

「……あの子、ちゃんとその力、制御できてるの？」

　栞凪が蒼真を見つめる。その瞳には警戒の色が浮かんでいた。

　たった一度だけとはいえ、あれほど凄絶な妖気を放ったとなれば危険視するのは至極当然だろう。それに実際、あれは間違いなく暴走だった。普段は片鱗さえ窺わせないが、それはただ眠っているだけで露里自らの意思で抑えているわけではなく、制御できているとは言い難い。

　しかしここで正直に話してはいけないと、蒼真は栞凪の鋭い目を見て直感する。事実を知れば栞凪はおそらく、露里を危険な存在と判断し、あれこれと口を挟んでくる。彼女も多くの住民たちと同様に、露里を快くは思っていないのだ。

「──問題ない。あのときは抜き差しならない状況だったからな。やむなく力を使ったが、普段は身の内に抑えている」

「……本当に？　本当に大丈夫なの？」

　栞凪は蒼真の顔を真っ直ぐに見据え、厳しい表情で食い下がる。

「あの子を庇って誤魔化してない？　制御ができなくて傷つけられたりとか、ない？」

　徐々に語気が強くなり、詰め寄るようにこちらへ一歩踏み出してくる栞凪。

　その問いかけが、こちらの身を案じている反面、露里を危険だと断定するための口実を探っているような気がして、蒼真の目に険が宿る。

「ない」

　鋭利な視線と切って捨てるがごときひと言に、栞凪が怯む。

　びくりと身を竦ませて黙り込んだ彼女に背を向け、蒼真は努めて冷静に言った。

「……そろそろ、ひとりにしてくれないか」

　沈黙が流れる。

　やがて、

「……わかった。勝手についてきたりして、ごめんなさい。……また明日ね」

　栞凪が去っていく気配が伝わってくる。

　足音が聞こえなくなった頃、蒼真は下方に栞凪の姿がないことを確認し、ようやく心置きなく露里のもとへ向かえると、踵を返して地を蹴った。







　心にまとわりつく黒い靄が、より一層濃くなった。

　蒼真を疑いたくはないけれど、どうしても釈然としない。

　……それに。また、あの人間の娘のことを考えていたなんて。

「……なんなのよ」

「あっ、栞凪！」

　憎々しげに呟いたそのとき、やや遠方から名を呼ぶ声が聞こえた。

　見ると、ひとりの巫女が渡わた殿どのから身を乗り出していた。

「魅央」

「おかえり！　どうだった？」

　待ちかねたとばかりに声を張る彼女のもとまで行って、栞凪は事の仔細を話す。

　最初こそ期待に輝く笑顔で聞いていた魅央だが、話が進むうち次第に神妙な面持ちなり、終わった直後、

「おかしいでしょ、それ」

　と断言した。

「そんな場所があったなんてわたしも初めて知ったし、そこであの事件に終止符が打たれたっていうのは……まぁ、いいとして。そこにわざわざ行ってまでしてたことが、『あの人間の使った力のことを考える』？　しかも三日間も連続で？　そんなわけないでしょうよ。全然納得いかないわ。急ぐ理由だって少しもないし」

　まったくの同意見だった。

　やはり、蒼真は何かを隠している。しかし一体何を？　あんな森の奥に何かがあるのか。それとも森に入ったのは尾行していた自分を欺あざむくためで、本当の目的地はまったく違う場所なのだろうか。

　……わからない。露里のもとに早く戻りたいだけだったなら、たとえこちらの尾行に気づいていても気にせず邸に帰ればいいはずだ。栞凪は邸の中までは追えない。つまり、蒼真が脇目も振らず邸へ戻ったところで、邸内にさえいれば、本当に露里に寄り添いたいがためだったのかなど栞凪には確認のしようがないのだから。

　難しい面持ちで黙考する栞凪。魅央も指摘こそしたものの蒼真の行動の理由に見当はつかないようで、栞凪と同じく眉根を寄せて首を捻っている。

　ふたり揃って考え込んでいると、

「あ、いた。魅央！」

　という声がして、年上の巫女が足早にこちらへやってきた。

「彩さい音ねお姉様」

「捜したじゃない。まったく、作業放ってこんなところでおしゃべりなんかして」

　彩音と呼ばれた年上の巫女は呆れた体で魅央をひと睨みすると、栞凪におかえりなさいと笑いかけ、再び魅央に向き直った。

「お客様よ、魅央。境内の外で待たせてあるから」

　魅央の顔がぱっと明るくなる。それを見て、栞凪はお客様というのはきっと、里長邸に務める男衆──魅央の恋人だろうと悟った。

「すぐ行きます！」

「そっちが終わったらすぐに作業に戻りなさいね」

「はい！　じゃあ栞凪、また後でね！」

「うん」

　急いで走っていく魅央を見送る。

「あなたも、戻ってきたなら早く姫巫女様のところに行きなさいね」と彩音に促され、はいと応えた栞凪は、彼女と別れて祷り場へと足を向けた。







「作業に疲れて、その気分転換も兼ねて会いに来た」という恋人と談笑していた魅央は、ふと思い立ち、彼に問いを投げた。

「あ、ねぇ。ちょっと訊きたいんだけど、最近、蒼真様ってどんなご様子？」

「蒼真様？　あー、うーん……」

　言うべきか否か迷っている風情の反応に、魅央は焦れて彼の腕を掴む。

「お願い、教えて」

「んん……でもなぁ」

「栞凪がそのことで塞いでるのよ。あの子がずっと蒼真様のことが好きなのは知ってるでしょ？　……日に日に落ち込んでいくし、黙って見てられないのよ」

　肩を落として訴えると、男はもう一度唸った後、

「……本当は口外するなって里長に言われてるんだけど……」

　と、そっと魅央の耳元に口を寄せてきた。

「実は何日か前から、例の人間が本邸から別の場所に移されてるんだよ。で、蒼真様は連日、そこに通い詰めてるらしい」

「えっ……別の場所って？」

「そこまでは知らない。俺はそっちの警護役には選ばれなかったからな。……けど小耳に挟んだ話じゃ、その別邸は結界の外にあるらしい」

「外……!?」

　予想外の話に、魅央は瞠目する。

　それは掟に背く行為ではないかと反感を抱く一方で、では蒼真が先刻森の奥まで来た本当の意味はそれなのではという推測が閃く。

　……これは、確かめてみるべきかもしれない。







「というわけで、いまからちょっと行ってくるから」

　突拍子もない魅央の言葉に、栞凪は「えっ!?」と思わず目を剥いた。

「そんな、具体的な場所どころか、その噂が本当かもわからないのに？」

「だって気になるじゃない？　まぁ、そんなに遠くまで足を伸ばしたりはしないわよ。とりあえず境界の辺りをざっと、ってところ。じゃあ、もしお姉様たちにわたしがどこに行ったか訊かれたら、適当に誤魔化しておいて！」

「あっ、ちょっと、魅央！」

　栞凪の制止も聞かず、周囲を警戒しながら境内の外へ走っていく魅央。

　彼女の姿が見えなくなった頃、栞凪は先程聞かされた話を思い返し、再び蒼真のことを想う。

　……なんだか、彼がだんだん、自分のよく知る蒼真でなくなっていく気がする。蒼真に嘘を吐つかれたことなんて、いままでただの一度もなかったのに。

　原因は考えるまでもない。間違いなく、あの人間の娘だ。

　あの女が、蒼真を変えていく。わたしから彼を引き剥がしていく。

　心の中で噴き出す黒い靄に、下唇を噛む。

　口腔内に、鉄錆の味がじわりと広がった。







　境界の辺りをざっと──と、栞凪には適当な思いつきのように言ったが、実際はそれなりに考えての範囲指定だった。

　というのも、あの人間は一応、里──というか里長──にとっての『大切な客人』なのだ。そんな人物を、里から遠く離れた場所にやるとは考えにくい。少なくとも、蒼真が連日通える程度の距離に件の別邸があるのは確かだろう。……噂が本当ならば、の話だが。

　魅央は栞凪の話に出てきた石牢まで来ると、それを一瞥した後、そこから最も近いところに走る境界を目指し進んでいく。

　ここから先は完全に当てずっぽうだ。境界を越えたらすぐ目の前に、などという都合のいい展開はまずないだろうし、そうなると境界の外側をぐるりと回ることになるのだが、里を覆う結界は、宵の口いまから外周をひと回りしても問題ないほど小規模ではない。必然的に右周りか左周りのどちらか一方、さらにその一部だけしか調べられないうえ、どちらがより近いのかも不明。最悪、無駄足──蒼真は栞凪の尾行を最初から気取っていて、別邸があるのとはまったく違う方向の石牢に向かった可能性さえあるのだ。

　考えだしたら際き限りがない。とりあえず境界を越えたら右か左どちらにするか選び、そこから時間的に危なくないところまで見ていこう。あまり長く宮を空けていると、後々大目玉を食らうことになる。

　そんなことをつらつらと考えながら道なき道を進んでいた魅央は、やがて境界を越えた。うっすらと視認できる膜を通り抜けた瞬間、『ついに掟を破ってしまった』という緊張と、初めて里を出たことに対する高揚感が同時に襲ってくる。

　否応なく高鳴る胸を押さえながら、慎重な足取りで結界の外周を回りはじめる魅央。結界から遠ざかりすぎないよう注意しつつ森の中を探る。

　──そして、高く昇った月の明かりがはっきりと辺りを照らすようになった頃。

「…………あった…………」

　一軒の小さな邸が、魅央の目に留まった。







「…………」

「…………」

　長い沈黙が続いている。

　聞こえるのは、耳元で規則正しい拍子を刻む心音と、微かな吐息。

　一体これはどういう状況なのだろうと戸惑いながらも、なんとなく気が引けて、この静寂を破れない。

　実際どういう状況にあるのかといえば、露里は別邸の縁側がある一室で、壁に背を預けて座り込んだ蒼真に、無言でただただ抱き締められていた。

　三十分ほど前。

　今日も律儀に別邸を訪れた蒼真を、露里は笑顔で出迎えた。そして、

「今日はもうわたしと紗埜さんはお夕飯をいただいてしまったんですけれど、もしお腹が空いているようでしたら、何かご用意しましょうか」

　と尋ねたところ、蒼真はそれを断り、「少しいいか」と切り出した。

　しかし彼はそこからひどく険しい表情で黙り込んでしまい、急かすのも躊躇われて、露里は「何かとても言いにくいことなのだろうか」と推測しつつ静かに待った。すると突然、蒼真は堪りかねたように露里を抱き寄せ、ふたりまとめて倒れ込むようにして壁にもたれかかったのである。

　そしていまに至る。

　蒼真はぴくりとも動かない。どことなく疲れ切っているような雰囲気があり、ひょっとして眠ってしまったのだろうかとも思ったが、背中と腰に回された手の拘束が緩む気配はない。

　本当にどうしたんだろうと心配になる。

　昨日も──否、一昨日からずっと、蒼真は露里に何かを話そうとしていた。

　けれど切り出そうとするたびに言葉をつかえさせ、難しい顔で黙り込んでしまう。そのつらそうな様子を見ているのがつらくて、露里はそのたびにあえてべつの話題を振っていたのだが、今回は……できそうにない。

　彼の気が済むまでこのままでいるべきか。しかし、それでは蒼真はずっと苦しそうなままの気がする。

　露里は意を決し、少し身動いで蒼真の顔を見上げた。

「蒼真さん。……わたしに何か、お話があるんじゃないですか？」

　蒼真の体が一瞬強張った。数秒後、拘束が解かれる。

　ゆっくりと蒼真から離れ、彼の前に正座する露里。

　それに倣うように蒼真も姿勢を正すと、さらに数秒間の沈黙の後、

「……話しておかなければならないことが、ある」

　と、視線を下に落としたまま、沈鬱な声を発した。

「ずっと……言わなければならないと思いながら、言い出せずにいた」

　まるで懺悔でもしようという風情で言葉を紡ぐ蒼真。

　やがて彼は、血を吐くような声音で言った。




「私たちの婚約が──事実上、破棄されかかっている」




「──え」

　きぃん……と、耳鳴りがした。

　咄嗟に言葉が出てこない。

　ふっと倒れそうになるのをなんとか堪えて、露里は掠れた声で問うた。

「……ど、どうして……？」

「……里の老人たちは、貴女をひととして見ていない。『妖狐の手で管理すべき強大な力』としか捉えていないのだ。だから結婚などしなくとも、貴女を里のどこかに繋いでおけばそれで事足りると」

「そんな……それって……」

　まるで物ではないか──と思うよりも先に。

　それじゃあ、蒼真の傍にもいられなくなってしまうのではないか？　という、最悪の展開が脳裏を過よぎった。

　──嫌だ。それだけは嫌だ。どうあっても嫌だ。

　視界が滲んで、驚愕に見開いた目から熱いものがひと筋流れる。

　涙がこぼれたのだと自覚するのとほぼ同時、露里は再び蒼真の腕の中に閉じ込められた。

「……すまない。すまない、露里。……大丈夫だ。絶対に、私は貴女を手放さない。どんな手を使ってでも、婚約破棄は阻止してみせる。信じてくれ」

　痛切な響きを伴った言葉に、露里の心は落ち着きを取り戻していく。

　泣くつもりはなかったのに。余計に焦らせてしまった。

　露里はそっと蒼真の背に腕を回し、笑顔をつくった。

「……はい。信じてます。取り乱してごめんなさい」

　蒼真の露里を抱く腕が、さらにきゅっと締まった。

「……？　蒼真さん？」

　微かな違和感に、露里は瞬く。

「……他にも、何かあったんですか？」

　問いかけると、蒼真は露里を抱き込んだまま、ぽつりと呟いた。

「……ここに来る途中、あの石牢に立ち寄ってきた」

　一瞬面食らう。

　が、露里はあえて何も言わないことで、続きを促した。

「そこで、あの晩のことを思い返して……おかげで少し、気が滅入っている」

　最後のひと言の前に、不自然な間があった。

　まるで、一度喉まで出かかった言葉を飲み込んで、べつの言葉にすり替えたような。

　しかしそこを深く追及してはいけない気がして、露里は逡巡した末、するりと腕を解き蒼真から離れた。やや戸惑った風情で蒼真が少し身を引く。露里は目を丸くしてこちらを見下ろす彼に座ってくれるよう頼むと、自身は膝立ちになり、彼の艶やかな黒髪に覆われた頭を抱え込むようにして、耳を胸に当てさせた。

「……露里、これは」

「心臓の音って、聞いていると落ち着くじゃないですか。だからこうすれば、少しは蒼真さんの心も落ち着く、かな……って……、……」

　説明しているうちに、はたと我に返る。

　冷静になってみれば、これは、自分の胸に男性の顔を強引に埋うずめさせているという、かなり大胆な行為なのでは……!?

「……あ、あっ、あ──」

　羞恥がぐわっと腹の底から湧き上がってくる。

「ご、ごめっ、ごめんなさいっ！」

　慌てて手を離すと、引き替えのように蒼真の腕に腰を掴まえられた。

「ふぇっ!?」

　驚いて素っ頓狂な声を上げる露里。

　すると蒼真が微かに笑声を漏らし、それから穏やかな語調で言った。

「……ありがとう、露里」

「────」

　羞恥とは違う感情が肌を撫でる。

　なぜだか泣きそうになって、露里は蒼真の頭を先程よりも少しだけ深く抱き締め直した。







「──な……何よ、それ……!?」

　魅央は自身の目に映っている光景が到底信じられず、愕然と目を見開いた。

　あの蒼真が、人間の娘を抱き締めている。

　あの蒼真が、人間の娘に抱き締められている。

「は……!?　はぁ……!?」

　あまりに衝撃的で、言葉らしい言葉が出てこない。というか、頭が回らない。

　自分は幻覚を見ているのだろうかと思わずにはいられない。

　信じられない。信じたくない。

　だって、あれでは。あれでは──。

「栞凪あのこの出る幕が、全然ないじゃない……」

　魅央は邸の縁側から視線を外すと、混乱と焦燥がない交ぜになった口調で呟いた。

「嘘でしょ……じゃああの子は、あの子の想いはどうなっちゃうのよ……長い間、ずっと一途に想い続けてきたのよ……!?」

　まるで自分自身が失恋したような衝撃が脳を揺さぶる。思考がぼろぼろと口からこぼれ出る。

「なんで……なんで……!?　なんであんな、どうしてあの子じゃないの!?」




「何者だ!?」




　突如轟とどろいた怒声に、半ば宙に浮きかけていた魅央の意識が一気に現実へ引き戻される。

　声の主がこの邸を警備している男衆だと瞬時に悟った魅央は、即座に地を蹴った。

　茂みの葉が揺れて擦れる音や、自身の足音など気にせず、一目散に走る。

　しばらくでたらめに森を駆けた後、こちらを捜す声が聞こえなくなったところで一旦足を止める。そして耳を澄ませ、周囲の様子を窺う。

　数秒間の静寂。

　男衆を撒いたことを確信した魅央が安堵の溜息を吐ついた──その直後。

　首を、何者かに後ろから鷲掴みにされた。

「────!?」

　まったく気配を感じなかった。

　完全な不意打ちに全身が総毛立ち、反射的に振り返ろうとする。

　しかし、それは叶わなかった。

　──ぼきり、と。

　そんな脳天を突くような鈍い音が頭の内側で響いたと思った刹那、魅央の意識は暗闇に無雑作に放り込まれた。





　　　◆　　　◆　　　◆






　温かなものが喉を濡らす。

　記憶が流れ込んでくる。

　咀嚼するたびにその欠片が爆ぜて瞬く。

　絶え間なく刺激を与えてくるそれらの中から、使えそうなものだけを抜き取って、脳に焼きつけておく。

　しばらくの間ひたすらにその作業をこなし、そろそろ半分ほど飲み込み終わるという頃。

　流れ込んできた記も憶のの中に、『最大の目的』の姿があった。

　これはまだ新しい──つい先刻の記憶だ。

　頭の中でまた、怨嗟の声が荒れ狂いだす。

　殺せ。殺せ。殺せ、殺せ、殺せ。殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ！

　わかっていますよ、といつものように念じる。

　落ち着くどころか、さらに激しさを増すその声に心地良ささえ感じながら、食事を終えたその人物は、

「……さて。それじゃあ、今度はこの『皮』を使おうかな」

　と、己の頬を指で撫でながら、ゆらりと緩慢な動作で立ち上がった。

　とりあえず宮に帰ろうかと、彼女は踵を返す。しかし、まだ空腹感が残っていることに気がつき、少し記憶を探って、寄り道をすることに決めた。










　苔生した石牢の前で、彼女はまとっている巫女装束が汚れるのも気にせず地べたに座り込み、口の中に残った最後の肉塊を咀嚼し飲み下すと、

「……さすがに不味いわね、これは。新鮮じゃないうえに、土までついてるんじゃ当然だけど」

　と、顔をしかめた。

「大した力も宿っていないし……先刻さっきの女のほうが、よっぽどましだったわ。まぁ、必要なのは『姿かわ』と『情報きおく』だから、良しとしましょうか」

　そして口元を手の甲で拭った後、すっと瞑目する。

　──流れ込んでくる。喰らった男の記憶が。

　濁流のごときそれは、彼女の思考のすべてを飲み込み、やがて過ぎ去っていく。しかし彼女は脳内を荒々しく掻き回される感覚に眉ひとつ動かすことなく、慣れたものだと言わんばかりの涼しげな態度で記憶を咀嚼する。

「……ふむ」

　味は酷かったが、中身は思いの外ほか悪くない。

　これはなかなか使えそうかと考えつつ、先刻喰った女──いま被っている皮の主から得た情報を再度思い起こす。

　件の娘の所在は掴んだ。しかし、その傍にはこの里の長の息子──最初の『駒』を壊した奴がいる。確か名は、蒼真と言ったか。奴は確実に邪魔になる、排除すべき存在だ。

　そう──排除。

　しかし、戦って殺すのは無理だ。自分にそんな力は未だない。なんなら、つい先程喰った『最初の駒』のほうが強いくらいだ。そして──繰り返しになるが──蒼真の力量は、それをも上回る。

　ならば、件の娘と奴が引き離されるよう仕組むほかない。

　……新たな駒を用意しなければ。

　脳裏に浮かぶのは、いまの自分が一等親しくしている娘の姿。

　蒼真に恋慕し、それゆえに件の娘を疎んでいる女妖狐。

　空腹を和らげるために喰らった女が、予想外の価値を持っていたものだ。

　思わぬ収穫に口角を吊り上げて、彼女──魅央の姿かわを被ったその人物はゆっくりと立ち上がり、屍体から剥ぎ取ったぼろ布と食い残しの骨ごと墓であった穴を足で粗雑に埋めると、ごく自然な足取りで山を下りはじめた。





　　　◆　　　◆　　　◆






　頭が真っ白になった。

　呼吸さえ止まった。

　複雑な表情でこちらを見つめる魅央に、何か反応を示そうとするも、声は出ないし、口にする言葉も思い浮かばない。

　愕然と目を見開いたまま凍りついた栞凪は、軋むような微かな音を耳の奥で聴きながら、たったいま、魅央の口から放たれた言葉を反芻する。

『蒼真様を、結界の外にあった小さな邸で見つけたの』

『そこにはあの人間の女もいて』

『蒼真様は、あの女と、とても仲睦まじそうに』

『きつく抱き合って、微笑みを交わして、唇を貪るように重ねて……そのまま、布団の上に倒れ込んで──』

「──っ！」

　そこまで思い返したところで、栞凪は突き抜けるような痛みに思考を断った。

「──は、は……っ」

　先程まで止まっていた呼吸が唐突に乱れる。

　血の気が下がって、体が震えだす。

　脳髄が荒波に揉まれているかのようにぐらぐらと揺れる。

　心臓が早鐘を打って、鼓膜を震わせる。

　──信じたくない。

　蒼真があの人間に入れ込んでいることには気づいていた。そうでなくては、次期里長として己を強く律している彼が、慣例を破ってまであの女を妻にしようとはしないだろう。

　けれど、それほどまでとは、思っていなかったのだ。

　大事にしていると言っても、それはその女が『やがては己の妻となることが決められている存在だから』、その定めを受け入れたから──義務感ゆえのことだと、そう思っていたのだ。

　蒼真は責任感が強い。だから、これも次期里長としての務めだと捉えて、婚約者に対して果たすべき義務を果たそうとしているのだと。

　そう考えて──いや。

　どうかそうであってくれと、心の中で必死に願っていた。

　けれどその願いは、たったいま打ち砕かれた。




　蒼真はあの人間の女を、義務など無関係に──蒼真自身の意志で愛している。




　想像なんてしたくないのに、先刻の魅央の話を『聞いた』という事実ごと忘却してしまいたいとさえ思っているのに、頭の中に、あの人間の女を抱いて、唇を深く重ねる蒼真の姿が浮かぶ。

　瞬間、泥のような黒い感も情のが噴き出して、一瞬で心を闇色に染め上げる。しかしそれと同時に、夢想した想い人の情熱的な姿に体が疼いて、己のどうしようもない欲望に対する激しい嫌悪感がさらに胸を締めつける。

　混沌とする心に耐えきれず、瞼を固く閉じ頭を抱えてうずくまりかけた──そのとき。

「まだ諦めちゃ駄目よ、栞凪」

　はっと目を開く。

　直後、魅央がどこか険呑さを孕んだ面持ちで栞凪の両肩を掴んだ。

「え……？」

「蒼真様はまだ、あの人間と結婚したわけじゃないわ。まだ間に合う」

　魅央が何を言っているのか、栞凪は理解しあぐねて瞳に困惑の色を浮かべる。魅央はしっかりしろと言うように栞凪の体を強く揺さぶって、ぐっと顔を近づけてきた。

「取り返すのよ。蒼真様の妻の座を。蒼真様の隣を！」

「で……でも、蒼真はあの子のことが……。わたしが入り込める余地なんて、もう──」

「……確かに、蒼真様の心は十中八九、あの人間に向いてるわ。──でもね」

　神妙な口調で応える魅央。




「たとえそうであっても──結婚さえしていなければ、どうとでもできるのよ」




　思わず、息を飲んだ。

　氷の手に心臓を鷲掴みにされたような、凄まじい悪寒が全身を駆け巡る。

　どこか狂気の見える笑みでこちらを凝視している魅央に、栞凪は震える唇から声を絞り出した。

「ど──どうとでも、って……」

　例えば？

　……とまでは、口にできなかった。声に出して訊いてしまったら、何かが決定的になってしまうような気がしたのだ。

　魅央は栞凪の喉に絡まったその問いに、三日月の目をさらに細めて答えた。

「里に人間がいることに対する皆の反感は、きっとまだ消えてないわ。先輩巫女おねえさまたちにだって愚痴を言うひとがいるのは、栞凪だって知ってるでしょ？」

「う、うん……」

　頷きながら、栞凪は少し前に訪ねてきた男のことを思い出す。

　彼は、露里が万にひとつも儀式で始祖を演じることがないよう、数人の仲間とともに彼女を拉致し、祭りの日までどこかに拘束──監禁する計画を立てていた。そのために必要な『里長も知らないような場所』に心当たりがあれば教えてほしいと、栞凪に協力を求めてきたのだ。

　栞凪はそれを拒否し、やめておけとも忠告したが──実際に計画を断念したかはともかく──それで、男やその仲間たちが鎮まったとは到底思えない。

　そして、彼らのように行動を起こそうとしなかった他の住民たちが、皆あの人間の存在を許したのだとも、また思えなかった。

　深刻な面持ちで黙り込む栞凪。その肩を掴んでいた手を、魅央は撫でるように下へとゆっくり滑らせ、彼女の手を取った。

「あの人間を嫌っている同ひ胞とたちをまとめ上げるの。きっとすごい数になるわ。皆がひとつになって訴えを起こせば、さすがの長も無視はできない。……そうね、長老たちも味方にできれば完璧だわ」

　夢見るような口調で、魅央は歌いう。

「そうして、里の皆の総意として、ふたりの婚約を破棄させるのよ。そして最後には、あの女を里から追放する。これであなたは、晴れて蒼真様の妻になれる」

「────」

　咄嗟に言葉が出てこない。浅く速い呼吸が唇の隙間からこぼれる。

　魅央はさらに続ける。

「きっとしばらくの間は、蒼真様は情を交わした女と引き裂かれた痛みで塞ぎ込まれるでしょうね。でもそれも、栞凪が寄り添って癒して差し上げればいい。そうすればいずれは蒼真様も平静を取り戻して、あなたを妻として受け入れるわ」

「あ……ぅ……」

　魅央の瞳から、視線が逸らせない。

　なんだかどうしようもなく恐ろしいのに、体は強張って、瞬きさえできない。

　目眩がする。指先が冷たくなっていく。

　白い顔に焦点の合わない目で微かな呻きを漏らす栞凪に、魅央は彼女の瞳──そのさらにさらに奥を覗きながら、笑顔で言った。

「大丈夫、きっと上手くいくわ。……いきなり大声で賛同者を募るわけにはいかないし、まずは手近なところから、それとなく誘いをかけてみるのがいいわね。明日稽古に行ったとき、陰であの人間のことを悪く言ってるひととかがいないか、こっそり捜してみて」

　きゅっと手を握り、「ね？」と念を押す魅央。

　冷えきった栞凪の指を介して、彼女の手の熱が這い上がってくる。

　それがまるで、何か不穏なものが自分の中にじわじわと染み込んでくるようで、栞凪は生唾を飲んだ。





　　　◇　　　◇　　　◇






「──栞凪様！」

　突如耳朶を打った鋭い声に、びくっと肩が大きく跳ねる。

　一瞬遅れて、霞の向こうにあった意識が強制的に手元へ引き戻される。

　我に返った栞凪の目に、怪訝な表情でこちらを見ている蒼真と指南役の姿が映った。

「どうされたのですか。ご気分が優れないのですか？」

「あっ──い、いいえ。……すみません」

　しまった、と面を伏せる。

　昨日の晩、魅央に囁かれた言葉がずっと耳から離れず、少しでも気を抜くと彼女の顔と声が脳裏に蘇り意識を塗り潰す。

　もはや呪いにさえ感じるそれは、しかし果てのない暗闇に差した一条の光のようにも思えて、その相反する印象が、失恋の痛みに掻き乱されている栞凪の心をさらに混乱させる。

「……少し休憩と致しましょう」

　心なしか血色の悪い栞凪の面差しに、指南役が仕方ないといった風情でしばしの休憩を宣言して、稽古場から出ていく。

　申し訳なさに俯く栞凪。その肩を、蒼真が軽く叩いた。

「顔色が悪い。腰を下ろせ」

「あ……、……うん」

　幼い頃から変わらない静かな瞳と口調に、栞凪は素直に頷いて、その場にぺたりと座り込んだ。

　はあ、と重たい溜息がこぼれる。憂鬱な気分のままに項垂れていると、突如、左の頬を大きな手が包んだ。

「っ!?」

「……熱はなさそうだな」

　ぎょっとして硬直する栞凪の頭上から、そんな何気ない声が降ってくる。

　顔を上げてみると、目の前に、片膝をついてこちらを見下ろしている蒼真がいた。

　視線が絡み合う。驚いているこちらとは対照的に、蒼真の表情は相変わらず凪いでいる。……しかし、栞凪はそこに、微かな気遣いの気配を見出した。

　するりと、左頬から蒼真の手が離れていく。

「──あ、……の」

　名残惜しさが胸を突く。それに突き飛ばされるように、栞凪は縋るような声を発した。

　立ち上がりかけていた蒼真が、不思議そうに動きを止める。

　──一瞬の躊躇い。

　喉元まで出かかっているのは、問いだ。単純なようで、けれど本質は複雑な問い。そして、それを投げかけて返ってくるだろう答えを、訊くのが怖い。

　しかし栞凪はその恐怖心を全霊で押し込め、精一杯声を張って──張ったつもりだが、実際に出たのは震えを帯びたか細い声で──言った。

「……蒼真は、あの子──露里さんのことを、」

　あの娘の名を口にした瞬間、喉の奥を灼けるような痛みが走る。

　同時に本人の姿が脳裏に閃いて、胸中の黒い靄がぶわりと広がる。激しい苛立ちが胸を掻き毟って、粘つくものが喉を迫り上がってくるような錯覚を覚える。

「…………どう、思ってるの」

　──べしゃり、と。

　己こころの中ど身ろが、吐瀉物のごとく床にぶちまけられる音を聞いた気がした。

　言ってしまった、という後悔にも似た感情が脳を揺さぶる。

　これでもう逃げられない。答えを聞いたら、思い知ってしまう。直視させられてしまう。……いや、まだ。まだ間に合う。いますぐに「やっぱりなんでもない」と言えば、待ったをかければ、なかったことにすれば、まだ……っ！

　──この期に及んで？

「……露里は」

　蒼真が口を開く。

　返答までに要した時間は、きっとほんの数秒程度だったのだろう。

　しかし栞凪にとってその沈黙はひどく長く、……そして、いっそ永遠にこのままならと思わずにはいられなかった。

　だが、蒼真は答える。

　痛いほど真っ直ぐで、純粋で──愛しさに満ちた声音で。




「露里は私の、最愛の存在だ」




　──ああ。

「彼女は本来なら、ただの……先祖たちが交わした盟約によって宛がわれただけの結婚相手だった。情なんて持っていない、持つ必要もないと思っていたはずだった」

　──いい。

「ただ、大切な身柄ではあるから、万にひとつのことがないようにと……」

　──もう、いい。

「しかし、そうしているうち、いつからか彼女を己の意志で『護りたい』と思うようになって」

　──もう、

「やがて、彼女が──」

「やめて」

　気づいたときには、喉を裂くような声で叫んでいた。

　沈黙が空間を満たす。

　……下を向いた頭が痛みで揺れて、熱くて、ひどく重い。

　口を噤んだ蒼真が困惑している気配が伝わってくる。それを感じ取ったとき、栞凪の胸に再び泥が、ごぽりと鈍い音を立てて湧き出した。

　どうしてわたしには、そんな感も情のしかくれないの？　露里あのこにはあんなに甘くて熱い想もいのを、溢れるほどあげるのに──と。

　そして同時に、一体いつから、蒼真はこんなにも自分の知る彼とかけ離れてしまったのだろうと思った。

　蒼真はあの女のことを愛してなどいない。ただ、果たすべき役目として彼女との結婚を受け入れただけ。それだけ──の、はずだったのに。

　どうして、いまは違うの？

　他の誰より親しいはずの自分が知らない、蒼真の表情、声、仕草、言葉、感情。いままで知らなかった──引き出すことのできなかったもの。

　それをなぜ、あの女が引き出せるの？　蒼真と重ねた時の長さも深さも、自分とは比ぶべくもないはずなのに。

　悔しい。どうにかなってしまいそうなほど、悔しくて寂しくて妬ましい。

　押さえつけていた激情が堰を切って奥底から噴き出し、栞凪という器を瞬く間に満たしていく。

　──つい二日前までのわたしは、何を安心していたのだろう。

　栞凪は確かに露里から、『儀式における始祖役』という『蒼真の隣』を奪取した。しかしそれはあくまで仮初めかつ虚構のもので、栞凪が真に欲しているものでは当然なく、まして露里がゆくゆくは蒼真の妻となる道筋が断たれたわけでもない。つまり、栞凪は未だ何も取り戻せてはいない。

　そんなことは明白だった。……なのに、蒼真の隣を一時的にでも露里から奪い返せたという事実に陶酔して、目的を果たした気になっていた。

　馬鹿だ、と栞凪は眉間の皺を深くする。

　このまま祭りの日を迎え、そして終われば、すべてが終わる。

　蒼真の隣は再び露里が占め、自分は宮に押し込められる。そうして再び手出しが封じられているうち、やがてふたりは結婚してしまう。

　蒼真を、完全に奪われてしまう。

　唐突な弱気が心を支配した直後、栞凪はそれを即座に一蹴した。

　それだけは絶対に駄目だ。

　蒼真の心はもはや取り返しがつかないほど、あの女に傾かしいでいる。それはこの上なく口惜しい。けれど、だからと言ってまだ諦めるわけにはいかない。敗北を認めて、引き下がるなんてしたくない。

　心に手が届かなくとも、せめて──




『結婚さえしていなければ、どうとでもできるのよ』




「栞凪」

　まとわりつくような声が耳の奥に蘇ったと思ったそのとき、栞凪は肩を強く揺さぶられ、深みへ沈んでいた意識を引き戻された。

「あっ……」

「大丈夫か」

　反射的に顔を上げると、気遣わしげに眉根を寄せた蒼真に瞳を覗き込まれる。

　栞凪はどこか朦朧とした心地で、

「……大丈夫。突然怒鳴ったりしてごめんね」

　と、穏やかに微笑んでみせた。










　夕刻。

　四方で木槌を打ち鳴らす音が盛んに響く。

　乱れ飛ぶようでいて規則的に刻まれる騒音。儀式に使われる新しい山だ車し造りに精を出す男たちに混ざり、斯貴は無心で杭を打っているように見せかけて、実際は意識をまるでべつのところに向けていた。

　有り体に言って、露里のことを考えていた。

　拉致監禁計画騒動があったあの日以来、斯貴は別邸に行っていない。……露里が蒼真と相思相愛であると知ってから、どうにも足を向けづらくなったのだ。

　露里への関心が薄れたわけではない。しかし、彼女が蒼真のせいで不幸に陥っているなどとまったくの見当違いな思い込みをした挙句、救い手気取りでろくな算段もなしに彼女を攫おうとするという醜態を演じた後で、何食わぬ顔をしてひょっこり顔を出せるような図太い神経はさすがに持ち合わせていない。

　それに、想いの通じ合った婚約者がいると知り、そしてその人物が不在と把握したうえで邸に上がり込むなど、

「……それじゃあまるで、間男みたいじゃないか」

　ぷつりと、釈然としない苛立ちが胸中で小さな泡のように浮かび上がる。

　しかし直後には、そんなことを連日延々、悶々と考えている自分がひどく馬鹿馬鹿しくなり、斯貴は槌を握る腕をだらりと下ろし深い溜息を吐ついた。

「一体何をやってるんだ、俺は」

　辟易した風情で呟いて、屈めっぱなしで硬くなった背筋を反らして伸ばす。

　軋みを上げる体に小さく呻きながら何気なく視線を巡らせた斯貴の目に、ひとりの女妖狐の顔が留まった。

　栞凪だった。

　蒼真と同じく、同世代で立場も似通っているため、幼い頃は第一の里こちらに来るたび大した意味もなく引き合わされていたことを思い出す。さりとてとくに仲がいいわけではない。むしろ悪い。より正確に表現するならば、冷めている。なぜかといえば、彼女は昔から蒼真に多大な好意を寄せており、一方で斯貴は蒼真を毛嫌いしていたからである。これでは親しくなりようがない。

「──あ」

　と、その姿を見かけてついこぼしてしまったものの、そんな間柄なのでわざわざ声をかけることもない。

　視線を外し作業に戻ろうとした斯貴は、しかし、栞凪の周りを固めている者たちの顔に見覚えがあることに気づき、眉をひそめた。

「あいつら……」

　間違いない、露里の拉致監禁を企てていた連中だ。

　まだ何かしでかすつもりか、と斯貴は険呑に目を細め、彼らの様子を観察する。

　距離があるのと、他人に聞かれたくない話らしく小さく固まっているせいで、こちらまで声が届かない。ただ、彼らの表情や仕草から察するに、どうやら話を持ちかけたのは男たちではなく栞凪のほうからであるらしい。

　ますます怪訝に眉根を寄せる斯貴。栞凪は見られていることに気づかないまま、やがて話が終わった様子で、身を翻し天津雪宮の方へ歩き出した。

　残された男たちは、困惑した面持ちで互いに顔を見合わせている。

　……どうにも引っかかる。

　栞凪のほうから彼らにどんな話があったというのか。始祖役は栞凪が務めると正式に決定したし、一度は断りもした露里の拉致監禁計画をいまさら蒸し返す意味はないはずだ。

「……っ」

　拭いきれない嫌な予感に舌打ちする。

　斯貴は持っていた槌を放り出し、未だにまごまごとその場に留まっている件の男たちの目を避けるようにして駆け出した。










「──待て」

　石段に足をかけようとした栞凪に鋭く呼びかける。周囲には誰もいない。

　唐突な制止の声に驚いたらしく、警戒心を露わに振り返る栞凪。斯貴は間合いを計るように慎重な足取りで木の陰から彼女の前に出た。

「……待ち伏せなんて、悪趣味ね」

　こちらの表情が険呑なことに何かを察した気配を見せつつ、栞凪が不愉快そうに言う。

「何か用？」

　至極面倒に感じているのを隠そうともしない問いかけに、斯貴は率直に切り込んだ。

「……お前、さっきあいつらと何の話をしてたんだ」

「あいつら？」

　誰のことかしら、と栞凪は白々しく小首を傾げてみせる。

　斯貴は挑発めいたその仕草を無視して続けた。

「あいつらが露里を攫ってどこかに閉じ込めようとしていたことは知ってる。その計画に協力するようお前に持ちかけてたこともな。お前はそれを蹴った。……なのに、なぜいまになってあいつらに声をかけた？　今度は何をしようとしてる？　また彼女に手を出す気じゃないだろうな」

　半ば脅迫するような調子で、口を挟ませないよう一気に捲し立てる。

　真っ直ぐ睨み据えて返答を待っていると、栞凪は少しの沈黙の後、

「……あなた、随分あの子を気にかけてるのね」

　と、平坦な声で指摘した。

　瞬間、斯貴は致命的な失敗を犯したような感覚に陥り、はっと目を瞠った。

　自分と露里に親交があると栞凪に露呈したことに「しくじった」という悔恨の念が湧き起こる。なぜそう思うのかはわからない。とくに知られてまずいことではないはずだが、まるで己の弱みを自ら暴露してしまったような、そんな心地がする。

「……だったらなんだよ。お前には関係ないだろ。いいから質問に答えろ栞凪。お前は、あいつらと何の話をしてたんだ」

　根拠のない焦燥感を押し殺し、先程よりも強い口調で問い詰める。

　しかし栞凪は質問など聞こえていないかのように、涼しげな──否、まるでこちらをからかうような目で問いを投げた。

「以ま前えから人間に興味があるみたいだったものね、あなた。初めて見た実物に興奮して、観察しているうちに情でも芽生えたの？」

「──っ違う！」

　斯貴は激昂して吼えた。

「口を慎め。観察だと？　ふざけるなよ、彼女を家畜か何かみたいに言うな！」

　頭に血が昇り、体が勝手に動く。

　気づけば斯貴は、栞凪の胸倉に掴みかかっていた。しかし栞凪は一瞬も怯まず、試すように目を細め斯貴を睨めつける。

「じゃあ、何？」

「何が──」

「観察対象かちくじゃないなら、あなたはあの子を何だと思ってるの？」

「それは、……」

　答えようとして、しかし斯貴は言葉を失った。

　──自分は一体、露里のことをどう思っているんだ？

　改めて己に問うてみると、明確な答えが浮かばないことに気づく。

　一等初めに閃いたのは、「好きだ」という思い。……だがそれは、具体的にはどういう『好き』で、そしてなぜ『好き』なのか？

　……露里は、本性のまま接触した初めての人間で。最初こそ警戒されたけれど、好意的に接してくれて。多少なりともつらい境遇にあるはずなのに、打ちのめされず彼女なりに努力している様がとても健気で。彼女と話している時間はとても楽しくて。

　彼女が苦しみを堪えながら里に留まっているのなら、助けてやりたいと思った。幸せでいてほしいと思った。誰かに傷つけられるのは許せないと感じた。

　そして。

　蒼真と心から愛し合っていると知ったとき、自分は──

「……俺、は……」

　自分は──一体、何を思っただろう。

　焦点の定まらない目で黙り込む斯貴。その手から力が抜けた隙を逃さず、栞凪が容赦なくそれを払い除けた。

「……ふん」

　自分の心こともわかっていないくせに、という栞凪の言葉が聞こえた気がした。

　忌々しげな視線を残して去っていく彼女に、斯貴は手を伸ばすことさえできなかった。










　閉じていた瞼を開く。

　露里はそれまで無意識に浅くしていた呼吸に堪りかねた風情で、大きく息を吐いた。

　これで本日何度めの溜息になることだろう。数えようとして、明確な回数を認識してしまったらさらに気落ちするという確信に、頭の中にある数字を振り払う。

「どうしてできないんだろう……」

　露里はその場にしゃがみ込むと、疲労の滲む顔を両手で覆った。

　あれから毎日、剣の稽古の後には必ず妖力を使う特訓をしている。……が、特訓を開始してから一週間以上が経ったにもかかわらず、妖術を操るどころか、己の奥底に眠っているはずの力の片鱗を呼び起こす段階にさえ至れていない。

　本当はわたしに妖力なんてものはないんじゃ……という疑念が脳裏を過ぎる。しかし、直後に蘇った微かな記憶が、すぐにそれを否定する。

　それは、いままででたった一度だけ、妖力を行使したときの記憶。

　自覚としてある当時の記憶はひどく朧気で、はっきりと思い出せるのは凍てつく寒さと身を裂くような痛み。そして、徐々に遠ざかっていく意識をどうすることもできず、暗い水中を揺蕩たゆたうばかりの自分だけだ。

　けれど、正気に戻った後、じんわりと染み出すように宿った実感がある。

　自分はあのとき──蘇芳の攻撃を受けて気を失った後──何か、とんでもないことをした。それがどんなことかはどれほど記憶の糸を手繰っても明瞭にならないが、あのとき目にした惨状と、その直前まで己を苛んでいた現実離れした感覚を思えば、嫌でも確信する。

　自分には、強い妖力が宿っている。

　……しかし、どうすればそれを引き出し扱うことができるのだろう。

　まさかあのときの状況を再現するわけにもいかない。紗埜にもっと具体的な方法を尋ねてみても、彼女自身、感覚的に使っているものなので上手く説明できずどうしても抽象的になってしまうらしく、正直あまり参考にならない。

　ぐるぐると頭の中で渦を巻く不安ともどかしさに、露里は再び重い溜息を吐つく。

「……頼ってばかりは、嫌なのに……」

　今回の祭りを利用し、自分を蒼真の正式な婚約者として皆に認めてもらうという計画を断念したときに見た、蒼真の苦悩の表情を思い出す。

　彼は自分と夫婦になるために奔走してくれている。奔走しなければならないのは、自分が足枷同然の存在だからだ。

　人間の血が流れていること、人間と妖狐と間にある溝──これらは自分の力ではどうすることもできないけれど、せめて、里の住民たちが露里といういち存在を受け入れるまでにかかる時間を縮めるくらいの貢献はしたい。

　……なのに、それさえも満足にできないなんて。

　鼻の奥がつんとする。目頭が微かに熱を帯びる。無意識に深く吸い込んだ息が溜息となってこぼれそうになるのを寸でのところで堪え、露里は頭かぶりをひとつ振って勢いよく立ち上がった。

「……駄目。しっかりしないと」

　自分は蒼真の妻になる。

　であれば、彼の隣に胸を張って立てるようにならなくてはいけない。

　軽く頬を叩き、気を引き締める。

　肺の中にある酸素をすべて吐き出し、再度吸って、それから呼吸を一瞬止める。と同時に瞑目し、神経を集中させる。

　暗闇の中、周囲の音を遠ざけながら、水底へ潜っていく心象を描く。

　しばらくの間そうして、やはり何も感じられず落胆とともにゆっくりと瞼を持ち上げたそのとき、

「露里」

　ざり、と地面を足が擦る音がして、はっと見開いた目が、瑠璃の双眸と視線を絡ませた。










「──おかえりなさい、蒼真さん」

　唐突に目の前に現れた彼に驚いた露里は、一度瞬いた後、気を取り直し微笑む。

　すると蒼真は、それに応えるように両腕を広げてみせた。そして、無言で露里の顔をじっと見つめる。

　すぐに意味を悟った露里は、かあっと頬を赤らめた。

「あ、う……」

　気恥ずかしさに視線を泳がせた後、躊躇いがちに彼に近づく。

　おずおずその胸に体を擦り寄せると、彼の腕が露里をそっと閉じ込めた。

「ただいま。……待たせてすまない」

「い、いえ……今日も一日、お疲れ様でした」

　どくどくとうるさい心音に混じって耳朶を打つ蒼真の声を辛うじて聞き取り、少々どもりつつもしっかりと応える。

　数日前の夜。

　蒼真の口から、婚約が破棄されかかっている事実が告白され、石牢のある場所に立ち寄ったせいで「気が滅入っている」という弱音を聞かされたその後。露里は『言うのに勇気が要ること』を彼と交換し合うように、自覚したばかりの栞凪に対する嫉妬心を、おそるおそる打ち明けた。

　すべて包み隠さず打ち明けてから、「蒼真を信じていないわけでは勿論ない」と言い添えているとき、蒼真が「それなら」と囁いたのだ。

「……それなら、別邸にいる間は、本邸いままで以上に、好きなだけ甘えるといい」

　その一環が、この『再会時の抱擁』である。

「遠慮はいらない」「……じゃあ、お言葉に甘えて」と議論もなく流されるように決定した規則で、すでに何度かしている行為だが、未だにまったく慣れない。

　幸福感と羞恥が同時に膨れ上がって混ざり合い、堪らなくなる。

　どれほどの間抱き合っていたか、どちらからともなく腕を解いて離れると、蒼真が口を開いた。

「こんな邸の裏手ばしょで、何をしていた？」

「あ、ええと……わたしも自分なりに、皆に受け入れてもらう努力をしたくて。わたしが人間だからいけないのなら、少しでも妖狐に近づこうと思ったんです。なので、まずはわたしの中にある力を、ある程度自分の意思で扱えるようになろうと特訓していました」

「……そうだったのか」

　蒼真の表情が曇る。

　それを見て、いまの自分の言葉が皮肉めいていたことに気づいた露里はさっと青ざめ、慌てて釈明した。

「あっ……！　そ、蒼真さんを責めてるわけじゃないんです。ただ、当事者なのに何もせずにいるのが耐えられなくて……！　それに、なんであれ、力をちゃんと自分で制御できるようになっておくに越したことはないでしょう？」

「そうか……そうだな」

　蒼真は納得した様子で眉間に込めた力を抜く。そして、ほっと胸を撫で下ろす露里の頬に、片手を添えた。

「……だが、無理はするな。絶対に」

　──蒼真の脳裏に、件の夜、蘇芳と死闘を繰り広げたときの記憶が蘇る。

　妖力が暴走し、姿はすっかり妖狐のそれになって、自身が壊れるのも構わず力を振るい続ける露里の姿。彼女の持つ力は千年前当時の里長の娘である霞匡から受け継がれたものだが、それも元を辿れば始祖こそが根源だ。

　始祖──雪珂。

　この妖狐の里を創り、その全域を覆う結界をひとりで織り成した天狐。

　そんな神に通ずる存在由来の力を自在に扱えるようになれば、確かに皆はきっと露里を認める。なぜならそうなった場合、彼女は言うなれば、霞匡に次ぐ『始祖の再来』となるのだから。

　だが、実現は決して容易ではない。下手に力を引き出せば、その強大さに翻弄され、あのときのように暴走してしまいかねないのだから。

　……ん？

　と、そこまで考えたとき、蒼真はふと何かに引っかかりを覚えた。

　なんだ……？　いま、何か閃きかけたような気が……。

　つい先程の思考を辿ってみるも、どうにもはっきりしない。

　もどかしさで無意識に眉間に皺が寄る。

「蒼真さん？　大丈夫ですか？」

　はっと我に返る。露里が不安げにこちらを見つめていた。

「──ああ。大丈夫だ、なんでもない」

　考えることは尽きないが、いまは露里との時間を何より優先すべきときだ。

　安心させるように、頬に触れていた手を撫でるようにして下ろす。

　そのとき、表の方から紗埜が小走りで現れた。

「ああ、お帰りなさいませお兄様！　夕餉はこちらでお召し上がりになりますか？」

「紗埜。ああ、そうさせてもらう」

「承知しました」

　紗埜はにっこりと蒼真に微笑んでみせると、露里につかつかと歩み寄り、

「さっさと手伝いなさい」

　と凄みのある声音で耳打ちして、踵を返した。

　夕餉の支度の手伝いをすっかり失念していたことに気づき、顔を引き攣らせる露里。しまったという表情を浮かべた彼女の肩に、蒼真はそっと手を置いた。

「邸に入ろう。そろそろ冷える」

「はい」







　一方、天津雪宮。

「首尾はどうだった？」

　帰り着いて早々、境内の入り口で待っていた魅央に社殿の陰へ引き込まれ、そう尋ねられる。

　栞凪は胸に凝こごって消えない苛立ちから意識を外し、神妙な面持ちで答えた。

「とりあえず、賛同は得られたわ。……ただ、婚約を解消させるのに有効な手段が、まだ思いつかない」

　ただ「露里の存在を受け入れられない」と訴えるのではいままでと変わらない。決定的な『何か』が欲しい。

　そう言うと、魅央はしばし沈黙し、やがてぽつりと呟いた。

「……いっそ、死んでくれれば簡単なんだけど」

　何気ない口調だった。

　その、なんの感慨も躊躇も感じられない科白に、さしもの栞凪も目を剥いた。

「なっ……」

「だってそうでしょう？」

　栞凪の表情に浮かんだ非難の色を見て、魅央が言う。

「あの子が死ねば、婚約は当然解消。結婚相手が里どころかこの世から消えるんだし、蒼真様も想いを断ち切るしかなくなるわ」

「それは……そうだけど……」

　正論めいたことを、こともなげに言い放つ魅央。だが、栞凪は素直に納得ができない。

　確かに露里のことは疎ましく思っているし、蒼真の前から消えてほしいと願っているけれど、死ねとまではさすがに思わない。それに、

「それってつまり……殺すってこと、でしょう？　さ、さすがに、そこまでのことは……」

「──栞凪」

　明らかに一線を越える行為を想像して躊躇する栞凪に、しかし魅央はぞっとするほど冷たい声で諭すように囁く。

「たとえ婚約を解消させて、あの人間の娘を里から追放したところで、蒼真様の心までは取り戻せないわ。あの娘がいなくなった後も、蒼真様はあの娘を想い続ける。……ひょっとしたら、焦がれるあまり里を出ていってしまうかもしれないわね」

　そんな、という言葉が喉の奥で絡まる。

　青ざめて俯く栞凪の顎を、魅央は荒々しい手つきで掴んで強引に上向かせると、昏くらい光を帯びた目で、藤色の双眸を覗き込んだ。

「っ……！」

「この間は里の奴らを抱き込んで婚約を破棄させて、あの娘を里から放り出せばいいと言ったけれど……やっぱり、そんな程度じゃ足りないわよね」

「…………」

「あの娘が生きてたんじゃ、たとえあなたが傍に寄り添って愛情を注いだとしても、蒼真様の心は塗り替えられないわ。ずっとずうっとあの娘に囚われたままでしょう。だってあんなに、身も心も染められきっているんだもの」




『蒼真様を、結界の外にあった小さな邸で見つけたの』




　栞凪の頭の中で声が響く。

『蒼真様は、あの女と、とても仲睦まじそうに』

　記憶の中の魅央が、ぐにゃりと歪んだ笑顔で告げる。

『きつく抱き合って、微笑みを交わして、唇を貪るように重ねて……そのまま、布団の上に倒れ込んで』




　心の中の蒼真が、露里に触れ、どろりと溶けて混じり合う。




「ぃ、や……ああ、あああっ……！」

　──魅央の瞳。こちらの視線を捕らえて離さない、深淵の闇。

　その中に吸い込まれ、どこまでも落ちていく感覚が、心を揺さぶり恐怖を引きずり出す。

「ねぇ、どう思う栞凪？　隣に自分がいるのに、蒼真様の瞳は決してあなたを映さない。里の奴らには仲睦まじい幸せな夫婦を演じても、実際は心なんて少しも通じ合っていない。どれだけ想っても、どれほど尽くしても、彼の心はあの女に縛られたまま。やがて皆そのことに気づきはじめる。可哀想って陰で囁かれて、もっと惨めな気持ちになる。でも誰も救ってくれない。蒼真様はあなたを見ない。あなたは幸せになれない」

「う、あ、ぁ、ああ……っ」

　奇妙な感覚が栞凪を苛む。

　恐ろしくて堪らないのに、意識に靄がかかっていく。感情は鮮明なのに、頭はぼんやりする。周りの音が遠ざかっていく。そして、そんな状態でも、魅央の声だけはいやにはっきりと聞こえるのだ。

「──ねぇ」




「それでもあなたは、あの女を生かしておきたいの？」




　わたしは、と。

　喘ぐように言葉を紡ごうとしたそのとき、

「あっ、こんなところにいた！」

　呆れと苛立ち混じりの声とともに、先輩巫女が現れた。

　ぱちん、と泡が弾けたように、栞凪は正気を取り戻す。

「栞凪、お客様よ。なんて言ったっけ、第二の里の、次期里長の子。あの子が栞凪と話がしたいって、入り口のところで待ってるわ」

「え、あ……はい。わかりました。ありがとうございます……」

　まるでいままで悪夢を見ていたようで、しかし間違いなく現実で、何がなんだかよくわからない。

　混乱を押し隠して返事をすると、先輩巫女はやや怪訝な顔をしたものの「伝えたからね」と言い残して去っていった。

　彼女の背が見えなくなった後、栞凪は改めて『斯貴が尋ねてきた』という報を反芻し、蘇ってきた苛立ちに顔をしかめる。

　すると、魅央が先程から一転、馴染みのあるいつもの調子で問うてきた。

「お客様だっていうひとと、何かあったの？」

「……ちょっとね」

　しつこさに辟易しながら、栞凪は思案する。

　このまま放っておけば、斯貴も後々障害になる。彼が露里のことをどう思っているのか知らないが、肩入れしていることは確かだ。

　どう対処すべきか意見を訊こうと考え、帰路の途中で斯貴とひと悶着あったことを離すと、魅央は「へぇ……」と思うところがある風情で目を細めた。

「……栞凪は中に戻っていて。彼の相手はわたしがしてくるわ」

「えっ」

「大丈夫。任せて」

　魅央の目が三日月型に歪む。

　どこか不穏なものを感じて肌に微かな電流が走ったが、止める理由も思いつかず、栞凪は「わかった」と踵を返した。

「──さて」

　遠ざかる栞凪の背を見送ると、魅央は低く呟いて、口角を吊り上げた。





　　　◇　　　◇　　　◇






　胸に巣食った疑念と不安が拭えず、栞凪の姿が石段の先に消えてから、斯貴は件の男たちのうちのひとりを掴まえて問い詰めた。

　露里の拉致監禁計画のことを持ち出され、あっさりと口を割ったその男曰く。

　栞凪はあのとき、「あの計画に協力するのは断ったが、露里を追放すべきという考えには賛成だ」「だから、今度はこちらの計画を聞いてはみないか」と持ちかけてきたという。

　予感が的中した。

　真相を聞いた瞬間「やっぱり」と思うと同時に、感情に支配されたただのいち住民の寄せ集めなどではない、里という妖狐の群れの中で確かな地位と一定の影響力を持つ栞凪が本気で露里を排除しにかかったらどうなるかを想像し、氷の手に心臓を掴まれた心地になった。

　さらに、その栞凪の計画が具体的にどういうものなのかを追及しても「それだけは言えない」と男が頑なに口を噤んだことで、斯貴の焦燥はいよいよ限界に達し──





　　　◇　　　◇　　　◇






　──そして、いまに至る。

　最初に斯貴の来訪に気づき対応した妙齢の巫女が、「ここでお待ちください」と、不快感を隠さない表情と声音で告げ去ってからしばらく。次に現れたのは栞凪ではなく、見知らぬ顔の巫女だった。

　何を考えているのか、どこか妖しい微笑を浮かべながらこちらに向かってくる彼女に、斯貴は眉間の皺を深くする。

　手を伸ばせば触れられるほどのところまで距離が詰まったところで、巫女に先んじて、斯貴が親しみなど微塵も感じさせない、険呑な口調で言った。

「俺が呼んだのは栞凪なんだが」

　しかし巫女は気分を害した気配もなく、涼しい態度で応える。

「栞凪はいま手が離せないの。わたしはあの子の代わり。魅央よ、はじめまして」

「……斯貴だ」

　栞凪を出せと食い下がろうと一瞬考えたが、むしろ自分よりも、魅央に説得を任せたほうが栞凪にとって聞き入れやすいかもしれないと思い直す。

　事情が事情なので無闇に吹聴するのは躊躇われるが、優先すべきは栞凪を止めることだ。

　少しの間を置いた後、決心した風情で斯貴が息を吸い込んだ、そのとき。

「あ、待って」

　魅央が思いつきのごとく手を上げた。

「場所を変えましょう」

「え？」

　出鼻を挫かれ、面食らう斯貴。

　……周囲に第三者の気配はない。社殿との距離は充分開いているし、中にいる者にこちらの会話が聞こえる心配はないはずだと眉をひそめる。しかし魅央はそんな斯貴に構わず、さっさと石段を降りていく。

　石段の中間地点──里も宮も丁度木々に隠れて見えない場所まで降りたところで、魅央はようやく足を止めた。そして、少し遅れて斯貴が追いついてから改めて話を促す。

「それで、何のご用かしら？」

　微笑を貼りつけ思考がまったく読めない魅央に得体の知れない不気味さを再び感じつつ、斯貴は慎重に切り出した。

　半刻ほど前、栞凪が数人の男たちと密談を交わしていたこと。彼らは数日前に、ある騒動を起こそうと企てていた連中であること。話をしている間、やけに神妙な面持ちの栞凪に対し、男たちは一様に驚き困惑した表情という異様な雰囲気であったこと。

　そして、その話の内容は『栞凪が男たちの協力のもと、露里を里から追放しようとしている』というものだったこと。

「このまま放っておけば、あいつは何をするかわからない。そしてそれがどんなことでも……事を起こせばまず間違いなく、里は混乱に陥る」

　危うく露里本位な言葉が口を衝きかけ、寸でのところで適当なものにすり替える。

「頼む。下手なことはするなと、あんたの口からも栞凪を説得してくれ」

　最後にそう締め括り、真剣な目で魅央を見つめる。

　魅央は緊張感のない惚とぼけた表情で「うーん」と小さく唸り、やがて値踏みするような上目遣いで、ひとつの問いを投げかけてきた。

「ねぇ。あなたはこの里を混乱に陥らせたくないから、栞凪を止めようとしているの？」

「……？」

　どういう意味だ？　と斯貴は目を眇める。

　確かに先程そんなことを建前として言ったが、なぜそれを半ばおうむ返しのように尋ねてくるのか。

　真意を探っているうち、次第に「本当にそうなの？」と言外に問いかけられている気がして──己の奥深い場所に侵入されかけているような感覚が忍び寄ってきて、ぞくりと肌が泡立つ。

「あなたはこの里を守りたいの？」

「俺は……、っ」

　ふと気がつくと、腕一本分程度の距離を置いていたはずの魅央が、鼻先が触れそうなほどのところまで迫ってきていた。

　深淵のごとき昏い双眸が、斯貴の瞳を覗き込む。

「あなたが本当に守りたいものは、何？」

「……俺は……露里、を……」

　思考するよりも先に、口が言葉を紡ぐ。

「あなたは露里を守りたいの？」

「そう……俺は、彼女を……のじょに、しあわせに……」

　徐々に呂律が回らなくなっていく。意識に霞がかかっていく。

「どうして、あなたは露里を守りたいの？」

「……そ…･…れ、は……」

　沈黙が降りる。

　脳内の靄が濃くなっていく。ぼんやりとする頭を必死に回す。

　自分は栞凪を止めたい。それは、彼女がどんな手を使って露里を排除しようとするかわからないからだ。ひょっとしたら正攻法ではない、過激な手段を取るかもしれない。もしそうなら、露里が危険だ。しかし、そうでなかったとしても、露里はこの里にいたがっている。

　──蒼真と離れたくないと願っている。

「……っ」

　つきりと、側頭部に一瞬、鋭い痛みが走る。

　斯貴はそれを無視して、思考を続ける。じわりじわりと靄に飲まれていく頭で考える。

　……露里がここにいたいと望むなら、叶えてあげなければ。

「どうして叶えてあげたいの？」

　しあわせになってほしいから。

「どうして幸せになってほしいの？」

　それは、

「……それは？」

　ねっとりとまとわりつくような甘い声が、思考を追ってくる。

　微睡まどろみの中、真綿の海に沈んでいく心地がする。

　いまにも意識を手放してしまいそうな状態の中、斯貴の唇から、吐息と紛う微かな呟きがこぼれ落ちた。




「──すき、だから」




　にぃ、と。

　魅央の口角が吊り上がり、唇の隙間から歯が覗いた。

「……そう。そうなの」

　愉悦の滲む魅央の声に、斯貴は反応しない。虚ろな目で呆然と立ち尽くしている。

「ねぇ、斯貴」

　魅央は背伸びをしてがらんどうの斯貴の耳に唇を寄せると、さながら睦言を囁くように言った。

「わたしに、いい考えがあるわ」





５




　──蘇芳。

　血の繋がった弟。双子の片割れ。唯一面識のある肉親。

　しかし、その実感はない。

　確かに容貌は瓜ふたつだったが、再会と言うには共にあった頃の記憶はあまりに遠く、何より、兄弟である以前に敵だった。

　そしていまは、時折脳裏に現れて己を苛む、自己嫌悪の具現だった。

「お前は里長の血を引かない紛いものだ」

「お前は里の同胞たちを欺いている」

「お前に長を継ぐ資格はない」

　ひとりでいると、頭の中でふと、そんな言葉が嘲笑とともに響くのだ。

　ときには夢枕に立ち、「お前は偽者だ」「忘れるな」と呪詛を吐く。

　──ゆえに。




　白昼夢を見ているのかと思った。




　蘇芳がいる。

　目の前に。

　脳裏で、夢で、自分に呪いを刻むときと同じ──露里を挟んで対峙したあのときと、まったく同じ姿で、当たり前のような顔をして、そこに立っている。

　そんなはずはない。

　蘇芳は死んだ。

　両の腕を失い、圧倒的な力で以て叩き伏せられて。

　亡骸だって、この手で埋めた。あの石牢の前に。

　すべて鮮明に覚えている。その事実に疑いの余地は一切ない。

　しかし──ならばこれは、この状況は、一体なんだというのか。

　すべての音が掻き消える。あらゆる疑念と恐怖が、一瞬にして全身を駆け巡る。

　紙のように白くなった顔で瞠目し凍りついた蒼真に、蘇った男は、昏い笑みを浮かべて言った。




「久し振り、兄さん」








　　　◇　　　◇　　　◇






「──なん、だと……？」

　いつの間にか乖離しかけていた意識が、衝撃とともに徐々に手元へ戻ってくる。

　やがて愕然とした体で訊き返した斯貴に、魅央は繰り返した。

「蒼真様は養子よ。始祖様の血は引いていない」

「そ……っ」

　そんな馬鹿な、と言おうとした喉が詰まる。

　到底信じられるはずのない話だ。根拠は？　それが事実だとして、では道玄に嫡男は？　なぜ養子など取る必要がある？　何より、なぜそんな重大なことを一介の巫女風情が知っている？

　動揺を隠しきれない斯貴を見て魅央はくすくすと笑声をこぼすと、しなやかな動作で、擦り寄るように斯貴の耳へ唇を近づけた。

「ねぇ、気づいてるかしら。この話、もう、少しずつ広まりはじめてるのよ。いまはまだごく一部しか知らないけれど──そう遠くないうちに、この件で騒ぎが起きるわ」

　予言めいた囁きに、斯貴が目を剥いて飛び退すさろうとする。しかし、肩に置かれた魅央の手がそれを許さない。

　指先が肉に食い込もうかという強い力で斯貴を止めた魅央は、妖艶な微笑を浮かべ、斯貴の顔を上目遣いに覗き込んだ。

「だからね──その混乱に乗じて、あなたはあの人間の子を、里ここから連れ去ってしまうといいわ」

「──は……っ!?」

　いい考えでしょうと言わんばかりに笑みを深める魅央に、斯貴は頓狂な声を上げた。

　あまりに唐突かつ、これまでの緊迫したやり取りが冗談であったかのようなふざけた提案に、思わず思考が乱れ、直前まで思い描いていた悪い想像が弾け飛ぶ。

　いよいよ混沌としてきた脳内に、斯貴は堪らず片手で頭を抑え、もう片方の手で乱暴に魅央を引き剥がした。

「ま──待て、待ってくれ。連れ去──いや違う、それじゃなくて……蒼真。そうだ。蒼真が、養子？　そんな馬鹿な、大体なんで──いや……なぜ、お前がそんなことを知ってるんだ」

　頭を抑える指の隙間から、魅央を睨み据える。しかし魅央は愉しげな笑みを保ったまま何も言わない。挑発されている気がして、斯貴は苛立ちのまま荒々しく前髪をかき上げるようにして手を振り下ろし、声を張った。

「それに、騒ぎが起きるって、そりゃあ養子云々が事実ならそうなるだろうし一大事だけど、俺が言ったのは栞凪が──」

　溜め込んだものをいっぺんに吐き出すように捲し立てていた斯貴は、あることに気づきはっと息を飲んだ。

「……まさか」

　思考が高速で巡る。ここに来てから魅央と交わした言葉の数々が、走馬燈のごとく脳裏を走る。

　……いまの冗談みたいな話が、もし本題から逸れていないのだとしたら。

　魅央が言わんとしているのは、




　まさか──それが、栞凪の計画だと？




　そんな考えが過ぎったときだった。

「──ふふ」

　魅央がますます目を細め、口角を吊り上げる──斯貴にはそれがまるで、こちらの思考を見透かして、さらにそれを肯定するかのように見えた。しかし、同時に走った戦慄で我に返り、己の愚かしさに首を振る。

「……そんなわけあるか。馬鹿か俺は」

　俯いて小声で吐き捨てる。

　栞凪は露里を疎ましく思い、排除しようとしている。しかしそれは蒼真を想っているがゆえのことであって、そのために彼を利用し巻き込むどころか、露里を道連れに彼を破滅させるのでは支離滅裂だ。『目的を見失う』どころじゃない。

「は──話を、逸らすな。俺がしに来たのはそんな話じゃない。栞凪を止めるために来たんだ」

　取り繕うように、魅央を再び睨む。

「あいつはどこだ。お前はもういい、俺が直接──」

「栞凪が何を考えてるかなんて、もうたいした問題じゃないでしょう」

　ぴしゃりと魅央が言った。

　絡みつくような嫌らしい笑みは少しも変わっていないのに、いやに迫力のある声音だった。まるで頬を張られたような気がして、思わず口を噤む。

　斯貴が黙ると、魅央は我が子を諭す母のような口調で続けた。

「そう遠くないうちに、蒼真様は秘密を皆に知られて失脚し、あの人間の子は後ろ盾を失う。そうなれば──栞凪あのこが何かをするまでもないわ」

　どこか恍惚とした様子でつらつらと語る魅央。もはや猶予がないことをじわじわと知らしめられる感覚に、斯貴の顔色が悪くなっていく。

「何より。栞凪が行動を起こすよりも、蒼真様が窮地に陥るほうが、きっとずっと早いわ」

　にっこりと。

　魅央が笑った。「楽しみね」と、弾んだ声で言わんばかりに晴れやかに。

「────っ！」

　斯貴の全身が総毛立つ。

　顔を合わせたときから薄々感じていたが、この女の不気味さ──得体の知れなさは、一体なんだ。

　こいつは本当に、ただの巫女か？

「お前は……一体……」

　腹の底から這い上がってくる不快な何かが斯貴に呟かせる。しかし「一体」の後に何と言うべきかわからず、言葉が続かない。

　視界が揺らぐ。

　お前は一体何者だ。

　お前は一体、何が目的なんだ。

　一体何を、どこまで知っていて、

「──俺に、何をさせたいんだ」

　緊張に声が掠れる。

　次の瞬間。

「あの子が好きなんでしょう？」

　気づけば斯貴は再び、深く昏い闇と見つめ合っていた。

「なら助けなきゃ。ねぇ？」

　吐息が近い。

「たす、ける……」

「そう、助けるの。蒼真にあの子は護れない。あなたしかいない」

「俺しか……」

　耳に熱が忍び込んでくる。

「そうよ。手を差し伸べて、里の外へ連れ出すの」

　外。

「蒼真は失脚する。里長一族諸共に」

　そうなったら、露里は──。

「この里で独りになったら……あの子は一体、どんな目に遭わされるのかしらね？」

「……っ」

　最悪の光景が、脳裏に──眼前の闇に、映し出される。

　拘束され、暴力に晒され、打ち捨てられて。

　ぼろぼろになった彼女の姿が。

　絶望に染まった虚ろな瞳が、こちらを見ている。

「ねぇ、斯貴」

　──ああ、露里。

「あなただけが、」

　──きみは、

「あの子の救いになれるのよ」

　──俺が、




　まもって、────








　　　◇　　　◇　　　◇






「皆、聞け！」

　ひとりの男があらん限りの声で叫んだ。

　突然のことに、周囲にいた者たちは、なんだなんだと作業の手を止めて、男の方を見遣る。

　視線が集まった先には、大声の主である両腕を広げた男の他に、彼と同じく険しい面持ちの取り巻きらしい男が数人。そして彼らに囲まれるようにして立つ、黒布を被った何者かがいた。

　異様でどこか物々しい雰囲気の彼らに、聴衆はにわかにざわめく。

　それを打ち消すように、しかし先程と同じく声を張るのではなく独白するように、男は語り出した。

「……俺はこの里を、同胞を、何より大切に思ってる。謂いわれのない罪で人間に虐げられていた妖狐を束ね、率い、平穏に暮らせる妖狐だけの世界を創ってくださった始祖様のことを尊敬している。それは皆も同じはずだろう」

　藪から棒に何を、と皆困惑した様子で顔を見合わせる。ただ、そこに否定の色はなく、「それは……まぁ……」といった呟きも、ちらほらと聞こえる。

　男は続ける。

「……なのに、始祖様が妖狐を人間から守るために創ったこの里に、人間を──それもあろうことか、妻として迎え入れようとしている奴がいる」

　誰のことを言っているのか、この場にいる全員が瞬時に悟った。

　と同時に、その人物を『奴』呼ばわりするのはさすがにいただけないのでは、と多くが眉をひそめる。だが、それをあえて声に出して指摘する者はいない。

　男は頭を抱え、さらに続ける。

「なぜなんだ、と思った。そんなものは遥か昔の話で、いまはもう人間に脅おびやかされることなどないと楽観しているのか？　……そうかもしれない。人間の時の流れは、妖狐よりずっと速いからな」

　冷静に思考しているような言葉。

　しかし、語気には憤怒が滲んでいる。

「だが、もしそうだとしても。次代の里長ともあろう者が、こうも始祖様を蔑ろにするなど、許されていいはずがない！」

　男は堪えきれなくなったように叫んだ。

　皆の表情が同意を示す。「そうだ」と同調の声を上げる者もいた。が、聴衆の中のひとりが、おずおずと口を挟んだ。

「……でも、聞くところによればあの人間は、霞匡様の子孫だって話だろ？　それはつまり、始祖様の末裔ってことでもあるじゃないか」

　霞匡──妖狐の里史上唯一、人間のもとへ嫁いだ同胞にして、里長一族出身の女性。

　投じられた一石に、周囲が「そういえばそうだ」とざわめく。

　一方、男は即座に切り返した。

「霞匡様が里を去ったのはいつの話だ？」

　男の言わんとすることを、皆すぐに察する。

　霞匡が里を去ったのは、およそ千年前。妖狐にとってはさほど長くない時間だが、人間にとっては違う。千年もあれば人の世の時代はいくつも移ろい、世代は次々と変わる──先祖の血はみるみるうちに薄まっていく。

「たとえあの女が始祖様の末裔だとしても、その血の貴とうとさは長い時の中で失われたも同然。そのうえ育ったのは人間の世だ。そんな奴を同胞だと認めるのか？　俺には無理だ」

　男の振るう熱弁に、もはや反論する者はいなかった。

　場がしんと静まり返る。

　どこか緊張感の漂う中、男は己が吐き出した言葉を反芻したのか、

「……そう、次代の里長が、だ」

　と、話を戻すように繰り返した。

　含みのある呟きだった。

　様子がおかしいことに気づいた聴衆が男に意識を傾ける。

「俺は……よりにもよって里長一族の妖も狐のが始祖様を軽んじるなんてことが、何より信じられなかった。信じたくなかった」

　そこで一旦、男の言葉が途切れる。

　男は怒りに──というよりも、何かに怯えるような風情で肩を小刻みに震わせて沈黙していたが、傍に立っていた仲間に小突かれて、絞り出すような声で続けた。

「──だが、それが誤解だったと知って、腑に落ちた」

　誤解？　と、聴衆の誰かが呟いた。

　それは、皆の心の代弁だった。

　一体何が誤解だったというのだろう。どこかに間違った認識があっただろうかと首を傾げる妖狐たち。

　そんな彼らの様子に──自分たちが騙されていると気づきもしない、愚直にあの男を信じる無垢な同胞たちの姿に、男は張り裂けそうになる胸を掴む。

　そして。

　意を決し、真実を告げ──ようとした、そのとき。




「──蒼真。お前たちが次に里を背し負よって立つ、その資格があると信じて疑わないあの男は、実際は始祖はおろか、里長一族の血の一滴すら引いていない『紛いもの』なんだよ」




　嘲笑を含んだ声が、男の科白を攫った。

　突如として響いた、誰の耳にも憶えのないその声に、全員が息を飲む。

　男の後ろに立ち沈黙し続けていた正体不明の人物が、己が被っている布の、顔に影を落としている部分を掴む。

　ばさっと音を立てて脱ぎ去られた黒布の下。

　現れたのは、

「そ……っ、蒼真様……!?」

「いいや、違う」

　ぎょっと目を剥き青ざめた聴衆に、蒼真に瓜ふたつの面貌を持つその男は、そうまであれば絶対に浮かべないであろう、穏やかだがどこか肝を冷やす昏い笑みで否定した。




「俺は──蘇芳。当代里長、道玄によって家族を奪われ、存在を抹消された──蒼真の、双子の弟だ」





　　　◆　　　◆　　　◆






　魅央の言ったとおりになった──と、家屋の陰に隠れ、事の一部始終を見ていた斯貴は瞠目した。

　にわかには信じられなかった昨日の話がまるきり予言だったこともだが、何より、その生き証人が突如として皆の前に姿を見せたことが衝撃だった。

　蒼真の双子の弟を名乗る、あの男。

　──一体、どこから現れた？　事を起こした彼らは、こんな禁忌の存在をどこで見つけてきたというのか？

「……いや」

　そんなこと、いまはどうでもいい。

　事が起きてしまった以上、急がなければ。

『あなただけが──』

　一瞬、脳裏を過ぎる囁きがある。

　それを振り切るように──あるいはそれに突き動かされるように、斯貴は足音を殺しつつ、森へと踵を返した。





　　　◆　　　◆　　　◆






　広げた扇を天へと掲げた後、流れるような所作でまず右側、次いで左側に、まるで扇の上に乗せた何かを分け与えるように差し出す始祖役。

　それから正面へ真っ直ぐ腕を伸ばし、左手だけで扇を水平に保つ。右の手は、傍らに立つ始祖の伴侶役が差し伸べる掌てのひらの上へ。そのまましばらく静止。

　衆目の中をゆっくりと進んでいく山車の上で、凛然と舞う己を想像しながら、蒼真と栞凪は稽古に集中する。

　手を取り合い、前方を見据え屹きつ立りつした状態で、数秒が経つ。

　やがて充分だと判断した指南役が、

「そこまで」

　と手を叩こうとした、そのときだった。

　まるで何かが爆ぜたような凄まじい音を立てて稽古場の扉が開き、怒りに瞳を燃やした住民たちが一斉になだれ込んできた。

「なっ、何事ですか！」

　指南役が目を剥き悲鳴を上げる。

　しかし誰ひとりそれには応えず、皆一様に凄まじい形相で蒼真を睨みつける。

　ただならぬ状況であることは一目瞭然だが、彼らにそんな目を向けられる理由がすぐには思い当たらず、蒼真はたじろぐ。

　その一方で、彼らから視線を逸らすことは許されないと直感が訴える。

　いまにも掴みかかってきそうな気迫に満ちていながら、なぜか睨むばかりで動こうとしない住民たちと向かい合ったまま、幾ばくかの時が流れた。

　張り詰めた沈黙。嫌な汗が滲む。

　この奇妙な停滞が孕む気味の悪さに耐えかねた蒼真は、やがて意を決し口を開いた。

「……わたしに、何か──」

　話があるのか、と。

　そう絞り出そうとしたとき、入り口の向こうに広がる人垣が左右に割れて、その裂け目をなぞるように、何者かがこちらへ向かってきた。

　──否。

　こちらに向かってくる『何者か』。それがまるでこの場に押しかけてきた者たちの指導者であるかのように、皆その人物に道を譲って、人垣が割れていく。

『何者か』は、黒い布を被っていた。

　その姿に呼び起こされる記憶がある。

　反射的に体を強張らせた蒼真は、すぐさま閃いた連想を否定した。

　ありえない。

　奴は死んだ。自分がその骸を葬ほうむったのだ。

　では、こちらへやって来るあれは、一体誰だ？

　緊張した面持ちで思考を巡らせているうち、黒布の人物は、ついに人垣を越え、蒼真の前に立った。




「──よお」




　たったひと言だった。

　刹那、全身が泡立つ感覚が蒼真を襲う。

　……馬鹿な、という呟きが、吐息となってこぼれる。

　それが耳に届いたわけもないが、男は短い笑声を上げた。

　そして、緩慢な動作で黒布に手をかける。




　──白昼夢を見ているのかと、思った。




「久し振り、兄さん」




　死んだはずの蘇芳おとうとが、そこにいた。




「────っ」

　ひゅっと喉が鳴る。

　直後、ほんの一瞬、視界が暗転して。

　次の瞬間には、蒼真は外を走っていた。

「っ……!?」

　我に返ってから少し遅れて、栞凪も目の前を疾走していることに気がつく。より正確に言うならば、彼女は蒼真の手を掴み、どこかへ連れていこうと引っ張っていた。

「栞凪!?」

　応答はない。

　後を追ってくる「待て！」という怒号と複数の足音にも振り返ることなく、全力で駆け続ける栞凪。ほどなくして追っ手の気配が遥か後方に消える。その頃ようやく状況を理解しはじめた蒼真は、とりあえず己の意志で脚を動かしつつ、未だ混乱する頭を叱咤し問いを捻り出した。

「どこに行く気だ……!?　天津雪宮に向かうつもりなら──」

「大丈夫、宮の皆にも見つからないようにするから。……わたしが、なんとかするから」

　栞凪は──彼女にしては珍しく──蒼真の言葉を遮って断言した。

　口調こそ冷静だったが、語気にこもった気迫に、蒼真は思わず押し黙る。

　そんなやり取りとしているうち、瞬く間に住居区を抜け、森に突入する。時折意図的に迂回しながら、ふたりは天津雪宮を目指す。

　草木が蹴散らされる音を聞くともなしに聞きながら、蒼真は緊迫した空気に反してどこかふわふわとした頭で、先頃目の当たりにした悪夢を思い返す。

　……違う。

『よぉ』

『久し振り、兄さん』

　鼓膜を震わすと同時に脳髄に焼きついたあの声が、これは決して悪夢まぼろしなどではないと告げていた。







　天津雪宮本殿──その奥にある一室。

　祷り場が近いが、それゆえに籠もりきりの姫巫女を除けば、栞凪以外に近づく者は滅多にいない部屋だった。

　──はぁ、と。

　ひとまず落ち着いたと確信したとき、重々しい溜息を先に吐き出したのは蒼真だった。

　瞳に憤怒を宿らせた住民たち。……よくよく思い返せば、中には不安げに引き攣った顔もあった気がする。

　そして──彼らとともに現れた、蘇芳。

　これらのことから連想される可能性はひとつ。

　絶対に知られてはならない秘密が──蒼真の出生に関する真実が、白日の下に晒されたという可能性である。

「……っ」

　混乱した思考を整理していた蒼真は、湧き起こった絶望感に顔を覆った。

　ああ、なんということだろう。

　最悪の展開が次から次へと思い浮かんでは消える。ひとつ想像するたびに、心臓が握り潰されるような感覚に襲われて、息が乱れる。

　一方で、とある疑念が拭えなかった。

　──あれは、本当に蘇芳だったのか？

　蘇芳そのものと言っていい人物が目の前に現れたのは、紛うことなき事実だ。それは認める。否定する気はない。

　だが、蘇芳は死んだ。これもまた事実だ。

　いかに長命な妖狐でも、命が尽きれば蘇ることはない。事実は覆らない。

　では、誰かが化けているのか？　──否、これもあり得ない。蘇芳の存在について知る者は、蒼真の他に、道玄と露里しかいないのだ。ふたりが他言するとも思えない。

　それに、奴は『久し振り』と言ったのだ。それはつまり、自分たち兄弟の関わりが長い間絶えていたということを──ともすれば、里を騒がせた前さきの事件で、自分たちが一度は顔を合わせていることを、確かに知っているということだ。

　そこまで考えて、蒼真は再び溜息を吐ついた。

　……わからない。頭が思うように働かない。

　酸素がひどく薄い場所にでもいるかのような気分だった。指先が氷のように冷たくなっている。胃が捩れて、嫌な汗が額に滲む。

　いまにも倒れてしまいそうな真っ青な顔で俯き、懊悩する蒼真。

　──そんな彼の姿を、痛みを堪える表情で見つめながら、栞凪は魅央と昨晩に交わした会話のことを思い返していた。





　　　◇　　　◇　　　◇






　斯貴の相手を終えて帰ってきた魅央は、彼と一体どんな話をしたのか、悦の滲んだ笑みを浮かべていた。

　魅央のこういう表情を、最近になってよく見るようになったな、と栞凪は思った。

　……かなり長いつき合いになるのに、未だ見ていなかった顔があったなんて。新鮮に感じる一方で、どこか違和感──有り体に言って、不吉なものを孕んでいる気もする。ただ、それを面と向かって指摘するのはさすがに憚はばかられた。

「おかえり。……どうだった？」

　声を潜めて尋ねる。すると魅央は周囲の目を気にしたらしく、小さく手招きをして栞凪を誘い、薄暗い塗籠の奥へと場所を移した。

　そっと扉を閉めると、闇が一層深くなる。

　密談するには適当な場所だが、どことなく不気味だ。雰囲気に飲まれて、思わず息を詰める。

　魅央は互いの鼻先が触れそうな位置に立つと、開口一番にこう問うた。

「ねぇ栞凪。栞凪はたとえどんなことがあっても、蒼真様を愛し続ける覚悟がある？」

「──え……」

　魅央は笑っている。

　だが、こちらを射貫く彼女の双眸に、冗談めいた色はまったく見えない。

　まるで脅しをかけられているようで面食らいながらも、栞凪はすぐに表情を引き締め、

「……あるわ。わたしは絶対、蒼真を嫌いになんてならない」

　と応じた。

　魅央の目がさらに細められる。

「そう。──じゃあ、教えてあげる」

「……？　何を」

　怪訝に眉根を寄せる栞凪の言葉を遮るように、魅央が耳元に口を寄せてくる。

　反射的にびくりと体が硬直して、後あと退ずさりかける。が、するりと耳に忍び込んだ囁きが、内側から栞凪のすべてを凍りつかせた。

「蒼真様はね──本当は里長一族の血を、始祖様の血を引かない、養子なのよ」

「──は」

　後頭部を強したたかに殴られた気がした。

　何を言われたのかわからない。上手く音が言葉に変換されない。

　──なに？　ヨウシ……？

　眉根を寄せて、軋む首を捩って魅央を見る。魅央は艶めかしい笑みを浮かべ、栞凪を舐めるように見つめ返した。

「蒼真様の本当の親は、昔、里長の邸に務めていた女中の娘とその夫。道玄様と静沙様の間にできたひとりめの子どもは死産だったのよ。それに焦った道玄様は、少し先に生まれていた女中の娘の子を代わりとして奪い取り、すべての事実を隠したの」

「……ま──ま、って」

　滔とう々とうと語られる魅央の話を、栞凪は慌てて止めた。

　気づけば肺が空になってしまっている。……なぜだろう、いつの間にか呼吸を失念していたらしい。深く息を吸って、吐き、そして我知らず早鐘を打つ胸を押さえる。荒くなった息をなんとか整えながら、栞凪は魅央の言葉を慎重に咀嚼する。

　ヨウシ──養子。

　死産。

　女中の娘と、その夫。

　奪い取り──隠した。

　つまり蒼真は……本物の『蒼真』ではない？　いや、名前は大した問題じゃなくて。死産ということは、『蒼真』に本物も偽物もなくて……そうじゃない、そこじゃない。女中の娘──娘夫婦が実の親で、ということは、道玄様とも静沙様とも、血の繋がりはない。それは即ち、『里長一族の血を、始祖様の血を引かない』ということ。

　かちりと、すべての言葉の欠片が、理解という額に納まる。

　同時に、

「……突然何を言い出すの？　魅央」

　栞凪は唖然とした。

　話の内容は理解したが、まったく現実味がない。親友に対してこんなことを思いたくないが──己の妄想を、さも真実らしく披露しているようでさえある。

　……いくら魅央でも、さすがに看過できない。

　やや遅れてふつふつと湧いてきた怒りに、栞凪は語気を強めて言う。

「誰から聞いたの、そんな話。根も葉もないでたらめに決まってるじゃない。魅央が噂好きなのは知ってるけど、さすがにこんな馬鹿馬鹿しい話を真に受けるなんて──」

「真実よ」

　撥ねつけるような声だった。

　呆れと嫌悪感を表すため、わざと魅央から外していた視線を戻す。魅央は相も変わらず──いや、先程と比べてどこか挑発めいた笑みを浮かべていた。

　口調とは裏腹なその態度に、栞凪は面食らった。

「いまの話は、すべて真実よ。そして誰かから聞いたわけでもない」

「真実って、そんなわけ──聞いたわけじゃない？」

　おうむ返しに訊き返されて、魅央は肯定する。

「そう。わたしが調べたことよ」

「な──」

　さしもの栞凪も、これには顔色を変えた。

　調べた？

　蒼真が、道玄が他者から奪い取り、死産だった自身の子とすり替えた存在だなんてことを──。

「そんなこと──どうやって」

「それは後で教えてあげる」

　悪戯っぽく笑う魅央。

　彼女は食い下がる栞凪の声に耳を貸さず、

「それよりも、ね？」

　と栞凪の手を取った。

「この真実を、これから里の皆にばらしてしまおうと思うの」

「えっ!?」

「そんなに怖い顔しないで。聞いて。最初に教えるのは、この間宮へ来て、あなたを自分たちの計画に協力させようとしてきた、あのひとたちよ。彼らはこの真実を知れば、必ず行動を起こす。それを利用するの」

「利用ってそんな」

「大丈夫」

　色を失い大声を出しかけた栞凪の口を、魅央がすかさず手で塞ぐ。

　何が大丈夫なのかと目で必死に訴えると、魅央の手が口から頬へと艶めかしく滑った。

「……っ」

「あのひとたちはきっと、話を聞いたらすぐに何かしようとするでしょうね。でもそれじゃ駄目。勝手に動かれたら上手く利用できないから。事を起こすのは明日の午──あなたと蒼真様が儀式の稽古をしている頃にするよう指示するわ」

「……何をさせる気なの」

「里にいる妖狐全員に向かって、蒼真様が『実は始祖の血を引いていない詐欺師』だと暴露させ」




「駄目よ!!」




　気づいたときには、栞凪は形なり振り構わず叫んでいた。

「駄目よ、駄目、絶対に駄目。そんなことしたら蒼真が──蒼真が破滅してしまう。たとえ養子というのが嘘でも本当でも、皆がそれを信じてしまったら取り返しのつかないことになる！　どうしてそんなことする必要があるの？　わたしはただ、蒼真を取り返したいだけなの。そのために露里あのこをどうにかしたくて……魅央はそれに協力してくれてるだけなんでしょう？　どうして露里じゃなくて蒼真を追い詰めようとしてるの？　それに魅央、言ったじゃない。露里あのこを快く思っていない同ひ胞とたちを集めて、長老様方にも助力をお願いして、皆の総意として道玄様に働きかければいいって。本来里の在り方にあまり干渉しない巫女一族のわたしがそれを扇動するのは少し気が引けるけど──それでも、このほうがずっと穏便に済むわ。蒼真を傷つけてしまうけど、攻撃の標ま的とになるわけじゃない。致命傷にはならない。あの子が、露里がいなくなってくれさえすればそれでいいの。渦そ中こに蒼真を巻き込む必要はないはずよ！」

　焦燥、疑念、怒り。あらゆる感情が噴出し、言葉の洪水となって口から溢れ出す。

　ほとんどひと息に捲し立てた栞凪は、真っ青になって震える唇で荒い息を継ぐ。それでも瞳は魅央から外さない。

　対する魅央は、栞凪のかつてない剣幕に笑みを消し──冷め切った表情で応えた。

「そんな甘いやり方じゃ、時間がかかりすぎる」

　表情同様に冷め切っている声──というよりも、魅央ではない人物がこぼした呟きのようだった。

　魅央の口からこんな声を、栞凪はいままで聞いたことがない。

　ぞくりと、氷塊が背中を滑り落ちる。

　こんな魅央は知らない。魅央だと思っていた目の前の人物が別人であったことに気づかされたような感覚に襲われる。姿は何も変わっていないのに。

　一変した親友の雰囲気に息を飲んで硬直する栞凪。

　しかしそれもほんの一瞬のことで、魅央はすぐに笑顔に戻った。

「落ち着いて栞凪。大丈夫、蒼真様が本当に失墜してしまうことにはならないように、ちゃんと考えてあるわ」

「──あ、え」

「栞凪が想像してるとおり、蒼真様の秘密が白日の下に晒されれば、里の皆は暴動を起こすでしょうね。だって、要するに自分たちはずっと騙されてきたってことなんだから。何よりわたしがそう仕向けるつもりだし。そして、蒼真様は捕らえられる──流れに任せておけばね」

　含みを持たせた言いかたをして、魅央はまた栞凪の頬に触れてきた。……どうやら、先程激昂したとき、無意識に叩き落としてしまったらしかった。

「さっき、あなたたちが稽古をしているときに事を起こすように指示するって言ったの、覚えてる？　つまり、暴徒と化した住民たちは稽古場に押しかけることになるわ。そのとき、蒼真様の一番近くにいるのは栞凪、あなたよね」

　魅央の指が顎へと伝い、首がくいと掬すくわれる。

　必然的に魅央を見下ろすかたちになった栞凪は、こちらの目をなおも見つめる彼女の瞳が鋭さを増したように見えて、ぎくりとする。

「いい？　栞凪。あなたは皆が稽古場に入ってきたら、蒼真様を連れて全力で逃げなさい」

　ああ、でもすぐに逃げ出さないで、『突然の出来事に驚いて戸惑う』演技をしてから、頃合いを見て、ね？

　そうつけ加える魅央はまるで悪戯でも仕掛ける子どものようで、話くわだての内容ほんしつと噛み合わないその様に、不気味なものを感じずにはいられない。

「に……逃げるってどこに？　それに、上手く逃げられても、それ以降はどうするの」

「逃げ場……というか、隠れるのは宮ここが一番妥当かしら。外には当てがないし、ここなら住民たちも許可なく踏み込めない。いまの時期、お姉様たちはいつも以上に中に籠もってばかりだし、身内の男たちも住居区のほうの作業に駆り出されてていないから、こっそり蒼真様を匿うのは難しくないでしょう。宮の中でとくに見つかりにくい場所は……わたしより栞凪のほうが詳しいわよね」

「それは……、……」

「で、無事逃げてこられたら──蒼真様はきっと、精神的にとても追い詰められてるはずよ。秘密が皆に知られて、里には帰れない」

「…………」

　罪人として追われる身に転落した蒼真が、この天津雪宮の暗い部屋で、ひどく憔悴している姿が脳裏に浮かぶ。きっと痛々しいであろうその様に胸が苦しくなり、栞凪は汗の滲む手をぐっと握る。

　一方で魅央は、罪悪感など欠片も感じていない様子で「ここからが栞凪の一番の頑張りどころよ」と、面倒見のいい姉の顔で言った。

「滅入っている蒼真様に寄り添って、『何があってもわたしだけは絶対にあなたの味方よ』『わたしがなんとかしてあげる』って、そう囁くの。手を取って、励まして、微笑みかけて、優しく抱き締めて。そうして少しずつ蒼真様の心に近づいて、入り込むのよ」

　──無意識に、喉が上下した。

　最悪の自作自演を唆そそのかされている。それを瞬時に理解して血の気が下がる一方で、その奥に潜む甘い誘惑が、栞凪の心を揺さぶる。

　もし──もし魅央の言うとおりにして、上手く蒼真の心に触れることができたら、

「……でも、まだ露里が」

「焦らないで」

　宥めるように、魅央が栞凪の頭を撫でる。

「蒼真様が一筋縄じゃいかないことくらいわかってるわ。たとえいま言ったとおりに栞凪が頑張って、それで蒼真様が心を預けてくれるようになったとしても、情熱はまだあの人間に向けられたままでしょうね。それに、不安も完全には拭われない」

　ここで魅央は一旦考える素振りを見せ、

「……蒼真様の様子が落ち着いて、住民たちの熱も多少冷めた頃になったら、栞凪ひとりで皆の前に出てきなさい。そうしたらまず間違いなく蒼真様の居場所を吐くように迫られるでしょうけど、それには答えないで、蒼真様を栞凪の婿として巫女一族に迎え入れることを宣言するのよ」

　と指示した。

「えっ……！　でも、それじゃあ……里長一族はどうなるの」

「里長一族にはもうひとり子どもがいるでしょう。女だけど。……名前はなんて言ったかしら。忘れちゃった」

『紗埜』だと教えると、魅央は「ああそうそう、そうだった」とさして興味なさげに首肯した。

「その子が婿を取って子どもを産めば、里長の後継者については解決するでしょう。妹あっちはちゃんと実子なんだから」

「……そう、ね」

　栞凪の顔が痛みに歪む。その顎を魅央が掴み、自分から逸らせないように固定して、目と目を合わせた。

「里長一族のことなんて二の次。まず気になるのは、件の人間の娘のことでしょ？」

「う……」

　お見通しだと言いたげに、魅央がふふっと笑う。三日月の瞳はこちらの奥を覗くのをやめない。それどころか、さらに奥へと潜ってくる。

　──まただ。彼女の視線がこちらの深淵へと入り込めば入り込むほど、思考に靄がかかっていく。意識が肉体から乖離していく。

「当然、彼女と蒼真様の婚約は破棄させる。蒼真様がこの先里に残るためには、もうそれしかないもの。この里を追われてでも想いびとを選ぶ──なんて可能性はほぼ皆無でしょう。だって、いくら蒼真様があの子に入れ上げていたところで、道玄様や長老様方がこれ以上の醜態を許すわけがない」

　そして、

「婚約が破棄されれば、あの子はここにいられる理由を失って、晴れて追放。蒼真様は栞凪の婿として巫女一族に加わり、それによって身の上を保証される。失った想いびとのことを忘れるまでには相応の時間がかかるでしょうけど、そればかりは仕方がないわ。栞凪が常に寄り添って支えてあげればいずれお元気になられるわ。ほら、これですべてが上手くいく」

　すべての願いが叶う。

　──最後の言葉は、まるで頭の中に直接響いてくるようだった。





　　　◇　　　◇　　　◇






　……ここまでは順調に来られた。

　いまの時点でかなり消耗してはいるが、もう後には引けない。失敗は許されない。

　内心で密かに改めて決意を固め、手順どおりに声をかけるべく蒼真の方を見た栞凪は、その横顔にふと、先程初めて目にした存在のことを思い出した。

　住民たちより少し遅れて稽古場に現れた、蒼真にそっくりの姿をしたあの男。

　彼は蒼真に向かって『兄さん』と、確かに呼びかけた。つまり彼は蒼真の弟ということで、しかし、そんな人物がいたなどという話はいままで聞いたこともなくて。

　これらのことから導き出されるのは──あの男は、蒼真の本当の家族、それもあの様子から察するに、おそらく双子の片割れだという事実。

　そして、直感──彼をあの場に出したのは、きっと魅央だ。

　しかし魅央は『道玄は子を奪った後、すべての事実を隠した』と言っていた。この言葉を信じるならば、彼はいままでどこかに幽閉でもされていたはずだ。

　……そんな存在を、魅央は一体どこからどうやって引っ張り出してきたというのだろう。

　それに、彼女はいま、どこにいるのだろう。

　気づけば濃く染みついた親友への不信感を再認識して、栞凪の胸中に暗雲がかかる。そんなときだった。

「──露里」

　蒼真だった。

　はっと我に返った様子で、顔色が青を通り越して紙のように白くなっている。

　唐突な呟きに虚を突かれ目を瞬しばたたく栞凪など眼中にないようで、

「そうだ、露里、露里が。行かなくては。こんなところにいる場合ではなかった」

　とぶつぶつ呟きながら袂を翻し、部屋から出ていこうとする。

「ちょ──」

　落とされた閂かんぬきが蒼真に手をかけられ、がたっと音を立てたところで、栞凪が慌てて蒼真に飛びついた。

「待って蒼真、駄目！」

「離せ。私は、行かなければ……っ！」

「お願い待って、落ち着いて！　いま出ていったら捕まっちゃう！」

『捕まる』という単語に、蒼真はびくりと身を竦ませ、そして止まった。

　栞凪は蒼真の胴に回していた腕をおそるおそる解き、彼の顔を見上げる。

　蒼真は苦悶に表情を歪めていた。

「……っ」

　嗚咽に似た呻きが蒼真の唇からこぼれる。

　知られてしまった己の秘密と罪。蘇芳。そして露里。それらが巨大なひと塊のものとなって、思考と精神を圧し潰す。これまで積み重ねてきたものが無惨に崩れ落ち、これからさらに失うものがあるかもしれないという現実が襲いかかってくる。

「……くそっ……！」

　血を吐くような声。

　それが、栞凪の胸を斬りつける。

　罪悪感という凄絶な痛みに溢れそうになる涙を堪えて、栞凪は蒼真の背中にそっと寄り添い、宥めるように言った。

「……安心して、蒼真。わたしがついてる。わたしは──わたしが、なんとかしてあげるから。皆に赦してもらえる方法を考えて、必ず助けてあげるから」

「…………赦されない」

　背中が微かに震える。

　物心ついたときから、ずっと蒼真を見てきた。そんな栞凪でも、かつて耳にしたことのない、か細く掠れた声音だった。

「大丈夫だよ」

　打ち捨てられた幼子のような蒼真の様に、栞凪の口調は自ずと力のこもったものになる。

「蒼真は何も悪くない。蒼真はいままでずっと、里のために頑張って、皆に尽くしてきたもの。それは皆だって知ってるし、感謝してる。責められるべきと言うなら、それは道玄様のほうよ。だって蒼真は、赤ちゃんのとき道玄様に」

「──なぜ、知っている」

「──え」

　触れ合っていた温もりが消える。

　直後、




「なぜお前が、私の出生について知っている」




　──ぴしりと、何かがひび割れる鋭い音が、栞凪の脳裏に響いた。







　針を繰くる手元に影が落ちる。

　露里は繕いものを一旦やめ、縁側に身を乗り出すようにして空を仰いだ。

　いつの間にか厚い黒雲が現れ、徐々に青天を侵食してきている。

「さっきまでは晴れてたのに……」

　もの憂げな面持ちで呟く。

　曇天や雨は、昔から好きではなかった。──十六年。そのほぼすべてを過ごした、実家の自室。家屋の一室としては広くとも、世界としてはあまりに狭かったあの部屋。そこでいつも感じていた閉塞感。それが、より一層増すように感じられたからだ。

　かつての環境に在るような錯覚に気分が沈んでいく。そのとき、玄関の方から紗埜の困惑した様子の声と、どこか威圧感のある足音が聞こえてきた。

　不穏な気配に、何事かと振り返る。

　襖を開けて現れたのは、斯貴だった。

　露里はほっと胸を撫で下ろす。それから、しばらくぶりに来訪した彼に、嬉しそうに笑いかけた。

「斯貴さん。こんにちは。また来てくださったんですね」

　言いつつ急いで立ち上がり、歩み寄る。

　しかし、斯貴は硬い表情を崩さなかった。「ああ」と応じはしたがその声音は低く、露里を見つめる目は暗い。

　明らかに様子がおかしい。何かあったのかと尋ねようと露里が息を吸い込む。が、そこへ遅れてやってきた紗埜が割って入った。

「ちょっと、あんた一体何様のつもり!?　やっと顔を見せたと思ったらこっちを無視して、また勝手にずかずかと……！」

　爆発寸前といった様子の紗埜に、露里は思い出す。

　斯貴が最後にここへ来たのは、露里を拉致監禁しようと目論む者から露里を護ろうと駆けつけてくれたとき以来だ。そのとき斯貴は──露里こちらの保護を何より優先したためだろう──外にいた警護役の男衆ふたりと、突然押し入ってきた何者かの気配に驚いて飛び出してきた紗埜を、問答無用で気絶させたのだ。

　後から聞いた話曰く、紗埜は気を失う直前、襲撃者の正体が斯貴であることをしっかり確認していたという。……が、彼女が目覚めたのは何もかもが終わった後で、当の斯貴は気絶させた理由の説明も謝罪もなく姿を消していた。

　事情については露里からの説明で納得したものの、紗埜はいままでずっと、先日の件を根に持っていたらしい。

「今度は何しに来──」

「うるさい退どけ。俺は彼女に用があって来たんだ」

「なっ……！」

　紗埜の顔がかっと赤らむ。しかし斯貴は露里を見据えたまま紗埜には一瞥もくれず、彼女の襟首を掴み、乱暴に横へ投げ捨てるように退けた。

　咄嗟に対応できなかった紗埜が、足をもつれさせて床に倒れ込む。

「斯貴さん!?」

「話があるんだ、露里。ふたりだけで」

　目を疑う行為に露里が非難めいた声を上げると、斯貴は聞いているのかいないのか、奇妙に凪いだ表情で言った。

「え？」

「大事なことなんだ」

「…………」

　斯貴の感情が読めない。まとう雰囲気はどこか虚ろな気がするが、言葉には抵抗を許さない威圧感がそこはかとなくある。

　そんな彼の佇まいに不穏なものを感じて戸惑っていると、怒りに唇を震わせながら斯貴を睨みつけていた紗埜が、堪えかねた風情で体を起こした。

「……っ、あんた、いい加減に──」

「待ってください」

　食ってかかろうとする紗埜を、露里は咄嗟に止めた。

　紗埜の鋭い視線がこちらを向く。抜き差しならないような状況に緊張しながらも、露里は慎重に言葉を発した。

「……すみません、紗埜さん。斯貴さんと、ふたりだけにしてくれませんか」

「はぁ……!?　こいつに従えって言うの？　こんなふざけた真似されて『はいわかりました』なんて冗談じゃ」

「お願いします」

「……っ」

　確かに斯貴の態度は横柄だ。紗埜の反発はもっともだと思うし、いまの彼とふたりきりになるのは正直怖い。

　しかし、話というのがどんなものか、聞かずに追い返すわけにもいかない。そしてそれは、ふたりきりにならなければ聞けないものだ。説得を試みたところで、おそらく斯貴は譲らない。そんな確信がある。

「お願いします」

　念を押すように繰り返すと、魅央は舌打ちをひとつして、何も言わず、露里も斯貴も見ずに部屋を出ていった。

　襖が鋭い音を立てて閉まる。室内が静寂に包まれると、露里は隅にあった座布団を引き寄せ、

「えっと……とりあえず、どうぞ」

　と、座るよう促した。

　無言で腰を下ろす斯貴。露里もおそるおそるといった体で、彼の正面に座る。

「それで、えっと……お話っていうのは」

　神妙な空気の中、あえて明るく切り出す露里。今回は一体どんな内容だろうかと内心はらはらしているのを押し隠し、ややぎこちない笑顔をつくる。

　──しかし、露里の中に残っていたささやかなその冷静さを、斯貴の第一声が完全に奪い去った。




「……露里。きみは──蒼真が里長の実子ではなく養子だという真こ実とを、知っているか？」




　ぐらりと、世界が揺れる。

　糸の切れた操り人形のように体が傾いで、露里は反射的に手をついてそれを支えた。

　手が震えている。指先が冷たい。

　瞠目し青ざめる露里に対し、斯貴は眉ひとつ動かさない。じっと正面を見つめたまま、返答を待っている。

　露里は抜けそうになる力をなんとか押し留め、体勢を直しつつ声を絞り出した。

「それ、は……その……」

　しかし、言葉を発してから気づく。真っ直ぐ注がれ続ける視線に耐えかねてつい口を開いてしまったが、なんと言えばいいのだろう。嘘を吐つくのは躊躇われるが、正直に知っていたと言うわけにもいかない。蒼真が里長の子でないというのは、絶対に知られてはいけないことのはずで──

　……あれ？

「ど、どうして──斯貴さん」

　蒼真が本当は道玄と静沙の子ではないという真実。それは、誰にも言ってはいけない秘密だ。知っているのは蒼真と、道玄と、露里だけ──のはずなのに。

　どうして斯貴がそれを知っている？

　そう言いかけて、再び思い留まる。この言いかたでは、「知っていた」と答えるのと変わらない。

　露里は必死に言葉を探し、

「どうして……そんなことを……？」

　という、曖昧な返しに留めた。

　それをどう取ったのか、斯貴は表情を歪める。苛立ちと苦悩がない交ぜになったような風情で、視線はようやく露里から外れ、下に落ちる。

　言い淀む素振りを見せた後、斯貴は低く呟くように言った。

「……聞いたんだ。あいつは皆を騙してる。いや、騙していた」

「騙して──いた？」

　過去形の言いかたに、心臓が跳ねる。もはや何度めかわからない肝の潰れる感覚に内心疲弊しながら、それでも露里は訊き返さずにはいられない。

『騙していた』というのは──それはつまり、いまはもう騙していないということで。騙していないということは、即ち、

「きっといま頃、里は大騒ぎになってる。蒼真が実は里長一族の血を引かない偽者だと知らされて、住民全員が、自分たちがいままで欺かれていたことに気づいたんだ」




　即ち──絶対に知られてはならない蒼真の秘密が、知られてしまったということ。




「な……ん、で」

　事態を悟った瞬間、すべてが真っ白になった。

　己の唇からこぼれた呟きの意味さえ理解できない。明滅する光のように湧き起こる思も考のは確かにあるのに、それが上手く頭の中で言語化されない。感情や衝撃が理解の追いつかない速度で荒れ狂う。

　──もし、ほんのひと欠片でも冷静さを失わずにいられたなら、いまの混沌とした自身の思考を、大きくみっつに整理できただろう。

　まず、『一体誰が蒼真の秘密を暴露したのか？』

　次に、『皆はなぜその話を信じたのか？』

　そして、『蒼真はいま、どこでどうしているのか？』

　実際のところ──露里は整そ理うするよりも早く、おもむろに立ち上がった。

　斯貴が虚を突かれた様子で露里を見上げる。

　露里は焦点の定まらない目で微かに震えを帯びた息をひとつ吐つくと、弾かれたように玄関へ向かって駆け出した。

「っ、待って！」

　鋭い声が飛んでくる。

　それを無視して邸を飛び出そうとする。しかし、邸どころか部屋の敷居を跨いだ直後、その腕を斯貴に掴まれた。

「やっ……離して！」

「駄目だ！」

「離してください！　行かないと！　蒼真さんが！」

「落ち着いて！　きみが出ていって、それでどうするつもりだ！」

「そんなの──」

　決まってるじゃないですか、とは言えなかった。

　助けたい。でもどうすればいいかわからない。それ以前に、彼がいまどこにいるのかさえ、自分は知らない。

　ようやく冷静さが戻ってくる。それと同時に、己の非力さを改めて思い知る。

　悔しげに唇を噛んだ露里に、斯貴は真剣な面持ちで言った。

「……露里。俺はあいつの頼みで、きみを逃がしに来たんだ」

「えっ」

　腕を掴んでいる斯貴の手がふと緩み、手したへと移動する。

「里の奴らは全員敵だ。ここももう安全とは言えない。『外』に行くんだ。露里、俺と一緒に逃げよう──今度こそ」

「────」

　こちらを慮おもんばかってくれているのが伝わってくる優しい声音。しかし露里は、取られた手を素早く離した。

「できません」

「露里」

「嫌です。蒼真さんを置いて逃げるなんて、そんなこと」

　いくら蒼真の言いつけでも、聞き入れたくない。

　だって、いま窮地に立たされているのは、蒼真のほうだ。

「蒼真さんはいまどこにいるんですか？　逃げるなら一緒がいい。だって蒼真さんのほうがわたしよりずっと──」

「露里、それは」

「きっと心細い思いをしてると思うんです。だったら傍にいてあげないと。それくらいしかできないんです。なのに放って逃げたりしたら、それさえできない。助けてあげられなくても、せめて、傍にいて支えになりたいんです」

　無茶を言っているのはわかっている。だが、どうしても譲れなかった。

　秘密が知られて、真摯に想い続けてきた住民たちに「偽者」と謗そしられて、追い詰められて。おそらく蒼真はどこかへ身を隠したか、……最悪の場合、罪人さながらに捕らえられ、どこかに監禁されているかもしれない。

　もし前者なら──いや、どちらであっても。すぐに駆けつけて、彼の無事をこの目で確かめたい。できることをしたい。

「お願いします斯貴さん。教えてください。力を貸してください。助けてあげたいんです。お願いします」

「駄目だ」

　必死に言い募る。

　しかし斯貴は、にべもなくそれを撥ねつけた。

「きみは逃げるんだ。俺と一緒に」

「……っ」

　どうして、という叫びが喉の奥で絡まる。

　斯貴はそれを表情から読み取ったらしく、眉間の皺を深くした。

「蒼真はいま、里中の奴らに狙われてる。どこにいたとしても、近づくのは危険すぎる。そもそも、俺もあいつがどこにいるか知らないんだ」

「えっ、でも、斯貴さんは蒼真さんに頼まれてここに来たんじゃ」

　予想外のことに、露里は目を丸くして問う。てっきり、斯貴は住民たちの目をかいくぐって逃亡中の蒼真と密かに接触し、彼から願いを託されたのだと思っていた。しかし斯貴は「……いや」と首を横に振った。

「俺は……騒ぎが大きくなる前にあいつのところに行ったんだ。実は養子だったって秘こ密とが暴露されたところを見てて、それで……逃がしてやろうと思って。そのときに、きみのことを頼まれた」

「そんな……」

　まさかの事態に、さしもの蒼真も狼狽したはずだ。猶予だってきっとほとんどなかった。なのに、こちらのことに気を回すなんて。

　簡単に想像できてしまうのが、なぜか悔しかった。……そして思い上がりでなければ、彼はきっと、第一に露里を逃がすことを口にした。

　……情けない。本当に、護られてばかりで。

　自覚はうんざりするほどあるのに、また何もできない。

「……気持ちはわかるけど、駆けつけるどころか、まずあいつを捜すところからなんて、あまりに無茶だ」

　自己嫌悪と斯貴の正論で、もはや言うことが思い浮かばない。

　俯き黙り込むしかなくなった露里の手を、斯貴は今度こそ、しっかりと取った。

「行こう」

　斯貴が先に廊下へ出る。軽く腕を引かれて、露里は重い一歩を踏み出した。それを是と解釈した斯貴の先導で、ふたりは廊下を足早に渡る。

　本当にいいのかという迷いと蒼真への心配が、心を後ろへ引っ張る感覚がする。

　未練を飲み下せず、前を見ることができずにいた露里は、廊下の途中、視界の端に捉えた自分でも斯貴でもない足に顔を上げた。

「！　紗埜さ──」

　彼女の存在を失念していたことに気づき、咄嗟に声を上げる。

　しかし、紗埜は目の前を過ぎ去るふたりに反応しなかった。

　その目は呆然と見開かれ、体は硬直している。完全に心ここにあらずといった佇まいだった。

　なぜ──と思ったのはほんの一瞬で、露里はすぐに悟る。聞かれていたのだ、先程の自分と斯貴の話を。

　紗埜にまで、蒼真の秘密が知られてしまった。

　露里ははっとして何か言葉をかけようと口を開くが、何を言ったものか、まるで思いつかない。

　そうしている間も、斯貴は構わず進んでいく。

　結局、紗埜とは視線が交わることさえなく、露里は邸を後にすることとなった。










　薄暗い山の中を、ただひたすらに進む。

　露里は口を衝きかけた「待って」を──別邸を出てからもう何度めになるか──飲み込んで、代わりに、

「あの……どこへ逃げるんですか？」

　という問いを斯貴に投げた。

　すぐに返答はなかった。しばらくの間、草葉を踏む音だけが耳朶を叩く。募る焦燥感が漏れ出そうになる頃、斯貴はようやく言葉を発した。

「……とりあえず、里からできるだけ距離を取りたい」

　答えというには、やや曖昧な返しだった。

『きみがもといた場所──人間の世界だよ』

　拉致監禁騒動の際に斯貴が提示した案を思い出していた露里は、その言葉にひとまずほっとしたような反面、どこに連れていかれるかわからない不透明さに一層不安が増した気もした。

　そして、その相反する心情に釣られて、他の懸念が表層に浮かび上がる。

　──いずれ騒動が落ち着いたら、果たして自分は里に戻れるのか。蒼真のことは誰が助けてくれるのか。事が落ち着く頃、彼は一体どうなっているのか。

　そもそも件の騒動は、何がどうなれば鎮まるのか。

　ひとつ思いつくと、堰を切ったように次々と、懸念が不安という靄をまとって浮上する。そして澱のように積もり、心を埋め尽くそうとする。

　次第に呼吸まで苦しくなって、露里は息継ぎをするように、思いを吐き出した。

「……どうなってしまうんでしょう、これから……」

　斯貴に言っても困らせるだけだとわかっている。けれど、言わずにはいられなかった。

　彼だって不安かもしれないのに。

　罪悪感が少し遅れてやってくる。やはり堪えるべきだったと後悔して、露里が「ごめんなさい」と言おうとした、そのときだった。




「こうなった以上、結婚は絶望的だと思うよ」




　こちらに背を向けたまま、斯貴が唐突にそう言った。

「──え」

「たぶん蒼真は、次期里長の地位から降ろされる。一族だってどうなるか……そうなったらきみは結婚どころか、里にいることさえ許されなくなる。後ろ盾がなくなるからね」

「────」

　足が、止まる。

　必然的に引き留められるかたちになった斯貴は、ここでようやく露里を振り返った。

　泣き出しそうな表情の露里に対して、彼はひどく冷めた面持ちだった。

　憐れみや嘲りの色はない。呆れや諦念も見えない。……ただ、よく見れば、何かを決意しているような、どこか真摯な雰囲気を孕んでいる。

「……ねえ、露里」

　きゅっと、手を繋ぐ力が若干強くなる。

「改めて言うよ。──このまま俺と、遠くへ行こう」

　切実な声音だった。

　甘えるような、懇願するような、そんな声だった。

「……いや、『改めて』っていうのとは、ちょっと違うな。この前は、きみがもといた場所に……って言ったけど、べつにそうじゃなくてもいい。もっと違うところでも──なんなら異国でもいい。もしくは旅をしよう。どこか一箇所に止まらないで、いろんなところを回って──」




「……きみが望む場所に、一緒に行こう。それがどこであっても、何があっても、俺が絶対に護るから」




　だからお願い、という声が聞こえた気がした。

　同時に、耳の奥で被る声があった。




『何があろうと、必ず私が護る』




　蘇る記憶。

　……ああ。

　露里は静かに瞑目する。

　少しの間そうして、それから再び瞼を持ち上げると、繋いでいる手に空いているもう一方を添えて。

　斯貴の手を、そっと外した。

「──つゆ」

「ごめんなさい、斯貴さん」




「やっぱり、わたし……蒼真さんのところに行ってきます」




　斯貴が全身を強張らせたのが、手から伝わってきた。

「助けにきてくれて……それから、さっきのお話も、本当にありがとうございます。……でも、やっぱりわたしは、蒼真さんを置いてはいけない」

　迷いは、もうなかった。

　瞠目している斯貴に微笑んでみせ、踵を返そうとする。

「……っ！　きみに、何ができるって言うんだ！」

　斯貴が叫んだ。

「下手に里へ行って捕まったりしたら、何をされるかわからないんだぞ！　蒼真だってどこにいるか……！　無謀すぎる！」

　確かにそのとおりだと思った。斯貴の言うことは正しい。

　──でも。

「わかっています。……それでも、もう護られてばかりは嫌なんです」

「きみにそれだけの力はあるのか？　あいつを助けに行けるだけの力が！　きみは人間で、相手は妖狐だ。敵うわけがない。護られるのは当然だろ！」

「……違います。わたしは──ただの人間じゃない」

　斯貴がはっと息を飲む。

　一方露里は、想像以上に強い抵抗感に目を細めた。

　自分が普通の人間でないと、はっきりと言葉に出して認めるのに、こんなに胸が締めつけられるなんて思わなかった。

　でもそれは揺るぎない事実で、受け入れると決めたことだ。いまさら気になんかするな。

　ほんの一瞬傷ついたように歪んだ顔を、露里はすぐに毅然としたものに戻す。

　まだ自分の意思では操れないけれど、力そのものは確かにある。だから、言い訳はできないし、しない。

　覚悟の宿った瞳に射貫かれて、斯貴は気圧された風情でぐっと唇を噛んだ。

「……駄目だ」

「斯貴さん……！」

　まだわかってくれないのかと、斯貴の頑なさにいよいよ苛立ちが募りはじめる。

　しかし、そうではなかった。

「ひとりじゃ、駄目だ。……俺も行く」

　斯貴の瞳に、今日、初めて穏やかな色が見えた気がした。

「あっ……、ありがとうございます……！」

　思わず目尻に涙が浮かぶ。

　ぱっと表情を明るくした露里に、斯貴は呆れたように溜息を吐ついた。

「まったく……こんなに頑固だなんて。仕方ない、最後まで付き合うよ。これだけは嫌とは言わせないからね」

　じゃあ急ごう、と斯貴が手をこちらに差し伸べる。

　露里は気を引き締めて、その手を取ろうと腕を持ち上げた。

　──そのときだった。




「ああ、やっと見つけた」







　耳鳴りのするような沈黙。

　それが実際どれほどの時間流れていたのかは定かではないが、破ったのは、蒼真の震えを帯びた詰問だった。

「答えろ、栞凪」

　荒げてはいない。しかし怒気と、怯えに似た色が、その声には含まれていた。

「なぜ、私が──私の出生に関する情報を、知っている」

　誤魔化すのは許さない。そんな念が気迫となって伝わったのか、栞凪はびくりと身を竦ませ、凍りついた瞳で蒼真を見る。

「あ……っ、ぅ、──」

「……お前も、関わっているのか」

　この騒動に。

　上手く言葉が声にならない。が、栞凪は敏感にそれを悟ったらしく、

「違う！」

　と、弾かれたように答えた──絶叫した。

　あまりに悲痛な声色に、蒼真は思わず面食らう。栞凪はそれに釣られるようにしてはっと我に返った素振りを見せた後、「……違うの」とか細い声で言った。

「魅央から聞いたの」

「魅央？」

「天津雪宮うちの巫女で……わたしと歳が近くて、仲がいいの」

　蒼真は眉をひそめた。

　まるで納得がいかない。宮から出ることの滅多にない一介の巫女が、最大の秘匿情報を知り得るはずがない。

　──一体何者だ？

「いまはどこにいる」

「……たぶん、中で織物の準備をしてると思うけど……」

「話を聞きたい。ここに連れてこられるか」

「えっ」

　蒼真の要求に、栞凪は顔色を変える。

「で、でも……その、蒼真がここにいるって知られるのは」

「いい」

　栞凪の言うことはもっともだ。しかしそれ以上に、その魅央という女は何者か、そして何が目的なのか、直接問い質さなければならない。

　看過はできない。

「連れてきてくれ」

「……っ」

　威圧を込めて促すと、栞凪はたじろぐように一歩後退り、やがて苦々しい面持ちで部屋を出ていった。







　……どうしよう。

　部屋を出た栞凪は周囲を警戒しながら、青ざめた顔で必死に思考を巡らせる。

　犯してはならない失態を犯してしまった。

「なぜお前が、私の出自について知っているのか」と、そう問うてきたときの蒼真の目が、脳裏に焼きついて離れない。

　彼に、あんなに険しい視線で射貫かれたことなんて、初めてだった。思い返すだけで血の気が引いて、動悸が一層激しくなる。頭が真っ白になってしまいそうになる。

　あの瞳の前で、誤魔化すなど到底できず本当のことを言ってしまったけれど、これからどうすればいいのか──どうなってしまうのか、見当もつかない。

　話がしたいと言う蒼真の気迫に逆らえずこうして出てきたが──一方で、縋るような思いも確かにあった。

　どうすればいいのか教えてほしい。知られたくない。嫌われたくない。──怖い。このままじゃ、何もかも失ってしまう。

　募る焦燥感のせいか、頭が上手く回らない。

「栞凪？」

　いつの間にか、周囲への警戒が疎かになっていたらしい。

　頭を抱え、じわじわと苦しさの増していく胸を掻き抱きながら宮の中を闇雲に歩き回っていた紗埜は、唐突にかけられた声に不意を突かれ飛び上がった。

　全神経を尖らせて声がした方を振り返る。その先にいたのは、栞凪よりいくらか年上の先輩巫女だった。

「お姉、様……」

　返事のつもりで呟きながら、密かに彼女の顔色を窺う。彼女は目を丸くしているが、栞凪が現在追われる身となっていることは知らず、ただ、いつの間に帰ってきたのかと言いたげな様子だった。

「今日は随分早かったのね」

「え、ええ、まぁ……」

　曖昧な笑みを返した栞凪は、ついと視線の焦点を先輩の顔からその背景に変える。そしてようやく、自分のいまいる場所が、機はた織り部屋に通じる渡殿の近くであることに気づいた──自分以外の巫女たちは皆、連日機織り部屋に詰めて、祭りで使う衣装や布を織っている。

　目の前の彼女も、どうやらそこから出てきたところらしい。栞凪はちらりと織物部屋を一瞥した後、おずおずと尋ねた、

「あの、魅央は中に……？」

「魅央？」

　巫女はひとつ瞬いて、考える素振りを見せる。それから少しの間を置いて、首を横に振った。

「いなかったと思うわ。……というか、今日はあの子のこと、見てない気がする」

「え？」

　思わぬ答えに、栞凪は眉をひそめる。

　巫女は基本的に天津雪宮の外へは出ない。そしていまは祭りの準備期間──すべての巫女が一室に集まり、日夜機織りに精を出す時期だ。だというのに、同じ巫女同士が半日もの間、一度も顔を合わせないことなどあり得ない。こちらの知らぬところでまた何か暗躍しているのかもしれないが、それも過ぎては怪しまれる。

　一体どこで何をしているのか。湧き起こる焦りと苛立ちに、栞凪は内心歯噛みする。

　立てたときは完璧に思えた計画が、ぱらぱらと音を立てて少しずつ綻びていく。どうにかして軌道を修正しなければならない。魅央はどこ。わたしはどう動けばいい？

　千々に乱れていく思考にますます苛立ちが募る。一見どこか焦っている風情の栞凪に、先輩巫女は困ったように眉根を寄せた。

「あの子に何か用だったの？　もし見かけたら、栞凪が捜してたわよって伝えておく？」

「……いえ、大丈夫です。すみませんお姉様、わたしはこれから……その、お母様のところへ参りますので、これで」

　誤魔化すように言うと、巫女は「お勤め苦労様です」と畏まった態度で一礼した後、姉の顔に戻って微笑み、ひらひらと手を振りながら脇を通りすぎていった。

　栞凪はすれ違う際に軽く会釈を返し、怪しまれないよう来た道を戻る。しかし蒼真を匿っている部屋には戻らない。途中で道を変え、八つ当たりするように鋭い目で周囲を警戒しつつ、魅央の捜索を続ける。

　だが、結局彼女の姿は先輩巫女が言ったとおり、宮の中はおろか、境内のどこにも見当たらなかった。

「……なんでいないの……っ！」

　境内にあるすべての場所を回り終える頃には、苛立ちはそれ以上の不安と焦燥に塗り潰されていた。

　どうしよう。どうすればいい？

　視界が暗闇に飲まれていく錯覚に襲われる。蒼真に持たれた不信感を拭う方法が思いつかない。このまま戻って、それでどう振る舞えばいいのだろう。そう思いはするものの、いつまでも戻らないのも怪しまれてしまう。

　どうすることもできず、栞凪は引きずるような重い足取りで蒼真のもとへ踵を返す。その間も、彼をここに繋ぎ止めておく方法を必死に考える。

　──そして、名案の浮かばないまま、部屋の前まで辿り着いてしまった。

　気難しい面持ちで、戸に手を伸ばす。が、触れる直前で体が硬直する。躊躇いと不安が絡みつく。

　ここから逃げ出すことも、一歩踏み出すこともできないまま、時間だけが流れていく。







　栞凪が魅央を捜しに部屋を出ていって以降、蒼真は戸のすぐ脇の壁に頭を抱えるようにして座り込み、掻き回された思考をひとつひとつ解いていた。

　暴かれた秘密。敵となった同胞たち。再び現れた蘇芳。罪人の烙印。逃亡した自分と栞凪。いまいる場所。置かれている状況。魅央という女。

　記憶と情報の整理。

　そして──解決策の模索。

　それがもっとも重要なはずなのに、最後この工程に入ると思考の歯車が途端に錆びつき、最初の工程に巻き戻ってしまう。

　──逃げるな。目を逸らすな。考えろ。

　自分はこれほど臆病だったかと心底うんざりしながら、それでも己を叱咤し、軋む歯車を強引に回そうとする。

　無意識に浅くなっていく呼吸。ぎぎぎという不快な幻聴を堪え、集中しようと躍起になっていた蒼真は、不意に脳を落雷のように貫いた直感に勢いよく顔を上げた。

　以前にも一度体験したことのある、この感覚。

「……露里……!?」

　愕然と呟いた直後、蒼真は己を殴りたい衝動に駆られた。

　一時だけ──しかし確かに、露里のことを失念していたのだ。

　ほんの少し前に彼女の身を案じて飛び出して行こうとしたくせに、他のことに気を取られてそれを忘れるなど、愚かにもほどがある。

　いましがた感じたものは、『徴しるし』の警告だ。

　露里の胸元に刻まれた徴。彼女と蒼真をを結ぶ、誓いの徴。

　それを通じて、彼女の身に危機が迫っていると──彼女が身の危険を感じていると、蒼真は悟った。

　くそ、と毒づきたいのを飲み込み、蒼真は素早く立ち上がる。

　躊躇いなく戸に手をかけ、払い除けるように開けた直後、

「ひゃっ……!?」

「っ……！」

　いつからそこにいたのか、もしくは偶然か。突如視界に栞凪が現れた。

　視線がぶつかったと同時に、お互い反射的に仰け反る。

　いち早く動いたのは栞凪だった。

　魅央の所在を問うか、彼女を押し退けて露里のもとへと走るか。一瞬の迷いに蒼真が体を強張らせた隙に、栞凪は蒼真を部屋へと押し戻した。

「なんっ……で、駄目よ、出てきちゃ！」

「──魅央はいたか」

　必死の面持ちで咎める栞凪に、蒼真は冷静を装い短く問う。

　すると栞凪はびくりと身を震わせ、

「……ごめんなさい、捜したんだけど、見つからなくて……」

　と、肩を縮こまらせた。

　その答えに口惜しく思うと同時に、ならば迷う理由はなくなったと気分を即座に切り替える。

「そうか」と返すが早いか、蒼真は栞凪の横をすり抜けようとする。しかし、栞凪は見逃しはしなかった。

「待って！　どこに行く気なの？」

「離せ。ここに籠もっているわけにはいかなくなった」

「どういうこと？　っ、ちゃんと説明して！」

　抱きつくように掴まれた腕を振り解こうとすると、一層強い力で引き留められる。

　それがやけに鬱陶しく思えて、蒼真は怒気混じりに声を張った。

「露里に危険が迫っているんだ。急がないと」

　たったこれだけの説明をする時間さえ惜しいとばかりに、蒼真は言い終わらないうちに足を踏み出そうとする。が、腕の拘束は緩むどころかさらに力を増して、栞凪の行かせまいという意志がより強固なものになったことを、蒼真に悟らせた。

　逆効果に苛立ち、「離せ！」と怒鳴ろうと息を吸い込みつつ蒼真は振り返る。

　しかし、栞凪が叫ぶほうが先だった。

「──また……っ！　またあの子なの!?」

　涙混じりの怒声が栞凪の喉を裂く。

　面食らう蒼真の胸に、栞凪は縋りつくように体をぶつけた。

「なんで……っ！　どうしてこんなときまで、あの子のことばっかりなの！　蒼真はいま、皆に狙われてるのよ！　捕まったら最後なのよ!?　そんな状況なのに、なんで自分よりもあの子のことを気にかけるの！」

　悲痛な声で叫びながら、栞凪は蒼真の胸を殴り、襟を掴んで揺さぶる。

「あの子よりも自分のことを考えて！　あの子のことなんか忘れて！　あの子のところになんて行かないで、ここにいて──わたしの傍にいて！」

　それはもはや慟哭だった。

　叫ぶたびに鍍金めっきが剥がれ落ちて、下に隠されていた本心が少しずつ露わになる。

　だが、栞凪は気づかない。己の吐き出す言葉の本質が、いつの間にかすり替わり、変化していることに気づかない。

「お願いだから、言うことを聞いて。わたしの言うとおりにして。そうしたら……何もかも、上手くいくから。……ね、お願い」

　徐々に勢いが萎み、最後は本当に縋るような口調になった。

　栞凪が蒼真を見上げる。目尻にはうっすらと涙が浮かんでいる。

　こちらを見つめる濡れた藤の瞳に、蒼真の動きが思わず鈍る。

　どこか奇妙な静寂の中、蒼真は、なんとなくそうすべきな気がして、そろそろと腕を持ち上げ──そして栞凪の背に触れる瞬間、はっと手を止めた。

　いま、自分は、露里を見ていた。

　栞凪であるはずの存在に、彼女の幻影を見ていた。

　これは、この状況は、まるで──

「栞──」

　戸惑いからか、蒼真は明確な意図もなく幼馴染みの名を呼ぶ。

　しかし、それは途中で飲み込まれた。

　柔らかい感触が口を塞ぐ。

　視界が何かに覆われて、視線は雫の浮かぶ『黒』に縫い止められる。

　やがてそれが離れていくまで、蒼真は、体はおろか呼吸さえ無意識に止めていた。

　……は、と。

　どちらともなく短い吐息がこぼれる。

　それからしばらく奇妙な静寂は続き──破ったのは、やはり栞凪だった。

「……すき」

　栞凪の頬を、雫がひと筋伝う。

「好きだよ、蒼真。だから行かないで。ここにいて。……お願い……」

　こちらを見つめる藤色の瞳。それに目の焦点が定まったとき、蒼真は悟った。彼女もまた、自分を『個』として見てくれていたことを。

　そして同時に、どこかがすっと冷えていく感覚を覚える。




　──夢から覚めたような心地だった。




「ねぇ、蒼真──」

　無言で立ち尽くす蒼真に、栞凪が焦れた風情で言い募ろうとする。

　そのときだった。

「出てこい栞凪！　いるんだろう!?」

　この天津雪宮で聞くはずのない低く凄まじい怒号が、聖域に満ちる静謐な空気を引き裂いた。







　熱いようでどこか冷えきった沈黙。じわじわと後悔と不安を染み込ませてくるそれが堪らなくなって、「ねぇ、蒼真」と栞凪は頼りない声を発する。

　だが、実際に沈黙を打ち破ったのは、招かれざる来訪者の怒鳴り声だった。

　すぐに声の主が何者か悟る。

　栞凪は急いで部屋を飛び出し、本殿前の参道を見る。果たしてそこには、数日前に栞凪を計画に引き込もうと画策し、そして後に引き込まれた、あの男たちがいた。

　誰の許しも得ずに境内へ踏み込んできた挙句、大声まで上げるなんて、と、そんな場合ではないのに、巫女らしい怒りを覚える。

　ふと視線を巡らせば、機織り部屋の戸が隙間程度に開かれて、そこから怒声に驚いた巫女たちが何事かと様子を窺っていた。

　舌打ちしたい衝動を堪え、栞凪は早足で男たちのもとへ向かう。

　こちらの姿が目に入り安心したのか、背後で機織り部屋の戸が閉まる微かな音がした。

　一方男たちは、現れた栞凪に「どういうことだ！」と間髪入れず声を荒げた。

「話が違うぞ栞凪！　俺たちはあの人間の娘を里から追い出す計画を実行するんじゃなかったのか!?　なのになぜ蒼真様を……」

「それよりもだ！　蒼真様が偽者とは一体なんだ!?　こんなことを暴いて、人間どころの問題じゃないぞ。里は滅茶苦茶だ！」

「そのうえお前は蒼真様を連れて逃げるし……蒼真様もここに匿ってるのか!?　それともうひとりの奴は──」

「うるさいっ！　静かにして！」

　口々に喚き散らす彼らに、栞凪はそれを上回る声量で怒鳴った。

　気圧された男たちが口を噤む。それでもなお瞳は怒りに燃え、栞凪を睨みつけてくる。

　栞凪は毅然と彼らを睨み返し、努めて冷静な声音で言った。

「あの子を里から追い出すという目的は変わらないわ。そのために蒼真を……少し、巻き込んだに過ぎない」

「過ぎないだって？　こんな、里の根幹が揺らぐような騒ぎにしておきながら、大したことないっていうのか、お前は？」

　信じられないという面持ちで責めてくる男のひとりに、栞凪は「そんなことわかってるわよ！」と怒鳴りたくなる。

　ろくに事情も知らないくせに、表面上利用されているだけのくせに、この手段を取ったことでわたしがどれほど苦しんでいるか理解できないくせに、口先だけは偉そうなことを。

　苛立ちと焦燥がとぐろを巻き、思考を荒ぶらせる。

　気を抜けば口から飛び出しそうになるそれを全力で押し込め、栞凪は続けた。

　──何かを思い出しながら。

「……心配しないで。蒼真の立場はこれまでと変わらないわ」

「は？　馬鹿を言え、里長一族の血を引いてないとわかった以上、里長の座に就かせるなんてことは──」

「始祖様の血、でしょ」

　反論した男を睥睨し、黙らせる。

「蒼真はわたしと結婚する。巫女一族わたしが蒼真をもらうの。そして男の子を産めば、始祖様の血を引く次つ代ぎの里長が生まれるでしょ」

　決定事項であるかように淡々と語る栞凪。いつもとは違う雰囲気の彼女に、男たちは戸惑いつつも食い下がる。

「そ、そりゃそうだけど……それじゃ『次期里長』はあくまでお前たちの息子であって、蒼真様のお立場はやっぱり変わるじゃないか」

「変わらないわよ」

　栞凪は繰り返す。

　だが、思い直したように「……いえ」と呟いた。

「確かに変わるわね。でも失うわけじゃない。蒼真は里長になるわ」

「は……!?　何を言ってる!?　蒼真様は里長──始祖様の血を引いていないんだぞ！」

「だからと言って。これまで里の皆がどれほど蒼真に助けられてきたか、彼がどれほど里に、皆に尽くしてきたか……忘れたとは言わせないわ」

　脅すような口調と視線に、男たちはたじろぐ。

　栞凪はさらに続ける。

「蒼真が養子だったという事実が里全体に広まってしまった以上、里長一族をなんの処分もなく赦すということはできないでしょう。だけどできるだけ穏便に済ますべきだわ。だから……道玄様には、すぐに里長の座を退いていただきます」

　──奇妙な感覚だ。

　議論をはじめた途端、頭はいやに冷静になり、言葉がすらすらと詰まることなく出てくる。なのに、こうして言葉を紡いでいるのが自分だという意識がどこか薄い。耳の奥で、自分の声に被せて響く、ぼんやりとくぐもった声がある。そのせいか、まるで輪唱でもしている気分になる。

　男たちが自分の冷徹な態度に慄おののいていることに、栞凪は気づかない。

　虚ろな目で、耳の奥、頭の中で響く朧な声を聞きながら、淡々と語る。

「そうしたら、里に長がいなくなる。里長の座を空席にはしておけない。だから蒼真をその座に就ける。道玄様を除けば、蒼真がもっとも里長に相応しいもの。そしていずれその地位は、わたしと彼の子に継承される。そうすれば、里長はいなくならないし、一族も途絶えない。──蒼真は何も失わない」

　ね？　と、栞凪は男たちを見て小首を傾げる。

　ああ、そうだ。これでいい。魅央の提案も確かこうだった。……そうだっけ。まあいい。どちらにせよ問題はない。

　出任せでしゃべって、確信が後から追いついてきたような余韻。当人がそんなつもりでいるとは知る由もない男たちは、言葉を失い青ざめる。

　短い沈黙。

　余韻が消える頃、栞凪は残る問題に気がつき顔をしかめた。

「あとは、あのひとをなんとかしないと」

「あ……あのひと？」

　おそるおそるといった体で、男のひとりが訊き返してくる。

　頭が回っていないのが一見してわかるその態度に眉根を寄せつつ、栞凪は指摘した。

「あなたたちと一緒にいた、蒼真によく似たあのひとよ」

　途端、男たちは色めき立った。

「そうだ、あいつ！」

「あいつはどこに行った!?」

「え？」

　完全に予想外の切り返しだった。

　いないの？　と、栞凪は子どものように尋ねる。すると男たちは、栞凪もかの人物についてよく知らないらしいことに戸惑った様子を見せた後、切迫した調子で話しはじめた。

「どこからか俺たちの前に現れて『自分は蒼真の双子の弟だ』って名乗ったかと思えば、『あいつの化けの皮を剥がしに行くんだろう』なんて訳知り顔で言い出して。てっきりお前か、あの魅央って巫女の差し金で来たんだろうと思ってたんだが……あいつ、いつの間にか姿を眩ませやがった」

　自分ではない。ではやはり魅央が連れてきたのかと確信する一方で、あの人物への不信感がさらに増す。

　本当に、彼をどこで見つけて、どうやって協力を得たのだろう。

　親戚の中で、蒼真の次によく知っているはずの魅央が、得体の知れない人物のように思えてやまない。

　親友に対して着実に深まっていく疑念。眉をひそめて考え込む栞凪に、ひとりが悔しそうに口を挟んだ。

「というか栞凪、お前が蒼真様を連れて逃げたのはともかく、あの巫女──魅央っていったか？　あいつはどこで何をしてるんだ？　せめてあいつを寄越して、いまの詳しい話をもっと早くに聞かせてくれていればよかったものを。これじゃ使いっ走り──」

「──待って」

　いま、聞き捨てならないものを聞いた。

　直感が先行している。栞凪は記憶を手繰り、耳にしたばかりの男の言葉を反芻する。

　そして。




「魅央は、そっちにいないの？」




　愕然と呟いた、その直後だった。

「あっ！」

　と、男たちのうちのひとりが、栞凪の背後に視線を向け声を上げる。

　閃いた嫌な予感に栞凪が振り返ると、

「っ──蒼真！」

　疾走する後ろ姿。

　反射的に叫んだ栞凪は、気づけばその背を追って駆け出していた。







「ああ、やっと見つけた」

　耳慣れない声だった。

　あまりに唐突な第三者の気配に、露里はびくりと全身を硬直させる。一方斯貴は目を剥き、間髪入れずに声が飛んできた方向に視線を遣る。

　それを追っておそるおそる背後を振り返った露里は、やや予想外な闖ちん入にゅう者しゃの姿に「え？」と瞬いた。

　声の主は巫女だった。一見、露里より少し年上のようだが、容姿自体は大人というよりも少女の域にある。彼女は笑みを浮かべて、こちらを見ている。

　先程の言葉が安堵したような響きだった時点で引っかかりを感じていたが、その姿を見たことで、露里はいよいよ深まった疑念に眉根を寄せた。

　追っ手──では、おそらくない。こちらを捜していた様子だが、声音や表情に害意は読み取れない。そのことにほっと胸を撫で下ろしたくなるが、では彼女はなぜ自分たちを捜していたのかという疑問がそれを阻む。

　それに、彼女はまず間違いなく巫女一族の者だ。かの一族の女性は、天津雪宮から滅多に出てこないはず。なのにそのひとりがこうして境内の外にいるのは──つまりどういうことだろう？　自分たちの捜索に天津雪宮が動いている……というわけでもなさそうだ。

　そんなふうに勘繰っていると、腕をぐいと強く引かれた。

　よろめいて数歩後退する露里。それと入れ替わるかたちで斯貴が前に進み出、件の巫女と対峙する。

　斯貴は露里を庇うように片腕を上げ、巫女を睨み据えた。

「……何をしに来た、魅央」

　警戒心を隠そうともしていない声音を、魅央と呼ばれた巫女は意に介さないようだった。慈しむような視線を斯貴に注ぎ、ぱちぱちと拍手をしながら、ゆっくりとした歩調でこちらとの距離を詰めてくる。

「上手く連れ出せたのね。おめでとう斯貴」

　斯貴が片足を一歩後ろへ引き、わずかに背を屈める。

　敵意を放つその動きに、魅央はおどけるような素振りを見せ、足を止めた。

「っと……やだ、脅かさないでよ」

「何をしに来たって訊いてるんだ」

　微苦笑を浮かべる魅央に、斯貴は険しい表情で繰り返す。

　互いに互いを計るように見つめ合うふたり。少しの沈黙。

　それを破ったのは魅央だった。彼女は再度露里をちらと見遣り、斯貴に囁く。

「それで？　行く当てはあるの？」

「……お前には関係ない」

　表情に苦いものを滲ませて、斯貴が答える。が、魅央はそれを聞いて目を細めた。

「駄目よ、あなたが絆ほだされちゃ」

「……っ」

　釘を刺す言葉に、斯貴は息を飲む。

　この女──聞いていたのか。

　一体いつから、と思うと同時に、まるで裏切り行為に勘づかれたような戦慄を覚える。……べつに自分は、この女の仲間というわけではないのに。

　不意打ちのような警告に思わず体が強張る。その一瞬の間に、魅央はするりと斯貴の間合いに滑り込み、伸び上がって彼の頬を両手で包んだ。

「ここまで来たのに、すべてを無駄にするつもり？　あの子の意志を尊重する。それはとても素敵なことだけれど、あなたはそれで最後の可能性を失うわ。わかってるでしょう？　あの子が蒼真様と合流したら、もうあなたの入り込む余地はない」

「それは──」

「露里は完全に──未来永劫、蒼真の所有物ものになる」

　それでもいいの？　と。

　昏い瞳が、こちらの深淵を覗き込んでくる。

　頭の中で、彼女の呪詛のような言葉と警鐘がない交ぜになって反響し、思考に靄がかかっていく。

　彼女の双眸から目が離せない。

　魅央と見つめ合ったまま硬直する斯貴。その背に不穏な気配を感じて、様子を窺っていた露里は彼の袖を控えめに引いた。

「……し、斯貴さん……？」

　声をかけると、斯貴の肩がはっとしたように跳ねた。ぎこちない動きで振り返った彼の顔色は悪く、目はどこか様子がおかしかった。奇妙な熱がこもっているような、葛藤しているような、そんな色が見える。

「どう、したんですか？　そのひとは……」

　途中からは聞こえなかったが、最初のほうのやり取りを聞く限り、斯貴とこの女性──魅央は顔見知りのようだと察しがつく。ただ、斯貴の「何をしに来た」という第一声と態度から、彼が事前に呼んでおいた協力者というわけではないらしい。

　おそるおそる魅央に視線を遣る。目が合うと、彼女は穏やかな微笑みを見せた。

　……わからない。敵と味方どちらなのか、何を考えているのか。払拭できない疑念のせいか、その微笑が、こちらを見る目が、なんだか不吉なものを孕んでいるように思える。

　そんなこと思っていると、魅央の唇が開いた。

「わたしは──」

　しかし魅央は、そこで何かに気づいた風情で視線を逸らした。

　怪訝に思い、露里も魅央が見ている方へ首を回す。

　直後、遠くから草葉を蹴散らす音が耳に届いた。真っ直ぐにこちらへ向かってくる。

「──あ」

　音とともに迫ってくる人影。それが誰か認識した露里は、瞳を大きく見開いた。

　──ほぼ同時に、斯貴も気づく。

　まずい、と思わず表情が歪んだ。

　──そして、魅央はそれを見逃さない。

　ほんの一瞬、目つきが鋭くなる。接近してくる影に気を取られている斯貴に、彼女は掠めるように耳元で囁く。

「──ほら。奪られちゃうわよ」




　斯貴の鼓動が、ひと際大きく跳ねた。




「露里！」

　色を失った叫びとともに、蒼真が三人のもとに駆けつける。

　彼の無事な姿に、露里の瞳が潤む。いまにも泣き出しそうな表情で応えようとして、息を吸い込む。

　震える唇で愛しい相手の名を呼ぶ──その声は、しかし、ぼうっという何かが激しく燃え上がる音に掻き消された。

　──え、と瞠目する露里の視界に、青い光が閃く。




　戦闘がはじまった。




　妖術だろう、斯貴の周囲に青い炎がいくつも現れては蒼真に向かって飛んでいく。それを蒼真が、白刃を閃かせ打ち払う。

「し──斯貴さん!?」

　何がなんだかわからない。

　困惑するまま、もしくは止めたいがためか、自分でも判然としない声音で叫ぶ。だが彼の意識は蒼真にだけ集中しているのか、届いた様子はない。

　蒼真はなんとかこちらに近づこうと試みているようだった。剣を振り、炎を消しつつ地を蹴っている。だが、弾幕さながらに次々と飛来する炎がそれを阻む。

　苛立たしげな蒼真に対して、斯貴もどうやら、炎がことごとく払われることに腹立たしさを覚えたようだった。

　新しい炎が出現する。それは弾のように飛んでいくのではなく、うねる龍のような姿で蒼真に襲いかかった。

　これまでとは比較にならない激しい攻撃に、露里は息を飲む。さすがの蒼真も剣で対応するのは無理と判断したらしく、転がるようにして大きく横に飛び退すさる。

　龍は蒼真が立っていた地面に頭を激突させる。続く胴は一層大きく身をくねらせて、辺りの草木を薙ぎ払った。不思議なことに、炎は山に燃え移らなかった。しかし、一部が蒼真の肩のあたりを掠め、着物を焦がす。

　蒼真の表情が歪み、駆ける足が止まった。それを隙と見たか、斯貴が動いた。

　彼ひ我がの距離が詰まるのは一瞬だった。たったひと蹴り。抉れて飛んだ土が目に入りそうになって、咄嗟に閉じた瞼を再び開けたときには、斯貴の手が蒼真の胸倉を掴んでいた。

　ぐっという呻きが蒼真の口から漏れる。次の瞬間、彼は後方にあった岩に叩きつけられた。凄まじい腕力で投げ飛ばされたのだ。

「蒼真さん！」

　絶叫した露里は、反射的に飛び出そうとする。そのとき、腕を掴まれた。

　驚いて振り返る。魅央だった。

「駄目ですよ、露里さん」

　柔らかな声音に反して、腕を掴んでいる彼女の手の力は異様に強い。ぎりぎりと締め上げられて、指の感覚が徐々に麻痺していくほどに。

　寒気が走る。怯えた面持ちで凍りつく露里に魅央は言う。

「行きましょう」

「えっ、ちょっ……！」

　露里は咄嗟に抵抗した。重心を後ろにやって、足を踏ん張る。どうやら総体的な力はそれほどないらしく、歩き出そうとした魅央は逆に引っ張られるかたちになった。

「さあ」

　急かすような語調だが、穏やかな笑顔は崩れない。

　魅央という人物が、理解できない。底知れない不気味さが、露里の中の恐怖心を膨らませていく。

　半ば恐慌状態になって、腕を掴み続けている彼女の手を振り解こうともがく。しかし、力はまったく緩まない。どれだけ振り回しても、逃がすものかと言わんばかりに食らいついてくる。

　そんなことをしている間も、背後では蒼真と斯貴の戦う激しい音が響いている。

　魅央から逃れようと足掻くことに次第に形振り構わなくなりはじめた露里は、

「──あら」

　という唐突な魅央の呟きにはっとして、彼女の視線を追った。

「……どういう状況なの、これは」

　愕然とした声の主。第三の乱入者。

　それは栞凪だった。

　走ってきたらしくはぁはぁと荒い息を継ぎながら、激しい戦いを繰り広げている蒼真と斯貴、そしてこちらを交互に見遣り、戸惑いながらも険しい表情をつくっている。

　その視線が最終的に据えられたのはこちら側──しかし露里ではなく、魅央のほうだった。

「説明して魅央。一体──」

「栞凪。丁度よかった」

　殺伐とした状況にそぐわない、まるで日常にいるような邪気のない声だった。

　毒気を抜かれて目を丸くした栞凪は、怪訝そうに眉根を寄せる。

　そんな彼女に魅央は、

「ほら、好機よ」

　と、露里の腕を唐突に放した。

　抵抗を続けていた露里は、急に解けた拘束に思わずよろめく。

　なんのつもりだ、という目で魅央を見る露里と栞凪。

　対して魅央は、栞凪を真っ直ぐに見つめ──言った。




「栞凪。その子を殺しなさい」




　──は？

　という呟きは、掠れた吐息となって虚空に消えた。

　まだ戦いの音は止んでいない。だが露里は、女性たちこちらの空間には沈黙が満ちた気がした。

　……そう、沈黙だ。

　栞凪が──何も言わない。

　目の前にいる自分を殺すよう突然促されて、動揺した気配もない。

　背筋を氷塊が滑り落ちる。心臓が潰れ、呼吸が止まる。

　──振り返る。




　輝きの失せた藤色の双眸が、こちらを凝視していた。




　全身が総毛立つ。

　体の内側に恐怖という糸が張り巡らされ、指一本動かない。

「殺せばすべてが終わる。あなたは一番大切なものを取り戻す。憎い、妬ましい、狂おしい──その感情に終止符を打ちましょう」

　まるで水底にいるかのごとく遠く響く声。それは栞凪に注がれる。

　露里の両肩に、魅央の手が乗った。

　──瞬間、額縁の中にある絵のように感じていた視野が、一気に現実味を帯びた。

　虚ろだった表情を憎悪に染め、栞凪が手をこちらに向かって伸ばしてくる。

　露里は無我夢中で腕を振り回し、背後にいた魅央を突き飛ばすと、勢いよく踵を返して駆け出した。

　すぐに忙せわしい足音が後を追ってくる。

　一層掻き立てられる恐怖感が、蔓となって足に絡みつく錯覚。何度も転びそうになりながら、それでも必死に走る。追いつかれたくない一心で、そこかしこに生えている木々を縫うようにして逃げる。

　頭は酸欠状態で思考回路はろくに働かない。だが、そんな有様でも理解できることはあった。

　栞凪の敵意は本物だ。

　魅央の甘言が彼女の中にあった引き金を引いたようではあったけれど、それによって噴出した感情はきっと彼女自身のものだ。

　だって栞凪は、蒼真がずっと昔から好きだったのだから。

　……自分にも覚えがある。

　誰かに嫉妬する気持ち。愛しいひとの隣を他人に奪われる気持ち。

　もやもやして、苦しくて、心がささくれ立つ感覚。どうしようもない不快感。

　慕うようになって半年も経たない、傍に寄り添える立場を追われてたった数日──それも一日のうちすべての時間というわけですらない自分でこうなら、その何倍もの時間彼を想い、寄り添い続け、そしてそれをある日突然永久に奪われた彼女のそれは──もはや計り知れない。

　一体どれほどの苦痛だっただろうと想像して、ますます胸が苦しくなる。

　気づけば露里はどことも知れない場所で立ち止まり、体をくの字に折ってぜいぜいと荒い息を継いでいた。

　止まっては駄目だ、走らなければと逸る気持ちとは裏腹に、体は限界を訴える。

　鉛のように重たい脚を、底を突きかけている体力を振り絞り引きずる露里。

　はやく……早く、速く！　追いつかれたら、捕まったら──。

　憎悪に燃える藤色の双眼が脳裏に閃く。

　どうしよう。どこへ逃げれば、何をすれば、この状況を打破できるだろう。捕まればきっと殺される。だから逃げなければいけないけれど、ずっと逃げているだけではいけない。どうすれば栞凪を止められる？

　ふらふらと彷徨いながら、露里は考える。考えてしまう。

　思考することに意識が傾き、無意識に足の速度が落ちていく。

　何回目かわからない『どうすれば』が頭を過ぎったときだった。

　太い縄か鞭がしなるような、風を切る音がした。そしてそれを知覚した直後、露里の背に焼きつくような激痛が走る。

　打ぶたれたのだと理解したときには、露里は受け身もまともに取れないまま地面に倒れ伏していた。

　衝撃で視界に銀の火花が散っている。強烈な痛みを耐え、がくがくと震える肘を精一杯張ってなんとか起き上がろうとする。

「っ、く……っ！」

「────」

　短い言の葉。

　露里ははっとして体を翻した。開けた視界が、半透明の鞭を捉える。

　だが、そこまでが限度だった。避ける間も与えず、鞭は唸りを上げ無防備な露里の顎を打ち据える。

　発砲音さながらの壮絶な音がして、露里の意識は飛んだ。







　──少し遡る。




　有り体に言って、蒼真は苦戦を強いられていた。

　なぜかといえば、こちらから攻撃を仕掛けることを実質的に封じられているためである。

　仮にも斯貴は第二の里の長、菱路の息子だ。そしていまは、我が第一の里の大切な客分でもある。その彼に重傷を負わせることは間違っても許されない。

　そして、蒼真の最大にして唯一と言ってもいい戦いの術すべは──剣。

　本気を出せば間違いなく禁を犯す。ゆえに振るってはいるものの、慣れない手加減に翻弄され、決着に踏み込めない。

　しかし斯貴は、蒼真が第一の里の要人であることなど微塵も気にしていないようだった。悪鬼のような形相で、妖術と体術を乱れ打ってくる。

　……迸ほとばしる殺意は異様に強い。蒼真はそれをどこか不自然に感じながらも、隙のない猛攻に深く考えることができずにいた。

　飛来した炎を払えば逆側から蹴りを見舞われ、受け流したと思えばそれは幻術であり、一拍遅れて本物の脚が首を刈り取りにかかってくる。咄嗟に片腕で庇い、手首を返してその脚を掴もうとするも、斯貴は俊敏な動きでそれを回避し、後方に飛び退すさる。そして彼が着地すると、同時に地面から先が尖った拳大の岩が複数生み出され、蒼真を目がけて飛んでくる。

　それを腰に帯びていた鞘で打ち落とす蒼真。だが数が多く、打ち漏らし避け損ねたいくつかは肩や頬、太股などを穿った。

　致命傷ではないものの、肉を削がれた痛みにさしもの蒼真の口からも呻きがこぼれる。

　砕けそうになる膝をぐっと堪え、蒼真は斯貴を睨んだ。

　斯貴は肩で息をしながら、同じように蒼真を睨んでいた。

　ほんの数分の攻防だがその展開は目まぐるしく、消耗はふたりとも同様に激しい。……いや、わずかにではあるが、斯貴のほうが蒼真よりも疲弊している様子だ。

　すぐにそれを察知した蒼真は、彼から目を逸らさないまま思考を巡らせる。

　このまま行けば、おそらく斯貴が先に根を上げる。……いや、わからない。こちらも先程投げ飛ばされて受けた損傷の影響で動きが鈍っている。油断はできない。それに、この男は強い。妖術を使うだけでなくあれほど動いて、まだ余力があるように見受けられる。

　──何より、あまり時間をかけたくない。

　姿を消した露里と、もうひとり──おそらくあれが魅央であろう。ふたりのことが気がかりだった。

　彼女たちがいなくなったことに気づいたのは少し前。

　斯貴に投げ飛ばされ、体勢を立て直してから三分間ほど──体感なので当てにはならないが──攻防を繰り広げた後だった。

　それまでずっと頭の隅で鳴り響いていた徴の警鐘が、突然ひと際激しくなったのだ。

　一体何が、と斯貴の攻撃の隙を見て確認したときには、すでに遅かった。

　そして、そのとき気づいた。

　──斯貴は囮か。

　なぜ自分はまんまと斯貴の戦いに乗って、露里の救出を後回しにしたのか。駆けつけたとき、遠くから魅央の姿を捉えて、警戒しなかったわけでもないのに、なぜそれを土壇場で失念した？

　──また自分は、同じ過あやまちを繰り返している。

　己に対する怒りが湧き起こる。が、いまはあえて無視する。

　まずは斯貴をどうにかしなければ。幸いなことに、露里の気配はさほど遠くには行っていない。全力で駆ければすぐに追いつく距離にいる。

　そう思いを改めたときだった。

「お前に彼女は幸せにできない」

　斯貴が地の底から響くような声で言った。

「お前は彼女を不幸にする。だから俺が、彼女を救い出すんだ」

「どういう意味だ」

　呪詛のような言葉に、蒼真は毅然と返す。

　しかし、それは悪手だった。

「お前は偽者だった！」

　その怒号を合図に斯貴の背後が青く燃え上がり、瞬く間に龍の姿となって襲いかかってくる。

　先刻のものよりも数段大きく苛烈なそれに、さすがにこれは不味いと直感した蒼真は、妖狐本来の姿に転じた。

　白く染まった髪を靡かせながら跳躍し、龍の猛攻を回避する蒼真を睥睨して、斯貴は憎悪に塗まみれた声で怒鳴る。

「里長の実の子ではなかった！　そうと知りながら、今日まで皆を欺き続けた！　その結果どうなった!?　お前は皆の信頼を、立場を、何もかもを失って──露里を本当の地獄に突き落としたんだ!!」

「────」

　蒼真は、何も言えなかった。

　斯貴の言う『地獄』がどういう意味か、すぐに理解ができた。

　──露里は最初から、この里に味方がいなかった。住民たちは皆、人間を憎んでいたからだ。それでも比較的平穏にここに留まっていられたのは、ひとえに蒼真──里長一族の後ろ盾があったがためである。住民たちは露里を疎ましく思いながらも、「仮にも次期里長である蒼真様の許嫁なら無闇に害するのはいけない」といった考えを、暗黙のうちに持っていた。

　だが、蒼真が皆の信じる存在ではなかったと明らかになって、その守りは失われた。




　何もかもを失った自分は、露里をも道連れにしたのだ。




　……理解していたはずだ。自分がこんな状況に陥ったために、露里にも危険が及ぶことを、自分は確かに理解していた。

　なのに、いまされた指摘が、さらに心を深く抉って、比較にならない絶望感を流し込んでくる。それは蒼真の内側を染め上げて、思考能力を奪う。そして。

　空中で意識が現実から乖離しかけた蒼真は、うねりを上げて昇ってきた青い龍が開く顎あぎとに、落ちて呑まれた。

　逆巻く炎が全身を灼く。

　龍は全身を天へと昇らせると、翻って地へと落ちて波状に広がり、消えた。

　そして蒼真は──耐えきれず、その場に倒れ伏した。

　焼け焦げた全身が、溶けるように平時の姿に戻る。

　喉も当然焼かれていて、浅い息を継ぐことさえ激痛が伴う。立ち上がるための支えとする腕を動かすのもままならない。

　そんな蒼真の耳に、冷徹な宣告が届く。

「……終わりだ、蒼真」

　手元にあった剣が抜き取られる。

　視界にその煌めきが映る。

　迫る己の死に、喉に力が入った。

　まだ、と潰れた声を渾身の力で絞り出す。

　──しかしそれは掻き消された。

　突如響いた、狂喜の笑声によって。







　意識が途切れたのは、本当にほんの一瞬だったらしい。

　我に返った露里は、まだ山の中にいた。……ただ、状況はいくらか変化している。

　露里は、まさにいま絞め殺されそうになっているところだった。

　ふたつの手が首を掴み、気道が親指で潰されている。さらに、足は宙に浮いている。

　上向いている顎を下げることができない。視線だけを下へ向ける。喉を容赦のない力で掴んでいるのは、藤色の瞳を金こん色じきに変じさせた栞凪だった。

「ぁ、が……はっ……！」

　栞凪さん、と呼びかけようとしても案の定、呻きと表現することさえ難しいような、肺の中の残り滓かすしか吐き出せない。

　赤を通り越して紫になりつつある顔で、露里は必死にもがく。

　そんな彼女に、栞凪は怨嗟の声が浴びせかけた。

「あなたさえ……あなたさえ現れなければ……っ！」

　栞凪の中の憎悪が膨れ上がり、火勢を増す。

　──そうだ。何もかも、露里が悪い。

　この女さえいなければ、こんなことにはならなかった。こんなことをしなくてもよかったのだ。

　わたしが蒼真の隣から追い落とされることも、嫉妬に身を焦がされることもなく。蒼真の秘密は秘密のままで。里は変わらない平穏が続いたはずなのに。

　すべての原因はこの女だ。

　許さない。赦さない。認めない。

　そう心の中で繰り返すたび、何年も積み上げ続けそして一瞬で台無しにされた恋心を反芻するたび、体の中に満ちる憎悪の色は濃くなって、手に力がこもっていく。

「──、っ──、──っ」

　断続的に聞こえていた、ぷつぷつと水面に上がってきては弾ける泡のような音が、やがて止やんだ。

　ずしりと、手にかかっている負担が増す。

　栞凪の中の荒波が、ふっと鎮まった。

「──あ」

　間の抜けた声が、唇の隙間からこぼれ出る。

　瞬間、指先から腕を伝って、筆舌に尽くし難い、まるで侵蝕されるような感覚が一気に押し寄せてくる。

　自分という存在が真っ黒に塗り潰される錯覚に襲われて、栞凪は思わず手を離した。

　ぐしゃっという音が耳朶を打つ。

「──あ、ぁ、ああっ……」

　勝手に足が後ろに数歩下がる。

　踵が何かに躓いて、栞凪は尻餅をついた。

　そのときだった。




「は────はははははははははははははは!!」




　狂喜の哄笑が、空を裂いた。





６




　突如耳朶を打ったけたたましい笑声に、栞凪はぎこちない動作で振り返る。

　いつからそこにいたのだろう。

　見遣った先には魅央がいた。力なく倒れている露里を大きく見開いた目で凝視し、頬を紅潮させて、歓喜に震える己の体を抱いている。

「……魅、央……？」

　いままで見たことがない親友の姿に、栞凪は呆然と呟く。

　それが耳に入ったのか、魅は恍惚の面持ちで栞凪を見た。

「ああ栞凪、よくやったわ。本当によくやった！　これでようやく──」

　上擦った声で栞凪を讃えた魅央は、不意に言葉を切る。そして再び、露里に熱を帯びた視線を向けた。

　瞳がにぃと三日月に歪む。それを目撃した瞬間、栞凪は心臓を直接掴まれたような錯覚に襲われる。

　得体の知れない怖おぞ気けに息を飲む。

　栞凪の中にある恐怖が己に対するものにすり替わっていることに、気づいているのかいないのか、魅央は引き寄せられるような足取りで露里の方へ歩いていく。

　そして彼女の傍らに膝をつくと、その上半身を、まるで大切な壊れものを扱うような手つきで抱き起こした。

「……？　何を──」

　するの、というところまで、口にできなかった。




　皮膚が、肉が引き千切れる、小さくて鈍い──それでいて耳にこびりつく音が、栞凪から声を奪い取った。







　狂喜の滲む笑声が、木霊となって響く。

　それを捉えた斯貴は反射的に振り下ろそうとした剣を止め、首を巡らせる。

　いまのはなんだ。誰かいるのか？

　そう思った瞬間、何かが引っかかった。

　視界が狭い気がする。どこか頭が朧気だ。何かを見失っているような、何かに囚われているような。そんな気がする。

　誰か──誰かいたはずだ。自分がここにいるのは……そう、露里だ。露里を助けるために、俺は……この男を。

　霧の向こうに伸びる糸を手繰るように、斯貴は沈思する。そして、視線を足元に──そこに転がる蒼真へ遣った。

　──瞠目した。

　先程まで虫の息だった蒼真が、苦しげに喘ぎながらもなお立ち上がろうと……否、どこかへ向かおうとしていた。

　爪を立てて抉るように地を掻き、軋む体を引きずる。全身を苛んでいるであろう激痛に耐えるため、歯を食いしばりながら。

　しかし意識はこちらではなく、どこかべつのところを向いているらしい。凄まじい気迫の宿った双眸は、ひたすら前を睨んでいる。

　この男は、一体何を見ているのか。

　それはすぐに解が出た。

「……つ、ゆり……っ！」

　血反吐を吐くように絞り出された声に、斯貴ははっと息を詰めた。

　──そうだ、露里。

　霧が吹き飛ぶ。夢うつつの状態から覚醒したような感覚を覚えた直後、流れ込む水のごとく、失念していたことを思い出す。

　露里。そして魅央。ふたりはどこだ。

　蒼真に気を取られすぎていた。自分でも不可解なほどに。露里をあの信用ならない女とふたりきりにして放置してしまった。なぜ。問うまでもない、魅央がそう唆したのだ。

　目まぐるしく展開する思考。やがて斯貴は、ひとつの──そしておそらく蒼真と同様、もしくは彼より一歩先の──結論に辿り着く。

　露里の身に、何かが起きた。

　魅央が彼女に何かをした。

　先程響いた木霊は、あの女の哄笑だ。

　根拠はないが確信する。

　しまった、と思わず歯噛みした斯貴は、全霊を以て這いずり続けている蒼真を一瞥した。

　殺してやりたい。いまがまたとない好機だ。──でも。

「──くそっ！」

　苛立ちのすべてをこめてそう吐き捨て、握っていた剣を蒼真の頭のすぐ近くの地面に突き立てる。

　鈍い音とともに深々と刺さった刀にはっとする蒼真。斯貴は構わず、笑声が発された場所へと駆け出した。







　着物を乱暴にはだけられ、露わになった白く細い肩。

　肩そこから首にかけた滑らかな曲線が歪になり、鮮やかな赤が溢れ出す。

「ん、……っふ──」

　吐息混じりの艶めかしい声。

　咀嚼と、喉が上下する音。

　やがて魅央の口が露里の首から離れる。

　ゆっくりと持ち上がった顔は、熱に浮かされたような様だった。その口の端から、赤い雫がひと筋伝う。それをもったいないとばかりに丹念に舐め取った彼女は、

「……っ、ああ──」

　と、恍惚の溜息を吐ついた。

　そして再び、発作的に笑いだす。

「──っは、ははっ、あははははは！　凄い、これが始祖の力……！　はぁぁ……なんて甘美で満ち足りた──そうだ、これだ。ああ、これでやっと──母上の悲願を果たすことができる」

「────」

　わからない。

　何もかもが理解できなくて、口にすべき言葉も浮かばない。

　ただ、栞凪は思った。

　魅央じゃない、と。

　魅央じゃない。魅央はこんな顔は、こんな──誰かの死体を喰うなんてことは、絶対にしない。

　では誰か、というところまで、思考は続かなかった。まるでむずかる幼子のように、『違う』という思いだけが頭の中を埋め尽くす。

　魅央が再び露里を口元へ運ぶ。不快な音が耳を刺す。

　──このままいったら、あの子は跡形もなく喰われてしまうのだろうか。

　恐怖に硬直する一方で、栞凪はふと、ひどく冷静にそんなことを思った。

　想像するだけでもおぞましくて、実際にそうなる可能性さえ目の前にあるのに、まったく現実味が感じられない。

　なんだか現実が遠い。地面にへたり込んで顔を引き攣らせている自分が他人のようですらある。己がふたつに乖離していく感覚。

　あの子が全部喰われてしまったら。そうしたら──露里という存在は消える。そのままの意味で。死んでしまったから──否、わたしが殺してしまったから、もう取り返しはつかない。……本当にそうだろうか？　ただ殺したのと、殺したうえに見殺しにしたのとでは、もっと──。

「……ぅ、……っ……」

　微かな呻き。

　確かに聞こえたそれが、肉体から切り離されかけていた栞凪の意識を一気に引き戻す。

　まさか、と目を瞬かせる。

　そして栞凪は見た。

　苦痛に歪む露里の顔を。

「──！」

　生きている。

　あの子は、まだ生きている！

　凍りつき滞っていた血が急速に巡りだすような感覚が突き抜ける。同時に麻痺していた思考も叩き起こされた。そしてすぐに思い至る。

　このままじゃ本当にあの子は死ぬ。

　そこから先を考えるよりも早く、栞凪は腕を撥ば条ねにして立ち上がる。爪先に力が入る。

「待──」

「なんだ、これは」

　動きかけた時が、再び止まった。

　栞凪、魅央、露里。誰のものでもない声。男の声。

　振り返る栞凪。目に映ったのは、怒りとも驚愕ともつかない複雑な面持ちで立ちすくむ斯貴の姿だった。







「なんだ、これは」

　という、気づけば口からこぼれていた声に反応したのは、栞凪だけだった。

　魅央の頭が一層深く垂れ、顎が露里の肩に食い込む。

　めきっという嫌な音を聞いた気がした。

「っあ──」

「やめろ!!」

　次の瞬間、斯貴は魅央に飛びかかっていた。

　魅央の双眼が斯貴を捉える。斯貴は咄嗟に伸ばした右手に炎をまとわせ、魅央の頭を狙う。同時に、左手は露里を引き寄せるため下の方で構える。魅央は斯貴の狙いを悟ったらしい。一瞬、露里をどうするか逡巡する素振りを見せたものの、抱いた状態で攻撃を躱かわすのは困難と判断したのか、彼女から手を離し素早く後方へ飛び退る。

　たった五秒にも満たない読み合いと行動だった。

　三メートルほどの距離を置いて、ふたりは改めて対峙する。

　掴み損ねた右手を口惜しげに握りながら、斯貴は胴と左腕でぐったりとしている露里を抱く。そして、魅央に鋭い視線を投げた。

　彼女はじっと、考えの読めない無表情でこちらを凝視している。

　しばらく睨み合い、やがて反撃してくる気配がないと悟った斯貴は、牽制する意味でひと際強い敵意をこめて魅央を睨みつけた後、腕の中の露里に青い顔を向けた。

「露里、露里！　目を開けて、露里！」

　必死に呼びかけるも、目覚めの兆しは一切ない。

　そうしている間にも血は流れ、温かな色合いの着物は赤黒く染まり、体温は少しずつ着実に失われていく。食い千切られた傷そのものは徐々に再生しているようではある──おそらく先祖返りゆえだろう──が、塞がるのを待っているのでは遅い。

　忍び寄る死の気配に焦燥が募る。そのせいか、傷を炎で焼いて塞げば止血になるだろうか、などという考えがちらついて、斯貴はすぐにそれを振り払う。

　そんな慣れないことをして、露里にさらなる苦痛を強いる結果になったら目も当てられない。

　他に彼女を救う手はないかと思考を巡らせるも名案は浮かばず、焦燥はやがて怒りに変換され、斯貴は堪りかねた風情で吼えた。

「魅央！　お前は一体なんのつもりでこんな真似をっ！」

　己を掻き乱すすべての感情をこめて吐き出し、鬼気迫る形相を魅央に向ける。

　──が、そこにいたのは魅央ではなかった。




　露里が、傷ひとつない綺麗な姿で立っていた。




「──は？」

　間の抜けた声がこぼれる。

　斯貴は数秒間、眼前にいる露里を凝視した後、緩慢な動作で己の腕の中に目を遣る。

　そこには相変わらず、苦しげな息を継ぐ露里が収まっていた。

　もう一度首をもたげる。

　そこにもやはり露里がいる。相変わらず綺麗な姿で。

「なん──」

「斯貴！」

　叫んだのは栞凪だった。

　鋭く名を呼ばれて、斯貴ははっと我に返る。それは露里が地を蹴ったのとほぼ同時だった。腰のあたりに手を構えて接近してくる露里に斯貴の脳が警鐘を鳴らす。

　直後、斯貴が炎を放つのと、構えていた手を露里が前方に物を投げるように振るったのとは、ほぼ同時だった。

　弾丸さながらに飛んでいった青い炎が、露里の手から放たれた妖力の波動に衝突して爆ぜる。

　咄嗟に対応はしたものの理解が未だ追いつかず混乱する斯貴。一方で対峙する露里は、忌々しげに舌打ちをした。

「お前、魅央か」

　ああ、冷静になってみれば簡単なことだ。

　不意を突かれたとはいえ気づかなかった自分が情けない。そんな自己嫌悪を混じらせつつ、斯貴は露里の姿をした敵を睨めつける。

　しかし、

「違うわ」

　という声が割り込んできた。

　栞凪だった。

「そいつは魅央じゃない」

「何？」

「魅央はあんなことしない。そいつは偽者よ」

　栞凪は淡々と訴える。だが、精一杯感情を押し殺しているのが、微かな声の震えと眉間に深く刻まれた皺でわかった。

『あんなこと』というのは、おそらく露里を喰ったことだろう。

　……確かに、巫女が人間を喰らうなど信じ難い。

　しかし、では。

「お前は一体、誰だ」

「──誰」

　嘲るでも訊き返すでもなく、『何者か』は反復する。

　そして、

「誰、か」

　と咀嚼するように繰り返して、『何者か』は端的に言った。

「──『劉りゅう月げつ』」

　それが名前だということはすぐに察せられたが、聞き覚えのない名だった。視線だけで栞凪に「知っているか」と問うが、彼女も覚えはないらしい。

　……いや、名前など些事だ。それよりも、他者の皮を被ってこちらを欺き操ることでこの状況をつくり上げ、あまつさえ露里の姿を取って二度も自分を奸計に嵌めようとしたことが業腹だ。

「名前なんてどうでもいい、本当の姿を見せろ！　他人の姿を借りて、他人として振る舞うことしかできないのか、お前は？」

「……は」

　煽るつもりで、わざと侮蔑するような口調で言った。それが効果を成したのかはわからない。が、何かの琴線には触れたらしく、劉月は嘲笑した。

　露里の形をした顔が一瞬醜く歪む。

「ええ。あなたの言うとおりです、斯貴さん」

　魅央これまでとは違う、露里そのものの気色の悪い口調で劉月は言う。

　──それは変へん化げというよりも、さながら擬態のようだった。

「わたしに『自己』なんていうものは、最初からありません。──いえ、物心つくときにはもう、なくしていました」

「何……？」

　声と口調に騙されそうになる己を律しつつ、斯貴は眉根を寄せる。

『物心つくときには』なんて、妙な言いかただ。それに『最初から』とは。

　訝る斯貴に構わず、劉月は語る。

「わたしはわたし以外の寄せ集め。肉体からだも、記憶なかみも、能力ちからも──この世に生を受ける前から喰らい続けたものたちの継つぎ接はぎです。唯一劉月わたしのものなのは、お母様の悲願を果たすという使命だけ。愛しいひとの愛を、居場所を、力を、平穏を──何もかもを奪った男への復讐。わたしはそのために生きて、ここにいる」

　それは説明のようでありながら、こちらを困惑させるばかりだった。新たな疑問ばかりが浮上してくる。

　ただ一点、『復讐』という不穏な単語が、頭の中で響き続ける警鐘の音量を引き上げる。

「なぜ露里を狙う？」

「わたし──彼女は、あの男の子孫にしてわたしの『餌』なんです」

　だから、と。

　劉月の唇が動いたその直後、斯貴が劉月の言葉を理解するのを待たず、劉月を中心に爆風──妖力の波濤が巻き起こる。

「しまっ──」

「返してもらいますよ」

　轟音とともに迫る激浪に、斯貴は咄嗟に露里を強く抱き込んだ。そして硬く目を閉じる。

　直後、全身を砕くような衝撃が襲いかかる──ことはなかった。

　代わりに斯貴の耳朶を打ったのは、巨大な硝子が砕け散るような甲高い音。

　はっと顔を上げれば、そこには何もない。しかし直感する。おそらく瞬きひとつにも満たない間、自分と露里を劉月の放った攻撃から護ったものがあった。

　そんなものを、いまこの場で出せるのはひとりしかいない。

　斯貴はすぐさま心当たりのある方向を見る。

　その先には案の定、広げた両の掌をこちらに突き出し、負傷したかのような体で荒い息を継ぐ栞凪の姿があった。

　斯貴は確信する。彼女がなんらかの──おそらくは盾のような──術を行使し、劉月の攻撃を相殺したのだ。

　巫女一族の女妖狐は大抵、守りの術に長ける。始祖の直系である姫巫女、その長女ともなれば、その力の強さは言うまでもない。

　あの凄まじい力が叩きつけられなかったことには内心安堵している。……が、栞凪がたった一度の攻防でここまで疲弊した様子を見せていることに、斯貴は少なからず衝撃を受けた。

　咄嗟に展開した護りだっただろうとはいえ、相殺された──破られたうえに、その衝撃が多少なりとも術師にまで及ぶなど。あの波濤が実際どれほどの威力で栞凪の術と衝突したのか、想像がつかない。

　栞凪は腕を下ろし劉月を睥睨する。

「魅央をどこへやった!?」

　鬼気迫る怒号だった。

　しかし劉月は応えない。

　体は斯貴と露里の方へ向けたまま、視線だけを栞凪へ移す。

　そして再び、風が起こった。

「くっ──！」

　またあの波濤が来る。

　斯貴と栞凪、ふたりが同時にそれを悟り構えたときだった。

　白銀の閃光が空間を真一文字に斬り裂いた。

　一瞬遅れて重い音が空気を振るわせる。

　なんだ、とふたりが思うときには、光は消え。

　劉月の脇腹を、一本の長刀が貫いていた。

「──な、……っは……っ!?」

　初めて劉月の顔に動揺の色が浮かぶ。

　一方斯貴と栞凪は、閃光が飛んできた方向を見る。

　刀はかなり遠くから投擲されたらしかった。一見しただけではわからない。目を細め、意識を遠くへ向ける斯貴の双眸が煌めく。

　金に転じたその瞳が刀の主を捉えたとき、斯貴ははっと目を瞠った。

　栞凪も同じくして息を飲む。

　ほどなくして現れたのは、満身創痍でありながら敵意を全身に漲みなぎらせた、凄まじい形相の蒼真だった。







「っ……、ぐ、ぅ……っ！」

　腹から背中まで貫通した刀を抜こうと、地面に膝をつき、口から血を吐いて呻きながらもがく劉月。だが、渾身の力をこめて投擲されたこともあってか、刀が容易に抜ける気配はない。

　先んじたのは蒼真だった。

　右肩を押えながら、一歩一歩踏ん張るようにして、しかし立ち止まることなく彼は四人の前まで辿り着く。

　そして、斯貴の腕に抱かれて気を失っている露里を認めると、

「……露、里」

　と、様々な感情が入り交じった声音で名を呼び、よろめいた。

「蒼真！」

　栞凪が叫び、支えようと駆け出す。だが蒼真は自力で踏み止まり、尽きかけている体力を振り絞って露里のもとまで向かい、その傍らに立ったところでようやく膝をついた。

「……誰がやった」

　抉られた露里の肩を見つめ、蒼真が問う。

　淡々とした響きながらそこにこめられた凄まじい怒りが確かに伝わってくる声に、斯貴は内心戦慄しながら答えた。

「……あいつだ」

　目配せで劉月を示す。

「何者かはわからない。けど、あいつは劉月と名乗って、露里を『母親の復讐相手の子孫』で『自分の餌』だと言った」

「そうか」

　短い応えだった。なんであれ、劉月が敵であるとわかればそれでいいようだった。

　斯貴は改めて蒼真を見る。先刻の戦いで負わせた傷はある程度治癒しているものの、まだ完全には回復していない。体力は言わずもがなだ。右肩を掴んでいるのは、おそらく刀を暴投した影響だろう。しかしいまの本人はそれらを意識の外へ追いやっているらしい。視線はひたすら露里に注がれ、表情はいっそ凪いでいる。

　その様子に、鳴りを潜めていた斯貴の嫉妬心がわずかに疼いた。口の端に苦いものが滲む。

　と、蒼真が緩慢に立ち上がった。

　ざり、と土を踏む音がして、臨戦態勢に入ったのだと気づかされる。

　斯貴は劉月を睨む蒼真を見て、思わず声を上げた。

「おい！」

「黙れ」

　にべもなく撥ねつけられて、斯貴は目を眇める。

　確かに蒼真をここまでの状態に追い詰めたのは自分だ。文字通り殺すつもりだった。だが、無謀だと明らかにわかる戦いを自ら仕かけ、むざむざ死にに行くなどという馬鹿は看過できない。

　少し前──蒼真と交戦する前に交わした、露里との会話が脳裏に蘇る。

『ごめんなさい、斯貴さん』

　……ああ。わかってた。本当は、とっくにわかってたよ。

　──結局、俺じゃ駄目なんだ。

「……っ」

　言えた立場ではない、矛盾していると理解しつつ、斯貴はそれらをまとめて棚上げして怒鳴った。

「ふざけるな！　──あいつは俺がやる。お前は……露里を護れ」

　面食らった様子で蒼真がこちら見る。

　斯貴は立ち上がって、ぐったりとしている露里を押しつけ、ふたりを庇うように前に出る──劉月の方に向き直る。

「急げ。──栞凪！」

「えっ」

　置き去りにされた子どものような風情で立ち尽くしていた栞凪が、唐突に呼ばれたことに驚いてびくりとする。

　斯貴は青い炎を己の周囲に喚び出しながら言った。

「ぼさっとするな！　お前、治癒の術も使えるだろ」

「……！　それは」

　斯貴の言わんとすることを察した栞凪ははっとして、渋る素振りを見せる。

　だが思い直したのか、すぐに蒼真のもとに駆け寄った。

　それを音だけで確認した後、斯貴は劉月に意識を集中させる。

　ぐっと顎を引き、炎をひと際大きくうねらせて叩きつけ──ようとした、その寸前。

　腹に刺さった刀を握ったまま体を丸め、苦しげに喘いでいた劉月が、不意にあらぬ方向を見、素早い動きでその方向に腕を伸ばし、虚空をぐっと握る。

　すると、「ぐあっ！」という喉を絞められたような声が、劉月の視線と腕の先にある緑の中から聞こえてきた。続いて、「なんだ!?」「おい、どうした！」という混乱した声が同じ方向から上がる。

　劉月が虚空を掴んだ腕を勢いよく引く。

　まるで何かを引き寄せるかのようだという斯貴の見解は、実際そのとおりだった。

　ざざざざざ、という草葉が引きずられる音とともに男がひとり、茂みから飛び出してきたのだ。

　男は抵抗さえ封じられている様子で引っ張られ、劉月のもとまで飛んでいく。そして劉月は、男を手ではなく口で受け止めた。

　壮絶な悲鳴と血の噴き出す音が同時に響く。

「なっ──」

　息を飲んだ斯貴は、一瞬遅れて気がついた。

　男の顔に見覚えがある。彼は、露里を疎み、拉致監禁しようとしいていた連中のうちのひとりだ。先程聞こえた声から察するに、他の仲間もいるらしい──いや、恐れをなして逃げ出したらしく、気配はもうない。

　とはいえ、なぜこんな場所に。

　そんなことをちらと考えた間に、男の首はぼきりと嫌な音を立てて折れた。

　言うまでもなく劉月の仕業だった。劉月は獣さながらに男の肉を食い千切る。

　いままで察して想像しただけだった光景を実際に目の当たりにして、斯貴は一瞬竦んだ後、

「──劉月──！」

　絶叫し、加減なしの凄絶な炎を放った。







　蒼真と栞凪は、斯貴の立っている場所から、少し距離を置いたところに移動していた。

　栞凪は顔色が青を通り越して白くなりはじめた露里を一瞥し、逡巡するように一瞬身動きを止める。

　──明らかに、彼女を早急に治癒すべきだ。しかし、彼岸の淵でぎりぎり踏み止まっている姿を見ると、迷いが生じる。

　助けていいのか？　と、頭のどこかで声がする。

　この子はまだ助かる。自分が治癒の術をかけさえすれば。……でも、助けたら、わたしの願いはきっともう二度と手が届かなくなってしまう。

　良心と欲望がせめぎ合う。

　迷っている場合ではないのに、迷ってしまう。

　その末に、栞凪は逃げるような思いで、蒼真の体に手をかざした。

　この状況で何もせずにはいられない。でも露里は助けていいのか悪いのか選べない。何より自分が一番助けたいのは蒼真だ。だったら、迷う余地さえない蒼真を先に治癒してあげれば──。

　掌に淡い光が集いはじめる。

　だが蒼真は、それを容赦なく払った。

「私はいい、露里を治せ！」

　苛立ちが爆発寸前なのがありありとわかる叱責だった。普段の蒼真なら考えられない科白だった。

　嫉妬心が再び沸き返る。払われた手の鈍い痛みをやけにはっきり感じる。

　嘔え吐ずくのにも似た、感情が鳩尾のあたりから突き上げてくるような感覚。それを堪えようと栞凪が俯いたそのとき、斯貴たちのいる方向がにわかに騒がしくなった。

　何……と反射的にそちらを見た栞凪は、思わず瞠目し声を上げた。

「あっ……!?」

　面識のある男。天津雪宮から自分たちを追ってきたのだろう。件の計画に加担していた住民のひとりが劉月に殺される、まさにその瞬間だった。

　鮮血が盛大に噴き出し、地面を濡らす。

　ひっと息を飲む栞凪の視界の端で、影が走った。同時に大きな何かを押しつけられる。

　影は蒼真で、何かは露里だった。

「え、あっ──蒼真！」

　慌てて叫ぶも遅かった。ある程度時間が経ったからか、先程施したほんの少しの治癒術で充分だったのか、蒼真は風を切るように駆けていく。

　腕の中に残された露里。その重みと冷たさに、荒々しい波のような何かが胸に押し寄せてくる。

「……っ！」

　口を衝きそうになる何とも形容し難い叫びを噛み殺して、栞凪は露里の抉れた肩に手をかざした。

　光が集まり、肉が再生する速度が増す。ほどなく刀傷に見える程度まで回復したところで、栞凪は術の行使をやめた。

　血は止まった。なら充分だ。跡が残るかもしれないけれど、そこまでは知らない。そんな心配までしてやらない。……それよりも。

　傷は命に関わらない程度まで治したのだからと放り捨てたい気持ちをぐっと堪える。そして、栞凪は少々乱暴に露里を背負う。

　いくら出血が収まっても、体温を上げなければ死に至る。──憎い気持ちは未だにあるし、きっと永遠に消えないだろう。けれどやはり、見殺しにはできなかった。

　妬ましくて憎らしくて、消えてくれとこんなにも願っているのに。

　思いがひとつに統合されない、まるでひとりで綱引きをしているような、わけのわからない心情にひどく苛立つ。

　栞凪は疲労と重みとで震える脚を叱咤してなんとか立ち上がり、ちらと蒼真たちのほうを見遣った。

　死闘と表現するのが相応しいような様相が目に映る。

　──急ごう。

　踵を返す。栞凪は険しい面持ちでその場を離れた。







　露里の気配が遠ざかっていく。

　栞凪が彼女を背負ってここから離れていくのを確認した蒼真は、これで少しだけ肩の荷が下りたと、張り詰めていた気を一瞬、わずかに緩める。

　すると間髪入れず、怒声が飛んできた。

「お前！　なんでこっちに来た!?」

　斯貴だった。

　続いて轟ごう音おん。彼が放った炎が劉月の振るう妖力と衝突する音だ。

　土煙が舞う中、斯貴はその先を睨んだまま怒鳴った。

「彼女を護まもれって言っただろ、聞いてなかったのかこの馬鹿！　まともに体力残ってないくせして、邪魔なんだよ！」

「──煩うるさい」

　一方的な罵倒に、さしもの蒼真も不快感を示す。

　言い返そうと口を開いたとき、複数の鞭のようなものが襲いかかってきた。即座にそれらすべてを、刀──戦闘に加わってすぐ、劉月の腹を横に裁くようにして取り戻した──で払い、斬り落とす。

「お前ひとりの手には余るだろう。それに──あれがすべての元凶なら、誰にも譲りはしない」

　把握できていないことはまだ多い。しかし劉月が紛うことなき『敵』であり、裏で暗躍し里を、自分たちを掻き回した『黒幕』であることは、もはや確信している。

「劉月は私が──討つ」

　蒼真は地を蹴った。

　土煙が薄れ、敵の影が目に映る。

　そこだ、と振り上げた剣は的確にその首を捉えた。

　はずだった。

「────!?」

　瑠璃と翡翠の瞳。

　視線が絡み合ったと思った刹那、動きが鈍った蒼真の、がら空きになっていた胴を重い衝撃が襲った。

　ざざざっと足が地面を滑る音がして、蒼真は強制的に後退させられた後、その場にくずおれた。

「蒼真！」

「がっ、は……っ！　……お、まえ、は……」

　迫り上がってきた胃液を吐き出し、蒼真は苦悶に歪む顔を気力で持ち上げる。

　その双眸が睨む先。

　そこに立つのは亡霊──あの日確かに死んだはずの実弟。




　蘇芳が、あの日と同じ姿でそこにいた。




　──否。

　目にした瞬間こそ狼狽したが、すぐにこれが劉月の変化であると悟る。

　しかし、

「なぜ、その姿を取れる……っ」

　信じられないような思いで呟くと、蘇芳の皮を被った劉月は、笑みのかたちに顔を歪めて言った。

「知りたいか？　兄さん」

　それは蒼真の記憶にある蘇芳の口調そのものだった。

　まるで本人のような模倣ぶりに、正体が劉月であると理解していながら動揺が抑えられない。

　一方、劉月のいまの姿が誰なのか知る由のない斯貴は、怪訝そうに「兄さん？」と呟く。ただ、決して冗談ではないことは、蒼真の様子から察した。

　一変した場の雰囲気に、劉月は蘇芳らしい皮肉のこもった芝居がかった身振りで言った。

「お前が埋めた蘇お芳れの骸を、劉お月れが喰ったからだよ」

「──！」

「っ、蒼真！」

　限界まで瞠った目に、蘇芳りゅうげつの昏い笑みが飛び込んでくる。

　それが視界を塞いだとき、臓腑に触れられた感覚と突き抜けるような熱が思考を塗り潰した。







　背中の鉄錆臭い湿り気が、じわじわとその範囲を広げていっているのがわかる。そしてそれ以上の速さで、体温が露里のみならず自分からも奪われていく。

　寒さが全身を侵蝕していく。

　感情を爆発させるという慣れない行為をしたこと。久方ぶりに妖術を、それも得意ではない攻撃系の術を使ったこと。続く劉月との戦いで防御術を行使したことと、それで相殺した攻撃の威力が想像以上で余計に疲弊させられたこと。

　それらが積もり積もって、栞凪の心身もかなり消耗している。

　足取りはすでに重く、震えが収まらない。

　しかしここまで来て半端に投げ出すことはできないと、意地で山の中を天津雪宮に向かって進んでいく。

　どうしようもなく浅く短くなっていく呼吸が、胸を占める焦燥感を一層際立たせているような気がする。

　──急げ、急げ。

　ひたすらに己を叱咤し、未だ見えない天津雪宮に意識を向けながら歩いていた栞凪は、不意に木の根に足を捕られた。

「っ！」

　体が傾ぐ。世界が回る。

　咄嗟に受け身を取ろうとした栞凪は、両手が塞がっていたためにむしろ意図しない体勢になってしまう。

　その結果、片足が不自然に捩れ、栞凪はどうっと地面に倒れ込んだ。

「うっ！」という呻きが口からこぼれる。──が、耳朶を打ったのはもっと大きく、そして聞く者の肝を潰すような、鈍く、怖ろしい音だった。

　ごっ、と。

　すぐ傍でしたそんな音に、栞凪はさっと青ざめて跳ね起きる。同時に、倒れたときに露里が自分の背中から離れたことを遅まきながら認識する。

　まさか、と振り返った。

　途端、爆発的な妖気が栞凪に、周囲のあらゆるものに叩きつけられた。

　衝撃波が起こり、栞凪は石や葉、土と同じように吹き飛ばされる。そして今度は完全な仰向けに倒れた。

　ぐらぐらする頭を押えて上体を起こす栞凪。

　そうして何より先に目に入ったのは、凄まじい威圧感を無理矢理狭い器に押し込めたような空恐ろしい気配を放つ、真っ白なひとりの妖狐だった。

「え──」

　息を飲む栞凪。それが引き金だったかのように、件の妖狐は、目尻に紅の差したその眼を開く。

　露わになった金の双眸と視線が絡み合った刹那、栞凪の全身が総毛立つ。

　怖い。

　直接脳を揺らす圧倒的な恐怖。

　──殺される。

　直感し、栞凪は凍りつく。

　しかし次の瞬間、そのいっそおぞましい気配は、透き通る清流のごときものに一変した。

　いまのいままであった恐怖が瞬く間に取り払われ、もはや神聖ささえ感じる。

　目まぐるしい状況の変化に混乱する栞凪の耳が、




「──ああ」




　と、凛とした鈴のような声音を認識した。





　　　◇　　　◇　　　◇






　ふっと意識が浮上する。

　水中を漂っているような感覚に肉体を預けるようにして、露里はのろのろと思考回路を起動した。

　何があって、自分はどうしたんだっけ、と記憶を手繰る。

　しかし、明確な光景が脳裏に蘇るよりも先に、露里に訪れたものがあった。

　それは凄まじい熱と痛み。

　なんの前触れもなく唐突に己の内側から生じた衝撃に、露里は引き攣れた喘ぎ声を上げ、身を捩よじる。痛みは刻一刻と激しさを増す一方で、熱はあっという間に全身を飲み込んだかと思いきや、次の瞬間には貫くような冷えに反転した。

　体が内側から音を立てて凍りついていく錯覚。容赦なく襲いかかる苦痛。

　──知っている。自分はすでに一度、これを味わっている。

　そう自覚した途端どうしようもない胸騒ぎに襲われる。

　これは、駄目だ。嫌だ。

　なぜこんなにも胸がざわめくのか、その理由は判然としないのに、確信を伴った警鐘が鳴り止まない。抗いたいのに、指先ひとつ動かない。

　募るばかりの焦燥感と、治まらない寒さと痛み。

　それらが露里の内側を満たし、それでもなお膨らんで、びしりと亀裂が生じる。

　砕ける──と思った、そのときだった。




　音が、響いた。




　どこまでも澄んだ水面に落ちる、一滴の雫を思わせる音。

　すると、まるで波紋が広がっていくように、それまで露里を苛んでいたものが徐々に消えていく。

　代わりに、己の中に入ってくる存在を、露里は知覚した。

　嫌な感じはない。ただ不思議なことに、それは露里とは違う存在のはずなのに、ぴったりと自分に重なるような、少しの摩擦もなく溶け合うような、ある種の必然めいたものを感じさせた。

　嵐のようだった心が凪ぎ、少し遅れて、微睡みがやってくる。

　露里は一切の抵抗なく、再び意識を手放した。





　　　◇　　　◇　　　◇






　目が合った。

　瞬間、全身の肌が泡立つ。

　感じたのは敵意や恐怖といった邪よこしまなものではない。むしろその逆──穢れなく、どこまでも清廉なもの。

　凄絶な神気によるものだった。

　露里という器から溢れ出る、冷気にも似た、それでいて触れるものを傷つけない気配。

　栞凪の唇から、呆然とした呟きがこぼれた。

「──始祖、様……」

　まるで無垢な幼子のような呟きに、露里は応えた。

「お前は、珀羽の娘ですね」

　静かな口調だった。

　声そのものは露里だが、そこに宿っているものがまったく違う。まとう雰囲気は一見繊細で儚げで、語気も決して強いものではないのに、弱さや脆さは微塵も感じられない。

　──間違いない。

　彼女は始祖だ。

　露里の中に、かつて多くの妖狐を率いて里を創り、やがて天界へと居を移したはずの伝説の天狐──雪珂が憑いる。

　そう確信した刹那、緊張感に自然と背筋が伸びる。一方頭の隅では、彼女が母の名を口にしたのを聞いて、母が日々絶え間なく捧げている祈りは、確かに天に届いていたのだと実感する。

　栞凪は急いでその場に平伏した。

「──はい。珀羽が長女、栞凪と申します」

　抑えきれない緊張にわずかに声を震わせながら、栞凪は名乗る。

　わざわざ名乗らずとも、きっとこのお方は自分のことなど先刻承知だろうと思いはするものの、それでもそうしなければいられない心持ちだった。

　そして一拍置いてから、おずおずと露里──否、雪珂を見上げた。

「……始祖様。なぜ──」

　言い止さして、栞凪は気まずそうに視線を落とす。

　──前提として、天狐が地上に姿を見せることなど滅多にない。それは雪珂も例外ではなく、彼女は天界に去ってからいまに至るまで、実に千年以上もの間、一度も同胞たちの前に顕現しなかった。

　そんな存在がなぜ、この時、この場に現れたのか。

　そして、なぜ彼女本来の姿ではなく、露里に憑依するというかたちで顕現したのか。

　ふたつの疑問がいっぺんに押し寄せて、どちらから先に尋ねるべきか、一瞬迷った。

　迷った瞬間、いつかに母と交わしたやり取りが脳裏に蘇る。

『わたしの声が始祖様に届かなかったのか、それとも──』

『始祖の御身に何かがあったのか』

　雪珂が露里の肉体を借りた理由。

　──まさか。

　まさか本当に、雪珂は何かにその身を脅かされていて、その脅威の目を誤魔化すために魂魄だけ天界から飛ばしてきたとでもいうのか？

　始祖は、里の守り手だ。それが脅かされるということは、里にも災いの魔の手が迫っているということになる。

　災い。思い当たるのは、まさしく現い状まの──。

　そんなまさかと、栞凪は青ざめる。

　違うはずだ。きっと違う。だって、あのとき雨が降らなかったのは。

「ある存在を捜していたのです」

　凛とした響きに、思索に溺れかけていた栞凪ははっと我に返る。

　雪珂は澄んだ湖面を思わせる静かな表情で言った。

「──遥か昔、人ひ間との手によって打ち倒された大妖の残した種。あるいは呪い。あるいは落とし子。それは長い間眠り続けていましたが……二十年ほど前、ついに形を得て世に解き放たれてしまった」

　曰く。

　天界──天狐族は覚そ醒れをすぐに感知したものの、解き放たれた存在は当初非常に脆弱だったらしく、気配があまりに希薄だったために見失ってしまったという。

　しかし件の大妖は、当時の都を揺るがすほどの強大な力を持っていた。そんなものから生まれた存在を「いまは取るに足らない小物であるから」と地上に放ったままにはしておけない。むしろ災厄の芽は小さなうちに摘み取っておくべきだと、天狐たちは捜索を続けた。

　そしていま。

　彼らの危惧は的中した。

「それは、つまり……」

「彼かの者は、二十年余りのときを経て、ついにその出生に相応しい強大な力を手に入れたのでしょう。──わたしがここに来たのは、その気配をようやく掴んだからです」

　栞凪は悟る。

　件の存在はここにいるのだ。

　となれば──思い当たるのはただひとり。

　はっと目を見開いた栞凪に、雪珂は表情を心持ち険しくし、顎を引いた。

「目的はおそらく、露こ里れ──この体に受け継がれたわたしの血、わたしの力でしょう」

　胸に手を当てる雪珂。

　それから、内側で眠っている露里を見るように目を伏せる。

「……この子は死に瀕していた。そしてそれが引き金となって、力が暴走しかかっていた。わたしがこの肉体に入ったのは、それを鎮めるためです」

　間に合って幸いでした、と瞼を落とした雪珂に、栞凪は納得すると同時に、深い安堵の息を吐つきたい衝動を押し殺した。

　異変は確かにあったけれど──それは始祖の身に起きたことではなかった。

　だから、つまり、あのとき意図せずして招いてしまった懸念は、杞憂だったのだ。

　ああ、よかった。そう思った直後に、栞凪を凄まじい自己嫌悪が襲う。

　……最低だ。あの日のことについて考えている場合なんかじゃないのに。

　思考が一瞬でも保身に傾いた自分に吐き気がして、栞凪は顔をしかめる。

　そうだ。いまは自分なんかどうでもいい。雪珂が憑依したことで露里を別邸にまで避難させる必要がなくなったなら──。

　ちらりと露里の体を見る。雪珂の言った『暴走しかかっていた力を鎮めた』影響か、気を失っていたときよりも血色はよく、怪我も完全に治癒しているらしい。

　──なら、いまもっとも優先すべきことは決まっている。

　栞凪は切迫した風情で雪珂に訴えた。

「始祖様。貴女の仰った『大妖の落とし子』はいま、蒼真──貴女の末裔たちと戦っています。始祖様、どうかそのお力をお貸しください」

「ええ。もとよりそのつもりです」

　即座にそう応えると、雪珂はふっと目を閉じた。

　すると、露里の長い髪が下から風を受けたようにふわりと舞い上がり、頭頂部から毛先にかけて色が変化していく。艶やかな黒は、瞬く間に金がかった白に転じた。

　風が消えて、髪が背に流れる。同時に、彼女の目尻に朱が差す。

　雪珂が瞼を持ち上げる。露わになった瞳は髪と同様、黒曜から金色に変わっていた。

　栞凪は無意識のうちに、その変容に魅入っていた。

　顔立ちや体躯に変化はない。露里の面影はそのままなのに、その佇まいはあまりに清らかで、栞凪は言葉を失った。

　──これが、天狐。

　白い髪も、金の双眸も、目尻の朱も、自分たち白狐の本性と同じだ。しかし、何かが決定的に違う。それはまとう雰囲気であり、滲み出る貴さであり、放たれている威圧感とも取れるような強い気配である。

　栞凪にはもはや、目の前に立つ人物が露里には到底見えなかった。

　完全に圧倒され硬直するばかりの彼女に対し、雪珂はこれまでと何も変わらない、静かな口調で言った。

「急ぎましょう。これ以上、あれを野放しにはしておけない」







　──苦しい。

　激しい妖力のぶつけ合い。まともに呼吸をする余裕さえ、いまの斯貴にはなかった。

　前方に障壁を展開し、それを維持する一方で、攻撃系の術を練り上げては放つ。しかしすでに体力も妖力も底をつきかけていることに加え、一方に注力できないせいで、威力は十全ではない。

　ゆえに、当然のごとく、劉月はまだ健在だった。

　防御の術を心得ていないのか、こちらの術を弾きはしても防ぐ様子は見せない。そのため、傷を負わせることはできる。

　しかしそれは瞬く間に塞がっていき、数秒後には跡形もなく消える。

　驚異的な治癒力。

　それが露里の肉を喰らったことで得たものであることは、斯貴にもすぐに察しがついた。魅央の姿をとっていたときにはなかった、強大な力の気配が劉月から漏れ出ているのがわかる。

　肩からおびただしい血を流し、白い顔で気を失っていた露里の姿が脳裏に閃く。

　一部を食んだだけでここまで強くなるなんて──彼女の内に眠っているものがどれほどの力なのか、想像がつかない。

　彼女は使いかたを知らなかったのだろうか。もし扱えたならきっと、死の淵に立たされるようなことはなかっただろう。……いや、でも。あの子は優しいから。力そのものを恐れていたのかもしれない。あの子に力は似合わない。ああ、あの子は無事だろうか。傷は治っただろうか。安全な場所に逃げられただろうか。意識は戻っただろうか。

　──駄目だ。

　と、斯貴は強引に現状から離れかけていた意識を引き戻す。

　集中が乱れる。いよいよ限界に達しかけているのだ。

　綻びかけた障壁に妖力を注ぎ、再構築する。

　せめて──せめて蒼真こいつがどうにかなれば。

　いっそ縋るようにそう思ったとき、ひと際大きな衝撃が轟音とともに空気を震撼させた。

「っぐ、っ──！」

　圧し負けそうになって、斯貴は咄嗟に攻撃を止め、そちらに割いていた妖力を障壁に回し、足を踏ん張った。

　防御を張る腕を伝い、雷電が全身を駆け巡る。体にびしびしと亀裂が入るような苛烈な痛みを全力で堪える。やがてそれが消えたとき、ほとんど絶え間なく襲いかかってきていた劉月の攻撃が止んでいることに、斯貴は気づいた。

　苦しげに細めていた目をはっと見開く。

　よく見れば、劉月は自分の体を掻き抱くようにして背を丸めていた。

　これまで、持て余しているのが察せられるほどの妖力を湯水のごとく放出し、こちらに叩きつけていたが、それと一緒に精気まで奪われたのか、大きく上下する肩に疲労が見える。

　──隙。

　斯貴は背後を振り返る。

　そこには穿たれて血の滴る腹を押さえうずくまる蒼真がいる。

　倒れてはいない。地面に突き立てた刀を支えに、なんとか立ち上がろうと奮っているのが窺える。

　かなり危うい様子だが、まだ生きている。

　その事実を斯貴は確認する。

　──まさに、隙だった。

　長らく続いた緊張が一瞬解けたことから生じた油断。あるいは、露里への想いに根ざした懸念。

『攻防にかまけ振り返れずにいた間に、蒼真が死んでしまってはいないか』を頭の片隅で気にし続けていたがための、ほぼ無意識に出た行動だった。

　ほんの一瞬のことだった。

　しかしそれで充分だった。

　斯貴の注意がすべて蒼真に傾く。障壁が再び綻ぶ。

　刹那、劉月の昏い瞳が見開かれ、その躯が膨張し爆ぜたかのような幻覚を見るような、これまでとは比較にならない妖力の怒濤がふたりに恐ろしい勢いで襲いかかった。

「っ！　しまっ──！」

　気配を感じて振り返ったときには遅かった。

　冥くら闇やみが世界を飲み込む。

　大きく開かれた魔獣の顎が自分たちを捉える。

　目を瞑ることさえできぬまま、斯貴はすべての終焉を直感した。

　──が。




　突如、目に映っていたすべてが漂白された。




　──違う。漂白されたのではない。

　光だ。

　視界のすべてを攫うほど強烈な光が眼前に発生したのだと気づいたのは、

「──っ！　お前は……！」

　という、劉月の驚愕した声に我に返ってからだった。

　その光は障壁だった。否、もはや結界と言ったほうが正しい。

　清廉な光が斯貴と蒼真を囲み、柱のごとく、天へ向かってどこまでも真っ直ぐに伸びている。

　それは劉月の放った妖力を完全に破砕した。しかし、亀裂はひとつも入っていない。

　尋常ではない強靱さ。

　一体誰が、いや何が、こんな凄絶な光を。

「──え」

　周囲を見回した斯貴は、目に留まったものに頬を打たれたような気がした。




　風に靡く美しい白金の長髪。

　湖面に映る満月のような金の瞳に、目尻に差した朱。

　透き通る白磁の肌。

　いっそ神々しいという表現が相応しい佇まいと、それにまるで不似合いな、だが確かに見覚えのある、血と土にまみれた着物。




　可憐で、尊く、しかし強こわい。

　自分たちなどとは比べものにならない、遥かな境地に立つ存在だと直感させられる。

　そんな少女が、悠然と、こちらを見つめていた。




「──露里」

　斯貴と蒼真、どちらの唇からこぼれたのか。聞こえた呟きに、馬鹿な、と斯貴は眉根を寄せる。

　何を言ってるんだ、俺は。

　あれが露里だなんて、全然違うだろう。露里は純朴で柔らかい雰囲気の女の子だ。あんな──あんな、もはや恐ろしいとさえ感じる気配はまとっていない。

　理性が否定する。反面、あれは確かに露里だと本能が訴える。

　姿や気配は違えども、面差しは変わらない。着ているものも同じ。

　何より──露里の中にいたものが、いま目の前に姿を顕したのだと考えたとき、不思議としっくりくる。

「そんな……なんで……」

　戸惑いを隠せない声で斯貴が呟いたとき、少女の立っているさらに向こうから、先刻露里を連れて逃げたはずの栞凪が駆けてきた。

　栞凪は少女の脇を通り抜け、斯貴たちのいる結界内に飛び込んでくる。そして未だ立ち上がれずにいた蒼真の傍に膝をつくと、気が気ではないといった風情で彼に手をかざした。

「蒼真、蒼真……っ！　しっかり……！」

　いまにも泣き出しそうに呼びかけながら蒼真の傷を癒す栞凪。

　斯貴は少女に釘づけになっていた視線を彼女に向けた。

「おい、栞凪！　何が起きてる!?　あれは露里か？　彼女は一体──どうなってる!?」

　意図したよりもずっと感情が抑えきれていない声で斯貴は怒鳴るように問いかける。

　栞凪は蒼真の治癒を続行したまま、視線だけを斯貴の方へ向けて言った。

「あれは露里じゃない。あれは……始祖様よ」

「──は？」

　突拍子もない栞凪の発言に、斯貴は思い切り顔をしかめる。

　それが「何を馬鹿なことを言っているのか」と言いたげに見えたのか、栞凪は眉を吊り上げ捲し立てた。

「本当よ。あれは始祖様、雪珂様なの。劉月は遥か昔に倒された大妖の残した子どもで、二十年前に眠りから目覚めた。始祖様たちはそれをずっと捜していて、いまようやく見つけたの。あいつがあの子の肉を食べたことで力を得て、気配を強めたおかげでね。そして完全に滅ぼすためにここにお出でになった」

「……そ、それがなんで、露里の体に？」

　訊くと、栞凪は言いにくそうに目を眇め、声の調子を低くした。

「……あの子は死にかけたせいで、始祖様から受け継いだっていう力を暴走させかけてた。それを丁度ここに向かっていた始祖様が見つけて、憑依することで鎮めたって言ってたわ」

　それで、そのままここへ来たのか。

　思わぬ加勢──それも最上級の──に、『助かった』と気を抜きたい一方で、『露里はどこかに置いてきてほしかった』という怒りに近い我儘を、斯貴は抱かずにいられなかった。

　始祖がついていれば彼女の体が劉月に傷つけられることはないだろう。苦戦を強いられていたこちらの身を案じて、真っ直ぐに向かってきてくれたのかもしれないということも理解している。

　しかしどうしても割り切れない。たとえ肉体だけだとしても、自分は露里に、ここへ戻ってきてほしくはなかった。

　露里と、彼女に憑依した雪珂を見る。

　雪珂は静かだが険の滲んだ面持ちで、斯貴たちを通り越した先を見つめている。

「──二十年。天狐わたしにとっては瞬きにも等しい時間ですが、人ひ間とにとって、そしてお前にとっても長い年月だったことでしょう。……どちらにせよ。それもここで終しまいだ」

「……終わらせるものか。ようやくだ。ようやく母の悲願を、俺の存在意義を果たせる時が来たんだ」

　劉月が低く唸る。

「俺は、わたしは──妾は。彼かの術師を殺す。彼かの一族を殺す。末代まで滅ぼす！　母わらわからあの方の愛を、居場所を──何もかもを奪った憎き術師！　殺す、殺す、殺す殺す殺す！　殺し尽くすのだ！」

　その声は慟哭に変わるとともに、老若男女すべてが重なり混じり合ったような不快な響きになっていく。

　自我さえ崩壊した風情で叫ぶ劉月に対し、雪珂は小揺るぎもせず、静かに片手を伸ばして宣言した。

「多くを殺あやめ、奪い、蓄えたその力。すべて剥ぎ取らせてもらおう」

「させるものか──！」

　劉月が地を蹴る重い音が響く。

　鋭い爪を伸ばし、悪鬼の形相で雪珂に飛びかかる。

　だが、その手は彼女に届かなかった。

　斯貴たちを囲っているものと似た、五角の光柱が地から天に向かって伸び、劉月を捕らえ縫い止める。凍りついたように硬直した劉月は一拍置いて、絶叫した。

「あ──っが、ぁ、ああ、あああああああ！」

　灼熱が肉を溶かすような音が耳朶を打つ。

　喉が裂けんばかりに叫び、のたうち回る劉月。その体から何かが止めどなく抜け出して、姿が見る見るうちに変貌していく。

　一枚一枚、被った皮が破れ剥がれていくがごとく、蘇芳から露里へ、露里から魅央へ。さらに魅央から、見覚えのない男や女、幼い子ども、果ては山の獣や鳥、虫にまで次々と姿を変えていく。

　その壮絶な光景の果てに残ったのは、醜く枯れ果てた体躯の、身長だけは青年のそれの人型だった。

　暴かれた劉月の本性に、斯貴は息を飲む。

　いままでどれほどのものを喰らってきたのか、そして、悪そ食れと怨嗟ばかりだった二十年間を想像し、吐き気が込み上げてくる。

　一方雪珂は眉ひとつ動かすことなく結界を解くと、崩れ落ち、もはや声を発することさえできない様子の劉月に歩み寄り、冷たい目で見下ろした。

　彼女の白い手が劉月の頭上にかざされる。

　とどめを刺すのか、と斯貴が悟ったそのとき、

「──お待ちください」

　という声がした。







「お待ちください」

　雪珂がこちらを振り向く。

　未だに痛む腹を押え、もう片方の手で刀の柄を握り締め、それを支えに立ち上がる蒼真。

　止めようとする栞凪を軽く振り払って、彼は雪珂を真っ直ぐに見据えた。

「……どうしました？」

　雪珂がわずかに口角を上げ、柔らかい声で問うてくる。

　穏やかだが決して朗らかではない彼女の微笑を前に、蒼真は硬い声で言った。

「……それは、私にお任せいただきたい」

「…………」

「え？」

「──は」

　雪珂が笑みを消すのと同時に、栞凪と斯貴がそれぞれ声を上げる。

　斯貴はともかく、栞凪の声には明らかに「わざわざ蒼真がそんなことをしなくてもいいのに」という非難めいた色があった。しかし蒼真の決意は揺るがない。

「もう二度と、露里に誰かを殺めさせたくはないのです。……たとえ本人の意識はなくとも、その手を汚させたくない」

　あのとき──蘇芳のときもそうだった。

　そして後日彼の骸を埋葬したとき、思わず叫び出したくなるほど後悔し、決意したのだ。

　自分はまたも露里を護り切れず危険に晒し、あまつさえ死の淵に立たせてしまったけれど、これだけは決して違えない。違えてはならない。

　瑠璃の双眸が固い意志に煌めく。

　しばらく蒼真を見つめ沈黙していた雪珂は、やがて劉月から一歩距離を取った。

　お前の思うように、と金の瞳が伝えてくる。

　刀を引き抜く。

　立ち上がったときに袂を掴んだ栞凪の手は、もう力はこめられていなかったようで、するりと落ちるように離れた。

　鈍い足取りで、蒼真は劉月の傍らに立つ。

　骨と皮だけのいまの姿に、対峙していたときの面影はもはやない。だがそこに一瞬、蘇芳の残像が蘇り、重なる。

　苦い何かが胸に滲む。

　それにはわずかに目を細めただけで、蒼真はゆっくりと剣を両手で掲げ──。

　──そして、閃いた白刃は、災禍の首を過たず斬り落とした。

　重いものが地面に転がる鈍い音。

　あっけないその音が鼓膜を震わせたとき、誰ともなく「ああ、終わったのだ」と悟った。
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　里はいよいよ混乱を極めていた。

　──三十分ほど前。

「蒼真は里長の血を引かぬ偽者である」と声高に喧伝し、彼を糾弾せんと率先して動いていた男たちが、一様に恐怖に引き攣った表情で森の方から逃げ帰ってきた。

　たまたまそこに居合わせた住民が事情を訊いたところ、彼らは半狂乱になって歯をがちがちと鳴らしながら、

「化け物が出た」

「仲間がひとり喰われた」

　と口を揃えて叫び、そのときの光景を思い出したのか、ある者は悲鳴を上げてうずくまり、ある者は嘔吐した。

　男たちの言葉は要領を得なかったが、『山に何か恐ろしい存在が出現した』という話はあっという間に里中に広まった。

　そして現在。

　住民たちは騒動を把握した長老の指示に従って居住区に留まり、不安に曇った表情を並べ。一方長老たちは、逃亡した蒼真と栞凪、森に出たという化け物の件、そして里長一族の処断について議論を交わしていた。

「第一に、蒼真が里長一族の血を引いておらぬというのは事実なのか」

「実の弟を名乗る男が現れたそうだ。名は蘇芳と。蒼真と容貌は瓜ふたつだったと言っておったな」

「そやつはいまどこに？」

「それがいつの間にやら姿を消したらしい。誰ぞ化けておったのかもしれんが」

「しかし蒼真は逃げた。ということは……」

「……もしそうであれば、里がはじまって以来の由々しき事態だ。到底捨てては置けぬ」

「道玄のほうはすでに邸に拘束させてあるが、肝心の蒼真の行方がまだわからん。栞凪も手を貸しておるというし……難儀だな」

「血眼になって捜している者たちがいると聞いたが……ああ、それがあれらか。化け物を見たと言った」

「それだ。化け物とは一体なんだ。これも長の謀のひとつか？」

「わからん。しかし同胞がひとり喰われたとは──」

　口々に情報と憶測とを飛ばし合う老体たち。

　やがて、「ひとまず里長側に懐柔されていないであろう、かつ力に信頼の置ける者を集め、蒼真たちと件の『化け物』の捜索を命じよう」という結論に行き着く──と思われた、そのとき。

　ばたばたと騒々しい複数人の足音が響き、ほどなくして、長老たちのいる一室の襖が勢いよく開け放たれた。

　駆け込んできたのは住民が三人。何事か、と長老のひとりが問うよりも早く、彼らは切迫した風情で言った。

「お、翁、すぐに来てください」

「蒼真様たちがお戻りに……」

　ふたりめの言葉に室内が色めき立つ。

　しかし、腰を浮かしかけた翁たちを、三人めの発言が止めた。

「ただ、その、様子がおかしいというか──」

「おかしい？」

　眉をひそめる翁に、彼らは逡巡するように顔を見合わせる。

　少しの間があって、ひとりが困惑した様子で答えた。

「戻ってきたのは蒼真様と栞凪様、それから斯貴様と──あともうひとり、見覚えのない女性なんですが。……その女性が、……その」

「なんだ、はっきり言え」

　煮え切らない住民たちの態度に、長老のひとりが苛立った声を上げる。

　促されて、彼らは意を決した態で言葉を絞り出した。




「──まるで、天狐のようなのです」







　何人もの妖狐たちが、一点を見つめて硬直している。

　驚愕と困惑と戦慄の入り混じった視線の先には、ひとりの少女。

　白磁の肌に煌めく白金の髪。目尻に朱の差した金色の瞳。目ま映ばゆい容姿。

　それだけを見れば、妖狐本来の姿だ。しかし彼らを真に縫い止めているのは、妖狐たちのそれとは明らかに違う質の、彼女が放つ凄絶にして清廉な気配──神気だった。

　数多の視線が集まる中、少女は悠然とした足取りで森から里へと踏み入る。

　その後に、満身創痍の蒼真と彼を支える栞凪、蒼真ほどではないが一見してかなりの手負いらしい風体の斯貴が続く。

　こちらを向いている住民たちの目。視線こそ先頭を行く雪珂に集中しているが、そうと理解していても自分を糾弾するもののように思えて、蒼真は顔を背けた。

　雪珂の足が止まる。つられて、後の三人も立ち止まる。

　耳鳴りがしそうな、緊張感の漂う沈黙が場を満たす。

　やがて、雪珂か住民のうちの誰か、どちらともなく言葉を発しようとする。

　そこへ里の向こうから、住民三人と長老たちが血相を変えてやってきた。

　慌ただしい複数の足音に、全員の目がそちらを向く。

　緩慢ながら必死に走ってきた長老たちは、まず竦んでいる住民たちを視認して何事かと顔をしかめ、それからすぐに、ひと際異彩を放つ佇まいの雪珂に気づく。はっと目を瞠り、そのただならぬ雰囲気に彼女がどんな存在か悟った様子で足を止める。

「あ、貴女様は」

　慄きながらこぼしたのは、氷禅の翁だった。

　雪珂の双眸が彼を捉える。

　翁はびくりと萎縮し反射的にたじろいだが、言葉を失いかける直前、彼女の背後に立つ顔ぶれに気づき、寸でのところで踏み止まった。

　表情に険が滲む。そして、彼は沈黙している雪珂に向かって、気丈に口を開いた。

「──始祖様」

　瞬間、住民たちがざわついた。が、翁にひと睨みされ、すぐに口を噤む。

「何なに故ゆえに顕現なされたのかは存じませぬが、まずはそこな者たちをこちらにお渡し願えますでしょうか」

　鋭い視線に射貫かれて、蒼真、栞凪、斯貴の三人は表情を強張らせる。

　拘束を予期して身構えたそのとき、雪珂が庇うようにわずかに片腕を上げ、応えた。

「なぜです？」

「疑いがかかっておるのですよ。そこにいる蒼真は、当代の長の息子と名乗りながら、その実、始祖様、貴女様の血を引かぬ養子──偽者であると。もしもそれが真実であるならば、由々しきことです。そして、蒼真の逃亡を手助けしたあとのふたりも、見過ごすわけにはいきませぬ」

　穏やかな口調ではあったが、蒼真たちに対する冷たい感情を孕んでいるのが気配でわかる。落ち窪んだ目は、三人を睨み続けている。

　翁の言葉に先程まで気を取られていたことを思い出したらしく、住民たちの表情が険しいものに変わり、視線が三人に集まる。

　物々しい緊張感が漂いはじめる。

　しかしそれは、雪珂が放った言葉によって乱された。

「わたしの血を引かないことが問題ですか？」

　これには、さしもの翁も顔色を変えた。

「無論です」

「なぜ？」

「『なぜ』……!?　当代の長の息子ということは、即ち次の里の長になる立場ということです。この里は貴女様がお創りになった里。それを統べるのは、貴女様の血を引く子孫でなければならぬと──」

「確かに」

　と、必死に言い募る翁の言葉を、雪珂はぴしゃりと遮った。

「確かにわたしは天界に居を移すにあたり、我が息子に、わたしに代わって同胞たちを導くよう任せました。……ですが、この里の長が、わたしの血を引く者でなければならないとは、わたしは考えていません」

「な……っ」

　絶句する翁。住民たちも驚愕の面持ちで雪珂を凝視する。

　──そしてそれは、蒼真も同様だった。

　他でもない彼女が──始祖が、それを言うのか。

　始祖の後裔以外の者が里を、同胞たちを率いることなど、おそらくこれまで誰も考えなかった。雪珂が天界へ去り、彼女の嫡男が『里長』となったときから、『里の棟梁は始祖の血族』であることが当然とされてきた。

　千年以上も昔からのしきたり。幼い頃から都度言い聞かされてきた、里の在りかた。

　そして、連綿と続いてきたそれを、蒼真は一族の誇りなのだとも考えていた。

　だからこそ苦悩した。

　自分が道玄の実子ではなく、血の繋がりさえ一片もないと知って──自分は里長に相応しくないと知って。

　物心ついたときから次代の里長になる者として積み重ねてきたあらゆるものが、崩れ、こぼれ落ちていく気がした。自分という存在が失われる感覚に囚われた。

　それでも、真そ実れを皆に明かすわけにはいかず、自分は偽者であると自覚しながら周囲を欺き続ける罪悪感にまで苛まれ。

　長い間己の根底にあった『次期里長の立場』にしがみついていたい思いと、自分にそんな権利など本当はないのだという自己否定が心を掻き毟って。

　……正直に言ってしまえば、ずっと目を背けてきた。露里のことや祭りのことで思考を満たして、頭の隅に染みついたものから、意識を逸らしてきた。そうしなければ立ち続けていられなかった。

　けれど、永遠にそのままでいられるはずもなくて。蘇芳──否、劉月によって真実が白日の下に晒されて、とうとう終わりだと思った。

　しかし、すべての発端となった雪珂がいま、それを覆した。

　──里の長が、彼女の子孫である必要はない？

　これまで『始祖の意向』と信じ遵守してきたことを当の本人に否定されたのがよほど衝撃だったらしく、二の句が継げずにいる翁に、雪珂は目を細めて問うた。

「お前は里を、同胞を束ね導く者にもっとも必要なものは、なんであると心得ますか」

「それ、は……」

　言い淀む翁。

　雪珂は瞑目し、遠くに想いを馳せるような静かな口調で言った。

「……わたしは、妖狐と人ひ間とが互いに誤解し合い傷つき合うのを止めるために、この里を創りました。けれどそれは、何も雪珂わたしでなくてはならなかったわけではありません。ただ当時のわたしが、他の者よりも少し早く行動を起こしただけに過ぎない。……ゆえに、始祖わたしの血に、お前たちの求めるような尊さはないのです」

「そんな、そんなことは……！」

　何より崇拝する存在の言葉に、翁だけでなく周囲の妖狐たちも、認めたくないと言いたげな複雑な表情を浮かべる。

　しかし雪珂はその視線を一蹴するように、瞼を上げ、凛然とした面持ちで言った。

「皆を率い導く者である長が持つべきは、同胞を心から想い、その役目を果たさんとする強い意志。……もし他に求められるものがあるならば、それは皆からの信頼でしょう」

　雪珂の目が妖狐たちを射貫く。

　違いますか？　と言外に問うてくる金の双眼に全員が押し黙る、かと思われたが、住民のひとりが意地になった様子で反論した。

「信頼などっ……ありません！　だって──」

　──蒼真も道玄も、自分たちを欺いていた。蒼真は里長一族の子ではなかった。

　そう言おうとしたところを、雪珂が遮る。

「本当に？」

「……っ」

「蒼真の、里や皆を想う心に、疑いがあるのですか？」

「それは──」

「彼がお前たちを自ら望んで欺き、それによって得た地位や権力で欲を満たしていると、そう思っているのですか」

　まるでこちらの真意をすべて理解しているような雪珂の言葉に、蒼真は目を大きく見開く。

　──そうだ。自分は、望んで皆を騙していたわけじゃない。地位や権力に浮かれたことだって一度もない。しかしなぜ彼女はそれを、確信している風情で口にするのか。

　重ねて問われて、住民は沈黙し俯いた。なおも「信頼はない」と主張する──主張できるほどの頑なさはないようだった。

　雪珂が背後を一瞥する──蒼真を見る。

　その視線を受けて、蒼真は理解した。

　まるで──ではない。彼女はこちらの真意を、確かに把握しているのだ。天狐の、始祖の名は伊達ではないと、そういうことらしい。

　安堵感のようなものが込み上げてくる。つんと鼻の奥を突く微かな熱に眉間に皺を寄せたそのとき、背後から声が割って入った。

　斯貴だった。

「始祖様。『長は始祖の血族でなければならない』という里の長きにわたるしきたりが、我々の思い違いによるものであるというのならば、もうひとつ、確かめさせていただきたいことがございます」

　何かを決意した風情で朗々と言う彼に、雪珂は「なんでしょう」と応える。

　斯貴は長老たちを険しい目で一瞥すると、雪珂を真っ直ぐに見据え、躊躇うことなく問うた。

「貴女様がいま憑依しておられる器の少女──露里を、その体に流れる血の割合おおくと、育った環境を鑑みて『人間』と見做なし、それを理由にこの里からなんとしても追放せんとするのは、貴女様のご意向に添う行為でしょうか？」

　再び皆がざわめく。

「──いいえ」

　と、雪珂が応えた。

「この子は確かに人間ですが、同時にわたしの血と力を受け継いだ、紛うことなき妖狐の同胞でもあります。どちらかではない、両方です。そして、人間を絶対に排斥すべきなどとは、わたしは思っていません。むしろこの子の存在が、妖狐と人間が共に歩んだかつての穏やかな時代を、少しでも取り戻すきっかけになればいいと、そう考えます」

　心から願っているのが伝わる、温かい声音だった。

　それを聞いて、斯貴は心持ち満足げに口角を上げる。

　対する長老や住民たちは、もはや何も言うべき言葉を持たない様子だった。

　里長のことだけでなく、里に人間を入れることについてまで、自分たちがこれまで信じ込んできた『始祖の意向』と真実が食い違っていたという現実。そして、満場一致で始祖と認めた眼前の存在うつわが、あれほど嫌悪し冷遇してきたあの露里であったという事実。

　認めたくない、しかし認めざるを得ないそれらに打ちのめされているのが、傍目にもわかる。

　どの顔も苦渋に歪んでいたが、他でもない始祖の願いを蔑ろにできる者は、この場にはひとりとしていなかった。誰が端を発したか、ひとり、またひとりと、皆次々に膝を折っていく。

　やがて跪いた妖狐たちを前に、雪珂は憐れみ深い眼差しで言った。

「……皆、どうか円満に暮らしなさい」

「──は」

　全員が一斉に低頭する。

　しばらくその状態のまま沈黙が続き、ここからどうすべきか誰もが密かに困惑しはじめた頃、住民のひとりが「あっ」と何かを思い出した様子で顔を上げた。

「あ、あの、始祖様。お訊きしたいことがあるのですが……」

　おずおず切り出した同胞に、他の者たちがなんだなんだと釣られて面を上げる。

　雪珂が小首を傾げる。

　住民は素朴な疑問といった態で、こう尋ねた。

「その……始祖様はなぜ、蒼真様と……･露里様のご婚礼のとき、加護の雨をお恵みにならなかったのでしょうか？」

　その問いに誰より早く反応を示したのは、誰あろう栞凪だった。

　藤色の瞳をこれ以上なく見開き、全身を強張らせる。震える手を胸の前で握り合わせ、どこか苦しげに背を丸め、焦点の合わない目を足元に落とす。

「栞凪……？」

　という、蒼真の怪訝そうな呼びかけにも応じない。むしろその声に一層狼狽の色が濃くなったようにさえ見える。

　雪珂はそんな彼女を一瞥し、何事かを考える素振りを見せた後、涼しい顔でこう答えた。

「わたしはある存在を捜して、少し前から下界に赴いていました。きっとそのせいでしょう。『天界にいる始祖わたし』に向けて捧げられた巫女の祈りは、下界にいるわたしには届かなかった。いらぬ不安を抱かせてしまったことでしょうね。ごめんなさい」

　えっ、と。

　栞凪が虚を突かれたように顔を上げる。

　違う。あのとき雨が降らなかったのは、始祖が応えなかったのは──婚礼が見合わせになったのは。




　わたしが最初から、祈りなんて捧げていなかったからだ。




　しかし、それを告白する決心がつくよりも早く、

「いっ、いえ！　そういうことだったのでしたら、はい、大丈夫です、お気になさらず！」

　住民が恐縮した様子でそう応えた。

　気勢を削がれた栞凪はぐっと押し黙る。

　……いっそこのまま、雪珂の言葉が真実だということにしても──。

　そんな、到底許されるはずのない邪な考えが脳裏を閃く。

　それを見抜いたように、雪珂が再び栞凪に視線を投げた。

　ふたりの目が合う。

　自分を厳しく咎める雪珂の声が頭の中に響いた気がして、栞凪は表情を歪めた。

　わかってる。そんなことは許されない。

　わたしは認めなくてはいけない。自分の犯した罪を。そして、




　蒼真にはもう、わたしの手は届かないということを。




「……そろそろ頃合いですね」

　雪珂がぽつりと呟く。

　それがどういう意味か、皆、直感的に悟る。

　名残惜しげな顔を彼女に向ける住民たち。長老たちもわずかに悲しげな色を浮かべる。

　一方、栞凪はなんとも言えない複雑な面持ちで、斯貴はとくに感慨もないような風情で雪珂を見つめる。

　そして蒼真は、

「蒼真。こちらへ」

　雪珂に呼ばれ、面食らったように瞬いた。

　緊張を表に出さないよう努めながら、慎重な足取りで彼女に歩み寄る。

　全員の注目が集まる中、雪珂は蒼真の頬に手を添えると、柔らかな微笑を見せた。

「お前はわたしの血族ではないけれど、この里の長となる資格は充分にある。そしてお前なら、露里とも、きっと幸せになれます」

　ほっそりとした指が、蒼真の頬を撫でる。

　その声とぬくもりがひどく優しくて、蒼真は溢れそうになる何かをぐっと堪えた。

　誰も、何も言わなかった。

　ただ雪珂の一挙手一投足を目で追い、ひと言ひと言に耳を澄ませていた。

「では──お前たち、どうかこれからも幾久しく、皆で協力し、互いを尊重し合いながら暮らしなさい」

　一同が頭を垂れる。

　雪珂が微笑む。

　それが最後の挨拶だったように、これまで場を満たしていた神気が掻き消えて。

　瞬きひとつで彼女──否、露里はもとの姿に戻り、糸が切れたようにぐらりと傾いで、蒼真の腕の中に倒れ込んだ。







　何かに揺り起こされた気がして瞼を持ち上げる。

　露里はどこか、温かな光に満たされた場所に立っていた。

　しかし重力は感じない。感覚だけで言えば、水中に潜っているかのようだ。

　ぼんやりとした頭で、自分は何に起こされたのだろうと視線を巡らせようとした露里は、直後にどこからか響いた自分を呼ぶ声にはっとした。

「どなた、ですか？」

「わたしはお前の祖先。……そして、少しの間、お前の体を借り受けていた者」

　姿は見えない。だがその声には、心なしか聞き覚えがあるような気がした。同時に、自分と相通じる何かも微かに感じる。

『祖先』という言葉に、自分が受け継いだ力の持ち主であったという、千年前に生きた妖狐──霞匡のことが思い浮かぶ。

　けれど、なんとなく違う気がした。

　根拠はない。なのに、妙に確信めいていた。

　声は言う。

「わたしが眠っているお前の体を借りている間に、すべては終わりました。だからお前は、──安心して、もうしばらく眠っていなさい」

「……でも、蒼真さんが」

　思考よりも先に言葉が口を突く。

　それがきっかけで、失念していた記憶がひとつ、またひとつと蘇ってくる。

　とてもぼんやりなどしていられる状況ではなかったことを思い出し、さっと青ざめた露里。早鐘を打ちはじめたその胸に、見えざる手が触れた。

「落ち着きなさい。言ったでしょう、すべては終わったと。お前がいま思い出したそれらも、すでに幕が下りています」

「それは、つまり──」

「大丈夫。お前の懸念するようなことにはなっていません。保証しましょう」

　完全にこちらの胸中を見透かしているらしい。

　声は念を押すようにそう言うと、

「目的は果たしました。わたしは帰ります」

　と、気持ちを切り替えた風情で続けた。

「お前の消耗も、ある程度はわたしが回復させておきましょう。断りなく体を借りたことへの詫びとでも思いなさい。……けれど、削がれたお前の精神そのものを治すことまでは、わたしにもできない」

　重々しい口調だった。

　声の主が何者かはわからないが、『このひとにさえ不可能なら、本当に深刻なことなのだろう』と思わせる何かを感じる。

　言葉の裏にこめられた忠告を露里が悟ると、声は満足した様子を見せた。

「──では。お前も幸せに生きなさい」

　気配が遠ざかっていく。

　同時に、露里の意識もゆっくりと霧に包まれていった。







　──里を騒がせた一連の出来事が終結を見てから、三日が経った。

　水を張った桶と手拭い、それから真新しい包帯を持って、露里は蒼真の静養している部屋へ向かって廊下を急ぐ。

　劉月と直接対峙した四人の中で、もっとも早く回復したのが露里だった。

　一方とくに怪我がひどかったのは蒼真で、二日間は絶対安静を言いつけられていたらしい。らしい、というのは、つい昨日まで彼とは面会謝絶とされていたからである。

　聞いた話では、腹部にかなりの重傷を負っていたという。幸いにも誰かが素早く治療したらしく、命に別状はなかったそうだ。

　それを聞いて露里はほっと胸を撫で下ろしたものの、心配な気持ちは晴れるわけもなく、ゆえにこうして彼の看病に精を出しているのである。

　正直なところ、誰の目にもはっきりとしたかたちで蒼真の役に立てることと、憚ることなく彼の傍にいられることが密かに嬉しいという気持ちもある。

　心なし弾みそうになる気分を律しつつ歩いていた露里は、背後から呼び止められた。

「露里」と穏やかな声で名を呼ばれ、振り返る。

　そこに立っていたのは、昨日まで里長邸の客間で伏せっていた斯貴だった。

　頭や腕には未だ包帯が巻かれているが、顔色はすっかりよくなっている。

　安堵の表情を浮かべる露里に、彼はどこか弱々しい微笑を返した。

　それを見て、露里はまだ本調子ではないのだろうかと眉を寄せる。

　対する斯貴は何かに迷うような素振りを見せると、

「……露里、きみに、聞いてほしいことがあるんだ」

　と切り出した。

「少しだけ……いいかな」

「？　はい」

　なんだろうと瞬いて、続きを待つ。

　斯貴は周囲を見回して、時折女中が行き交っているのを確認すると、人気のない手近な部屋に露里を誘った。

　ぱたん、と小さな音を立てて襖が閉められる。

　露里は持っていたものを足元に置いて、斯貴に向き直った。

　目が合う。それから少しの沈黙があって、やがて斯貴は、腹を括った風情で、真っ直ぐに露里の瞳を見つめて言った。

「──きみが、好きだ」

　……あ、と、露里はようやく理解した。

　別邸から連れ出され、「一緒に逃げよう」と誘われたときから、薄々気づいてはいた。けれど、ひょっとしたら思い上がりかもしれないと考え、それからしばらく意識しないようにしてきた。

　──とうとう、はっきりと告げられてしまった。

　嬉しい、と思う。けれど、答えはすでに決まっていた。

「……ごめんなさい、斯貴さん。わたしは、蒼真さんが好きなんです。だから、あなたの想いには、応えられません」

「……そっか」

　切なげに視線を落とす斯貴。しかしどこかわかっていた風情で、確かに痛みは孕んではいるものの、その口角はわずかに上がっていた。

「……ごめんなさい」

「いや……いいんだ。きみが気に病むことはない。俺も、わかってたんだ。……ただ、ちゃんと伝えておきたかった。きみにちゃんと、知っておいてほしかったんだよ」

　独白のように言って、斯貴は顔を上げる。

　出会ったばかりの頃に見せてくれた、優しい笑顔だった。

「俺は、きみの幸せを願ってる」

「……はい」

　露里も笑顔を返す。

　それを見て斯貴は目を細めた後、「あ、でも」とつけ加えた。

「もし俺を必要としてくれることがあったら、それがどんなことでもすぐに飛んでいくから呼んで。必ず力になる。とくに、あいつに泣かされたりしたら絶対に言ってくれ」

「え、は、はい」

　威圧感のこもった念押しにたじろぎながら、露里は頷く。

　斯貴はもう一度笑って、

「それじゃあ、引き留めてごめん。無理はしすぎないでね」

　と言い残し、部屋を出ていった。

　その背を見送る。

　胸に凝る寂せき寥りょう感かんを抱いたまま、露里は桶を拾い上げた。







　途中、すれ違った女中に、蒼真はいま里の重鎮たちを集めた会議に参加していると教えられた。

　ならば部屋で待っていようと思った──のだが、幸か不幸か、道程にある部屋が件の会議が行われている部屋だったらしい。

　前を通りかかったそのとき、襖が開かれる。ぎょっとして立ち止まった露里と、部屋から出てきた翁たちの目が合う。

　いくつもの厳しい視線に射貫かれて、露里は思わず体を竦ませた。恐怖と緊張にさっと血の気が引いていく。

　しかし、長老たちは無言のまま、会釈だけして皆脇を通り抜けていった。

　え、と露里は驚き、帰っていく彼らを振り返る。

　何も言われなかった──どころではない。まさか、会釈をしてもらえるなんて。

　好意的な素振りこそなかったものの、それを差し引いてもあまりに意外なことに、思わず唖然としてしまう。

　そこへ、

「露里？」

　蒼真が出てきた。

　慌ててそちらを振り返る。痛む腹を庇っているためか、いつもと比べて背中が少し猫背気味になっている。そのせいで顔が想像以上に近くて、露里は思わず少しだけ仰け反った。

「あっ、わっ、そ、蒼真さん」

「おっ……ああ。もしや、私の部屋に来ようとしていたところだったか？」

「は、はい。お体を拭くのと、包帯を取り替えに」

「そうか」

「あの……なんのお話をしていたか、訊いてもいいですか？」

　蒼真は背後を振り返った。すると、いつからそこにいたのか、道玄が頷く。彼はふたりの横を抜けて、長老たちの去っていった方向に歩いていった。

　気配がなくなってから、蒼真が口を開く。




「近々、里長の座を継ぐことになった」




　詳しい話は部屋でしようと行って、蒼真は露里の背を軽く押し、歩き出した。

　──曰く。

　露里が気を失っている間に顕現した始祖の言葉により、蒼真が始祖の血を引かない養子であることを皆に伏せながら次期里長の立場にいたことは、蒼真自身もつい最近までその事実を知らなかったことも考慮され、赦された。

　しかし、この件の首謀者である道玄まではそうはいかなかった。

　いくら始祖が蒼真の存在を認めたとはいえ、当代の里長が住民たちを長年にわたり欺いていたのは事実であり、その処罰が一切なしというわけにはいかない。

　そして話し合いの結果、道玄はいまの地位を追われることとなり、その後任として蒼真が据えられることになったのだという。

　未だ住民たちの心には不信感が残ってはいるが、跡を継ぐのに相応しい者が蒼真以外にいないことと、始祖の彼を認める発言を大勢の住民が聞いているということが決め手となったらしい。

　代替わりの正式発表は、当初の予定から数日延期となった祭りの場で行われるという。

「里長の座の継承が済めば、その後には実質的な役目の引き継ぎにしばらく時間を取られることになる。だから……」

　そこで一度言葉を切った蒼真は、苦しげに眉間に皺を寄せた。

「……また、婚礼が先延ばしになるだろう。……すまない」

　ああ、と露里は瞬いた後、

「え？　じゃあ」

　と、拍子抜けしたような風情で問いを返した。

「わたし、ちゃんと蒼真さんと結婚……させて、もらえるんですか？」

『絶対に婚約破棄を阻止する』という蒼真の言葉を疑っていたわけではないが、認められたのだという実感がなかなか湧かない。

　蒼真は露里の問いにわずかに目を瞠った後、真剣な表情で頷いた。

「──ああ。代替わりが早まったことで、貴女には想定していた以上の苦労をかけてしまうことになるだろうが……」

「いいんです、大丈夫です。そんなことより──わたし、やっと、蒼真さんの正式な婚約者になれたんですね。……嬉しい」

　涙がこぼれるのを、露里は堪えきれなかった。

　頬が濡れたのを感じた瞬間、蒼真に抱き寄せられる。

「……幸せにする」

　耳元に落とされた囁きに、露里は言葉で応える代わりに、蒼真の背に手を回した。







　祭りの前日──儀式の稽古の最終日になった。

　ここ数日ほとんどの時間を寝て過ごしたせいか、いつも以上に早く目が覚め日課も終えてしまった蒼真は、予定よりも少し早めに稽古場に到着する。

　しかしそんな彼よりも、栞凪のほうが先に稽古場に来ていた。

　室内に入ると、こちらに背を向けていた彼女が振り返る。

　事件が終わったあの日以来、顔を合わせるのは初めてだった。

「……早いな」

「……うん」

　短いやり取り。

　気まずい沈黙が降りる。

　しばらくして、口を開いたのは栞凪だった。

「──ごめんなさい」

　か細く、震えを帯びた声だった。

「もう、わかってると思うけど──裏で糸を引いていたのは劉月だったけど、わたしは自分の欲望のために、あいつの口車に乗って……その結果、蒼真をあそこまで追い詰めてしまった。露里も、死ぬような目に遭わせて……本当に、ごめんなさい」

「…………」

　返せる言葉が見つからず、蒼真は沈黙を貫く。

　栞凪は泣きそうになりながら、独白を続けた。

「わたし……蒼真が好き。ずっと……ずっとずっと、子どもの頃からずっと、好きだったの。だから……あの子に、奪われたくなかった……っ」

　──ああ、それが理由だったのか、と。

　蒼真は変わらない表情で栞凪を見つめながら納得する。

　きっと、露里だけでなく、自分も彼女を追い詰めるようなことをしたのだろう。でなければ、あそこまでのことを、この幼馴染みがするとは思えない。

　同情と、罪悪感が湧き起こる。

　しかし、それでも。

「……お願い。一度だけ──ちゃんと、言わせて」

「……ああ」

　そう返すと、栞凪は涙の溢れる目を拭い、痛々しいほど切ない想いに歪んだ顔で、叫ぶように告白した。




「蒼真が、好きです」




　──それでも、決意は揺らがない。

「……悪いが、応えられない」

「…………っ！」

　栞凪が大きくしゃくり上げた。

　間を置かずして、堪えきれない嗚咽が室内に響く。




　──指南役が現れるまで、栞凪は涙を流し続け、蒼真はその声をただ聞いていた。







　そして、祭り当日がやってくる。





８




　月がとても明るい。

　辺りはしんと静まり返っていて、ひとの気配はまったくない。

　そろそろ寝ないと……と思いながら、露里はぼんやりと窓から夜空を見上げている。

　表にこそ出ないが、ひどく落ち着かない気分だった。

　何しろ──いよいよ明日。




　露里と蒼真は今度こそ、本当の夫婦となるのだから。




　祭りの日、蒼真が新たな里長となった日から、実に一ヵ月半が経った。

　思い返せば長かったような気がするし、短かったようにも思う。

　……いや、やはり短かった。

　連日忙しそうにしていた蒼真の姿を思い出す。どんなことをしていたのかまではわからないが、夜になると決まって疲れた様子で部屋へとやってきて、そんな彼を露里は精一杯労った。そのたびに蒼真は「もう少し待っていてほしい」「あと少しで夫婦になれる」と言った。

　──彼はきっと、何より露里じぶんのために奔走してくれていた。

　そして、それがわかっていたから、露里も彼がいない日中の間、住民たちと少しでも打ち解けようと努力した。

　まずは会話をすることから──と思ったのだが、露里にはそれすら難題だった。というのも、妖狐たちの露里に対する感情云々以前に、露里自身、これまで身内以外と言葉を交わしたことが数えるほどしかなかったのである。当然、他人との距離の詰め方などろくに知らず、いきなり四苦八苦する羽目になった。

　それでもめげずに奮闘すること半月ほど。ひと言ふた言話したらそそくさと逃げられるという段階をなんとか乗り越え、気さくにとはいかないまでも、敬遠せずに話してもらえるまでに至った。そこからさらに交流を深めていき、最近では、住民のほうから声をかけてもらえるようにもなってきた。

　自分のそんな地道な積み重ねも、多少なりとも斟酌されて──かは定かではないが、里の転機からたった一ヵ月半で、おそらくそれほど優先すべきと考えられていないであろう自分と蒼真の婚礼が執り行われることになったのは幸いだ。

　……改めてそれを思うと、蒼真への想いが溢れてきて、また胸が騒ぎ出す。

　露里の口から熱っぽい溜息が漏れる。

　会いたい。

　会って、感謝を伝えて、……できれば、思い切り抱きつきたい。

　湧き上がる衝動で胸が苦しくなる。掟は守るべきだとわかっているが、いまは『婚礼前日の男女は顔を合わせてはいけない』というしきたりが、とてももどかしい。

　別邸で過ごしていた間も、会いたいと思ったときに蒼真と会えないことが歯痒かったけれど、いまの状況はその比ではない。

　だって、互いに同じ邸の中にいて、しきたりを除けば顔を合わせられない事情はとくになく、それなのに丸一日、一度も姿を見ていないどころか声さえ聞いていないのだ。

　蒼真の存在に少しも触れられなかった今日を思い返して、露里はまた溜息を吐く。

　明日に対する緊張と蒼真への恋しさが混ざり合って、胸が苦しくなる。

　こんなんじゃ到底眠れない、と露里が手で顔を覆ったそのとき。

「まだ起きてるかしら」

　廊下に面した襖の向こうから、つんとした調子の声がした。

　声の主は言うまでもない。

「は、はい！」

　弾かれたように顔を上げ、驚きで裏返った声で応える。

　すぐに襖が開き、いつものごとく不機嫌そうな面持ちの紗埜が入ってきた。

「はいじゃないわよまったく。明日がなんの日かわかってるでしょ？　さっさと寝なさいってのよ。寝不足でやつれた顔を晒して、お兄様に恥をかかせる気？」

「そ、そんなつもりじゃ。……ただ、なかなか寝つけなくて」

　ごまかすような微苦笑を浮かべてみせると、紗埜は「わからなくもないけどね」といった風情で小さく鼻を鳴らすと、窓の外へ視線を遣った。

　沈黙が流れる。

　一向に立ち去る気配を見せない紗埜に、露里は戸惑いの視線を注ぐ。まだ寝ていないことに気づいて注意しにきただけかと思ったのだが、そうではないらしい。が、では何の用件で来たのか、見当がつかない。

「紗埜さんはまだお休みにならないんですか？」とでも声をかけるべきだろうか。

　しかし露里が迷っているうちに、紗埜がぽつりとこぼした。

「……お兄様は里長になった。そして明日になったら、あんたを正式な妻に迎える」

　神妙な口調に、自然と背筋が伸びる。

　何を言われるのだろうと緊張した面持ちで露里は耳を傾ける。

　紗埜はそんな露里には目を向けず、夜空を見つめたまま続けた。

「そしたらきっとまた、陰口を叩く奴が出てくるでしょうね。いくら始祖様が認めたといっても、根っこのところじゃ納得しきれてない奴は少なくないでしょうし」

「えっ……と……そうかも、しれませんね」

　また小姑として釘を刺されるのかと思っていた露里は、意外な話の展開に瞬く。

　いままで、紗埜が蒼真の行動や思想について意見するようなことはなかった。しかし、いろいろなものがひっくり返ったいま、彼女にも蒼真に対する姿勢に変化があったのかもしれない。

　もしそうなら、なんとなく、これまでよりももっと良い兄妹になりそう、と露里は密かに目元を和ませる。

　しかし、そんな露里の緩んだ頬を、さらに続いた紗埜の言葉が叩いた。

「……わたしも、お兄様が本当のお兄様じゃないって知ったときは、底なしの穴にでも落ちたような気分だったわ」

「──あ」

　さあっと血の気が引く。

　そうだ。すっかり失念していたけれど、紗埜は流布された噂ではなく、あのときに知ったのだ。

　斯貴が自分を逃がすため別邸に乗り込んできたあのとき、本当に唐突に。

　愛してやまない兄が、自分とはまったく血の繋がらない他人であるという真実を。

　脳裏に、あのとき見た放心状態の紗埜の姿が蘇る。

　なんてことだろう。このひとは、あれからどう立ち直ったのか。いや、まず立ち直れたのか？　……まさか、実際のところはもう蒼真を兄とは思っておらず、表面的に『いままでどおり』を貫いているだけなのか。

　最悪の想像が頭の中を埋め尽くして、露里は言葉を失う。

「ずっと、お兄様は立派な一う族ちの次期当主で、里長になるべくしてなる、それに相応しい方だって信じてたわ。信じる以前に、それが至極当然だと思ってた。……でも、実は養子だって知って、急にわからなくなったの。一族の出身じゃなくて、どころか始祖様の血さえ引いていなくて、……なのに『相応しい』と思わせる貫禄は確かにあって。わたしはいままでお兄様の何を見て尊敬してきたのか、わからなくなった」

　胸に湧いた不安を裏づけるような科白に、露里はいよいよ怖くなって震えはじめる。

　反応がないことを怪訝に思ったのか、紗埜がここでようやく露里を見る。

　彼女は真っ青になって自分を見つめる露里に、ぎょっと目を剥いた。

「ちょっ、何!?　どうしたのよ!?」

「さ、紗埜さんは、蒼真さんのこと……もう、ご兄妹として、見られませんか？」

　不安にか細くなった声でおそるおそる訊く。

　すると紗埜は、

「は!?　そんなわけないでしょ！」

　と、ますます仰天した風情で答えた。

「話はちゃんと最後まで聞きなさいよ！　ったく……大丈夫よ。お兄様のことはいまでも変わらずに愛してるわ。当然でしょ」

「でも、だって……」

「だから、話を最後まで聞けっての」

　未だに不安が拭えない様子の露里に、紗埜は呆れたように溜息を吐く。

　そして、どこまで話したっけ……と記憶を遡る素振りを見せた後、話を再開した。

「あんたが斯貴に連れられてどこかへ行った後、しばらくして我に返って、よく考えてみたのよ。かなり時間がかかったけど、辿り着いた結論は結局、わたしがお兄様を好きなのは、血がどうとか、自分の兄だからとかじゃなくて、『蒼真あのひとが蒼真あのひとだから』だってことだったわ。将来里の皆を率いる役目を物心つく前から背負わされて、でもそれを拒まずに受け入れて、立派に務めるために日々努力してる姿が、とても眩しくて素敵なのよ。そしてその姿こそが蒼真おにいさまなんだって、ちゃんと認識したの」

　そう語る紗埜の横顔は、とても満ち足りたものだった。

　いつもと変わらぬ蒼真を愛してやまない妹の顔のようであって、けれどどこかいままでと違う──少し大人びたような雰囲気を感じる。

　露里は軽く目を瞠って、それからほっと胸を撫で下ろした。

　じわりと目頭が熱を帯びる。

　紗埜が蒼真との間に壁をつくってしまわなかったことに対する安堵と、蒼真の心強い味方がひとり欠けてしまうことにならなかったことに対する嬉しさが、同時に押し寄せて、鼻の奥がつんとする。

　泣きそうになるのを堪えながら、露里は言葉を絞り出した。

「……そうですか。よかった」

　微かに震える声でそう言った途端、紗埜が眦を吊り上げてこちらを見、一喝した。

「泣くんじゃないっ！」

「えっ」

「化粧で多少はごまかせるとはいえ、腫れた目の花嫁なんて許さないわよ！　泣くのは明日、婚礼が無事終わって、邸に引っ込んでからにしなさい！　ていうか、わたしなんかのことで泣くなんて馬鹿じゃないの!?　まったく！」

　指をびしっと突きつけて捲し立てた紗埜は、踵を返し肩を怒らせながら廊下の方へ歩いていく。そして襖の前に立つともう一度露里を振り返った。

「そわそわするのはわかるけど、いい加減寝なさいよ！　半時経ってもまだ起きてたら気絶させるから！　いいわね！」

「は、はい！」

　露里の返事を聞くが早いか、紗埜はどすどすと足音を立てて部屋を出ていき、容赦なく襖を閉めた。

　遠ざかっていく紗埜の気配を感じながら、一時間以内に寝つかなければ本当に気絶させられると、露里は急いで布団に入る。

　目を瞑り、暗闇の向こうを見つめるようにして頭を空っぽにしていく。

　途中、先程の紗埜のいつもと変わらない様子を思い返して笑みがこぼれ、次いで、初めて顔を合わせたときの蒼真を思い出し、胸が熱くなる。

　やがて意識の輪郭が溶け出し、露里は眠りに落ちた。







「ここからは、どうぞおひとりで。中で新郎と顔を合わせたのち、お邸の外へ出て、婚礼行列に加わっていただきます。……それでは」

　いつかに聞いたものとまったく同じ科白を、右側に端座した女中が言う。

　広間の襖の前に立った露里は、一度深呼吸をして、顎を引き背筋を伸ばした。

　それを合図に、襖が開かれる。

　視界が開け──差し向かいに立つ蒼真と、目が合った。

　後ろの高い位置で結わえた漆のように艶やかな黒髪に、透き通るような白い肌。薄い唇。細身の肩。そして、夜明け前の空を溶かし込んだような瑠璃色の瞳。

　──あの日と同じ佇まい。けれど、抱く印象は違う。

　だって、いまの自分は知っている。一見どこか儚げで冷たい雰囲気をまとっている彼が、本当は誰より優しくて、繊細で、愛情深いひとだと知っている。

　初めて会ったときから今日に至るまでの日々が蘇って、胸が少し苦しくなる。しかし表情は変えない。一拍置いて、どちらともなく歩き出す。

　ほどなくして手を取り合える距離まで近づいたふたりは、笑みを交わすと、同時に玄関の方向を向いた。

　目の前にはあの日同様、女中たちが左右に列に並んで低頭し、外までの道を敷いている。

「……行こう」

「はい」

　小声で息を合わせ、歩き出す。

　張り詰めた空気の中、ふたりの足音と微かな衣擦れの音だけが響く。

　やがて外へ出ると、巫女装束を身にまとった少女が、背後に大人の巫女をふたり伴って待っていた。

　栞凪だった。

　露里はわずかに表情を硬くする。そこに彼女がいることは最初からわかっていたが、どうしても平静を装いきれなかった。

　なぜなら、彼女と顔を合わせるのは、劉月との決着がついたあの日以来──彼女に首を絞められ気絶して以来だった。正確には祭りの儀式で彼女の姿を見てはいるのだが、最後の記憶として鮮明に残っているのは、激しい憎悪に歪んだ顔だ。

　もう殺意はない──と思いたいが、わからない。もしなかったとしても、憎悪は抱き続けているかもしれない。そんな疑いが拭えず、鼓動が不穏に跳ねる。

　じっとりと汗の滲む手を握る露里。

　対する栞凪は、まず蒼真に寂しげな微笑を見せると、静かな瞳で露里を見た。

　藤色の双眸に暗い色が覗いた気がして、露里の呼吸が浅くなる。

　薄い唇が開いて、感情の読めない声が露里の耳朶を打った。

「……もう、何もしないわ。でも、蒼真を傷つけたら、そのときは今度こそ赦さない」

「えっ……」

　もの言いたげな様子の露里を無視して、栞凪は腰を折る。そして踵を返し、新郎新婦を行列に誘う巫女の役目に戻った。

　茫然とする露里の背に、蒼真の手が触れる。促すようなそれに露里ははっと我に返って、栞凪たちの後を追った。

　ふたりの案内を終えると、巫女たちは一礼して列の最前へと去っていく。

　露里は視線をそっと横へ滑らせる。そこには里の住民たちがいた──が、その人垣の中、露里の真横にあたる位置に、とくに見覚えのある顔があった。

　斯貴だった。

　祭りの翌日に第二の里へ帰ったはずの彼の姿に、露里は驚いて思わずそちらを振り返る。意外だという心境がありありとわかるその表情に、斯貴は笑って、「ほら、ちゃんと前見て」と指で示した。

　──『加護の雨』を乞う儀式がはじまった。

　凛とした栞凪の声が、朗々と祝詞のりとを奏上する。

　今度こそ降るか、と住民たちは天を仰ぐ。

　どうか降って、と露里は目を閉じ切に祈る。

　緊張感の漂う中、やがて奏上が終わり。




　地面を叩く、微かな音がした。




「……雨だ」

　誰かが呟くと、堰を切ったように皆が喜びの声を上げはじめる。

　音は次第に数を増し、やがて絶え間なく世界を包む。

　大地を濡らし、住民たちを濡らし、しかし参列者の頭上だけには降り注がない、涼やかで、でも冷たくは感じない、むしろどこか温かみのある、不思議な雨。

「綺麗……」

「ああ」

　空を見渡し、感嘆の溜息を吐つく露里に、蒼真が頷く。

　陽の光と、それを受けて煌めく雨粒が彩る空間に、鈴の音が響いた。

　先頭がゆっくりと動き出す。

　──いよいよだ。

　過ぎし日には至れなかった段階に、自分はいよいよ踏み出すのだ。

　自ずと表情が強張る。

　列の流れが間もなくやってきて、そろそろ自分も──と思った、そのときだった。

「……露里。わたしの隣を、ずっと一緒に歩んでくれ」

　──ああ、そうだった。

　自分はひとりで行くのではない。彼と──最愛のひとと一緒に行くのだ。

　忘れてはいけない。繋いだ手を離してはいけない。

　ずっとずっと、彼の隣に寄り添うと、これからそれを誓うのだ。

「……はい」

　声に出した瞬間、緊張がすっと消える。

　露里は蒼真を見上げて、穏やかに微笑んだ。




「──ずっと一緒にいましょうね、蒼真さん」










　ある日の明け方。

　蒼真は邸の裏手で、一心不乱に木刀を振るっていた。

　──その面持ちはどこか険しく、何かを振り払おうと必死になっているようにも見える。

　空気を裂く重い音が何度も響き、汗が滴る。

　やがて溜まった疲労で腕が重くなりはじめた頃、

「そのあたりにしておいてはどうですか？」

　という、微苦笑を滲ませた声が割って入った。

　ひたすら剣に集中していた蒼真は、その声に瞠目し、凄まじい勢いで振り返る。

　そして、そこに立っていた人物の姿を確認すると、すぐさま駆け寄った。

「露里……！　起きて大丈夫なのか」

　大げさな夫の態度に、露里は思わず苦笑する。

「大丈夫ですよ。重病人というわけじゃないんですから。それよりもお水、どうぞ」

「あ、ああ」

　差し出された土器かわらけを、蒼真は落ち着かない様子ながら受け取ってひと息にあおる。

　そして飲み干すが早いか、露里の肩を抱いてやや強引に邸の中へ引き返した。

「本当に大丈夫ですよ」

「しかし、朝はまだ冷える。布団に戻れ」

「でも目が覚めてしまって」

「なら、眠らなくてもいい。しかし、せめてもう一枚袿を着て、部屋で大人しくしていてくれ」

「……わかりました。でも、傍にいてほしいです」

　頑なな蒼真に、露里は苦笑した後、少し甘えるように言って彼を見つめる。

　……この女ひ性とは、近頃──懐妊が判明してから、少し強かになった気がする。

　不安はあるだろうになぜなのだろうと、蒼真はたびたび不思議に思う。

　それは妊娠を機に、蒼真が過度に心配性な一面を現したことが露里にとってはかなり予想外で、おかげでむしろ肩の力が抜けたから──という事実を、彼は知る由もない。

「わかった。傍にいる。……仕事があるが、同じ部屋ですればいいか」

「はい。蒼真さんが頑張ってるところを、後ろで見てますね」

「無理はするなよ」

「わかってます」

　そんなやり取りをしながら廊下を歩く。途中すれ違った女中に朝餉は部屋へ持ってくるよう伝え、ふたりは寝所へと戻った。

　縁側の方を向いて、布団の上に腰を下ろす露里。傍らに膝をついた蒼真の手が、わずかに膨らんだ腹を優しく撫でた。

「男の子だといいんですけど」

「どちらでも構わない。無事に生まれてくれさえすれば。……もちろん、貴女も」

「……そうですね。頑張ります」

「……うん」

「名まえは何がいいでしょう？」

「名か……そうだな」

「男の子なら、何か色を入れたいなって思ってるんです」

「そうか。では女なら……水に関する字をひとつ、だろうか。……いや」

　言ってから、蒼真は頭かぶりを振った。

「字はどうあれ、私たちの子だとわかるような名をつけたい」

「蒼真さん……」

　心からそう望んでいるのがわかるような声音に、露里は彼の手に自分のそれを重ねた。

　徐々に空が明るくなっていく。

「……楽しみだ」

「……ええ」

　いずれ訪れる幸せな未来に思いを馳せ、ふたりは深く手を繋ぎ、互いに肩を寄せ合いながら笑みをこぼした。





掌編




　微かに湿気を孕んだ空気と、早くに昇った陽が、夏が近づいていることを報せる。

　緑に囲まれた邸やしきの一室。膳を挟んで向き合いながら、道どう玄げんと静せい沙さは朝あさ餉げを食べていた。

　交わされる会話は少ないが、雰囲気やふたりの表情はとても柔らかい。

　そんな穏やかな朝の一幕は、一時間ほどで唐突に終わりを告げた。




「おじいさま────っ！」

「おばあさま────っ」




　無邪気なふたつの声が森に響き渡る。

　自分たちを呼ぶその大だい音おん声じょうに、箸を止めた夫婦は嬉しそうな笑みをこぼして、いそいそと玄関へ向かった。

　内心、年甲斐もなく浮き足立ちながら、道玄は戸を開く。

　するとすぐさま、ふたりの幼い少年の笑顔が目に飛び込んできた。

「おはようございます、おじいさま！」

「おはようございます、おばあさま」

　一方──輝く銀灰の髪に、夏空を切り取ったような明るい青の瞳の子──は元気良く、もう一方──艶めく漆黒の髪に、同じく夜の帳とばりのような深い黒の瞳の子──は品良く、そしてふたりとも礼儀正しく、迎えた道玄と静沙に挨拶をする。

　しっかりと手を繋ぎ、ぴったりと寄り添うように立っている子どもたちに、夫婦は破顔した。

「ああ、おはよう。今日はまた随分と早いな」

「いらっしゃい、柊しゅう青せい、霜そう星せい」

　お入り、と祖父母に促され、子どもたち──兄の柊青と、弟の霜星は「お邪魔します」と声を揃えた。










　ふたりとも、朝餉は一応しっかりと摂とってきたらしい。まずそれを確認した夫婦は、ならば良しと頷いたが、それにしても、いつもと比べてかなり早い来訪に、一体どうしたのだろうと首を捻る。

　尋ねてみると、兄弟はぱっと顔を輝かせた。

　真っ先に答えたのは柊青だった。

「ぼくたち、お母さまのおうちに連れていってもらえることになったの！」

　ね！　と、同意を求めるように柊青は隣を見る。

　兄に水を向けられて、霜星は「うん」と、興奮に目を輝かせながら頷く。

　孫たちの報告に、道玄も静沙も目を丸くした。

　この子たちの母親は露つゆ里りだ。そして、『おうち』というのは里長邸──ではなく、生家のことだろう。

　ということは──つまり彼らは、人間の世界に行くと言っているのだ。

　夫婦は顔を見合わせる。

　孫たちが少し前から、露里の故郷に興味を持っていることは知っていた。

　きっかけは、人間の世の産物である、多くの品々だ。

　人里の美しい景色を収めた書物や、庭園を模した小さな細工物、色とりどりの硝子玉など──どうやって手に入れたのかは皆目見当がつかないが、柊青曰く『いつの間にか邸にあった』それらを見て、「こんなものが溢れている世界とは、一体どんなところなのだろう」と好奇心を刺激されたらしい。

　そして、いつか行ってみたいと思い続けること幾年。

　ついに昨晩、露里の口から、

「夏になったら、みんなでわたしの家に、旅行に行きましょうか」

　という提案があったという。

　どうやら息子たちが人間の世に関心を持ちはじめたことを受けて、蒼そう真まと露里が密かに計画を進めていたらしい。

「長老さまたちがね、やっと『いいよ』って言ってくれたんだって！」

「『行き帰りも入れて四日間だけだけど』って、お母さまはちょっとしょんぼりしてたけど、ぼくたちは『四日もあるんだ！』って、わくわくしてるんです」

「お父さまも、お母さまのおうちに行くの、初めてなんだって。なんだかね、お父さま、へんなお顔してたよ」

　いつも冷静な父親が、珍しく落ち着かない様子だったのが不思議だったのだろう。きょとんとした顔でそう語る柊青に対し、道玄は息子の心情を察して内心苦笑する。

　旅行と言ってはいるが、蒼真にとってこれは『妻の家族に挨拶をする』という、良く言えば『ようやく』、悪く言えば『いまさら』訪れた機会である。

　──そう、『いまさら』なのだ。

　ふたりが結婚してから、早くも十年の歳月が経っている。

　多くの妖狐からすれば十年など短い時間だが、人間にとってみればそれなりに長い。そして──子どもにとっての数年、その密度は、妖狐のものとは比べものにならない。

　道玄は、それをすでに身を以もって理解している。

　というのも、孫たちの成長速度が、純血の妖狐と比較して、かなり速いのだ。

　妖狐の子どもは通常、生まれてから数年の間は、純白の毛に瞳孔の鋭い金眼を持つ獣の姿で過ごす。物心がつく頃になると、姿が人間のものへと徐々に近づくとともに、それまで放出されるばかりだった妖力が潜在化し、やがて一見しただけでは人間と区別がつかないまでになる──ここに至るまでにかかる歳月は、およそ三十年。そこからようやく、言葉を覚え、二本の脚で立ち、手先を駆使し、力の扱い方を学びはじめる。

　しかし、蒼真と露里の息子たちは違った。

　人間の血を半分引いているためか、部分的な特徴こそ妖狐のそれだったが、姿形は獣ではなく最初から人間のものだった。

　そして現在。

　柊青は七歳、霜星は五歳だが、ふたりとも髪や瞳まで人間寄りになり、やや舌足らずながら言葉もしっかり話せる。運動能力も高く、柊青に至っては、すでに剣術と体術の稽古をはじめているという。

　日々逞たくましくなっていく孫たちの姿に、道玄も静沙も目を瞠みはると同時に、その成長を楽しみつつ見守っている──が、それはさておき。

　ともかく、人間にとって十年は長い。

　それだけの時を、訪おとなうことはおろか文ふみの一通さえなく過ごし、その間に結婚のみならず子どもをふたりも儲け──事ここに至って『挨拶』となれば、緊張しないほうがおかしい。

　婚姻前に天あま津つ雪ゆきの宮みやへ挨拶に行った若かりし頃の自分でさえ、ひどく緊張したというのに……と、息子が近く立たされることになる局面を思い、道玄は思わず苦虫を噛み潰したような表情を浮かべる。

　そんな祖父を見て首を傾げる柊青。

　一方霜星は、祖父と祖母の顔を交互に見た後、「……でも、あの……」と、どこか気落ちしたように、もしくは申し訳なさそうに呟いた。

「……？　どうしたのですか？」

　言いにくいことなのか、それきり黙り込んでしまった霜星に、静沙がそっと問う。

　俯いていた霜星は上目遣いに祖母を見つめ、消え入りそうな声で答えた。

「……おじいさまとおばあさまは、いっしょに行けないって……お父さまが」

　すると、柊青もはっとして、しょんぼりと肩を落とした。

「あと、紗さ埜やお姉ちゃんもお留守番だって言ってた。みんなで行きたかった……」

　孫たちの言葉に、道玄と静沙は得心し、苦笑した。

　──自分たちは十年前、蒼真の出自に関する騒動の責任を問われ、里長の座を退しりぞき、この別邸に隠居を余儀なくされた。

　それはいい。

　ただ……そんな立場の者が、これ幸いとばかりに揚々と、息子夫婦が苦心の末に獲得したであろう『家族旅行』に乗じて人里に下りるなど、できることではない。

　紗埜は──おそらく、蒼真たちが不在の間、里長の代理を任されるのだろう。

　蒼真が里長を継いで以降、彼女は蒼真の手足として奔走するようになった。その実績はなかなかのもので、以前は里の運営に関することにあまり妹を関わらせまいとしていた蒼真も、いまでは彼女を信頼し、様々な案件を任せている。

　加えて、露里の二度に亘る出産とその後の世話についても、紗埜は大いに貢献したという──いまの里に、紗埜より里長代理に相応ふさわしい者はいないだろう。

　そんな事情を察しているのかはわからないが、落胆はしても駄々をこねる様子はない孫たちの頭を、道玄はそっと撫でた。

　兄弟が面おもてを上げる。

『家族全員で行けないのが不満』というよりも、『祖父母と叔母を仲間外れにしてしまうのが申し訳ない』と言いたげな目でこちらを見つめるふたりに、静沙が言う。

「一緒に行けないのは残念だけれど、あなたたちが気にすることはないのですよ。楽しんでいらっしゃい」

「でも……」

「…………」

　なおもしょんぼりとしたままの柊青と霜星。

　静沙が助けを求めるような視線を投げて寄越す。

　道玄はひとつ息を吐つき、

「……ならば、何か土産を頼めるか」

　と言った。

「「……おみやげ？」」

　兄弟が揃って反復する。

　道玄は頷く。

「お前たちが人間の……母の故郷で見つけたもの、もしくは経験したこと。それを、里へ帰ってきたら、私たちに聞かせてくれ」

　柊青と霜星は、道玄の言葉に目を見開いて顔を見合わせる。

　そして、

「うん、わかった！」

「いっぱい、いっぱい、おみやげもって帰ってきます！」

　孫たちの意気込んだ返事に、道玄と静沙は表情を弛緩させ、「楽しみにしている」とふたりの頭をもう一度撫でた。










　そして、七月某日。

「おっきい！」

「すごい……！」

　お揃いの、セーラーカラーの半袖シャツにハーフパンツ。そして、紺と青──色違いのリボンがあしらわれた麦わら帽子。

　夏らしく、何より現代の人間らしい装いに身を包んだ柊青と霜星は、目の前に建つ立派な屋敷を見上げ、感嘆の声を上げた。

　一方蒼真は、期待と好奇心に目を輝かせている息子たちとは対照的に、抑えきれない緊張に強張った顔で、屋敷を睨んでいる。

　自分たちをここまで運んできた駕か籠ごは、すでにその姿を消している。退路は断たれた。……自分の手を握っている柊青が、まるで自分をこの場から逃げ出さないように打たれた楔くさびのようにさえ思えてくる。

　……が、いつまでも炎天下で二の足を踏んでいるわけにもいかない。

　蒼真はひとつ深呼吸すると、決意を固めた面持ちで門の先を見据える。

　夫の覚悟が決まったのを見て取った露里は、

「……じゃあ、行きましょうか」

　と、握っている霜星の手を引いた。

　歩き出した露里につられるかたちで霜星が一歩を踏み出し、同時に、彼と手を繋いでいる柊青も弾むような足取りで弟と肩を並べる。

　そして最後に蒼真が、アスファルトに貼りついた足を引き剥がすような錯覚に陥りつつ、屋敷の中へ向かった。










　──結論から言うと。

　突然の露里の帰郷、のみならず、その夫である妖狐の青年の来訪──そして何より、いつの間にか生まれて成長していた幼い男児ふたりの登場に、繁しげ行ゆきと和かず成なりは卒倒こそしなかったものの、その驚き様は筆舌に尽くしがたいものだった。

「とにかくまずは」と、客間に通される一行。そこで、差し向かいに座った父と兄に、まずは蒼真が挨拶をし、次ついで露里が、息子たちの紹介と、この十年の間にあったことの説明をした。

　何度か殺されかけたことや、蒼真の出自についてはさすがに伏せたが──ふたりはとりあえず納得し、落ち着きを取り戻した風情で、

「……無事でよかった」

「いま幸せなら、それでいいよ」

　と、安堵の滲む表情を浮かべ、露里に言った。

　十年ぶりの再会。

　ようやくその実感が湧いてきて、露里の目に涙が浮かぶ。

　すると、それに気づいた柊青と霜星が、慌てた様子で膝元にやってきた。

「お母さま、なんで泣いてるの？　どこかいたいの？」

「だいじょうぶですか？」

　母が突然泣き出した理由がさっぱりわからず、ただ心配で堪らないといった様子の息子たちに、露里は安心させるように言った。

「大丈夫。どこも痛くないよ。ただちょっと……嬉しくて」

「？」

「……？」

　嬉しいのに泣くの？　と言いたげに目を瞬しばたたく兄弟。

　揃って同じ方向に首を傾げるふたりを見て、露里は思わず笑みをこぼす。

　──そんな妹の姿に、和成は内心、先程とは別の安堵を抱く。

　妖狐の里へ行く前、この屋敷で軟禁生活を送っていた頃の露里は、楽しそうに笑うことなど滅多になかった。

　遥か過去の人間に運命を決めつけられ、人間ならざる者たちが棲すむ異郷に連れ去られたとき、和成は自分の無力さに憤ると同時に、『妹の顔から、儚げな笑みまでもが奪われてしまったら』という焦燥を抱いた。そして十年間、それを懸念し続けてきた。

　よかった。

　妹から笑顔が消えてしまわなくて──昔よりずっと、明るく笑えるようになって。

　……しかし、それはそれとして。

「…………」

　和成は憮然とした表情で、露里と、その隣に座る蒼真を見る。

「本当にだいじょうぶ？」と繰り返す柊青と霜星に「本当に大丈夫」と返しながらも、目尻に涙を浮かべる露里。

　その雫を、蒼真がそっと指で拭う。

　無言だが、優しい手つきと視線。露里は「ありがとうございます」と返すと、彼に少し照れたような微笑みを向ける。

「…………夫婦仲も良好みたいだね」

　最愛の妹が幸せそうにしているのは嬉しい──が。

　先程こちらに挨拶──それも十年越しの──をしたばかりの男が、完全な良き夫の顔で露里の涙を掬すくっているのが、どうにも気に食わない。

　それは俺の特権だぞと、大人おとな気げなく言いたくなる。

　そんな兄の複雑な心境に気づくことなく、夫婦ははっとした様子で彼を見ると、露里はどこか恥ずかしそうに、蒼真は恐縮した風情で居住まいを正した。

　……くそう、腹立たしい。

　無理につくった笑顔が崩れそうになるのを、強い精神力で耐える。

　しかし、このままだとうっかり蒼真に毒を吐いてしまいそうな予感がする。

　どうしたものかと逡巡した和成は、ふと、露里にくっついている柊青と霜星が、こちらをじっと見つめていることに気がついた。

「えっと……柊青に、霜星」

「なぁに？」

「は、はい、おじさま」

　反応はほぼ同時だったが、先に応えたのは柊青だった。無邪気で人懐こい表情で小首を傾げてみせる。

　対して、一瞬遅れて返事をした霜星は、どこかびくびくしつつ、それでも礼儀正しく振る舞おうと頑張っているのが見て取れる。

　和成は相好を崩し、「おいで」と、甥たちに手招きをした。

　目を丸くして顔を見合わせる兄弟。それから、伺いを立てるように両親を見遣る。

　蒼真が鷹揚に頷き、露里が「行っておいで」と軽く背中を押すと、柊青が霜星の手を取った。

　ふたりはとてとてと小走りでやってきて、伯父の傍らにぺたりと座り込む。

　ややくすんだ銀の髪に、透き通るような青の瞳。好奇心に満ちた目でこちらを凝視している柊青。

　真っ黒な髪に、真っ黒な瞳。出会ったばかりだからか、呼びつけられた理由がわからないからか、少し怯えているように見受けられる柊青。しかし、好奇心は兄同様に強いようで、こちらから目を逸らそうとはしない。

　外見はあまり似ていないが、内面や行動など、共通するところは多い気がする。そして何より、ふたりとも確かに、露里と蒼真の面影がある。強いて言えば母親似なのが、彼女の兄としては嬉しい。

　そんなふうに甥たちを観察した和成は、ふたりの頭にぽんと手を置いた。

「ふたりとも、この邸を探検してみないか？」

「たんけん!?」

　声を上げたのは柊青だった。大きな瞳がさらに見開かれ、きらきらと輝いている。

　一方霜星も、声を上げこそしなかったが、表情を見れば、好奇心を刺激されていることがありありとわかる。

　まだまだ子どもらしい反応に和成は笑みを深め、「よし」と立ち上がった。

「じゃあ、俺と一緒に回ろうか」

　まだ妹と話がしたいという気持ちもあるが、彼女たちは明後日までここに滞在するというし、機会は後でもあるだろう。……というか、話をするなら、できればふたりきりがいい。

　どうにも捨てきれない義弟への反感を押し隠し、はしゃいでいる甥たちとともに部屋を出ていこうとする和成。

　しかし、

「待ちなさい」

　それを、隣に座していた繁行が止めた。

「和成はここに残りなさい」

　いつもの父らしい、厳格な雰囲気の声音だった。

　が、和成にはわかった。

　……このひと、思いもしないタイミングで帰ってきた娘相手にどう接したらいいのかわからなくて、内心緊張しているな。

「…………」

　実際まったく『らしくない』父の姿に、和成はなんとも言えない表情を浮かべる。

　しかし、まあ、わからなくもない。何せ、十年前に別れたとき、ふたりは長く抱え続けた軋轢をようやく解消したばかりだった。親子らしい絆を紡ぐ猶予などなく、露里は手の届かない場所へ嫁いでいったのだ。

　繁行もこの十年間、表にこそ出さなかったが、露里のことを案じ続けていた。

　それは単なる親心だけでなく、自分の勝手な都合で軟禁し続けてきたがための彼女の『無垢さ』に起因することでもあったし──何より、嫁ぎ先が『妖狐』などという、はっきり言って得体の知れない種族の男のもとであるからというのも、当然あった。

　要するに。

　繁行は、娘の結婚相手を信用していなかった。

　ゆえに、突然やってきた蒼真に対しても、どう接していいのかわからないのだろう。

　想像していたよりもずっと実直そうな青年というだけでなく、「もしも露里を不幸にしていたらどうしてくれよう」などと考えていたのに、いざ蓋を開けてみれば、娘との波長は随分と合っている様子とあればなおさらだ。

　──ちなみに、和成の心境も実を言えば、父と似たようなものである。

「……わかりました」

　やれやれ、という言葉を飲み込み、了承する。

　すると、

「おじさま……」

　低いところから控えめな声がして、スラックスの裾が軽く引っ張られる。

　見ると、柊青と霜星がこちらを見上げていた。

「ああ、ごめんね、ふたりとも」

　謝ってから、ちらりと父を見る。

　和成と、それから彼に倣ならうようにその陰から顔を出した孫たちの視線を受けて、繁行はややぎこちない口調で言った。

「……探検なら、ふたりで行ってきなさい。自由に見て構わない。何かあれば、使用人に声をかけるように」

　無愛想な──それでも露里と和成からすれば柔らかい──祖父の態度に、柊青と霜星がびくっとしたのが、掴まれているスラックスから伝わってくる。

　しかし、怒っているわけでも、まして嫌われているわけでもないことは悟ったようで、

「はあい」

「わかりました」

　と、返事をした。

　そして、露里と蒼真を振り返り、

「「いってきます！」」

　と声を揃えると、どちらからともなく手を繋ぎ、柊青が霜星を引っ張るようにして、客間から飛び出していった。










　通りがかる部屋を片っ端から物色していくこと約一時間。

　客間からようやく縁側まで到達し、実家にはない、広くて美しい日本庭園を発見した柊青と霜星は、裸足になって躊躇ためらいなくそこへ飛び込んだ。

　苔の上を駆け回り、松や柳に上り、池の鯉を眺め──そんなふうにしばらくはしゃぎ回った後。

　縁側に上がって休憩していたとき、

「ねぇ霜星」

　柊青がふと、思い立った風情で口を開いた。

「なぁに？　兄さま」

　首を傾げて自分を見上げる弟に、柊青は庭の向こう──否、屋敷を囲む塀の向こうを見ながら、声を潜めて言った。

「ちょっとだけ、お屋敷の外に行ってみない？」

「えっ」

　好奇心に瞳を煌めかせる兄の言葉に、霜星は困惑したように声を上げた。

「でも、お父さまもお母さまも、いまはおはなし中──」

「ちがうよ。ぼくとお前、ふたりだけで行くんだよ」

　驚きに目を瞠る霜星の手を、柊青がくいっと引く。

「だいじょうぶ、ちょっとだけだよ」

「う……」

　迷いと不安に小さく呻く霜星。両親に黙って出かけることに罪悪感を覚える反面、外に対する興味と、『兄が一緒なら怖くない』という思いが、繋いだ手に力をこもらせる。

　俯かせた顔を、やがて、霜星は上げる。

　その瞳に覚悟が宿っているのを見て、柊青は弾けるように笑い、

「行こう！」

　と言うが早いか、霜星の手を力強く引いて、縁側から飛び降りた。










　屋敷を飛び出した幼い兄弟が最初に学んだのは、『人間界の地面アスフアルトはとても熱い』ということだった──季節は夏、とくに今日は快晴だ。しかも屋敷が建っている土地は盆地なのだから、さもありなん。

　裸足ではとても立っていられず、ふたりは慌てて靴を取りに玄関へ引き返す。

　それからようやく、『外の世界』の冒険を開始した。

　屋敷内もそうだったが、目に入るものすべてが『初めて』で、兄弟は言葉にならない感動の声を絶えず上げ、きょろきょろと辺りを見回しながら、当あて所どなく歩く。

　天辺に何本もの黒い縄が張られた石の柱や、何かの紋様や絵を掲げた看板、地面に描かれた白い文字と線、点々と埋まっている円盤に、子どもの脚でもまたげるほど細い川。

　何より視界を占めるのは、里とは比べものにならないほどたくさんの民家。

　建物自体の大きさは様々だが、さながら膳に並べられた皿や椀のように、家と家の──正確には敷地の──間隔がとても狭くて、左右に首を振っただけで、ざっと十軒は目に入る。

　──すごい。

　暑さなど忘れて、柊青は瞳を輝かせる。

　自分はいま、自分が暮らしているのとはまったく違う世界にいるのだという実感が、むくむくと湧いてくる。

　ただ──暑いからか、それともここがそういう場所なのか、身内以外の人間をまだ見かけていないことが、柊青にとっては少々不満だった。

　せっかくだから、全然知らない人間に会ってみたい。話をしてみたい。

　外ここにはいなくても、家の中にならいるかもしれない。玄関まで行って「ごめんください」と叫んでみたら、出てきてくれるだろうか。人間の世界でも『ごめんください』は通じるだろうか？

　ふと抱いたその疑問が、柊青の好奇心を一層刺激する。

　里とこの世界──妖狐と人間では、何が違って、何が同じなのか、知りたい。見たり触れたりするだけでなく、いろんなことを試してみたい。

　一度考え出したら、もう駄目だった。

　堪らなくなって、柊青は足を止める。すると、反射的にそれに倣った霜星が、柊青を見上げた。

「兄さま？」

　どこか不安げな声で兄を呼ぶ霜星。

　しかし柊青は反応しない。彼の目は、ある家の庭に釘づけになっていた。

　何か不穏なものを感じて、霜星はおずおず、兄の前に回りこむ。そして、その表情が期待に満ち溢れていることに気づき、えっ？　と目を丸くしたときだった。

　柊青が唐突に駆け出した──件くだんの庭に向かって。

　繋いでいる手が引っ張られる。霜星はつんのめって「うわっ！」と声を上げるが、柊青は止まらない。

　そして──とうとう件の家の敷地内に踏み込もうとした、その直前。

　今度は柊青が「わっ!?」と声を上げた。

　霜星が寸でのところで、兄の腕を両手で掴み、その場に踏ん張ったのである。

「霜星？」

　困惑した様子で柊青が振り返る。

　霜星は踏ん張ったまま、必死に訴えた。

「だ、だめだよ兄さま。入っちゃだめだよ」

「なんで？　だいじょうぶだよ」

「だめだよ、こわいよ。何がいるかわかんないよ」

「何がって……いるのは人間だよ。ここは人間のおうちなんだから」

「でっ、でも、知らないひとのおうちだよ」

「そうだけど……、……じゃあ、お前はここにいなよ。ぼくだけで行ってくるから」

　かつてないほど頑なに反対する霜星に、柊青は戸惑いながらもそう言って、手を離そうとする。

　──が、途端、霜星が弾けるように絶叫した。

「やっ……やぁあっ！　やだ、やだやだやだ、やだぁ！」

「えっ、霜星!?」

「やあああ！　にいさまやだあ！　いっちゃやぁだああ！　あああああ！」

　舌足らずながら全力で声を張って、霜星は柊青の腕をぐいぐいと容赦なく引っ張る。

　あまりに予想外の抵抗に柊青が動転しているうち、霜星は大粒の涙をぼろぼろとこぼしはじめた。

　その口からはもはや言葉は出てこず、喉よ裂けよとばかりの凄まじい泣き声ばかりが止めどなく溢れてくる。

　弟を泣かせてしまったという罪悪感と混乱とが入り混じり、さらに霜星の絶叫と合わさって、柊青の頭をがんがん揺さぶる。

「ごめ、ごめん霜星。わかった行かない、行かないから！　ね？　霜星、霜星！」

　慌ててそう宥なだめるも、まるで耳に入っていないようで、霜星は一向に泣き止まない。

　手を握り直しても、頭を撫でても、抱き締めてみても効果はなく、柊青の混乱はますますひどくなっていく。

　それでも、つられて泣きたくなるのをぐっと堪え、必死に考える。

　どうすればいい？　どうしたら霜星は泣き止む？

　霜星が嫌がっているのは、知らない人間の家に入ること──……違う。たぶん、そうじゃない。

　自分が霜星を置いていこうとしたことだ。

　霜星は怖がりだ。それでも、自分か両親のどちらかが一緒にいれば、怖くても少しくらいなら我慢できる。

　でも、そんな弟を、自分はひとりぼっちにしようとした。

　家や、その中にいるかもしれない人間に夢中で、霜星のことを蔑ないがしろにした──少しだけ、邪魔だとさえ思った。

　後悔が襲いかかってくる。

　けれど柊青はそれも無視して、さらに考える。

　霜星に自分の声はもう届かない。なら、誰なら弟を落ち着かせられる？

　そんなの決まっている。

　蒼ち真ちと露は里はしかいない。

　呼びに行かなきゃ──と、泣き喚く霜星から視線を外した柊青は、しかし、そこでようやく、はたと気づいた。

「……ここ、どこ……？」

　確かに歩いてきたはずの道。なのに、振り返ってみても、全然その実感がない。

　何よりも、視界のどこにも、母の実家が見当たらない。

　そんなに遠くまで来たつもりはないのに、どれだけ辺りを見回しても見つからない。見覚えのあるものが何もない。

　焦燥感が凄まじい勢いで柊青の心を染めていく。

「え、えっ……!?　ない……おうちどこ……？　母さま……っ、……とうさまぁ……！」

　遅れてじわじわとやってきた不安を吐露しながら、柊青は必死に周囲を見る。

　しかし、どれだけ見回しても、やはり求めるものは見つからない。

　その間も、霜星は柊青にしがみついて、「いっちゃやだ、にいさま」と、勢いこそ落ちてはいるものの、まだ泣きじゃくっている。

　ここがどこだかわからない。周りには誰もいない。霜星は泣き止まなくて、離してくれなくて。自分はここから動けない。

　あつい──暑い、熱い。頭が熱い。

　くらくらする。

　目がちゃんと開けられない。

　膜が張ったようにぼんやりとする聴覚。それを、霜星の声と、蝉の声、そして自分の鼓動が混ざった音の嵐が襲う。

　やがて、何かを考える気力さえ失いかけた──そのとき。

「ぼくたち、どうしたの？　迷子？」

　と。

　まったく聞き覚えのない声と、大きな丸い影が降ってきた。

　柊青は緩慢な動作で、伏せていた顔を上げる。

　そうして目に入ったのは、日傘を兄弟の頭上に掲げ、ふたりを心配そうに見つめる、ひとりの中年の女性だった。

　一見して具合が悪いとわかる面持ちの柊青に、女性ははっとした様子で言った。

「あらぼく、大丈夫!?　顔色が悪いわ。とりあえずうちへいらっしゃい、ジュース出してあげるから」

「えっ、ぅ……？」

「ほら、遠慮しないで！　こんなとこに帽子も被らないでいたら熱中症になっちゃうわ」

「あ、やっ、うう……？」

　よくわからない言葉を早口で捲まくし立てられて、どんな反応をしたらいいかわからず、柊青は言葉にならない呻き声をこぼす。

　しかし女性は有無を言わせぬ勢いで柊青の背を押して、彼女を見向きもせず兄の胸で泣いている霜星ごと、自宅──先程柊青が夢中になっていた庭の中に連れていこうとする。

　それに気づいた瞬間、柊青はひっと息を飲んだ。

　先刻の、庭に踏み込もうとした自分と、それを頑として止めた霜星が、脳裏に蘇る。

　途端、鈍っていた思考が叩き起こされ、柊青の脳内で大音量の警鐘を鳴らす。

　つい先程まであれだけ惹かれていた民家に入れる機会というだけでなく、その中にいた『全然知らない人間』と接触までできたというのに──それらがいまの柊青に与えたのは、ただの恐怖だった。

　正体不明の存在に、その存在が支配する、ここよりさらに知らない場所へ──さらに両親から遠い場所へ、無理矢理連れていかれる。

　──怖い。

「やっ──や、やぁっ！」

　突如短い悲鳴を上げ、霜星を護るようにぎゅっと抱き締めて門の手前で踏み止まった柊青に、女性は「えっ？」と不思議そうに目を丸くする。

「どうしたの。遠慮しなくていいのよ？」

「……っ」

　困惑した様子の女性の言葉に、しかし柊青は応えず、ただこれ以上彼女に移動させられないよう必死に体を硬くする。

　理由はわからないが石のようになってしまった子どもたちに、女性はどうしたものかと頭を悩ませる。

　家には入りたくないようだが、かといって自分以外の大人が誰もいない、こんな暑い場所にふたりを残すわけにもいかない。

　しばらく考えた女性は、それならせめて水分だけでもと思い、

「じゃあ、ぼく、これを持って、少し待ってて」

　と、持っていた日傘を柊青に差し出そうとした。

　そのとき。

「柊青！　霜星！」

　という、男性の声がした。










　名前を呼ばれて、柊青は声のした方を見る。霜星も、ようやく涙を引っ込めて、柊青の胸から顔を上げた。

　兄弟の視線の先。

　駆けてくるのは、ふたりの父──ではなく。

　またしても見覚えのない人物だった。

　ただ──。

「緑色……」

　男性の瞳は、綺麗な薄うす緑みどりだった。

　そこに不思議と安心感を覚えて、柊青と霜星は男性をじっと見つめる。

　彼はふたりのもとまで来ると、

「やっと見つけた。ふたりとも、どこも怪我してないか？」

　と、まるでとても親しい間柄のような態度で言い、ふたりがその問いかけにぎこちなく頷くと、「そうか、よかった」と笑って、女性の方を向いた。

「すみません。うちの子たちがご迷惑を」

　特徴こそ日本人らしいが、俳優張りに整った顔の造作と肌の滑らかさ、そして何より美しい色の瞳に、女性はぎょっと目を剥く。

　それから、にわかに顔を赤らめつつ応えた。

「い、いえいえ、迷惑なんて全然！　ただこの子の泣いてる声が聞こえて、出てきてみたら、こっちの子がなんだか具合が悪そうでね。何か飲みものでもあげようと思ったんだけど……」

　そこまで言ってから、女性は窺うような視線を男性に向ける。

「あなた、この子たちの……お父さんかしら？」

　父親にしてはかなり若く見えるけど、と言いたげな口調だった。

　そんな不ぶ躾しつけな態度に、しかし男性はさして気分を害したふうもなく、「いえ」と笑顔で否定した。

「兄ですよ」

「あらそう。そうよね、ごめんなさいねぇ」

　すっかり納得した様子で豪快に笑う女性。

　一方、柊青と霜星は、真逆の心境だった。

『兄弟』は自分たちだけ──柊青と霜星のふたりだけだ。こんなに年上の兄はいない。

　このひとは誰だ？

「お兄さん、目が緑色なのねぇ。この子も綺麗な銀色の髪に青い目だけど、外国の血が入ってるの？」

「……ええ、まぁ。そんなところです」

　ふたつめの質問に、男性は曖昧に答える。

　そして、

「さ、帰ろうふたりとも。つゆ──母さんが待ってる」

　と、柊青と霜星に手を差し伸べた。

　突然現れた、自分たちの『兄』を名乗る男性。

　件の女性よりも怪しむべき彼の手を、そうとわかっていながら、柊青は取った。

　このひとは──なんだか自分と『同じ』な気がする。

　何が『同じ』なのかはわからないが、確かにそう感じるのだ。

　霜星も柊青と同意見なのか、家に入ろうとしたときのように、男性についていこうとする柊青を止めようとはしない。

　掌てのひらに触れた小さな手を、男性はしっかりと握る。

　そして穏やかな笑みを浮かべ、ふたりをそっと引き寄せた。










「ほら、飲みな」

　と、『兄』は道の途中で見つけた『光る箱』の前で立ち止まると、しばらくその前で何かをした後そう言って、柊青と霜星に、色のついた水が入っている奇妙な形をした半透明の筒のようなものをふたつ、差し出した。

「……なぁに？」

　受け取ったそれを、顔をつき合わせるようにしてまじまじと見つめた後、兄弟はきょとんとした顔で『兄』に尋ねる。

　すると彼は「ああ」と何かに気づいた様子で、筒をふたつとも取り上げると、一部を何度か捻って、また差し出してきた。

「ジュース……飲みものだよ」

　ここから飲むんだよ、と『兄』は筒の上部分を指で示す。

　霜星にじっと見つめられる中、柊青はおずおずとそこに口をつけ、上を向いた。

　中の水が口内を満たす。初めて感じる味だったが、それは甘くて冷たくて、くらくらしていた頭をすっと癒してくれるものだった。

「おいしい……」

「気に入ったか？」

「うん。霜星も飲みなよ、おいしいよ」

「ん……うん」

　促され、霜星もおそるおそる柊青の行動をなぞる。

　ほどなくして、疲労と不安で陰が差していた霜星の顔がぱあっと明るくなる。

　散々泣いたせいか、それともよほど気に入ったのか、霜星は夢中で水を喉に流し込み、筒の半分ほどまで飲んだところで、ようやく口を離した。

「はは、よっぽど喉渇いてたんだなぁ。間に合ってよかったよ。さて、もう少しがんばれるか？」

　安心したように笑って、『兄』はふたりから筒を預かり、一旦離していた手を再び柊青に差し出す。

「うん」

「はい」

　頷いて、柊青は『兄』の手を取り、霜星が柊青のもう片方の手を掴む。

　日陰になっている場所を選んで歩く三人。

　やがて霜星がぽつりと、『兄』に向かって声を発した。

「……あの」

「ん？」

　足は止ないまま、『兄』が霜星を見る。

　霜星は警戒心の滲むか細い声で、こう尋ねた。

「……おにいさんは、だれですか？」

　率直な問いだった。

　訊かれた『兄』は少し悩む素振りを見せ、遠くに目を遣り──しばらくした後、少し淋しそうな笑みで言った。

「んー……難しいな、その質問は」

　曖昧な反応に、柊青と霜星は首を傾げる。

　そんなに悩むようなことだろうかと言いたげな子どもたちの瞳に凝視されて、『兄』は苦笑する。

「……俺は、この世界のいろんなところを旅して回ってるんだ。だから、『何者か』って訊かれたら『旅人』だって答えるところだけど……」

　薄緑の瞳が兄弟を見つめる。

　髪も瞳も、顔立ちも違うふたり。

　──けれど、ふたりには確かに、彼女の面影がある。

「お前たちに『誰だ』って訊かれたら──なんて答えるべきか、ちょっと迷うな」

　やはり、彼の言うことは、柊青にも霜星にも、よくわからない。

　しかし、その言葉になんとなく『訊いてはいけないことを訊いてしまった』気がして、霜星は慌てて質問を買えた。

「え、えっと、じゃあ……おにいさんは、ぼくたちのお母さまの、お知り合いですか？」

　すると『兄』は、今度は驚いたように瞬いた後、

「霜星は礼儀正しいな。容姿もだけど、そういうところも『彼女』によく似てる」

　と言った。

　またしてもよくわからない言葉だったが、弟が褒められたことは理解できて、柊青は口角を上げる。

　対して霜星は、自分が誰と似ているというのだろうといった体ていで、『兄』を凝視し続けている。

『兄』は「柊青も、性格はきっと『彼女』似だな」とつけ加えて、それからようやく質問に答えた。

「うん。露里とは──お前たちのお母さまとは、見知った仲だよ」

「お友だちなの？」

「友だち……まぁ、そうかな。……うん、そうだよ」

　曖昧な返答をしてから、繰り返すように──自分に言い聞かせるように、頷く。

「彼女とは少し前に……いや、昔って言うべきか。『里』で出会ったんだよ」

　里。

　と言われて、兄弟に思い当たるのはひとつしかない。

「『妖狐の里』に来たことがあるの？」

　柊青が目を輝かせると、『兄』は「いや」と笑った。

「もともと俺は、そっち側だったんだよ」

「里に住んでたってこと？　じゃあ、おにいさんも妖狐なの？」

「ああ」

　とはいえ、俺が棲んでたのはお前たちのほうじゃなくて、ふたつめのほうなんだけどな──と。

　なんの感慨もなさそうに『兄』は語る。

『ふたつめのほう』を知らず、またもきょとんとするばかりの柊青と霜星に、彼は優しく笑って、今度はこっちの番だと言うようにふたりに問いを投げた。

「それよりも──お前たちのお母さまは、お前たちから見てどんなひとか、聞かせてくれないかな」

「「！」」

　その質問を聞くが早いか、柊青と霜星は嬉々として、母のことを思いつく端から語りはじめた。

「お母さまはね、すっごく優しいの！　ときどきしかられるけど、いつも笑って見ててくれるの」

「お料理も、とってもじょうずなんです。女中さんのごはんも好きだけど、お母さまのつくってくれたほうが、もっと好きです！」

「あとね、ぼくたちの服も、お母様が作ってくれるの！　今日のはちがうんだけど、でもいつも着てるのは、お母さまの『おてせい』なんだよ」

「それから、えっと、えっと……」

　気持ちとしてはまだまだ言い足りないけれど、幼い頭脳ではすぐに的確な言葉が思い浮かばず、霜星は懸命に悩む。

　しばらくして、ぱあっと明るくなった顔で、霜星は言った。

「それから、お母さまは、お父さまととってもとってもなかよしなんです！」

「そう！」

　弟の発言に、柊青も即座に食いつく。

「ふたりとも、すごく仲がいいんだよ！　お母さまはだれにでも優しいけど、お父さまにはとくに優しくて、お仕事が終わった後はいつも──」

「知ってる」

　と。

　柊青と霜星の弾むような語りを、それまでにこやかに聞いていた『兄』は、なぜか突然、そうばっさりと断ち切った。

　一変した彼の雰囲気に、兄弟は思わずぴたりと、口のみならず足も止める。

　若干の緊張が滲んだ面持ちで自分を凝視するふたりに、『兄』は笑顔を向けた。

「ん？　どうした？」

「え、……えっと……」

「…………」

　不思議そうな顔の『兄』に、柊青も霜星も、なんと返すべきかわからず戸惑う。

　なんとも言えない沈黙が流れる。

　やがて『兄』は取り繕うように言った。

「ふたりとも、お母さまのことが大好きなんだな」

　その言葉には、先程一瞬だけ感じたような威圧感はない。

　子どもたちはほっと息を吐ついて、

「うん」

「大好きです」

　と、応えた。

「そうか……そうか。それなら……うん、よかった」

　噛みしめるような呟き。

　それを聞いて、柊青はふと思ったことを口にした。

「おにいさんは？」

「え？」

「おにいさんは、お母さまのこと好き？」

「────」

　訊かれて、『兄』は虚を突かれたように瞠目する。

　そして、

「……好きだよ」




「この世で一番、大好きだ」




　清々しいようで、けれど確かに熱を孕んでいる──そんな答えだった。










　いない。

　いない、いない、いない。

　どこにもいない。

「柊青、霜星……っ！」

　邸の中を駆け回りながら、掠かすれた喉で息子たちの名まえを叫ぶ。

　しかし、どれほど呼んでも応いらえはない。

「どこにいるの……!?」

　もう何度も同じ場所を回っていることさえ、露里は気づかない。

　ただひたすらに、子どもたちを捜す。

　──ほんの少しの間のつもりだった。

　なのに、ふと我に返ってみれば時間はぞっとするほど経っていて、ふたりの息子は忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　まさか、と。

　悪い想像が脳裏を過ぎる。

　露里はそれを、すぐさま否定した。

　そんなはずはない。

　この屋敷が、親類が狙われる理由は、もうないのだから。

　だから──柊青と霜星が、かつての自分のように連れ去られたなんてことは、あり得ないはずだ。

「……っ」

　違う。

　わかっている。

　そんなことはないのだと、わかっている。

　たとえこの屋敷が、親類が、もう誰にも狙われていないのだとしても、それとはまったく関係なく、子どもを攫う者はいる。

『外には出ないように』とは言わなかった──そんな発想がなかった。

　だからもし、あの子たちが好奇心のために屋敷の外へ出て、そこを何者かに襲われたのだとしたら。

「わたしが……わたしのせいで……っ！」

　露里は踵きびすを返す。

　すでに蒼真が外へ捜索に出ているが、それをただ待ってはいられない。

『もしかしたら帰ってくるかもしれない』なんて、そんな悠長に構えていられない。

　廊下を走り抜け、玄関へと駆け込む。

　靴を履くことさえ煩わずらわしくて、いっそこの勢いのまま外へ飛び出してしまおうかと考えていた露里は、しかし、上がり框がまちより手前で「あっ……」と足を止めた。

　慌ただしい足音を聞いて、土間に立っていた人影──和成が振り向く。

　和成は妹の顔を見た瞬間、その心中を察し、咎めるように眉間に皺を寄せた。

「露里、お前はここにいなさい」

「い……嫌です。お兄様」

　兄の厳しい言葉に一瞬怯ひるむ──が、露里はそれを撥ね除ける。

　子どもたちが危険な目に遭っているかもしれないこの状況で、母親の自分が安全圏に引き籠もっているなんて──

　引き籠もって──そうだ。

　わたしはもう、屋こ敷こから自分の意志で踏み出せる。

「わたしはあの子たちのお母さんなんです。だから、わたしが行きます」

「…………」

　試すような鋭い視線が露里を捉える。

　露里は目を逸らさない。

　……やがて、和成が言った。

「絶対に、俺から離れないこと。いいね」

「──はい！」

　力強く頷いて、露里は和成とともに外へと駆け出した。

　門まで続く敷石がやけに長く感じる。

　兄の背を見て走ることさえもどかしく思い、ともすれば追い越しそうな体で屋敷から踏み出した露里は、蒼真が先刻向かったのとは逆の方──右へ伸びる道へ走ろうとした。

　しかし、

「──え」

　角を折れた瞬間、露里はその足を止めた。

　焦る妹を抑えようと追った和成も、虚を突かれた風情で立ち止まる。

　ふたりの目に飛び込んできたのは、




　ひとりの青年と、彼と手を繋いで歩くふたりの男児だった。




「柊青、霜星っ……！」

　涙ぐんで掠れた声が、露里の喉から絞り出される。

　その叫びが届いたのか──数十メートル先、青年と親しげに話をしていた子どもたちが、ぱっとこちらを見た。

「あっ──お母さま！」

　無邪気な笑顔が弾ける。

　安堵なみだが瞳から溢れる──よりも早く、露里は夢中で駆け出す。

　そして、そのまま飛び込むように、ふたりを両の腕で抱き締めた。

「よかった──よかった……っ！　ふたりとも無事で、本当に……っ」

　苦しいほどの抱擁を受けて、兄弟ははっとしたように目を瞠る。

　いつもの柔らかな微笑みは失せ、さりとて息子たちの勝手な行動を叱るでもなく、ただただ自分たちをきつく抱き締める母。

　その体温と力の強さに、ようやく、安心と罪悪感がじわりと染み出してくる。

　しばらく揃って呆けていた兄弟は、やがてどちらからともなく嗚お咽えつをこぼした。

「ふ……うぇっ……」

「……っ、うぁ……うう」

　次第にそれは抑えきれないほど大きくなって、ふたりは露里にしがみつきながら、

「お母っ、さまぁ、ごめんなさい、ごめんなさいぃ」

「ごめんなさいぃぃ」

　と、顔をぐしゃぐしゃにして謝った。

　わんわん泣き喚く息子たちに、露里は拘束を少し緩めて、彼らの小さな頭を愛おしげに撫でる。

　微苦笑を浮かべつつ息を吐つく彼女。その斜め上から、

「──露里」




　優しい──懐かしい声が、降り注いだ。




「──え」

　確かに覚えている、その声。

　弾かれたように上を見る。

　穏やかに細められた薄緑の双そう眸ぼうと、視線が交わった。

「……斯し貴き、さん……」

「……こうしてちゃんと顔を合わせるのは、久し振りだね」

　その言葉に、露里は確信する。

　変わっていない。姿も、性格も──きっと、心も。

　存在こそたびたび感じてはいたが、彼の言うとおり、再会は実に十年ぶりで。

　やっと顔が見られた、という喜びが、露里の胸を満たす。

　気づけば、露里は泣き笑いのような表情を浮かべていた。

「……会いたかったです、斯貴さん」

「本当に？　それは……嬉しいな」

「本当ですよ。だって……いつも贈りものだけが届いて、斯貴さんは一度も顔を見せてくれないんですから」

　わざと少しだけ咎めるような口調で言うと、斯貴は「はは」と小さく笑って、

「ごめん。なんていうか……勇気が出なくてさ」

　と、少し決まりが悪そうに、露里から視線を逸らした。

「…………」

　返せる言葉が思い浮かばず、露里は口を噤つぐむ。

　どこかぎこちない空気が漂いはじめた、そのとき。

「おにいさん」

　ようやく泣き止んだ柊青が、斯貴に問うた。

「おにいさんの名まえ、斯貴っていうの？」

　言われて、斯貴はいまさらながら、まだ名乗っていなかったことに思い至る。

　端はたから見れば誘拐事件そのものだな……と思う一方で、『知らないひとについていってはいけない』ということを、ちゃんと教えなければ……という使命感のようなものも覚える──まあ、そのおかげで、こうしてふたりをここまで連れてくることができたわけだから、言えたことではないのだけれど。

　そんな、こみ上げる苦々しいものを飲み込んで、斯貴は答えた。

「うん。改めて──初めまして、柊青、霜星」

「そういえば、どうして斯貴さんが……」

　子どもたちの頭を撫でる斯貴に、露里が思い出したように尋ねる。

　そこへ、少し離れた位置で頃合いを計っていた和成が、漸ようよう、口を挟んだ。

「あの、失礼ですが……うちの妹のお知り合いですか？」

「ああ、これは、ご挨拶が遅くなって申し訳ありません」

　丁寧な物腰ながら、わずかに警戒心を覗かせた態度でそう尋ねた和成に、斯貴はすぐさま頭を下げる。

　慣れた風情で名乗るその姿に、露里は、先程斯貴に対して抱いた『あの頃から変わっていない』という印象を、わずかに修正する──十年という歳月を経て、彼は彼らしさを保ったまま、しかし多少なりとも変わったのだと実感する。

　──十年前。祭りの後。

　第二の里に皆とともに帰った斯貴は、間もないうちに、『外の世界』へ旅立った。

　露里がそれを知ったのは、秋の中頃──蒼真との結婚式から数日後に届いた、当人からの文によってだった。どうやって届けたのか、ある日、少しの間空けていた部屋に唐突に、そっと置いてあったのである。

　思えば、それがはじまりだった。

　以来、まるで魔法か何かのように、彼からの贈りものがいつの間にか、たびたび部屋に届くようになった。

　四季折々の風景を収めた写真集や、日本庭園のミニチュア模型、いろんな色や大きさのビー玉。ときには季節ものの洋服や小物まで。

　それらには決まって近況を報せる手紙が添えられていて、読むたびに、郷愁と、斯貴にまた会いたいという思いが募った。

　記憶の中の彼は出会った頃のままで、事実、姿こそ変わっていないけれど。自分よりもずっと多くのものを見て、聞いて、感じてきたであろうことは、雰囲気でわかった。

　……それが眩しいような、少し羨ましいような、なんとも言えない──しかしどこか温かい気持ちがこみ上げてくる。

「……お母さま？」

　目を細めて、和成と話している斯貴を見つめる露里に、霜星が何かを感じ取った風情で呼びかける。

　くいくいと袖を引かれて我に返った露里は、取り繕うように口を開いた。

「ふたりとも、あのおにいさんと一緒にいたの？」

「うん。最初はぼくと霜星のふたりだったんだけど、……その、とちゅうで迷子になっちゃって」

　少しだけばつが悪そうに、柊青が答える。

「それで、霜星がないちゃって、知らないおばさんに声をかけられたときに、おにいさん……斯貴さんが助けてくれたの」

「お母さまのお友だちだって言ってました」

　霜星が言い添える。

　露里は「そう」と納得した体で返しながらも、内心、なぜ斯貴がこの町にいるのかと首を傾げる。

　いつかの手紙で、彼は日本各地を旅していると言っていた。

　たまたま、いまの旅先がここだったのだろうか？

　それとも──。

「あの、斯貴さん」

　ふたりを助けてくれてありがとうございました。でも、どうして斯貴さんはがここに？

　そう尋ねようと声をかける。

　呼ばれて振り返る斯貴。

「ん？」と小首を傾げ──しかし直後、彼は浮かべていた柔和な笑みを、一瞬にして険しいものに変えた。

「斯貴さん？」

「……ごめん、露里。もう行くよ」

「えっ」

　斯貴は遠くを睨んで低く言うと、和成に「すみませんが、これで」と頭を下げ、

「柊青、霜星。会えてよかったよ。お母さまを大切にするんだぞ」

　と、子どもたちの頭を撫でた。

　彼が本当にこの場から去ろうとしているのだと確信して、露里は咄とっ嗟さに手を伸ばす。

　引き留めようとするかのようなその動きに、斯貴は名残惜しげに微笑み、露里の頬に指先でそっと触れた。

「長い間、顔を見せなくてごめん。でも、こうして会えてよかったと思う」

「……また、会えますか？」

「……うん。またいつか……今度はちゃんと、きみに会いに行くよ。お土産も持ってね」

「はい。待ってますね」

　約束する、と斯貴は少年のように笑う。

　露里が微笑み返すと、すっと彼の指が頬から離れる。

　そして──不意に、突風が吹いた。

　かと思った次の瞬間には、すでに斯貴の姿はなかった。

「あれ？」

「……帰っちゃったんですか？」

　柊青がきょろきょろと辺りを見回し、兄より先に悟ったらしい霜星が露里に訊く。

　露里は屈んで、ふたりを引き寄せた。

「うん。でも、また会えるよ。……約束したもの」

　そのときは、もっといろいろな話をしよう。

　この子たちと一緒に、旅でのいろんな話を聞いて。こちらのことも話して。

　十年間で上達した料理も、たくさん振る舞って。

「……あ。服のお礼……」

「服？」

「お礼？」

　しまった、と目を瞠みはった露里の言葉を、柊青と霜星が反復する。

「そう。ふたりが今日着てきたお洋服──と、わたしのこのワンピース、斯貴さんがくれたものなんだけど……お礼、言いそびれちゃった……」

　それぞれ、『きみにきっと似合うと思って』『子どもたちにも、いずれ大きくなったときに』という一筆が添えられた、いつかの贈りものだった。

　服だけでなく、他の品々や、息子たちを助けてくれたことについての感謝も、結局伝え損ねてしまった。

　──でも、『約つ束ぎ』がある。

　次の機会には、必ず言おう。そう心に決めて、露里は立ち上がる。

「中に入ろう。父さんも心配してる」

　和成が三人を促す。

　はい、と応えようとしたところで、頭上──否、屋根の方から音がした。

　次第にこちらへ迫ってくる、硬いものを蹴る乾いた音──足音。それは一定の間隔で響き、やがて露里の目の前に降り立つ。

　何もない空間が陽炎かげろうのように揺らめいて、蒼真の姿が現れた。

「おかえりなさい、蒼真さん」

「ああ。……帰ってきたのか」

　微かに安堵を滲ませた目で、蒼真は息子たちを一いち瞥べつする。

　対して、柊青と霜星はびくっと身を竦ませる。

　彼が自分たちを捜しに行っていたのだと悟って、ふたりはすぐに頭こうべを垂れた。

「ごめんなさい、お父さま」

「ごめんなさい……」

「…………」

　しゅんとした様子の子どもたちを、蒼真はもの言いたげな目で見つめる。

　少しして、ひとつ息を吐つき、

「……話は後だ。とりあえず、中に入れ」

　と言った。

　まず間違いなく叱られるだろうと予見して肩を落とす子どもたちを、和成が優しく邸内へと誘いざなう。

　その小さな背中に苦笑めいた視線を注ぎながら、露里はそっと、夫に言った。

「あんまり厳しく叱らないであげてください。もう充分反省していると思いますから」

「わかっている」

　静かな声音でそう応えた蒼真は、何気ない風情で露里に訊く。

「どこにいた？」

「それが……、……」

　すぐに答えようとして、しかし露里は途中で口を噤み、考えるように視線を彷徨さまよわせる。

　……突然不機嫌そうな様子になって、追い立てられるように去っていった斯貴。

　しかも歩いてではなく、おそらく妖術を使って、即座に姿を消して。

　そして、その数分後に、蒼真が帰ってきた。

　このことから考えられるのは──。

「……それが、迷子になって泣いていたところを、ご近所の方が、ご親切にここまで連れてきてくださって」

「なるほど」

　蒼真は露里の言葉をさして疑う様子もなく、短く応えた後、妻の背を優しく押した。

「私たちも入ろう。日差しが強い」

「はい」





　　　◇　　　◇　　　◇






　──これが、一日目の思い出。

　二日目は、両親だけでなく、和成や繁行も一緒に、街へ出かけた。

　雑貨店や呉服店、おもちゃ屋に本屋などを見て回り。お昼時にはファミリーレストランへ入って、ランチセットからデザート、ドリンクまで、心ゆくまで堪能し。帰りがてら、里で待っている祖父母と紗埜へのお土産を購入した。

　そして三日目。

　和成の提案で、この日は水族館へ行った。

　初めて知る『海』というものと、そこで暮らす様々な生き物の存在。「山奥から出たことがないなら、きっと楽しいだろう」という和成の読みは見事に的中し、柊青と霜星は昨日にも増してはしゃぎ通しだった。大小問わずあらゆる水槽を夢中で覗き込み、イルカのショーに度肝を抜かれ、最後にはそれぞれ気に入った生き物──柊青はジンベエザメ、霜星はラッコ、ちなみに露里はペンギン──のぬいぐるみを買った。




　そして、四日目の未明──町の人間たちがまだ寝静まっている頃。

　門の前まで見送りに出てきた繁行と和成に別れを告げ、再訪を約束し。

　蒼真と露里、柊青と霜星は、屋敷の前に来た迎えの駕籠に乗って。

　夜の気配が薄れゆく中、帰路についた。





　　　◇　　　◇　　　◇






「へぇ。じゃあ今回の旅行は、いい思い出になったのね」

「うん！　また行きたい！」

「今度は紗埜姉さまもいっしょがいいです」

　そうね、と返しつつ、紗埜は甥たちから渡された『お土産』を見つめる。

　淡い桃色の花の、繊細な彫刻が施された、透明な杯。

　……人間の世界なんて、きっとたいして面白くもないだろうと、兄たちが旅行に行く前は思っていた。

　しかし、甥たちが本当に楽しそうに語る土産話には興味を引かれるものが少なからずあったし、この杯も、とても綺麗で気に入った。

　そう何度も里を出る許可が下りるとは思えないが、いつか──

「……そうね。まぁ、一度くらいなら……行ってみたいかもね」

　興味津々だと素直に認めるのはなんとなく嫌で、そんなふうに応える。

　だが柊青と霜星は、つんとした紗埜の反応に、ぱあっと顔を輝かせた。

「きっとお姉ちゃんも楽しいよ！　だって本当にすごかったもん！」

「とっても明るくていろんなものがいっぱいあって、人間もいっぱいいて！」

「あーあー、わかったってば。もう何度も聞いたわよ。もう」

　辟易した風情で言いつつ、紗埜は苦笑する。

　人間や、人間の世界を忌避しない、むしろいたく気に入ったこの子たちが、いずれはこの里を率いる立場になる。

　そのとき里は──妖狐じぶんたちは、どんなふうになるのか。

　変わるのか、変わらないのかさえ、いまはわからないけれど。

　その時と代きを見るのが楽しみだと、少しだけ思った。







「栞凪かんな」

　柔らかい声に呼ばれて、栞凪は背後を振り返る。

　呼び声の主は、先代の姫巫女、珀はく羽うだった。

「はい、お母様」

　凛とした態度で応えた娘に、珀羽は手に持っているものを差し出した。

「あなたに贈りものですよ」

「贈りもの？」

　紗埜は怪訝そうに眉根を寄せつつ立ち上がり、件のものを受け取る。

　それは、蝶を模かたどった銀細工だった。

　翅はねには複雑だが美しい紋様と、煌めく紫の石がいくつかあしらわれている。そして、裏側には小さな留め具もついていた。

「これは……」

「帯に飾るものだそうよ。貸してご覧なさい」

　渡すと、珀羽はその場に屈んで、栞凪の帯にそれをつけた。

「はい、できた」

　ややあって、珀羽が満足げな笑みを浮かべて立ち上がる。

　栞凪は帯の上に留まった蝶を見つめながら尋ねた。

「ありがとうございます。……でも、一体誰が」

「蒼真ですよ」

「えっ」

　思わぬ名が飛び出して、栞凪は弾かれたように顔を上げる。

　久方振りに見る、娘の、感情を前面に出した表情。

　珀羽は内心それを喜ばしく思いながら、顔には出さず、相変わらずの穏やかな態度で続けた。

「旅行のお土産ですって。夕方頃にここへ来て、預けていったと」

　祈りの邪魔をするわけにはいかないと、蒼真は帯留めを巫女に渡してすぐに帰っていったらしい。

　──十年前、蒼真が結婚した後、さほど間を置かずに、栞凪は姫巫女の座を継承した。

　けじめをつける意図もあったし──失恋の痛みを早く忘れたくて、姫巫女の務めを『逃げ場』にしたという自覚も、確かにある。

　以後、蒼真とは時折文を交わすだけで、顔は一度も合わせていない。

　……何かを贈られたのは、これが初めてだった。

「そう、ですか。蒼真が……」

　わたしに似合うと思って、これを選んでくれたのだろうか。

　この紫の石は、わたしの瞳に合わせてくれたのだろうか。

　つい、そんなことを考えてしまう──期待してしまう。

　そしてすぐに、栞凪は自嘲めいた微笑を浮かべた。

　──全然吹っ切れられてないなあ、わたし。

　もう十年も経つのに。

　しかしその反面、「仕方ないじゃないか」とも思う。

　だって、自分が蒼真を想い続けた時間は、十年なんかじゃきかない。もっとずっと長いのだから。

　指先で帯留めに触れる。

　嬉しい気持ちと、少しの切なさが胸を満たす。そのどちらともつかない──もしくは両方が滲んだ笑みがこぼれる。

「……そろそろ休みなさい。あまり無理はしないように」

「はい」

　何かを察した風情の母に促され、栞凪は頷く。

　就寝の挨拶を交わして、珀羽が祷いのり場を去る。

　栞凪はその後しばらく、帯留めを見つめながら、彼に思いを馳せていた。







　今日──人間の世界から帰ってきた翌日。

　朝から昼までは別邸で道玄と静沙に、そして夜は本邸で紗埜に、気が済むまで土産話を披露した柊青と霜星は、それでもまだ興奮が冷めやらなかった。

　そして夜。

　ふたりは布団にもぐりこんだ後、ぬいぐるみを抱きながら、遅くまで思い出話に花を咲かせた。

「ね、霜星。今度また人間の世界に行ったとき、どんなところに行きたい？」

「うーん……『としょかん』かな。お店にもご本はいっぱいあったけど、『としょかん』にはもっとあって、どれでも読んでいいんだって、おじさまが言ってたし」

「そっか、そうだね。お母さまもご本が好きだし、きっと楽しいよ」

「お兄さまは？　どこに行きたい？」

「ぼくは……んー、『ゆうえんち』ってところ！」

　次の機会への期待を膨らませて、兄弟は笑いあう。

　やがて眠気が訪れて、ふたりの口から欠伸あくびがこぼれる頃。

「……昔は、妖狐と人間は、同じ世界に住んでたんだよね」

「……うん。本で読んだよ。お父さまもお母さまも、そう言ってた」

「だったらいつか、昔みたいになれるといいな」

　夢を見るような瞳で、柊青は呟く。

「もっとかんたんに、人間の世界に行けるようになって……人間も、里に遊びに来てくれて。そしたらお母さまも、おじいさまやおじさまと、もっといっぱい会える。街にあったいろんなものが里にもあるようになって、いまよりずっと楽しいことになって」

「…………」

　霜星も、兄を真っ直ぐに見つめながら、彼が語る理想の世界を思い描く。

　それは幼心にもとても綺麗に見えて、霜星は頷いた。

「なったらいいね……そんなふうに」

「うん。いつか……」

　昔のように、人間と妖狐が共存する世界に。

　いつかなったら──できたら、いい。

　……意識が遠のいていく。

　柊青は弟の手を取り、霜星は兄の手を握り返し。

　ふたり一緒に、夢の中へ落ちていった。





了
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